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第 1 章 事業概要 

第 1 節 事業の趣旨・⽬的 

 本事業では、沖縄県内の専⾨学校４校が各校の専⾨分野「商業実務／ビジネス」

「⼯業／情報技術」「⼯業／⾃動⾞整備」「衛⽣／美容」と関連する分野の専⾨⾼

校等と連携し、トータル５年間の⼀貫型職業教育プログラムの開発と実証によ

る沖縄モデルの構築に取り組む。 

ここでは学⽣の中途退学の回避等を⽬的とし、その主な原因となる職業・職種

の理解不⾜と学業不振について⾼等学校および専⾨学校の連携によってアプロ

ーチする。 

前者の職業・職種の理解不⾜については、⾼校の段階から専⾨学校が様々な職

業・職種の仕事内容等を教育することで改善できる。また、後者の学業不振につ

いては、⾼校段階での学びの不⼗分さに対して専⾨学校が職業・職種で必要とな

る知識やスキルの教育を⾼等学校と協⼒して実施することで改善が図れる。 

これらの⽅策によって、⾼等学校段階において専⾨学校での学習に必要な基

礎を確⽴する。さらにこれを⼟台に、専⾨学校進学後は各専⾨分野の応⽤・実践

を⾝につけると同時に、専⾨職業⼈としての⼈間⼒やプロ意識を⾼める教育を

実施していく。 

本教育プログラムは、４分野の専⾨学校と連携する⾼等学校が、それぞれの分

野に特化した内容と４校が共同で開発する⾼校１年次の共通的なキャリア教育

などの分野横断的な内容で構成する。 

こうした⾼・専連携による⼀貫型職業教育の実施を通じて、地域社会に貢献で

きる専⾨職業⼈の育成を強化する。 
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第 2 節 実施体制 

事業実施体制として以下に⽰す構成の「沖専研・専連携コンソーシアム」を⽴
ち上げることによって本事業を推進する。 

 

●実施委員会 
⼀般社団法⼈沖縄専⾨⼈材開発研究会を代表機関とする実施委員会を本事業

の推進組織として編成する。構成機関は専⾨学校、⾼等学校、⾏政機関、企業、
業界団体とする。実施委員会は、「事業計画の⽴案」「実施内容等の重要事項の決
定」「事業活動全般のマネジメント」「成果の取りまとめ」と「普及促進」等の役
割を担う。実施委員会の下部機関として分科会を置く。 

 

●分科会 
実施委員会の構成機関である専⾨学校の専⾨分野ごとに分科会を編成する。  
各分科会はそれぞれの専⾨分野の特性等に応じた⼀貫型職業教育プログラム

の開発・実施に係る活動を展開する。また、専⾨分野を横断する共通的な内容
も含まれるため、相互に連携・協働する。 

 

●コーディネータ 
コーディネータは、事業の全体調整や進捗管理、⾼校と専⾨学校、企業、⾏政

機関などとの橋渡し、広報を事務局と連携しながら担当する。 

 

●事務局 
事務局は、実施委員会、分科会、コーディネータの運営補助をはじめとする事

業活動全体の事務作業を担当する。 
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本事業における構成機関は以下の通りである。 

（１）⾼等学校 
名称 役割等 都道府県名

１ ⼋重⼭商⼯⾼等学校 調査・開発・実証 沖縄県 

２ ⽯川⾼等学校 調査・開発・実証 沖縄県 

３ 美来⼯科⾼等学校 調査・開発・実証 沖縄県 

（２）⾏政機関 
名称 役割等 都道府県名

１ 沖縄県教育庁県⽴学校教育課 連携協⼒⽀援 沖縄県 

（３）専⾨学校 
名称 役割等 都道府県名

１ 専⾨学校那覇⽇経ビジネス 調査・開発・実証 沖縄県 

２ 専⾨学校ＩＴカレッジ沖縄 調査・開発・実証 沖縄県 

３ 専修学校パシフィックテクノ
カレッジ 調査・開発・実証 沖縄県 

４ 専⾨学校琉美インターナショ
ナルビューティーカレッジ 調査・開発・実証 沖縄県 

（４）企業・団体 
名称 役割等 都道府県名

１ 
⼀般社団法⼈  
沖縄専⾨⼈材開発研究会 事業統括 沖縄県 

２ 
株式会社 
沖縄債権回収サービス 調査・開発・実証 沖縄県 

３ 株式会社オーシーシー 調査・開発・実証 沖縄県 

４ 沖縄トヨタ⾃動⾞株式会社 調査・開発・実証 沖縄県 

５ 沖縄 UDS 株式会社 調査・開発・実証 沖縄県 

６ 
ハイアット リージェンシー
瀬良垣アイランド 沖縄 調査・開発・実証 沖縄県 

７ 
⼀般社団法⼈  
沖縄県専修学校各種学校協会 調査・開発・実証 沖縄県 

８ 琉球⼤学 調査・開発・実証 沖縄県 
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第 3 節 事業背景 

●専⾨学校への進学者が多い沖縄県 
沖縄県では、⾼校卒業後の進路として専⾨学校を選択する⽣徒が多い（下グラ

フ）。具体的には、専⾨学校進学率は 24.1％で、これは全国平均の 16.4％より
も 7.7 ポイント⾼く、都道府県別でも新潟県の 26.0％に次いで２番⽬に多い。 

⼀⽅、⼤学等への進学率は約４割だが、その半数近くが県外の⼤学等に進み多
くが⾸都圏や関⻄圏等の県外で就職していく。これに対して、専⾨学校に進学す
る⽣徒は県内で就職するケースが多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●横ばいで推移する県内の⾼等学校卒業⽣ 
（若い世代の育成が県の発展に向けた重要課題） 

少⼦⾼齢化が加速している中、沖縄県は全国でも数少ない⼈⼝増加県であり、
国内で最も 65 歳以上の⾼齢者⼈⼝が少なく、14 歳以下の年少⼈⼝の割合が⾼
い県である。 

沖縄県企画部の推計によれば、2016 年の⾼校卒業⽣は 14,234 ⼈で、その⼈
数は 2033 年までほぼ横ばいで推移するものと⾒込まれている。このような⼈
⼝動態予測について、県が策定した「沖縄 21 世紀ビジョン基本計画」の中間評
価では「沖縄県は潜在的な成⻑性を有しており、今後の沖縄の発展にとって若い
世代の育成は極めて重要」と指摘している。 
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●専⾨学校が果たす役割の増⼤ 職業教育のさらなる充実化へ 
今後 20 年近くに亘って若い世代が横ばいで推移していく中、県内の専⾨学校

へ進学し卒業後も県内で就職していく者が多いという現状を踏まえると、専⾨
学校が県・地域に果たす役割は⼤きく、その重要性を増していくものと考えられ
る。地域の発展に貢献できる⼈材を育成する⾼等教育機関として、職業教育のさ
らなる充実化の取り組みは重⼤な責務である。 
 
●専⾨学校教育の充実化に向けた課題 

専⾨学校教育のさらなる充実化を図る上での課題が「中途退学の回避」と「就
職後の早期離職の回避」である。特定の職業・職種に就くことを希望して専⾨学
校に⼊学してくる⽣徒が、専⾨知識・スキルを⾝につけ、就職していくという学
修と就職のプロセスの途中でリタイアすることなく、継続できることを⽀援す
る⽅策の徹底が必要である。 

中途退学・早期離職する理由・原因は様々である。職業・職種の仕事内容やそ
の専⾨分野を適切に理解・認識できていない「職業・職種の理解不⾜」、教育課
程での学習についていけないという「学業不振」、その他、経済的な理由や健康
上の理由などがある。これらのうち「職業・職種の理解不⾜」と「学業不振」に
ついては、⾼校と専⾨学校、企業の有機的連携というアプローチによって改善や
解消に向けた効果があると考えられる。 
 
●「職業・職種の理解不⾜」への対応⽅策  

専⾨学校での学習は、特定の職業・職種に就くことを⽬的としているため、⼊
学⽣の多くは⽬的意識や就職意識が⽐較的明確である。しかしながら、社会⼈経
験がないこともあって、職業・職種に対して理解不⾜であったり、誤解を抱いた
りしたまま⼊学してくるケースも少なくない。職業・職種を表向きの⾯だけで判
断し、裏側に隠れているプロとしての⼤変さやそれゆえの⾯⽩さにまで理解や
想像が及ばないことがある。⾼校⽣にとって⾝近に感じられる職業・職種であっ
ても理解不⾜や誤解は⽣じることもある。 

このような理解不⾜や誤解の解消に向けて、⾼校の早期の段階から、専⾨学校
が様々な職業・職種の仕事内容やその魅⼒、⼤変さと⾯⽩さを分かりやすく伝え
ていくことは極めて有効である。もちろん、⾼校でも進路指導やキャリア教育の
取り組みが様々な⼯夫によって実施されているが、これに職業教育を旨とする
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専⾨学校が協⼒することで、その内容はより⼀層充実したものとなる。 
⽣徒の職業・職種に対する理解のミスマッチの改善につながるはずである。 

 
●「学業不振」への対応⽅策  

専⾨学校での学びは、⾼校３年間での学びを⼟台として積み上げていく部分
もある。専⾨学校に⼊学してから学業不振となってしまうのは、⾼校での学びの
基礎がしっかりと構築されていないことによるケースが多々⾒受けられる。 

例えば、情報技術系の専⾨学校では、⾼校で履修する数学の⼀部が⼟台となる。 
また、美容の専⾨学校の場合は化学が必須となっているなど、⾼校の授業の⼀

部と専⾨学校の専⾨的な学習には接点があるが、⾼校での勉強がおろそかであ
ると、それが要因となって学業不振になってしまうこともある。 

このような現状に対して、専⾨学校がその職業・職種に必要な科⽬の補習を⽀
援するという⽅策がある。科⽬全体を学び直すのではなく、必要な部分を中⼼に
扱い「職業・職種のための基礎学⼒」を養う。これにより、専⾨学校での学習を
⽀える基盤を形成し、学業不振の要因の１つを取り払う。 
 
●「職業・職種の理解不⾜」「学業不振」への対応策は専⾨学校教育の質向上に
も有効 

上記の⽅策は、職業・職種の理解不⾜と学業不振による中途退学を回避するこ
とが直接の⽬的である。しかしそれだけでなく、こうした⾼等学校と専⾨学校、
そして企業が連携した職業教育の実践は、⽣徒の職業意識や専⾨基礎学⼒の向
上という効果をもたらすことから、結果として専⾨学校教育の質の向上という
効果にもつながっていく。当然、受け⼊れる専⾨学校は、⽣徒の⾼校段階での学
習成果を⼟台に、それをさらに発展させる職業教育を展開できることになる。 
 
●⾼・専の有機的連携による課題の解決 -沖縄県のこれまでの⾼・専連携の実績
を基盤として- 

今後、専⾨学校が地域社会の発展に貢献できる⼈材を育成していくためには、
⾼等学校と密に連携した３年＋２年の⼀貫型職業教育を実践していく必要があ
る。専⾨学校進学率が⾼い沖縄県では、多くの専⾨学校が「⾼校向けの出前授業
メニュー」を取り揃えるなど、これまでに⾼校と連携してきた様々な実績があり、
良好な信頼関係が構築されている。これを基盤とすることで⾼・専の有機的な連
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携に基づく実効性の⾼い⼀貫型職業教育プログラムの実現が強く⾒込まれる。 
 
●多分野での⾼・専連携の意義 -総合的で柔軟な対応ができる可能性を増⼤す
る- 

本会の本事業で連携している４分野の専⾨学校は、それぞれ連携する⾼等学
校と分野特化した教育プログラムを開発・実証する。また、⾼校１年次のキャリ
ア教育や専⾨学校でのプロフェッショナル教育などでの共通性の⾼い部分につ
いては４校がそれぞれの特性を⽣かし協⼒して事業を推進する。多分野での⾼
等学校と専⾨学校の連携は、⾼校⽣が柔軟に進路を選択できる余地を拡⼤する
ことになる。また、さらに多くの他分野の参画も容易にできる受け⽫としてのモ
デル構築もしやすい。 
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第４節 事業内容概説 

本事業では、専⾨⾼校と専⾨学校の連携による５年間の⼀貫型職業教育プロ
グラムを開発・実施する。その取組は、沖縄専⾨⼈材開発研究会の構成機関であ
る専⾨学校４校が県内の⾼等学校、企業、⾏政機関との連携の下で推進していく。 

専⾨学校４校の専⾨分野は「ビジネス」「情報技術」「⾃動⾞整備」「グローバ
ル」で、各専⾨分野と関連する専⾨⾼校や普通⾼校等と連携していく。 

専⾨分野別に連携することにより、各専⾨分野の特性や学習内容、⽬標とする
⼈材像などに応じたカリキュラム等の在り⽅を検証し、⾼等学校での「専⾨基礎」
から専⾨学校での「応⽤・実践」までを系統的に学修する⼀貫型職業教育プログ
ラムの実現とそれを実施するための⼀貫型職業教育⽀援プラットフォームを整
備していく。 

 
●⼀貫型職業教育プログラム 

⾼校専⾨学科段階では、専⾨基礎として以下の図表に⽰す学習テーマと⼿法
に沿った教育プログラム（カリキュラムや教材等）を各学年で段階的に提供する。 

この教育プログラムは、専⾨学校での学びを⽀える基盤を形成していく。「総
合的な学習の時間」や職業に関する教育を⾏っている授業科⽬、授業時間外など
を候補とし、各校のカリキュラムと運営状況や要求などに応じて実施科⽬を決
定する。 

専⾨学校段階では、専⾨知識・技術を学ぶ正規カリキュラムに加えて、専⾨職
業⼈としての⼈間⼒や職業意識等を培う教育を実施する。 
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●⼀貫型職業教育⽀援プラットフォーム 

⼀貫型職業教育プログラムを機能的で柔軟性をもって実施するためには、⽣
徒・学⽣、教員・実務者の協働を⽀援する⼀貫型職業教育⽀援プラットフォーム
が必要となる。ｅラーニング、ポートフォリオ、ＳＮＳなどで構成したシステム
環境を整備し教育プログラムのコンテンツを搭載する。 

 
●⼀貫型職業教育⽀援プラットフォームの構築と運⽤ 

⼀貫型職業教育プログラムの実施を⽀援するプラットフォームをクラウド環
境上に構築する。その⽬的のひとつは、５年間の⼀貫した学びを継続し着実な学
習成果に到達できるように、教員による個別対応・指導を充実化させることであ
る。さらに、本事業の学習コンテンツを⽣徒や学⽣が柔軟に利⽤できるようにす
ることである。 
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●機能・活⽤⽅法 
①ｅラーニング機能と学習コンテンツ 

対⾯授業のテキストに加えて、分野共通・専⾨分野別に学習コンテンツ（e ラ
ーニング教材）を提供する。資格対策や企業⼈等による講演映像（ライブ型・オ
ンデマンド型）などのコンテンツを⽤意する。また、VR による疑似体験など最
新テクノロジーを活⽤したコンテンツも整備する。これらのコンテンツは予習・
復習の⾃⼰学習だけでなく、⼀部は対⾯授業でも活⽤する。 

 
②ポートフォリオ機能  

⽣徒・学⽣の学習成果物や学習コンテンツの学習進捗データ等を蓄積・管理し、
教員が個別指導を⾏う際にその判断材料を提供する。⾼校の教員と専⾨学校の
教員がポートフォリオ機能を介することで、⽣徒・学⽣に対する⼀貫した個別指
導をサポートする。また、⽣徒・学⽣同⼠が相互評価などを⾏うことによって、
学習成果を⾼めることにも利⽤される。 

 
③コラボレーション⽀援 SNS 機能 

⾼校の教員、専⾨学校の教員、企業等の実務者らが職業教育の内容や指導⽬標
などについて、意⾒交換や情報共有を⾏う。ここでのコラボレーションを通じて、
教員の職業教育⼒の向上を図っていく。 
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第５節 今年度における取り組み 

第 1 項 カリキュラム設計 

 本事業における⼀貫型職業教育プログラムを実施していくために、カリキュ
ラムの基本設計を実施した。カリキュラムの設計にあたり、事前準備として⾼等
学校、専⾨学校、企業それぞれを対象とした調査を⾏った。⾼等学校については、
⾼等学校におけるキャリア教育のカリキュラムに関する事例調査と、沖縄県内
の⾼等学校を対象としたキャリア教育実施状況に関するアンケート調査である。
専⾨学校については、キャリア教育⽀援状況に関して本事業に参画している専
⾨学校を対象に出前授業等の実績を調査した。企業を対象とした調査では、本事
業に関連する「IT 業界」「⾦融業界」「⾃動⾞整備業界」「グローバル（観光）業
界」の分野を対象に、情報収集、レポートの作成、ヒアリングを実施した。 
 

第 2 項 開発 

今年度の開発としては、⼤きく分けて 2 つである。まず、教材開発である。今
年度の開発教材としては、「IT 分野」「⾃動⾞整備分野」「グローバル分野」の 3
分野における⾼校 1 年⽣⽤の教材とそれに付随する教員⽤ガイド、さらに⼀貫
型職業教育プログラムにおける教員研修⽤の教材である。 

さらに、⼀貫型職業教育プラットフォームの構築がある。来年度から活⽤する
ことを想定したプロトタイプとして位置づけられる。 

 

第 3 項 プレ実証 

今年度では、2022 年 2 ⽉ 22 ⽇と 24 ⽇にプレ実証を実施した。対象は、⽯
川⾼校に在籍する 1 年⽣の 2 クラスであった。両⽇とも 1 コマ（22 ⽇は 50 分、
24 ⽇のクラスでは短縮授業であり 45 分）で実施した。 

実施内容は、職業⼈講話として専⾨学校⽇経ビジネスに在籍する⾚嶺⽒が『⾃
分の未来の可能性を広げる⽅法』というテーマで 30 分間 PowerPoint のスライ
ドを活⽤した講話を⾏い、講話後にワークシートの作成とアンケートの回答を
15 分〜20 分程度で⾏った。講話後のアンケートでは、⽣徒から概ね好印象を得
られる結果となった。詳細は、第 4 章にて記している。 
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第 2 章 カリキュラム基本設計 

第 1 節 調査 

本節では、カリキュラムを設計することを⽬的とした調査について説明して
いく。今年度では、⼤きく分けて「⾼等学校実態調査」「専⾨学校におけるキャ
リア教育⽀援状況調査」「企業⼈材ニーズ調査」の 3 項⽬について実施した。「⾼
等学校調査」では、⾼等学校におけるカリキュラムの事例調査と沖縄県内の⾼等
学校におけるキャリア教育の実施状況のアンケート調査である。「専⾨学校にお
けるキャリア教育⽀援状況調査」では、本事業に参画している専⾨学校が実施し
ている事例を紹介する。「企業⼈材ニーズ調査」では、4 つの専⾨分野における
業界の⼈材ニーズに関する調査と実際にその業界に従事する企業からのヒアリ
ング調査について述べていく。 

 

第 1 項 ⾼等学校実態調査 

 この項では、⾼等学校を対象として、商業⾼校、⼯業⾼校、総合⾼校、情報科
および教科としての情報教育に対する調査について説明していく。 

1-1 キャリア教育カリキュラム事例調査 

1-1-1 商業⾼校の状況と事例 

商業⾼校の教育活動は、学⼒の向上、総合的な探究、キャリア教育、進路指導、
就職指導、⽣徒指導、部活動指導など多岐にわたる。教員の働き⽅改⾰が課題と
なる⼀⽅で、⽣徒らの多様な成⻑スピード、多様な学習スタイル、多様な進路希
望、多様な学習環境など、「個⼈にあわせた教育」を理想論に終わらせないため
には、⾼等学校の教員だけでなく、外部の⼒も⽋かせない。キャリア教育が開始
されて以降、キャリアアドバイザーの配置、企業など外部講師による講話、⼤学
教員による模擬授業などもおこなわれるようになっており、外部⼈材が商業⾼
校のカリキュラムに関与するケースは年々増加している。商業⾼校でキャリア
教育を進めていこうとした場合、企業や専⾨学校・⼤学、地域住⺠などと何らか
の形で連携することは⽋かせない。 

キャリア教育を実施する商業⾼校としては、学習活動の様々な場⾯をキャリ
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ア教育の視点で捉え、経済社会や実務に⽬を向けさせる指導、具体的な事例を取
り上げて⽣徒に考察や討論を⾏わせる指導、ビジネスの場⾯を想定した指導を
充実させるなど指導の内容や⽅法を⼯夫するとともに、外部との密な連携によ
り、⽣徒の発達段階に応じて計画的、体系的に展開することが⼤切である。 

そのためには、いかにして⽣徒のキャリア形成に必要な外部連携を進めれば
よいかという視点を持ちつつ、学校と企業、当事者、関係機関の「間」の仕組み
をより円滑にすることにも⽬を配る必要がある。また、職業の多様化等に伴い、
⽣徒のキャリア形成に関する環境や意識等の多様化も進む中で、⼀⼈⼀⼈の状
況に応じた対応にも配慮することも必要である。 

商業⾼校はキャリア教育を推進していく中で、⽣徒のキャリア形成にどのよ
うな役割を担い得るのかを思案し、計画的に取り組むことが求められる。 

このような取り組みの中で、特徴的な事例を以下に⽰す。なお、具体的な内容
については、附録に記載している。 

【事例 1】株式会社運営の実学で、ビジネス⼈材育成 
【事例 2】デパート等での実践的・体験的な職業体験 
【事例 3】地域連携演習 
【事例 4】⽇々の学びをつなぐ特別活動 
【事例 5】⽣産現場でキャリア教育 

 

1-1-2 ⼯業⾼校の状況と事例 

 ⼯業⾼等学校においては、卒業後すぐに就職する者も多く、キャリア教育の実
施が重要なポイントになっている。特に⼯業⾼等学校では、技術的な内容が多く、
実際に技術的開発が⾏われる現場を⾒ることが重要視され、ほとんどといって
いいほど多くの学校がインターンシップ制度を導⼊している。しかし、共通する
のは「インターンシップを⾏っている」ことくらいで、他の点は千差万別である。 
 インターンシップ⼀つをとっても、1 年次のうちに参加できる場合や海外での
インターンシップを経験可能な場合もあり、様々な⽅法で⾏われている。 
 また、インターンシップの次に多いのが、企業⾒学である。キャリア教育にお
けるキャリアとは「いかに就職するか」ということであり、インターンシップと
合わせて実際の企業を⾒学することが多くなるのは当然のことであろう。その
他、講演会などを⾏っている⼯業⾼等学校や、『進路のてびき』といった冊⼦の



17 
 

配布などがある。 
 これらの取組みの中でも最も特徴的なのは、「企業実習（デュアルシステム）」
である。デュアルシステムは、⼀年間、週 1 回企業に勤務することでインター
ンシップよりも⻑期的に企業で専⾨的な知識、技能、技術を習得し、「企業実習」
という単位も認定するプログラムである。⾼校によって実施されている場合も
あるが、現状あまり事例はない。 
 なお、このようなキャリア教育というのは、特徴的なイベントを学校は周知し
がちだが、通常のホームルーム内にて座学で実施するなどの⽅法でも⾏われて
いる。 
 以下に特徴的な事例を⽰す。事例の内容については、附録に記載している。 
 【事例１】企業実習（デュアルシステム） 
 【事例２】「地域産業を担う⼯業のスペシャリスト」の育成 
 【事例 3】短期企業実習×年間企業実習 
 【事例 4】保護者にも進路の意識を持たせながらのキャリア教育 
 【事例５】外部講師を積極的に招いて講演などのキャリア教育 

 

1-1-3 総合⾼校の状況と事例 

全国各地のキャリア教育事例を収集し、総合学科のキャリア教育に関する取
り組みは⼤きく分けて以下の 3 種類があることがわかった。 

①3 年間を通して、社会に出てから必要になる基礎⼒を総合的に学ぶ 
②外部の教材等を取り⼊れて、効率的に幅広い知識を学ぶ 
③地域と連携して、地域や産業の課題について主体的に学ぶ 
各⾼等学校において、キャリア教育を取り⼊れたことで進学率・就職率が上昇

する、⽣徒が意欲的に学ぶようになった等の結果も出ている。 
これらは、キャリア教育として今まで知らなかった知識や職業に触れること

によって、⽣徒が興味・関⼼を持てる分野を⾒つけることが容易になったことが
要因と考えられる。また、従来の教育と異なり、キャリア教育によってビジネス
スキル等を在学中から⾝につけることで、社会に対する漠然とした不安を減ら
す効果もあるだろう。総合学科のキャリア教育は、⽣徒の将来に対する不安を減
らし、興味関⼼を広げるきっかけを提供する場所だといえる。 

以下に総合⾼校における事例を紹介する。事例の内容については、附録に記載
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している。 
【事例１】総合学科の系列をつなぐ・こえた学びで「地域のスペシャリスト」 

を育成 
【事例２】商店街と区役所からの出題に応える活動を通して聞く・伝える⼒を 

付ける 
【事例３】テーマ設定や授業形態、⼿法をヒントにカスタマイズして総合学習 

に活⽤ 
 【事例４】課題の本質に迫る実践的な探究を通じ地域の未来を創る「変⾰者」 

を育む 
 【事例５】⼩学⽣の職業体験サポートやものづくりによる社会貢献で⾃⼰有⽤ 

感を育てる 
 

1-1-4 情報科 

情報系学科においては、知識基盤社会の到来、情報社会の進展、⾼度な情報技
術をもつ IT ⼈材の需要増⼤などを踏まえ、情報関連産業を通して、地域産業を
はじめ情報社会の健全で持続的な発展を担う職業⼈を育成するよう学習内容等
を改善・充実してきた。 

実践的な学習活動や就業体験を実施するために、地域や産業界、⼤学等との連
携による学習指導、情報の科学的な⾒⽅・考え⽅を働かせ、社会の様々な事象を
捉え、専⾨的な知識や技術などを基に情報産業に対する理解を深める学習指導、
新たなシステムやコンテンツなどを地域や産業界等と協働して創造するなどの
実践的・体験的な学習指導、情報モラルや職業倫理の育成を図る学習指導などが
挙げられる。今後の情報系学科におけるキャリア教育の課題としては、教員の異
動による継続的なサポートが困難性や勤務時間、スキルアップなど教育を実施
する側の課題やインターン先の不⾜、⼤学等への進学時における⼊試科⽬との
不⼀致など進学・就職に関する課題も挙げられている。 

以下に、情報科の特徴的な事例を列挙する。内容については、附録に記載して
いる。 

【事例１】⾼校⽣が創り運営するオンラインショッピングモールまなびや 
【事例２】Java ⾔語を利⽤したゲームアプリケーションソフトウェアの開発 
【事例３】１６校の⾃作ロボット激突︕ 県⼯業教育フェア、３種⽬で完成度 

やアイデア競う 
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 【事例４】Supercomputing Contest 2019 
 【事例５】オンライン版 IT まつり 2022 

 

1-1-5 情報教育（教科） 

 教科「情報」では、情報機器や情報通信ネットワークを通して社会と関わりを
持ち、社会の情報化の進展に主体的に対応できる能⼒や態度を、バランスのとれ
た座学と実習を通して⾝に付けることが⽬的となっている。教科「情報」で育成
する能⼒は、主に次のとおりである。 

・⼈間関係形成・社会形成能⼒  
・⾃⼰理解・⾃⼰管理能⼒ 
・課題対応能⼒ 
・キャリアプランニング能⼒ 
近年の⾼校⽣は、普段からわからない情報を検索エンジンで探すことに慣れ

ており、わからないことを解決する⽅法に慣れている。また、YouTube 等の動
画から情報を得ることに慣れており、授業を動画で受講することやオンライン
授業に対する抵抗は少ないと考えられる。ここ数年のコロナの影響により、社会
的にもオンラインに対する抵抗感は薄れてきている。さらに、LINE や
Instagram 等を活⽤した情報共有に親しんでおり、チャットツールやグループ
ウェアの利⽤には抵抗が少ない。 

今後の教科「情報」におけるキャリア教育の課題としては、専任の「情報」教
員が不⾜に伴った他教科との兼任による指導内容の不⾜や、外部講師の活⽤、検
定等の資格取得に特化しない実務的な PC スキルの指導、ネットセキュリティな
どの情報に関わる知識の提供などが挙げられる。 

以下に、情報教育の特徴的な事例を列挙する。内容については、附録に記載し
ている。 

【事例１】志教育実践事例集 丸森お弁当プロジェクト 
【事例２】デジタル部活にも“インターハイ”を︕ 
【事例３】クエストエデュケーション 
【事例４】キャリア教育と情報教育の関連性―学校教育における位置づけ・ 

学習内容・学習活動の観点から 
【事例５】「情報Ⅰ」は⽣徒にとって「⾝近」で「切実」で「実⾏可能」な 
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問題解決を 
 

1-2 沖縄県⽴⾼等学校対象のキャリア教育実施状況アンケート 

次に、沖縄県⽴⾼等学校を対象としたキャリア教育の実施状況に関するア
ンケートについて説明する。本アンケートは、沖縄県内の⾼等学校における
キャリア教育の現状や課題を把握することが⽬的である。 

アンケートの回答数は沖縄県内の県⽴⾼等学校 66 校中 22 件である。 
調査項⽬は次⾴の通りである。 
 

・キャリア教育の実施形態 
・キャリア教育における外部⼈材の活⽤ 
・新学習指導要領におけるキャリア教育を⾏う際の課題 
・キャリア教育における課題の解決策としての期待 
・本事業の実施形態への関⼼度 
・専⾨学校や企業と連携しキャリア教育を⾏う際の課題や期待 
・本事業への参加等の関⼼度 
・事業に関する意⾒や感想

 

以下、調査結果を紹介する。 
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問 1．貴校におけるキャリア教育の実施形態について、当てはまるものを選
んでください。 

 
 キャリア教育の実施については、回答校の半数が「授業内外両⽅で実施してい
る」という結果となった。 
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問２．貴校におけるキャリア教育の実施形態として当てはまるものを選んで
ください。（複数回答可） 

 
キャリア教育の実施形態としては、「⾼校教員による授業」と「外部協⼒

者（企業や上級学校等）による講話」が 17 校で⼀番多く、続いて「職場体
験・就業体験（インターンシップ含む）」が 12 校実施されている。 
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問３．貴校におけるキャリア教育において、外部協⼒者の活⽤として当ては
まるものを選んでください。（複数回答可） 
 

外部協⼒者としては、「卒業⽣」が 18 校で⼀番多く、続いて「企業の管理
職・役員」と「企業の若⼿社員」を活⽤しているという結果となった。外部
の協⼒者では、上級学校よりも企業が多く活⽤されていることがわかる。 
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問４．来年度からの新学習指導要領に基づいてキャリア教育を⾏う際の課題
について当てはまるものを選んでください。（複数回答可） 
 

新学習指導要領に基づくキャリア教育の課題としては、「教員の知識・ス
キル」が最も多い結果となった。また、「教員の業務量」や「教員への研修」
が続いており、外部連携などの外部的な課題より内部的な課題があることが
明らかとなった。 
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問５．キャリア教育における課題の解決⽅策として期待できるものを選んで
ください。（複数回答可） 

キャリア教育の課題の解決⽅策としては、最も多いのは「企業との連携」
という結果となった。また、「教員への研修」が次に多く、問 4 と同様にキ
ャリア教育を実施に向けた準備の段階を⽀援することの必要性がうかがえ
る。 
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問６.⾼等学校のキャリア教育に専⾨学校と企業が協⼒する本事業の実施形
態への関⼼度として当てはまるものを選んでください。 

本事業の実施形態への関⼼度については、全体の 3 割が「⾮常に関⼼ 
がある」と回答している。また、「やや関⼼がある」が約 6 割であり、全体
的には程度に差はあるものの関⼼を持たれていることが判る。 
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問７.問６のように専⾨学校や企業と連携したキャリア教育を⾏う際に考えられ
る課題や期待についてご記⼊ください。 

 
〇学習指導要領との整合性と評価、学校と専⾨学校、企業とのコーディネート、 

学年を超えた継続性" 
〇課題としては、予算⾯や授業時数の確保があります。地元の企業との関わり 

の中で、⾃分の進路について具体的にイメージ出来るようになる事を期待し 
ています。 

〇形骸化しないようにしてほしい 
〇通信制課程でのキャリア教育は特別活動の時数に余裕がなく時間の確保に 

課題がある。 
〇不登校経験者が多い定時制⽣徒の実態に合わせた内容かどうか。本校予算に 

講師派遣料がないこと。講話でなくワーク中⼼とした内容にできるかどうか。 
〇⽣徒の興味・関⼼に合った専⾨学校や企業でないと、意欲的な事前・事後 

学習に繋げることができないので、効果的なキャリア教育は難しいと感じる。 
〇学校の実態に合わせて、有益な教育ができるかが課題だと思う。進学⾼と 

実業⾼とで異なる展開が可能でしょうか。 
〇現場の⽣の声を聴くことができる 関係機関や部署との連携の煩わしさ 
〇どのような内容・形態でキャリア教育が⾏われるかがわからないので、 

詳しいことは書けませんが、講演会ではなく実体験ができるような内容の⽅ 
が⽣徒が興味関⼼を持つのかな︖と個⼈的におもいます。 

〇課題→教員の業務多忙のため企画調整等の時間確保  
期待→⽣徒のキャリアスキル向上 

〇⽣徒の実態に合わせたマッチングが可能か、また専⾨学校及び企業と、連携 
していけるのか、押し付け型にならないか⼼配である。 

〇連絡調整が⼤変 
〇⼯業⾼校は科によって実情は違いますが、就職がメインです。初めはこれ 

までお付き合いのある企業を⽣徒へ紹介しながら進路活動を進めています。 
その中でも専⾨学校に進む⽣徒も多くいます。数多くの専⾨学校があります 
が、それぞれ将来の就職に向けて⾝にられる能⼒や⼈間性等が知れれば⽣徒 
達の進路活動に役⽴つと思います。 

〇継続した活動ができるか 
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〇専⾨学校や、企業の知⾒を学校に導⼊できることに期待できる。⼀⽅で、 
課題としては、学習指導要領の内容をおさえたカリキュラムの中でしっかり 
連携することについて⼯夫が必要であること。 

〇コーディネート、講師料等費⽤ 
〇そもそものキャリア教育の意義について、教師間での共通認識が必要 
〇実施⽅法に応じたコロナ対策 
〇社会で求められる⼈材として幅広い進路選択ができるキャリア教育になる 

事を期待しています。 
〇地域資源の少ない地域において実施する場合連携してもらえる企業がある 

かどうか︖ 
〇マナー講座や職業⼈講話等の講師依頼 
 
 
課題については、学校および⽣徒の実態に合わせたキャリア教育の実施にお

ける実現可能性や、講師料などの費⽤⾯、継続した活動の可能性などが挙げられ
ている。 
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問８.本事業への参加等の関⼼度について当てはまるものを選んでください。
（複数回答可） 

事業への参加等の関⼼度については、「資料や情報を提供してほしい」という
意向が最も多い結果となった。また、「⼀度詳しい説明を聞きたい」「成果を参考
にしたい」という意⾒も次いで多く、本事業への関⼼および期待がうかがえる。 
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問９．本事業に関して、ご意⾒やご感想をご記⼊ください。 
 
〇⾼等学校側の⽴場として⾼専連携がモデル化されたら⼤変ありがたい 

取り組みと思う。 
〇⼈材育成については理系や進学校を念頭にしている事業が多く、申し込ん 

ではみたものの定時制の⽣徒を対象としていないケースが⾒られる。 
キャリ教育に関する事業は⽣徒の実態に合わせて全ての⽣徒に⾏って 
欲しい。 

〇内容がまだわからないのですが、幅広い進路選択ができるキャリア教育を 
期待しています。 

〇実際に職業に就いている⼈に講師派遣してもらえるような企画があると 
嬉しいです。 
 

意⾒・感想から、キャリア教育の実施における本事業への期待がうかがえる。 
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 第 2 項 専⾨学校におけるキャリア教育⽀援状況調査 

本項では、本事業に参画している専⾨学校における近年に実施されてきたキ
ャリア教育⽀援として、⾼等学校での出前授業および通常授業への⽀援（試験対
策講座を除く）に関する実施状況を列挙する。  

 

2-1 専⾨学校⽇経ビジネス 

実施内容 所⽤期間 

情報・社会と情報 通年 
公務員職種説明 1 ⽇ 
物理 1 ⽇ 
公務員職業講話 1 ⽇ 
情報処理 通年 
⽣活教養 9 カ⽉ 
進路講話 1 ⽇ 

 

2-2 専⾨学校 IT カレッジ沖縄 

実施内容 所⽤期間 
・HTML5 
・CSS3 
・JS 

1 ⽇ 

・プログラム講話 (20 分) 
「プログラマが世界を変える」 
・プログラム系 体験授業 (130 分) 
「BB8 × Tickle」 

1 ⽇ 

体験型職業理解のための説明会 
「IT・情報処理・マルチメディア関連の仕事」 1 ⽇ 

体験型職業理解説明会 
「マルチメディア関連」 1 ⽇ 

職業別講話 1 ⽇ 
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「コンピュータ・電⼦・情報・IT」
職業別講話 
「CG・Web デザイン・映像」 1 ⽇ 

 

2-3 専修学校パシフィックテクノカレッジ 

実施内容 所⽤期間 

・⾃動⾞整備⼠とは︖ 
・点検・整備体験 
・整備⼠によるスポーツカー紹介

1 ⽇ 

・⾃動⾞整備⼠とは︖ 
・実⾞を使った点検・整備体験 
・福祉⾞両機能体験、整備⼠による 

最新スポーツカー等のプレゼン 
・⾃動駐⾞サポート機能乗⾞体験

2 ⽇ 

 

2-4 琉美インターナショナルビューティーカレッジ 

実施内容 所⽤期間 

・英語 
・韓国語 

５カ⽉ 

・着付け 2 ⽇ 

・メイク 2 ⽇ 
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第 3 項 企業⼈材ニーズ調査 

 本項では、企業側の⼈材ニーズに関する調査について紹介していく。企業側の
⼈材ニーズとして、「IT 業界」「⾦融業界」「⾃動⾞整備業界」「グローバル（観
光）業界」の４つの業界における調査を実施した。具体的には、それぞれの業界
に関する情報を収集し、レポートを作成した。その後、沖縄県内のそれぞれの業
種に属する企業にヒアリングを⾏い、各業界の⼈材ニーズについて整理した。 

 

3-1 業種別⼈材ニーズ 

 まず、それぞれの業界における現状や課題をまとめた情報を列記する。ここで
は、それぞれの業界についてまとめたレポートの⼀部を紹介し、全体については、
附録に掲載した。 

 

3-1-1 IT 業界 

沖縄県では IT 関連産業を県のリーディング産業と位置付け、IT ⼈材の確保
と育成に取り組んでいる。IT 分野における雇⽤創出に繋がる取り組みの展開と
幅広い IT ⼈材の育成・確保への取り組みによって、⼈材の育成・確保、雇⽤環
境の抜本的な改善を図る必要があるとしている。  

そこで、県内で育成された IT ⼈材がその知識・スキルを活かし、県内の企
業・団体等で活躍し続けていく仕組みを実現し、沖縄県が⽬指す IT 関連産業
の継続的な発展への取り組みを⽀援する必要がある。 

県内の IT ⼈材に対する企業からのニーズ、IT ⼈材のキャリア形成等に関す
る意向や育成・定着に向けた取組状況を明確化し、この乖離を埋めるための実
効性の⾼い⼈材育成・定着策が求められている。 

現在沖縄県内では、「IT ⼈材⼒育成強化事業施策」「⾼度情報分析⼈材育成施
策」「IT デザイナー・IT ク リエイター⼈材創出促進施策」といった IT ⼈材育
成の⽀援事業が⾏われている。県内では、下請け中⼼の事業構造により、仕事
のやりがいと給与⽔準の両⾯において、県内の IT 関連企業が就業希望者の期
待を⼗分に満たせず、⼈材の県外流出の⼀因となっている。また、県内 IT 関
連企業の情報が⼗分に就業希望者に届いておらず、地元企業の情報を収集しき
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れないまま県外の企業に流出している可能性が⾼い。沖縄県が⽬指す IT 関連
産業の継続的な発展を遂げるためには、沖縄県の強みや特⾊を活かしながら、
県内外の優秀な IT ⼈材にとって魅⼒的な産業であり続ける必要がある。 

 

3-1-2 ⾦融業界 

現在の⾦融業界では企業間の競争が当たり前となっているが、業界がこのよ
うな形態になったのは「⾦融ビッグバン」が起こった 1990 年代後半である。
株式⼿数料など各種⼿数料の⾃由化、外資参⼊の解禁、銀⾏・証券会社・保険
会社の互いの分野への進出、他業界の企業の⾦融業界への参⼊、持ち株会社（ホ
ールディングカンパニー）の解禁等が主な改⾰内容である。⾦融ビッグバン後、
従来は横並び意識が強かった⾦融業界は、競争意識の⾼い業界へと変化を遂げ
た。他社よりも良いサービスや⾦融商品を提供することで、⾃社を成⻑させよ
うという意識を各社が持ち、業界全体の質が向上するきっかけとなった。 

経済産業省が 2018 年 9 ⽉に発表した DX レポートにおいて、業界横断の課
題として「2025 年の崖」と称し、「2025 年までに、既存システムの刷新がで
きない場合、現在の約 3 倍の最⼤毎年 12 兆円の経済損失が⽣じる可能性があ
る」と警鐘を鳴らしている。 

対応策として、以下 2 点について早期に着⼿・推進せよと推奨している。 
①⼈材・資⾦を維持・保守業務から新たなデジタル技術の活⽤にシフト 
②デジタル技術を活⽤し事業のデジタル化を実現できる⼈材を育成・確保 
すなわち、事業のデジタル化と共にデジタルソリューション開発を担う⼈材

＝デジタル IT ⼈材の育成と確保を最重要課題として挙げている。  
そのため⾦融業界で求められる DX ⼈材の職種は、事業企画、新規事業開発、

デジタルマーケティング、プロジェクトマネジャー、IT エンジニアなど、上流
⼯程から下流⼯程まで多岐にわたる。 

特に引き合いが多いのは、新たなビジネスを推進できる⼈である。例えば、
⾦融以外のサービス事業者が⾦融サービスを組み込むことで新たなサービス
を創る「エンベデッド・ファイナンス」（埋め込み型⾦融・組み込み型⾦融）が
注⽬を集めている。そのため、⾦融関連の経験がない⼈も⾦融機関の DX ⼈材
として採⽤ターゲットとなり得る。 

また、消費者は依然として⼈とのやり取りや企業の説明責任を重要視してい
ることからも、新しいタイプのリーダーも必要とされている。新しいテクノロ
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ジーが持つ潜在能⼒を理解し、会社の戦略的⽬標と組み合わせて活⽤できると
同時に、組織は⼈のためにかつ⼈により運営されていることを理解している⼈
間⼒があるリーダーが求められる。 

 

3-1-3 ⾃動⾞整備業界 

少⼦⾼齢化や若者の⾞離れの影響により、⾃動⾞整備業界は今後その市場規
模が縮⼩していくのではないかと危惧されている。しかし、クルマが私たちの
⽣活において⽋かせない移動⼿段であり続ける限り、⾃動⾞整備⼠に対するニ
ーズは絶えず存在する。また、⾃動⾞に関する技術は⽇々進化し、それに伴う
技術の取得が⾃動⾞整備⼠には求められる。 

⾸都圏の企業や事業所においても、⾃動⾞整備⼠の求⼈は多々⾒受けられる
が、移動の⼤半を⾃家⽤⾞に頼らざるを得ない地⽅県においては、より熾烈な
整備⼠獲得競争が⾏われている現状がある。 

⾸都圏で習得した整備⼠資格や知識、技術を携えて地⽅県へはばたくケース
もあれば、反対に求⼈の多い地⽅県で整備⼠としてのキャリアをしっかりと積
み、それを⾸都圏で活かすケースもある。⾃動⾞整備⼠におけるキャリアパス
のパターンは多岐にわたる。 

⾃動⾞整備業界における⼈材不⾜は喫緊の課題であり、就職後数年以内に離
職してしまうケースもある。⼈材不⾜がより顕著に表れているのは地⽅県であ
る。そのような現状を改善していくためにも業界全体として、待遇⾯の改善な
どの課題に取り組む必要がある。また、教育機関においては常に先端技術への
情報に注視し、整備⼠の未来を担う⼈材を排出し続けることが責務となる。 

 

 3-1-4 グローバル（観光）業界 

観光は成⻑戦略の柱、地⽅創⽣への切り札である。こうした認識の下、政府
により 2016 年 3 ⽉に策定された「明⽇の⽇本を⽀える観光ビジョン」におい
て、訪⽇外国⼈旅⾏者数 2020 年 4,000 万⼈、2030 年 6,000 万⼈等の⽬標
を掲げ、⼤胆な取り組みを進めてきた。この結果、2019 年の訪⽇外国⼈旅⾏
者数は 3,188 万⼈と 7 年連続で過去最⾼を更新した。⼀⽅、新型コロナウイ
ルス感染症の影響により、全⽅⾯からの訪⽇旅⾏者は⼤幅に減少している。全
国の旅⾏業、宿泊業はもとより、地域の交通や飲⾷業、物品販売業など多くの
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産業に深刻な影響が⽣じているのが現状である。まずは、感染拡⼤を防⽌し、
早期に収束させるとともに、その間、⼈材育成の継続や雇⽤の維持、事業の継
続の⽀援、反転攻勢に転じるための基盤の整備を⾏い、感染の状況等を⾒極め
つつ、我が国の観光消費の 8 割を占める国内旅⾏需要を強⼒に喚起し、観光産
業の回復と体質強化を図ることが喫緊の課題となる。 

地⽅県では、主に実践的なマーケティングやプロデュース術を学べる機会を
多く提供し、インバウンドを含む観光サービス対応ができる将来の観光産業を
担う中核⼈材の養成が急務である。 

今後、より⼀層観光の⾼付加価値化を推進するため、消費者ニーズを⾒つけ
出し価値を創出できる、総合的な⾼いおもてなしスキルを持った観光⼈材が求
められる。また、地域住⺠や企業、医療機関など地域で⼀体となって感染症対
策やおもてなし活動の両⽴を実現する次世代観光⼈材も必要である。 

今後観光業界を⽬指す⼈々は、観光産業をリードし、即戦⼒となる実践的な
能⼒が求められる。 

 

3-2 業種別ヒアリング調査 

 各業種について、情報を収集した後にヒアリング調査を実施した。それぞれヒ
アリング内容の要点を紹介する。 

 

3-2-1 IT 業界（株式会社オーシーシー） 

・沖縄県における業界としての課題について 

⼤卒の学⽣は、県外に就職する⼈が多い印象。最近はコロナの影響もあり、
県外企業が沖縄県内にいながら仕事をできる形態で採⽤するケースも出て
きている。⾃社にも、実⼒を付けたら県外に移ってしまうケースもある。例
えばエンジニアだと、どうしても県外、特に⾸都圏の⽅が学習する機会や出
会いが多い。それでも最近では、沖縄県内でも県外で活躍している⼈が勉強
会やセミナーを開催することが増え始めている。 

IT ⼈材の確保や県内での就職に関しては、学校との繋がりがカギとなって
いる。教育の時間とコストはかかるが、即戦⼒としての期待や結果として就
職後のミスマッチを防げる。
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基本的には IT 系の学⽣を採⽤したいが、県外企業との奪いあいになると
⼈数が揃わなくなる。結果として⽂系の学⽣に窓⼝を広げることになる。そ
の場合、IT に関する基礎知識がないと研修から⾏うことになる。そうすると
価値観の違いが⼊社後に発覚することも少なくない。最近そのギャップが開
きつつあるように感じる。 

 

・学⽣に求められるもの 

 学⽣の間に、仕事に関する価値観の醸成が必要だと感じる。それが⼊社後の
ミスマッチを防ぐことにつながると思う。 
 また、IT 系の学⽣ではない⽂系の学⽣を採⽤することについても⾮常に意
義があると思っている。理系よりも IT だけに囚われない考え⽅がある。その
ような意味でも職種で適材適所だと思う。特に、顧客とエンジニアの間を取り
持つために、コミュニケーションが取れるスキルが必要になる。 

 

・⾼校や専⾨学校、⼤学等の教育機関との連携について 

 連携の規模にもよるが、県内の⼤学や専⾨学校に講師の派遣や寄付授業を
⾏っている。担当は、リクルート部⾨を通して講師の選定等を⾏う流れになっ
ている。 
 コロナになり、IT がほとんどの企業で使われるようになった。IT を知って
いるとつぶしがきくぐらいになってきた。そういう意味では、事務職にも IT
に関する知識やスキルが必要になってきている。 
 今回の事業において、連携に⾮常に期待を持っている。⽣徒や学⽣たちのき
っかけづくりに貢献できたらと思う。

 

3-2-2 ⾦融業界（株式会社沖縄債権回収サービス） 

・県内における現状について 
 銀⾏においても、事業の拡⼤等で課題を抱えている。ストックからフローへ
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の転換やペイメント事業など多⾓化してきている。学⽣による就職の対象と
して、⼈気企業であったが最近変化してきている。また、業界としても、経営
のデジタル化など DX の波がきており、変⾰が始まっていることから、そこに
感度を持った⼈材を必要としている。知識というよりも、意識の変⾰に対応で
きる⼈材が必要になってきている。近年では、2〜3 年で転職してしまうケー
スも⾒られる。 

 
・学⽣に求められるもの 
 技術というよりも⼈間⼒の部分が重要である。学⽣時代から社会⼈として
向かう姿勢を養っておく必要があると思う。職業についてからの⽅が⼈⽣は
⻑く、常に上昇していく気持ちを持った⼈材が求められる。専⾨的な知識は必
要であるが、社会においては、コミュニケーションとしての周囲へのリスペク
トや物事を受け⼊れる姿勢といった素直な気持ちが必要となるし、持ってい
る⼈は成⻑が早い。せっかく資格を持ち期待して⼊社しても、そういう部分で
ずれが⽣じると勿体ない。⾟抱強さと我慢も必要であり、着実に成⻑していけ
れば企業と個⼈両⽅にプラスになる。企業側としても社員教育でどのように
落とし込んでいけるかが課題である。

 
・⾼校や専⾨学校、⼤学等の教育機関との連携について 
 これまで、企業⼈として関わった経験はないが、⾼校野球で⽣徒に関わって
いた経験がある。その時の経験も活かして関わって⾏ければと思う。同じ⾦融
業界でも協⼒し合って他社を紹介することも可能である。少しでも多くの知
識や情報を提供し、⽣徒たちの道を広めていければと思う。

 

3-2-3 ⾃動⾞整備業界（沖縄トヨタ株式会社） 

・⾃動⾞整備業界の現状について 
我々の世代が整備⼠になる時代は、⾞⾃体が好きな⼈が多かった。今は仕事

という認識で⼊社する⼈が多いイメージ。整備業界全体としては、そもそもな
り⼿が少なく、慢性的に⼈材不⾜である。沖縄県内で⾔えば、年少⼈⼝も多い
⽅であることから働き⼿はいると思う。当社として⼈材不⾜に対する危機感
はそれほどないが、業界として離職率が問題となっている。ミスマッチという



39 
 

よりは、仕事内容の厳しさや待遇⾯でついて⾏ってないことがある。 
 今後、整備⼠の仕事としてエンジン系等の従来の仕事は減ってくることも
予想されるが、急激に変わることはない。ただ、その時折の最先端技術への知
識などが必要になってくる。そういう意味ではメンテナンス⾃体の意味も変
化していくと考えられる。 

 
・学⽣に求められるもの 

個⼈的には、⾞や機械いじりが好きであってほしいが、贅沢な要望かもしれ
ない。技術というよりも、謙虚で素直な気持ちを持っていいただきたい。そう
いう⼈ほど伸びていく。 

 
・⾼校や専⾨学校など教育機関との連携 

沖縄県の総合事務局から要請がある。その場合に⾼校にいって授業を⾏っ
ている。内容としては、⾞を持っていき、ブレーキの点検などの実習に関する
ことを⾏っている。また、専⾨学校でも授業⽀援の経験がある。専⾨学校では、
我々以外の企業とも⾏っていると思う。現在はコロナで実施できていない。

 

3-2-4 グローバル（観光）業界 
（沖縄 UDS 株式会社、ハイアットリージェンシー） 
・県内における雇⽤の現状について 

企業① 
 ホテル業界全体の課題として、3 年後、５年後のキャリアプランが⾒えにく
い所がある。幸い⾃社の新卒で採⽤した 2 名はまだ頑張ってくれている。た
だ、5 年後の給料や役職などの確約ができない業界ではあると思う。特に、今
回のコロナのようなことが起きると苦しい所がある。⾃社では、ホテル事業と
は別の事業も実施していることもあり、様々なプランを⽤意できているが、ホ
テル事業のみのところは難しいかもしれない。 
 企業と学⽣のギャップで⾔えば、SNS が当たり前になり、オンラインでの
コミュニケーションや関係性が多様になっている。⼈からどう思われている
か、⾒られているかという⾃分に興味がある学⽣が多いと思う。⼀⽅で、企業
は社会等の「外」をどう⾒るかになっている。こういった世代をどのようにみ
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るのか企業側にも対応が求められていると思う。

 企業② 
 コロナが想定していたよりも⻑引いている。2020 年 5 ⽉には 1 ヶ⽉間休
館せざるを得ない経験もし、⼀⽅で落ち着いているときには多くご利⽤いた
だいてジェットコースターのような期間を過ごしている。特に若い⼈にとっ
ては不安定な職となり、このコロナ禍で離職したケースある。沖縄県のでは観
光が主要産業である。沖縄をアピールするためにも県内の若い⼈々には観光
業に関わってほしいとは思うが、⾃治体の⽀援施策はそれほど多くない。主要
産業ではあるものの、学⽣が就職を望むのかというとそうではない。そこにギ
ャップがあると思う。 

 
・学⽣に求められるもの 
企業① 
 ⾃分⾃⾝の経験にもなるが、様々な尊敬できる⼈物と出会ってきた。そうい
う意味では、刺激になる⼈物と巡り会ってほしいと思う。 
 これからの世代は確実に新しい社会構造で⽣きていくことになる。ルート
を⾃分で選び取っていく時代であり、個が強くなる社会となる。そのような社
会の中で必要となるのは、⾃分で決める⼒や、⾃分で選び取っていく⼒であ
る。⾃分軸をもつことが必要だと思う。

企業② 
ホテルの仕事は多様であり、リゾートとシティでも異なる。知識や語学につ

いては学べばいいことだが、前向きに取り組む姿勢や接客が好きかどうかが
重要になってくる。英語につても話せることで幅は広がると思うが、優先事項
ではない。社内外両⽅でコミュニケーションを上⼿く取れることが必要であ
る。また、⾃分の意⾒を持ち、しっかりと話せることも⼤切なことだと思う。

 
・⾼校や専⾨学校、⼤学等の教育機関との連携について 

企業① 
 これまで実績はない。それだけに今回の事業に参画して是⾮協⼒したいと
考えている。沖縄への取り組みもあり、役員クラスもモチベーションがある。
沖縄は恵まれた⼟地だと思っている。次世代の育成でぜひ協⼒していきたい。
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企業② 
 学⽣と接する機会については、就職説明会や専⾨学校における職場⾒学・体
験では実際にホテルに来てもらうなどの経験があるが、⾼等学校対象では経
験がない。⽐較的⾼校⽣にも⾝近なスタッフもいるし、ホテルの中でもスパな
ど併設している施設の業務なども紹介できる。職業⼈講話や⾒学双⽅で協⼒
が可能である。 

 

  



42 
 

第 4 項 調査のまとめ 

本節では、カリキュラムの基本設計をおこなうための調査として、⼤きく 3 つ
の分野について実施した。 

1 つ⽬は、「⾼等学校実態調査」である。ここでは、さらに 2 種類を実施した。
「キャリア教育カリキュラム事例調査」と「沖縄県内⾼等学校対象のキャリア教
育実施状況アンケート」である。「キャリア教育カリキュラム事例調査」では、
全国の⾼等学校のなかから「商業⾼校」「⼯業⾼校」「総合⾼校」「情報科」「情報
教育（教科）」におけるキャリア教育の事例を収集、整理した。多様な参考事例
を⼊⼿できた。 

「沖縄県内⾼等学校対象のキャリア教育実施状況アンケート」では、沖縄県⽴
の⾼等学校 66 校を対象にキャリア教育の実施状況に関するアンケート調査を
実施した。回答数は 22 件であった。来年度からの新学習指導要領におけるキャ
リア教育の実施についての課題やその解決策として期待されることとして、教
員に関する回答が多かった。外部⼈材等を活⽤する前段階としての教員の知識・
スキルが課題であり、そのための研修が期待されている結果となった。本事業へ
の関⼼度としては、「⼀度詳しい説明を聞きたい」や「資料や情報を提供してほ
しい」等の意⾒が多く、⼀定の関⼼は得られていることがわかった。 
 2 つ⽬に、「専⾨学校におけるキャリア教育⽀援状況調査」である。ここでは、
近年専⾨学校が実施してきた⾼等学校対象のキャリア教育の⽀援として、いわ
ゆる出前授業の事例を紹介した。調査対象は、本事業に参画している、「専⾨学
校⽇経ビジネス」「専⾨学校 IT カレッジ沖縄」「専修学校パシフィックテクノカ
レッジ」「琉美インターナショナルビューティーカレッジ」 の４校である。そ
れぞれの専⾨分野において、独⾃で開催しているものから沖縄専⾨学校各種学
校協会や沖縄総合事務局が主催しているイベントなど様々な取り組みがこれま
で実施されてきている。 
 3 つ⽬に、「企業⼈材ニーズ調査」である。「企業⼈材ニーズ」調査では、業種
別⼈材ニーズとして、本事業における専⾨分野に関連する「IT 業界」「⾦融業界」
「⾃動⾞整備業界」「グローバル（観光）業界」の現状や今後の⼈材ニーズ等の
情報収集とそれをまとめたレポートの作成を⾏った。そのうえで、沖縄県内の各
業界に属する企業を対象にヒアリング調査を実施し、沖縄県内における各業界
の⼈材ニーズについて明らかにした。 
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第 2 節 領域別連携カリキュラムの設計 

本節では、領域別連携カリキュラムの設計として、今年度の各分科会で検討さ
れてきた経緯とそれぞれの連携カリキュラムについて述べていく。 

 

第 1 項 ビジネス（IT）分野 

ビジネス（IT）分科会では、⼋重⼭商⼯⾼校と⽇経ビジネスが主に連携し、連
携カリキュラムの設計を⾏なった。 

ビジネス（IT）分科会におけるスケジュールと協議概要は以下の通りである。 
回数 ⽇時 内容

第 1 回 2021 年 12 ⽉ 10 ⽇ 
・認識の共有 
・連携可能な科⽬模索

第 2 回 2021 年 12 ⽉ 15 ⽇ ・連携可能な科⽬確認 
・活⽤教材、内容の確認

第 3 回 2022 年  1 ⽉ 6 ⽇ 
・カリキュラム検討 
（専⾨学校側がカリキュラム案提⽰） 

第 4 回 2022 年 2 ⽉ 22 ⽇ 
・プレ実証について 
・カリキュラム検討 
（⾼等学校側がＲ４年間指導計画提⽰）

第 5 回 2022 年 3 ⽉ 2 ⽇ 
・カリキュラム検討 
（第 1 章における連携授業の確認） 
・来年度の実施スケジュール調整 

【ビジネス（IT）分科会実施スケジュール】 

 
初めに、⼋重⼭商⼯⾼校における課題の洗い出しおよび連携可能な科⽬の選

定を⾏った。連携を実施する科⽬については、商業科 1 年⽣の基礎的科⽬であ
る「ビジネス基礎」を対象とした。「ビジネス基礎」で実施する背景としては、
⾼・専が連携する科⽬として適正であることに加えて、⼋重⼭商⼯⾼校では「ビ
ジネス基礎」が 3 単位で設定されていることであった。そのため、通常 2 単位
分で設定されているテーマを 1 単位分多く実施し、より充実した科⽬とするこ
とを予定していた。そのような状況から、学習指導要領に沿いながらも、プラス
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αとして職業⼈講話およびワークシートの作成などの時間を確保できる可能性
が⾼く、それにより、「ビジネス基礎」を本事業のキャリア教育との接点とする
に⾄った。 

ビジネス基礎は以下の、8 つの章から構成されている。以下の構成は、⼋重⼭
商⼯⾼校が活⽤する実教出版における「ビジネス基礎」の章⽴てである。 

 
⽬次 

第 1 章 商業の学習とビジネス 
第 2 章 ビジネスとコミュニケーション 
第 3 章 経済と流通の基礎 
第 4 章 さまざまなビジネス 
第 5 章 企業活動の基礎 
第 6 章 ビジネスと売買取引 
第 7 章 ビジネス計算 
第 8 章 ⾝近な地域の⾒どころ再発⾒ 
 

【実教出版における「ビジネス基礎」教科書の章⽴て】 

 
次に、専⾨学校側から実教出版の「令和3年度 ビジネス基礎 学習指導計画」

をもとに各章における連携授業の可能性がある実施案を提⽰し、⾼等学校側と
のすり合わせを⾏った。以下に、専⾨学校側が提⽰した実施案の⼀部を抜粋して
紹介する。全体については附録に掲載している。 
 
⽉ 学習項⽬ 学習内容や学習

活動 
評価の観点   

連携授業 
予
定
時
数 

実
施
時
数

知 思 態

４ 
 
 
 
５ 
 
 

第 1 章 
商業の学習とビ
ジネス 
１．いざ、ビジネ
スの世界へ 
２．私たちの社
会とビジネス

商業を学ぶ重
要性と学び⽅、
ビジネスの概要
について理解し
ます。 

ビジネスの役
割について、企

○  
 
 
○

 
 
 
 
 
 

 
 
 
社会全体で⾏われてい
るビジネスに関する説
明【企業】 

8  
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６ 
 
 
 
 
 
 

業の社会的責任
や、環境、エネル
ギー、⾷料など
の社会的な課題
及びビジネスの
動向・課題につ
いて具体的な事
例と関連付けて
学びます。 

・・・ 

 
 
○

 
 
社会⼈基礎⼒をベース
とした「求められる⼈材
像」 
【専⾨学校教員】 

第 2 章 
ビジネスとコミ
ュニケーション 
１．コミュニケ
ーション 
２．ビジネスマ
ナー 
３．情報の⼊⼿
と活⽤ 

 ビジネスにお
ける信頼関係構
築の意義と重要
性を学びます。
 ビジネスマナ
ーの意義を理解
し、場⾯に応じ
て考え、活動で
きる⼒を⾝に付
けます。 
・・・ 

○  
 
 
○

 
 
 
 
 
 
○

 
マナー教育 
【専⾨学校教員】 
 
情報活⽤および情報倫
理 
（インターネット社会
を⽣きるため） 
【企業】or【専⾨学校教
員】 

7  

【専⾨学校側提⽰の実施案部分】 
 

具体的には、職業⼈講話で企業の⼈材を活⽤する単元や、専⾨学校側が提供可
能なプログラム、⾼等学校側で⽀援を必要としている単元の提⽰である。 

そして、協議の結果、主に以下の章において連携授業を実施する計画とした。 
 

⽉ 学習内容 実施内容 
（）内は総コマ数 

４⽉ 第１章 
商業の学習とビジネス 

【２コマ（１０コマ）】  
テーマ︓夢と⽬標（⾼等学校教員・専
⾨学校教員）

１０⽉ 
〜１１⽉ 

第４章 
さまざまなビジネス 

【１０〜１５コマ程度（１９コマ）】 
※業種毎に２コマ程度連携（来年度具
体的に調整） 
〜基本的な流れ（案）〜 
①導⼊（⾼等学校教員） 
②職業⼈講話（企業⼈・専⾨学校教員）
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③ワーク・発表（⾼等学校教員・企業
⼈・専⾨学校教員）

１１⽉ 
〜１２⽉ 

第５章 
企業活動の基礎 

【未定（１８コマ）】 
※今後具体的に調整

【「ビジネス基礎」における連携授業の概要】 

 
 来年度の実施としては、まずは導⼊部分となる 4 ⽉にキャリア教育としての
導⼊となる 2 コマを割り当て、⾼等学校の教員と専⾨学校の教員がＴＴ（チー
ム・ティーチング）で実施する。その後、10 ⽉〜12 ⽉に「第 4 章 さまざま
なビジネス」と「第 5 章 企業活動の基礎」において、企業⼈講話やワークシ
ートの作成・発表において、各業界の企業⼈と⾼等学校教員、専⾨学校教員の
3 者協働で授業を実施する計画である。 
 また、上表以外の箇所において、⾼等学校側から連携の要請がある場合に
は、来年度の活動期間中に必要に応じて協議を重ねて調整することとした。 
 2 年次、3 年次における連携においては、今後より⻑期的な調整が必要では
あるが、連携が想定される科⽬としては、2 年次においては「課題研究」と
「ソフトウェア活⽤」、3 年次では「課題研究」と「総合実践」の科⽬の可能性
が⾼等学校側から提案されている。以下が、⾼等学校 3 年間における連携授業
概要である。 
 

学年 連携科⽬ 実施内容

１年⽣ 【ビジネス基礎】 ・主に第１、４、５章にて連携。 
・連携時間数︓３０〜３５コマ程度  

２年⽣ 
（予定） 
【課題研究】 
【ソフトウェア活⽤】

・内容（案） 
 アンケート作成 → データ集計 → 分析 
・連携時間数︓今後具体化（集中型も含む） 

３年⽣ 
（予定） 
【課題研究】 
【総合実践】 

・内容（案） 
 実データ利⽤ → 分析 → マーケティング 
・連携時間数︓今後具体化（集中型も含む） 

【3 年間の連携授業概要】 
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具体的には、データ分析の実践として、アンケート調査の設計から集計・分
析までや、実データを活⽤した Excel での分析などを想定している。 

今後、事業内の連携や⼋重⼭商⼯⾼校としての課題であるキャリアパスポー
トへの意識などの調整を継続的に⾏っていく。また、「ビジネス基礎」および 2
年次における「ソフトウェア活⽤」においては、連携主体である専⾨学校⽇経
ビジネスのほかに、IT 分野の連携を具体化するためにも専⾨学校 IT カレッジ
沖縄が協⼒・⽀援していくことも想定される。 
 専⾨学校側が提案した資料および、最終的な連携授業を⾏う⼋重⼭商⼯⾼校
の年間指導計画については、附録にて掲載している。 

 

第２項 ⾃動⾞整備分野 

次に、⾃動⾞整備分野である。⾃動⾞整備分科会では、美来⼯科⾼校と専修学
校パシフィックテクノカレッジおよび沖縄トヨタ⾃動⾞株式会社が連携し、カ
リキュラムの設計を⾏なった。 

⾃動⾞整備分科会におけるスケジュールと協議概要は以下の通りである。 
回数 ⽇時 内容

第 1 回 2021 年 12 ⽉８⽇ 
・認識の共有 
・⾼校の⾃動⾞科における現状、課題共有

第 2 回 2021 年 12 ⽉ 16 ⽇ 
・美来⼯科⾼校実習室の視察 
・次年度⾼校 1 年⽣⽤連携授業検討 

第 3 回 2022 年２⽉７⽇ 
・カリキュラム検討 
（専⾨学校側がカリキュラム案提⽰） 
・プレ実証について

第 4 回 
2022 年 3 ⽉ 16 ⽇ 
（予定） 

・カリキュラム検討 

【⾃動⾞整備分科会実施スケジュール】 

 
本事業の取組みについての相互理解から始めた。⾃動⾞整備分野における⾼

校と専⾨学校への進学においては、進路選択のミスマッチの可能性は低いこと
を共通認識とした。そこで、⾼等学校側の科⽬の中での課題を専⾨学校側およ
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び企業が⽀援する⽅向で⼀致した。 
⾼等学校側の協⼒もあり、実際に使⽤している実習室を専⾨学校側が⾒学す

ることによって、専⾨学校側が⾼等学校の現状を理解する機会を持った。その
うえで、⾼等学校側の現場教員を含め、⾼等学校側が抱えている課題と連携授
業の可能性について協議を⾏った。 

連携授業の可能性として、⾼等学校側からの提案は、「実習」と「LHR（ロ
ングホームルーム）」であった。美来⼯科⾼校における「実習」は、７つのテ
ーマが実施され、1 つのテーマあたり 5 時間の枠が設けられている。その中の
1 つにおいて、連携可能との提案があった。⾼等学校側の内容⾯での希望とし
て、ハイブリッド⾞に関する知識や技術等が挙げられた。また、職業観やキャ
リア教育として「LHR」の活⽤も可能性があることの提案もされた。 

こうした意⾒も踏まえ、専⾨学校側と企業側が協議を⾏い、「実習」および
「LHR」で実施可能なテーマを提案した。「実習」においては、「⾞の魅⼒、楽
しさ」をテーマとして、「⾃動⾞とは」「⾞の違い」「運転の楽しさ」「エンジン
分解（汎⽤エンジン）」「これからの⾞」「タイヤ交換（⼆輪⾞）」の計６つの内
容を提案した。「LHR」では、⾃動⾞整備⼠としてのキャリアに関する教育と
して、職業理解から職業意識、必要な能⼒そしてキャリアプランといったカリ
キュラムを提案した。 

⾼等学校側は、「実習」については年間指導計画との兼ね合いやコロナの影
響もあり、すべての実施は厳しいという⾒解であり、来年度の実施としては、
1〜２つの項⽬を 3 時間ずつで実施する計画に⾄った。 

また、「LHR」における連携授業については、3 年間を通して実施することが
望ましいという⾒解から 1 年⽣時には「⾃動⾞整備⼠とは（職業理解）」を実
施する提案がなされた。専⾨学校側と企業側は、その提案をもとに実施時間を
5 時間から 3 時間に変更し、「LHR」では、⼀部を実施することで確認した。
以下が、協議の結果として来年度から実施予定となる 2 つの連携カリキュラム
である。協議のもとになった専⾨学校側の提案資料は、附録にて紹介する。 
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  テーマ 実施項⽬ 実施概要 時間

① 

⾞
の
魅
⼒
︑
楽
し
さ 

⾃動⾞とは 
・実⾞を使⽤しての FF/FR/AWD の
仕組みの違い、利点、⽋点、⾃動⾞
の魅⼒、楽しさ、試乗

3h 

② ⾞の違い 
・ノーマル⾞と⼿を加えた⾞の違い
⽐較、メリット/デメリット

3h 

③ 運転の楽しさ 
・（⾛る、曲がる、⽌まる）体感、シ
ュミレータ/カート等

3h 

④ 
エンジン分解 
(汎⽤エンジン)

・汎⽤エンジン（２ストローク）分
解・組⽴・始動

3h 

⑤ これからの⾞ 
・実⾞（最新）を使⽤しての⾃動運
転、駐⾞アシスト等

3h 

⑥ 
タイヤ交換 
（⼆輪⾞） 

・原付きのチューブレス 10〜12 イ
ンチホイールでタイヤ組み換え 
・タイヤレバーを使⽤しての組み換
え安全確認等

3h 

※上記実施項⽬から 1〜2 項⽬を選定し実施予定。 

【専⾨学校・企業側が提案した「実習」における連携授業案】 

 

  実施項⽬ 実施概要 時間 学年

① 
⾃動⾞整備⼠ 
とは（職業理解） 

⾃動⾞整備⼠の役割 1h 

１
年
⽣ 

⾃動⾞整備⼠の職場 1h 

⾃動⾞整備をめぐる社会の動き 1h 

⾃動⾞整備業界の動向 1h 

② 
⾃動⾞整備⼠の 
職業意識 

社会的責任を担う⾃動⾞整備⼠ 1h ２
年
⽣専⾨職としての⾃動⾞整備⼠ 1h 
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③ 
⾃動⾞整備⼠に 
必要な能⼒ 

⾃動⾞整備⼠のコミュニケーション
能⼒

1h 

⾃動⾞整備⼠おけるチームワーク 1h 

専⾨職としての⾃動⾞整備⼠の視点 1h 

④ 

⾃動⾞整備⼠の 
キャリアパス 

⾃動⾞整備⼠の資格・等級・役職 1h 

３
年
⽣ 

⾃動⾞整備⼠のやりがい・達成感・
使命感

1h 

⾃動⾞整備⼠の 
キャリアプラン 

実務経験を積んでの資格 1h 

⾃動⾞整備⼠の 
キャリアビジョン 

具体的に決めた⾏動計画 1h 

【専⾨学校・企業側が提案した「LHR」における連携授業案】 

  
今後、第 4 回⽬の分科会および来年度も実施をしながら継続的に議論を⾏な

い、⾼等学校側のニーズと専⾨学校側・企業側の提供可能なプログラムを調整
することを通じて、実施プログラムを構築していくことになる。 
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第 3 項 グローバル分野 
グローバル分科会では、⽯川⾼校と⽇経ビジネスと琉美インターナショナル

ビューティーカレッジが連携し、カリキュラムの設計を⾏った。 
グローバル分科会におけるスケジュールと協議概要は以下の通りである。 
回数 ⽇時 内容

第 1 回 2021 年 12 ⽉ 6 ⽇ 
・認識の共有 
・連携可能な科⽬確認

第 2 回 2021 年 12 ⽉ 14 ⽇ 
・⽯川⾼校でのキャリア教育における 

現状とニーズの確認

第 3 回 2022 年 1 ⽉ 2７⽇ 
・カリキュラム検討 
（専⾨学校側がカリキュラム案提⽰） 
・プレ実証について

第 4 回 2022 年 2 ⽉ 17 ⽇ 
・カリキュラム検討 
（⾼等学校側がカリキュラム案提⽰） 

【グローバル分科会実施スケジュール】 

 まず、ビジネス（IT）分科会や⾃動⾞整備分科会と同様に、事業の取組みの
理解および⾼等学校側と専⾨学校側で認識の共有を⾏った。次年度の教育課程
表において設定されている中から、⾼等学校側で連携可能な科⽬として「情報
Ⅰ」が提案された。主な理由としては、⽯川⾼校では通常 2 単位である「情報
Ⅰ」について 3 単位を設定していたことから⽐較的連携を検討しやすいという
理由であった。 
 そのうえで、⽯川⾼校におけるキャリア教育の現状と課題、ニーズを確認し
た。進路指導としてキャリアパスポートを⾏っていることやライフプランの作
成はあるが集中講義という状況であること、⾃治体から⾼校への期待や⾼校側
の本事業における連携授業への期待が⽰された。 
 以上を踏まえて、専⾨学校側がカリキュラム案を提⽰した。専⾨学校側の 1
年⽣を対象とした実施案は、「キャリア発達にかかわる諸能⼒」における「⼈
間関係形成能⼒」と「情報活⽤能⼒」であった。⽬標としては、『世の中にど
のような職業があるか理解し、どのようなスキルが求められるか把握する』こ
とであった。以下が提案された概要である。 
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1 年次 
・⼈間関係形成能⼒
・情報活⽤能⼒ 

・コミュニケーションスキルを磨く（⾃⼰
表現⼒・他者理解⼒） 
・職業⼈講話を通して、多様な他者と場に
応じた適切なコミュニケーションを図る 
・職業⼈講話を通して、世の中にどのよう
な仕事があるか理解し、それぞれに関する
情報を⾃⾝で取集するようになる 

【専⾨学校側の提案の実施内容案】 
 

 上記の実施案およびカリキュラム案をたたき台として、⾼等学校側と専⾨学
校側で実施内容について意⾒交換を⾏った。⾼等学校側からは、概ね好感触で
あったが、職業観の醸成や「グローバル」というテーマ性、キャリア教育の視
点という観点に加えて、年間指導計画との整合性から再度調整する必要性が指
摘された。 

そのうえで、⾼等学校側が専⾨学校側の提案をもとに「情報Ⅰ」の次年度に
おける年間指導計画に照合させ、連携授業案を専⾨学校側に提案することとな
った。以下が、⾼等学校側が調整した連携授業の実施案である。 

 
⽉ 学習内容 実施内容（）内は総コマ数

４
⽉ 

1 情報の特徴 
2 情報の表現形式 

【５コマ（７コマ）】
・オリエンテーション 
（授業の趣旨・⽬的説明） 
・効果的な⾃⼰紹介,コミュニケーションを学ぶ

５
⽉ 

3 問題解決（1） 
4 問題解決（2） 

【７コマ（１０コマ）】
・ディスカッションの⽅法と理解 
（問題解決と絡めながら） 
・職業⼈講話①〜③ 
・グループディスカッション

６
⽉ 5 情報社会 

【２コマ（４コマ）】
・マナー教育 
・情報活⽤および情報倫理

７
⽉ 

13 情報技術の発
展（1） 
14 情報技術の発

【２コマ（３コマ）】
・職業⼈講話④（情報技術分野の発展） 
・グループディスカッション
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展（2） 

９
⽉ 

27 効果的な情報
デザイン 

【２コマ（３コマ）】
・コミュニケーションの基本 
・正しい発声・発⾳

10
⽉ 

28 プレゼンテー
ションの流れ 
29 プレゼンテー
ションの注意点 

【７コマ（８コマ）】
・話すときの⼼構え 
・プレゼンテーション作成⽅法     
・実践

11
⽉ 

34 プログラミン
グ（1） 

【２コマ（３コマ）】
・職業⼈講話⑤（プログラミングの発展） 
・グループディスカッション

３
⽉ 

51 データの分析
（3） 

【２コマ（３コマ）】
・職業⼈講話⑥ 
（グローバル社会に向けてのまとめ） 
・グループディスカッション 
・まとめ

【⾼等学校側が提案した「情報Ⅰ」における連携授業実施案】 

 
 上記の実施案にて、連携授業の⼤きな枠組みが整った。今後、次年度において、
連携授業を実施していく中で、職業⼈講話における企業や⼈員の選定など具体
的な調整を⾏っていく。⾼等学校側および専⾨学校側が提案した年間指導計画
については附録でも掲載している。 
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第 4 項 領域別連携カリキュラムの設計まとめ 

 本節では、各分科会において調整されてきた連携授業のカリキュラムについ
て、経緯を含めて紹介してきた。 
 ビジネス（IT）分野においては、⼋重⼭商⼯⾼校における「ビジネス基礎」の
科⽬で⽇経ビジネスと連携授業を実施することで調整を⾏ってきた。具体的に
は、まず導⼊部分として「第 1 章 商業の学習とビジネス」にて、2 コマの実施
である。また、「第４章 さまざまなビジネス」「第５章 企業活動の基礎」にお
いては、本格的な連携授業として地元の企業を巻き込み、各業界の企業⼈が参加
する職業⼈講話の実施、ワークシートの作成・発表という形式で連携授業を⾏っ
ていく。また、第 1、４、５章以外の単元においても、今後⽀援が必要な場合に
は、その都度専⾨学校側と協議し、連携を模索していく。2 年⽣、3 年⽣におけ
る連携授業については、「課題研究」「ソフトウェア活⽤」「総合実践」の時間で
連携して Excel を活⽤したデータ分析を⾏う⽅向性で調整している。 
 ⾃動⾞整備分野では、美来⼯科⾼校の課題を把握し連携の形を模索すること
から⾏った。課題として挙げられたのは、ハイブリッド⾞関連などの⾼等学校で
は教えられない技術領域と職業観の醸成であった。そうした背景を⾼等学校お
よび専⾨学校・企業が共通認識をした。そのうえで、⾼等学校側から連携可能な
科⽬として「実習」と「LHR」が挙げられた。それに対して、連携する専⾨学校
のパシフィックテクノカレッジと沖縄トヨタ⾃動⾞株式会社が実施可能なプロ
グラムを提案し、調整を⾏ってきた。「実習」においては、「⾞の魅⼒、楽しさ」
をテーマとした内容の提供、「LHR」では⾃動⾞整備⼠としてのキャリアを学習
するプログラムの実施である。⾼等学校側からも好印象を得られたが、年間指導
計画との兼ね合いやコロナの影響により実施可能時間を絞った形式で実施する
ことで調整し、準備を進めている。今後、「実習」においては実施内容の選定や
スケジュールを具体化させ、「LHR」については 3 年間での実施に向けて調整を
⾏っていく。 
 グローバル分野については、普通⾼校である⽯川⾼校と⽇経ビジネスおよび
琉美インターナショナルビューティーカレッジが、「情報Ⅰ」の科⽬内で連携を
することで調整している。まずは専⾨学校側から提供可能なプログラムの実施
案を提⽰した。その実施案をたたき台として、⾼等学校側と専⾨学校側で内容の
検討を⾏った。「情報Ⅰ」における年間指導計画との照らし合わせから、⾼等学
校側が再度実施案を作成し、専⾨学校側と調整を⾏っている。グローバル分野に
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おいては、年間を通して、数コマずつ連携授業を実施していく予定である。実施
教科が「情報Ⅰ」であることから、専⾨学校 IT カレッジ沖縄の⽀援協⼒も想定
される。今後の検討項⽬として、⾼等学校側からは⽣徒たちへの継続的な実施体
制とキャリア教育の視点、中⼼テーマとしての「グローバル」という観点等が挙
げられている。来年度 4 ⽉から連携授業を開始していく中で、⾼等学校と専⾨
学校および企業が継続的に協議を開催し、密な連携を取りながら、⾼校 1 年⽣
〜３年⽣までの連携授業の実施形態および実施内容を調整していく。 
 今年度、⾼等学校と専⾨学校が中⼼となり、カリキュラムの設計として次年度
の連携授業および分科会によっては、⾼等学校 3 年間における連携の予定を調
整してきた。分科会によって実施回数は異なるものの、⾼等学校側が抱えている
教育上の課題を相互理解することから始まり、その課題に対応させた案を専⾨
学校および企業側から提案してきた。そのうえで、⾼等学校側の年間指導計画な
どの実情に合わせて調整し、実施に向けた準備に取り掛かっている。 

分科会によっては、来年度4⽉中旬頃から連携授業が開始される予定である。
来年度以降も⾼等学校、専⾨学校および企業が継続的に議論を⾏い、持続可能な
実施体制を整えていくことが肝要となる。 
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第 3 章 開発 

第 1 節 ⾼校 1 年⽣⽤職業キャリア教育教材 

本節では、今年度開発した⾼校 1 年⽣⽤の職業キャリア教育教材について説
明していく。今年度の開発では、 

・「IT ⼈材の仕事」 
・「⾃動⾞整備⼠の仕事」 
・「グローバル⼈材」 
以上の３つの教材を開発した。以下、それぞれの教材について紹介していく。 

 

第 1 項 IT ⼈材の仕事 

  まず、「IT ⼈材の仕事」についてである。「IT ⼈材の仕事」については、当会
が昨年度までに開発した「IT ⼈材の職業キャリア」をもとに、⾼校 1 年⽣⽤に
新たにリメイクした教材である。学習内容は以下の通りである。 
 
第 1 回 IT ⼈材とは何か（１） IT 業界とは︖
第 2 回 IT ⼈材とは何か（１） IT ⼈材の役割とは︖
第 3 回 IT ⼈材とは何か（１） IT ⼈材の職場
第 4 回 IT ⼈材とは何か（２） IT をめぐる社会の動き
第 5 回 IT ⼈材とは何か（２） IT 業界の動向
第 6 回 IT ⼈材の職業倫理（１） 倫理と規範
第 7 回 IT ⼈材の職業倫理（１） 顧客志向とコンプライアンス 
第 8 回 IT ⼈材の職業倫理（１） チームワークの⼤切さ
第 9 回 IT ⼈材の職業倫理（２） IT 専⾨職意識
第 10 回 IT ⼈材の職業倫理（２） IT サービス業意識
第 11 回 IT ⼈材の職業倫理（２） IT ⼈材の⾃⼰管理意識
第 12 回 IT ⼈材に必要な能⼒（１） ビジネススキル能⼒
第 13 回 IT ⼈材に必要な能⼒（１） チームワークで動く能⼒ 
第 14 回 IT ⼈材に必要な能⼒（２） ラーニングスキル能⼒ 
第 15 回 IT ⼈材に必要な能⼒（２） 職業⼈視点能⼒
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【教材「IT ⼈材の仕事」の⼀部】 

 

第 2 項 ⾃動⾞整備⼠の仕事 

 こちらも昨年度までに当会が開発した教材「⾃動⾞整備⼠の職業キャリア」を
題材として、⾼校 1 年⽣⽤にリメイクした教材である。学習項⽬は、以下の通
りである。 
 
第 1 部 ⾃動⾞整備⼠の現在と未来
1-1 ⾃動⾞整備⼠とは〜その役割と存在意義〜
1-2 変わりゆく⾃動⾞整備⼠の⽴場
1-3 今も昔もそして未来も⾃動⾞は経済・⽣活を⽀える重要な存在 
1-4 ⾃動⾞整備⼠と進化する新技術
1-5 ますます⾼まる⾃動⾞整備⼠の役割と必要性
第 2 部 ⾃動⾞整備⼠への道
2-1 ⼯業⾼校や専⾨学校などへ進むのが近道
2-2 実務経験を積む 
2-3 資格取得後の選択肢は多種多様
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2-4 ⾃動⾞整備⼠の種類
2-5 ⾼校での勉強や⽣活は全て将来的に役⽴つ︕
2-6 部活動や委員会活動なども積極的に︕
2-7 根気と責任感があればキャリア UP も可能︕
第 3 部 ⾃動⾞整備⼠という職業
3-1 ⾃動⾞業界内でのキャリアアップ
3-2 異業種へのキャリアチェンジも︕

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教材「⾃動⾞整備⼠の仕事」の⼀部】 

 

第 3 項 グローバル⼈材 

「グローバル⼈材」では、グローバルな社会で活躍していくために必要なこと
などをテーマとして、⾼校 1 年⽣⽤に開発した職業キャリア教材である。主な
学習項⽬は、以下の通りである。 

 
01 「私らしく」⽣きる グローバルに活躍するためにの基盤を築く 
02 ⽇本⼈としてのアイデンティティ
03  違いを認め合う 
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04 海外で学ぶということ
05 問題を解決していく能⼒
06 英語は勉強ではない︕︖
07 デジタルツールを使いこなそう
08 あなたにとってグローバルに活躍するとは︖

 

【教材「グローバル⼈材」の⼀部】 
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第 4 項 教員⽤ガイド 

以上の 3 つの教材を利⽤するための教員⽤⼿引きとして、教員⽤ガイドの開
発も⾏った。教員⽤ガイドでは、教育プログラムの趣旨、全体像、各教材のシラ
バス、活⽤する際の評価基準について記述している。以下が教員⽤ガイドの項⽬
である。教員⽤ガイドの内容について、附録にて掲載した。 
 

 
 

第 2 節 教員研修⽤教材 

本節では、キャリア教育を実施していくための教員⽤の研修教材の開発につ
いて説明する。前節において、⾼校１年⽣⽤の職業キャリア教育教材を説明した。
教員研修⽤教材は似たような構成となっているが、それぞれの専⾨分野に関す
るキャリア教育を実施する前段階として教員による実施として想定しているた
め、より職業全体を意識し⼀般化した内容となっている。それでも、学習時には
本来のキャリア教育の受け⼿側である⾼校１年⽣と同様の視点での学習を想定
し、内容に付随する絵や教材における⽂字フォントについては、⾼校１年⽣⽤の

⽬次 
1．教育プログラムの趣旨  
2．教育プログラムの全体像  

2-1．カリキュラムポリシー  
2-2．受講対象者  
2-3．学習領域  
2-3-1．IT ⼈材の職業キャリア  
2-3-2．⾃動⾞整備⼠の職業キャリア  
2-3-3．グローバル⼈材の職業キャリア 

3．各学習領域シラバス  
3-1．IT ⼈材の職業キャリア  
3-2．⾃動⾞整備⼠の職業キャリア  
3-3．グローバル⼈材の職業キャリア  

4．評価基準  
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職業キャリア教育教材に寄せて構成している。 
また、実際に教員研修を次年度以降実施することを想定し、⽐較的容易に内容

を把握することが可能なように、教材をベースとして PowerPoint にてスライ
ドを作成し、研修⽤の準備を⾏った。 

以下に、教員研修⽤教材の⽬次構成と開発した教材の⼀部を紹介する。本体に
ついては、附録にて紹介する。 

 

０１ 
働くことって何︖  
― 働くことの⽬的意義や職業観について考える

０２ 
職業⼈として知っておきたいこと  
― 職業⼈の概念と職業⼈に必要なものを知る

０３ 
職業⼈の⼼構えとして知っておきたいこと①  
― 職業キャリアマインドを知る

０４ 
職業⼈の⼼構えとして知っておきたいこと②  
― 常識としての職業キャリアマインド

０５ 
職業キャリアマインドって何︖①  
― 個⼈としての責任を果たすために

０６ 
職業キャリアマインドって何︖②  
― 組織・社会の⼀員としての責任を果たすために

０７ 
働くことと社会の関係は︖  
― 社会における職業の意味について考える

０８ 
働くことと⾃分の関係は︖  
― 職業選択とキャリアプランについて考える

０９ 
論理思考の基盤となる基本の⼤切さ  
― 仕事の基本を理解する

１０ 
⼀つの仕事に関わる多くの⼈々  
― チームワークが求められる仕事を知る

【教員研修⽤教材 ⽬次⼀覧】 
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【教員研修⽤教材】 

 

【教員研修⽤教材 PowerPoint 版】 
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第 3 節 ⼀貫型職業教育プラットフォーム 

 本節では、今年度に構築した⼀貫型職業教育プラットフォームについて紹介
していく。本プラットフォームは、本事業期間において継続的に活⽤し、必要に
応じて追加のカスタマイズを⾏いながら実装を継続していく。今年度は、来年度
から活⽤することを想定してのプロトタイプとして位置づけて構築を⾏った。 
 今回、本事業におけるプラットフォームを構築するにあたり、⼀般財団法⼈⽇
本教育基盤財団が提供するソーシャル機能を有した LMS である「JEI-LMS」を
ベースに、カスタマイズ等を⾏った。 

第 1 項 プラットフォームの概要 

 本プラットフォームには主に 3 つの機能・活⽤⽅法がある。 
①学習コンテンツの提供 

分野共通・専⾨分野別に学習コンテンツ（e ラーニング教材）を提供する。具
体的には、資格対策や企業⼈等による講演映像などのコンテンツである。これら
のコンテンツは予習・復習の⾃⼰学習だけでなく、⼀部は対⾯授業でも活⽤する
ことを想定している。 
②ポートフォリオ機能 

⽣徒・学⽣の学習成果物や学習コンテンツの学習進捗データ等を蓄積・管理し、
教員が個別指導を⾏う際にその判断材料を提供する。⾼校の教員と専⾨学校の
教員がポートフォリオ機能を介することで、⽣徒・学⽣に対する⼀貫した個別指
導をサポートする。また、学⽣同⼠や教員がワークシート等の成果物を評価し合
う機能も搭載する。 
③コラボレーション⽀援機能 

⾼校の教員、専⾨学校の教員、企業等の実務者らが職業教育の内容や指導⽬標
などについて、意⾒交換や情報共有を⾏う。ここでのコラボレーションを通じて、
教員の職業教育⼒の向上を図っていく。構成イメージは以下の通りである。 
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第 2 項 各種機能 

 この項では、今年度に構築した⼀貫型職業教育プラットフォームの各種機能
について、紹介していく。本プラットフォームは、「インフォメーション」「個⼈
ワーク」「グループワーク」「プロフィール」「産学連携」の５つのメニューから
構成されている。以下、それぞれについて記す。 
 

2-1 インフォメーション 

「インフォメーション」では、主に⾼等学校および専⾨学校の教員が学習プロ
グラムの中で⽣徒・学⽣に対して情報発信を⾏う際に活⽤することを想定して
いる。例えば、授業の時に配布した資料をデータでアップロードし、ダウンロー
ドできるようにすることや、オンラインでの授業になった際に、Zoom などの
URL を発信するなどの利⽤法が挙げられる。教員側のアカウントのみで「新規
投稿」することが可能である。 

 

【「インフォメーション」画⾯ テスト投稿】 
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2-2 個⼈ワーク 

「個⼈ワーク」は、個⼈の学習として e ラーニング教材などの学習コンテン
ツの視聴が可能な機能である。また、単に視聴するだけでなく、学習者が⾃らの
進捗度を確認可能なように可視化し、「履歴確認」という機能の設置により進捗
状況を把握できるようにしている。以下の画⾯のように、左側に進捗状況を表す
円グラフが設置され、全体の進捗状況を把握することができる。右側にはコンテ
ンツのタイトルが表⽰され、各項⽬の達成状況を確認することができる。以下の
画像のメニュー構成は暫定的に設定されている項⽬であり、今後それぞれの学
習テーマに合わせて調整していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「個⼈ワーク」における「履歴確認」画⾯】 
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2-3 グループワーク 

「グループワーク」は、授業などにおけるグループで課題に取り組んだ際の成
果物を共有するための機能である。グループワークには「ワークシート」と「グ
ループトーク」の 2 種類がある。「ワークシート」では、各グループがそれぞれ
の成果物を提出、確認、削除することや、コメントとして違うグループの成果物
の良かった点などをコメント可能としている。これにより、グループ間の交流も
促進が期待される。「グループトーク」は、グループ内での情報共有を⾏う機能
である。グループで成果物を作成する際に、必要な情報（調べごとなどの情報元
URL や中間成果物）の共有が⾏えるようになっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【「グループワーク」における「ワークシート」の画⾯】 

 

 

 



67 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「グループワーク」における「グループトーク」画⾯】 

 

2-4 プロフィール 

「プロフィール」では、学習者各⾃が個⼈のプロフィールを設定できる画⾯と
なっている。名前や学校名、写真などを登録することが可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「プロフィール」画⾯】  
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2-5 産学連携 

最後に、「産学連携」である。産学連携は、⾼等学校の教員、専⾨学校の教員、
企業⼈がコラボレーションして授業を実施することを想定して実装した。「イン
フォメーション」「コラボレーション」「ダイレクトメッセージ」「成果物」の 4
機能ある。 

 

【「産学連携」におけるプルダウン表⽰画⾯】 

 

 2-5-1 インフォメーション 

インフォメーションについては、「2-1 インフォメーション」における機能と
同様であり、産学で連携するための情報共有を⾏う場としての活⽤を想定して
いる。 

 

 2-5-2 コラボレーション 

 コラボレーションでは、それぞれのテーマに合わせた情報交換が可能な機能
である。例えば、職業⼈講話に関して業界の企業⼈と内容等の調整を⾏う際や、
複数校による学校間連携の際など、情報交換が必要な際の活⽤が想定される。 
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【「産学連携」における「コラボレーション」画⾯】 

 

2-5-3 ダイレクトメッセージ 

 ダイレクトメッセージは、アカウント同⼠の 1 対 1 でのやり取りが可能な機
能である。アカウント間での具体的な調整などで使⽤されることを想定してい
る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「産学連携」における「ダイレクトメッセージ」画⾯」】 
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2-5-4 成果物 

 成果物では、⽣徒・学⽣の成果物を確認することが可能である。そのため、「成
果物」を選択すると、⾃動的にグループワークのワークシート画⾯に移⾏するよ
うに設定している。 

 
以上が今年度構築した⼀貫型職業教育プラットフォームの機能紹介である。 
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第４節 開発のまとめ 

今年度における開発は⼤きく分けて 3 つであった。 
まず、⾼校 1 年⽣⽤の職業キャリア教育教材である。「IT 分野」「⾃動⾞整備

分野」「グローバル分野」の 3 種類の教材を開発した。基本的な構成は、１テー
マにつき 3 つほどの⼩項⽬およびコラムなどから出来ている。今年度は、あく
までプロトタイプであり、来年度以降に実施委員会やそれぞれの分科会におい
て、利⽤形態の検討や内容の改善を図っていく。また、教材を活⽤する際の⼿引
きとして、教員⽤ガイドの開発も⾏った。ここには、それぞれの分野におけるシ
ラバスや、活⽤の際に参考となる評価基準について記述している。 

次に、教員研修⽤教材である。教員研修⽤教材については、上述した⾼校 1 年
⽣⽤の職業キャリア教育教材を活⽤していく前段階として、教員側が事前に知
っておくべきキャリア教育の内容で構成されている。そのため、分野横断的な内
容となっている。この教員研修⽤教材については、来年度以降研修の実施に向け
て PowerPoint 化も⾏った。 

最後に、⼀貫型職業教育プラットフォームの構築である。これについても、教
材と同様に今年度はプロトタイプ構築の段階である。⽐較的必要性の⾼い機能
を優先し実装した。プラットフォーム内には、e ラーニングコンテンツを視聴す
ることできる機能に加えて、グループワークでの成果を貯蓄しておける機能、そ
して⾼等学校の教員、専⾨学校の教員、企業の職業⼈講話等で参加するメンバー
が連携した取り組みが⾏える機能も実装した。 

以上の今年度開発した教材およびプラットフォームについては、次年度以降
本事業において活⽤する中で、必要に応じた追加作業や修正作業、カスタマイズ
等を繰り返すことによって、より実⽤性を⾼めていく。 
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第４章 プレ実証 

 第１節 プレ実証概要 

今年度のプレ実証として、⽯川⾼校にて 2 回講座を実施した。プレ実証の概
要は以下の通りである。 

 
実施⽇時︓ 

①２０２２年 2 ⽉２２⽇ 13︓50〜14︓40 
②２０２２年２⽉２４⽇ 14︓30〜15︓15（短縮授業のため 45 分） 

実施場所︓ 
県⽴⽯川⾼校 各教室 

対象︓ 
①1 年 4 組 １９⼈ 
②1 年 1 組 １７⼈ 

講師︓ 
専⾨学校⽇経ビジネス 国際英⽶学科 ⾚嶺 萌 ⽒ 

実施内容︓≪職業⼈講話≫ 
（１）講話【テーマ︓⾃分の未来の可能性を広げる⽅法 】 30 分 
（２）ワーク＆アンケート 15〜20 分

【プレ実証の概要】 

 

 第２節 プレ実証教材 

今回のプレ実証においては、オリジナル教材を作成し利⽤した。テーマが『⾃
分の未来の可能性を広げる⽅法』であり、構成は３部構成となっている。1 つ⽬
に「⽬的と⼿段を間違わないこと」として、⼈気アニメを事例として挙げ、⽬的
と⼿段の違いについて説明している。2 つ⽬に、「⾃分だけの合⾔葉をつくるこ
と」である。こちらも⼈気アニメの主⼈公たちが掲げている合⾔葉を例に、⾃分
だけの合⾔葉を決めることの重要性を説明している。そして最後に、「合⾔葉に
沿った⾏動をすること」として合⾔葉（⾚嶺⽒⽈く「信念・モットー」）をもと
に⾏動することの⼤切さを説いている。それによって、途中で挫折しそうになっ
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たとしても、折れずに歩むことができ、それが⾃分の未来の可能性を広げること
につながるという内容である。以下に、実際に扱った教材（スライド）の⼀部を
紹介する。すべての教材については、附録にて掲載している。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【プレ実証における活⽤教材（⼀部抜粋）】 
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第３節 プレ実証の様⼦ 

プレ実証は、普段の授業が実施されている各教室において、PC とプロジェク
ターを活⽤して、資料を投影しながら講義形式で実施した。以下が実際のプレ実
証における様⼦である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【プレ実証の様⼦】 
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第４節 プレ実証後のアンケート結果 

本節では、プレ実証後に⾏ったアンケートの結果について紹介する。アンケー
トの調査項⽬は以下の通りである。 
・今回の職業⼈講話の内容への関⼼度 
・今回の職業⼈講話の内容が進路や就職に役⽴つか 
・職業⼈講話の時間の適正度 
・職業⼈講話で聞いてみたい職業 
・⾼校⼊学時と現在（⾼校２年⽣に上がる直前）の職業に対する意識変化 

【事後アンケートの項⽬概要】 
 
 以下で提⽰していく結果は、2 クラス合計の結果である。それぞれのクラスに
おける回答については、附録にて紹介している。⾃由記述については、⽣徒の記
述通りに記している。 
 
問１．今回の職業⼈講話の内容はいかがでしたか︖ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今回の職業⼈講話の内容への関⼼度】 

 
 内容としては、6 割強の⽣徒が「とても興味があった」と回答し、「まあまあ
興味があった」も 3 割もこえていることから多くの⽣徒から関⼼を持たれてい
たことがわかる。 
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問２．今回の職業⼈講話の内容は今後の進路や就職に役⽴ちそうでしたか︖ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今回の職業⼈講話の内容が進路や就職に役⽴つか】 

 
 ほとんどの⽣徒が進路や就職に役⽴つと考えており、「とても役⽴つ」と回答
した⽣徒が全体の 8 割を超えている結果となった。 
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問３．今回の職業⼈講話における時間についていかがでしたか︖ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【職業⼈講話の時間の適正度】 

 
 今回の講話の実施時間については、「もっと話を聞きたかった」「もう少し話を
聞きたかった」と回答している⽣徒が 6 割以上であった。⼀⽅で、約 3 割が「ち
ょうどよかった」と回答していることから講話の時間については 30 分が概ね適
正であると推察される。 
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問４．このような職業⼈講話で聞いてみたい職業はありますか︖（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【職業⼈講話で聞いてみたい職業】 

 
 様々な回答を得られたが、全体として専⾨学校が対応可能な職種に関する要
望が多いことがわかった。 
 
 

  

・美容師              ・CA 
・公務員、英語の先⽣        ・服に関する仕事 
・美容師、保育⼠          ・ホテルマン、料理⼈ 
・社⻑               ・⾊んな職業 
・イラストレーター         ・哲学者 
・コンピューター関連        ・スポーツのプロ選⼿ 
・公務員              ・消防⼠ 
・プログラマーなどの IT 関連、動画編集の仕事 
・ファッションデザイナーとかファッションに関わる事 
・警察に捕まった⼈の⼼理を分析したりする職業 
・英語を活かせる仕事は他に何がありますか。   
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問５．⾼校⼊学時と現在（⾼校２年⽣に上がる直前）の職業に対する意識に変化

はありましたか︖ 

 

 

 

 

 

 

 

【⾼校⼊学時と現在（⾼校２年⽣に上がる直前）の職業に対する意識変化】 

⾼校⼊学時と現在の職業に対する意識の変化については、約 6 割の受講者が
意識に変化があったとしているが、4 割が特になかったと回答しており、そこま
で1年⽣から２年⽣にかけての間では必ずしも意識変化が⼤きいとは⾔えない。 
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問６．【５．①変化があったと答えた⽅のみ】どのような変化がありましたか︖ 

・もっと美容について知しきをえて、頑張ろと思いました。 
・美容師になりたい気持ちが強まった。 
・これから頑張ろうと思った。 
・脳をフルで回転させられるようになった 
・んーしんけんにやりたい事を探す。 
・初めは、全然やりたいことがなくてどうでもよかったけど、 

今は⾃分の何がしたいかを少しでも考える事ができて良かった 
です。 

・⾃分が興味あるか、お⾦がもらえるからと選んでいたけど、 
⾃分がその仕事についたらどういうことがあるのかとか考え 
た。 

・今までは「なんとなくでいいや〜」って考えてたけど、これから 
は、⾃分の世界を広げることができるような仕事に就いてみた 
いと思いました。 

・あまりあせって、これ︕と決めるのではなく、⾃分の興味ある 
事にふれていき、何のために何をやればいいのかを考えようと 
思いました。 

・なれる職業につければいいと思っていたけど、もっと⾃分が 
やりたいことをやってみようと思いました。 

・前はてきとうに考えていたけど、これからは、⽬標に向かって 
どうがんばるべきかわかってきたので、がんばりたいです。 

・もっと⾃分にあった⼈を幸せにできることをしたいと思うよう 
になりました。 

・⼤学に⾏きたいと思っていたけど、どこの学部とか決まった 
いなかったから。 

・いろいろ、頑張ろうと思うようになった。 
・努⼒の⼤切さがわかりました。 
・もっと⾊んな事を知りたい。 
・もっと努⼒をしようと思いました。         以上 

【意識変化の内容】 

 変化があった⽣徒の回答の中には、漠然と描いていたイメージから、⾃分がど
うしたいのか、どうしたら⾃分が幸せなのかなど⾃分を軸として進路や職業へ
の気持ちを考えているケースが⾒られた。また、今回の講座で意識の変化が⽣ま
れた⽣徒も⾒受けられた。 
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第５節 プレ実証のまとめ 

本章では、今年度実施したプレ実証について述べてきた。今年度実施したプレ
実証は、来年度から本格的に実施する連携授業に向けた試験運⽤の位置づけと
なる。今回プレ実証を実施した⽯川⾼校では、来年度から⽇経ビジネスおよび琉
美インターナショナルビューティーカレッジが中⼼となり、連携授業を実施し
ていく。来年度から実施する連携授業の中には、「職業⼈講話」が含まれている
ことやテーマが「グローバル」ということもあり、今回のプレ実証においては、
専⾨学校⽇経ビジネスの国際英⽶学科で教員をしている⾚嶺⽒が担当した。 

プレ実証は 2022 年 2 ⽉ 22 ⽇と 24 ⽇の合計 2 回で実施した。対象は 1 年
⽣の 2 クラスで合計 36 名である。講話の内容としては、「⾃分の未来の可能性
を広げる⽅法」というテーマである。時間配分は、はじめに職業⼈講話を 30 分
⾏い、その後テーマに関するワークシートおよびアンケートの回答を 15 分〜
20 分⾏った。最後に感想を数名ずつ発表した。 

プレ実証におけるアンケート結果では、内容への関⼼度や進路・就職への有⽤
度について⾮常に⾼い評価を受けた。また、講話の時間配分について 7 割以上
の⽣徒がまだ話を聞きたかったという回答をしており、そこからも関⼼度の⾼
さがうかがえる。職業⼈講話として聞いてみたい職業については「ファッション
関連」「公務員」「IT 関連」「ホテルマン」など専⾨学校が得意とする分野の回答
も⾒られた。最後に、⾼校 1 年⽣になった当時と現在（⾼校 2 年⽣に上がる直
前）の職業意識の変化についての質問では、4 割の⽣徒が特に変わっていないと
回答しており、そこまで 1 年⽣の間で変化は起きていなかったようである。そ
れでも、変化が起きた⽣徒のなかでは、漠然としていたイメージから具体的な⽬
標に変化しているケースも⾒られた。また、今回の講話を受けて、変化が起きて
いた⽣徒も⾒受けられた。 

なお、⾃動⾞整備分野におけるプレ実証については、2022 年 3 ⽉ 16 ⽇に県
⽴美来⼯科⾼校にて、専修学校パシフィックテクノカレッジと沖縄トヨタ⾃動
⾞株式会社が連携して実施する予定となっている。対象は、美来⼯科⾼校⾃動⾞
科に在籍する⾼校 1 年⽣である。プレ実証の際に活⽤する教材は附録にて掲載
している。 
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第５章 今年度のまとめと今後の展開 

 第 1 節 本年度の事業経緯と得られた知⾒ 

本事業では、準備的な位置づけの本年度を⽪切りに、令和４年 4 ⽉に⼊学す
る⾼校１年⽣を対象者として、彼らが専⾨学校２年⽣を卒業するまでの５年間
に対して、継続的に実施されるキャリア教育プログラムを開発・実証を⾏う。こ
れは、⾼校⽣が⾃分の将来を展望するための重要な学習機会を提供するために、
⾼等学校と専⾨学校・企業が連携して開発するこれまでにない斬新な試みであ
る。 

今年度は、次年度の教育プログラムを実施するための準備を展開してきた。し
かしながら、事業に与えられた期間は、昨年 11 ⽉から本年 3 ⽉にかけての４か
⽉程度という短期であったため、事業推進の上での困難性は極めて⾼かった。 

また、本事業では、単独の事業でありながら、複数の分野の教育プログラムを
並⾏的に開発・実施しなければならない困難性もあった。このような状況下でも、
本事業に参画した⾼等学校、専⾨学校や企業が、驚異的な⼿際で、新たな連携体
制を構築しながら、事業計画の具体化を推進した。これによって、結果的には想
定以上の成果を上げるに⾄った。 

ところで、今年度の困難性は、まず、⾼等学校のカリキュラム（教育課程）が、
年度当初の令和３年 4 ⽉には、次年度分がすでに決定されていた事にある。す
なわち、そこに新たな内容を⼊れ込むことは、それ⾃体が相当困難である。また、
令和 4 年度は⾼等学校に新指導⽤要領が導⼊されるタイミングでもある。専⾨
学校教員の具体的な活動のパートナーである⾼校教員が、その対応のために今
年度事業期間は丁度、最終的な追い込み期間でもあり、本事業への協⼒のための
時間確保が極めて困難であった。 

さらに⾔えば、専⾨学校が⾼等学校と連携して本格的に⾼校の教育を⽀援す
ることはそれ⾃体が珍しい。これまではせいぜい数時間程度の単発的で広報職
の強い「出前授業」が殆どであり、本格的に教育⾯で連携することは不馴れでも
あり、できるだけ時間を確保して相互理解を進める必要があった。 

このように、通常ではない困難を抱えた事業推進ではあったが、本事業におい
ては、⾼等学校と専⾨学校が、企業の⽀援も受けながら、⾼校⽣にとって有益な
キャリア教育を開発・実施するという⽬標を達成するために、関係者が⼤いなる
努⼒を積み重ねた事に対しては称賛に値する。結果として、令和４年度からの５
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年間の連携授業の実施に際しても、強⼒な連携体制と斬新な教育内容を継続的
に開発・実施できる体制の素地が構築されたと⾔える。 

連携体制の構築については、事業の基本構造である実施委員会と分野別分科
会を順次⽴ち上げるところから開始された。実施委員会においては、専⾨学校経
営者と⾼等学校校⻑を中⼼に、企業の経営層等も委員として加わり、各組織のト
ップが会する堅固な責任体制が構築された。なお、各委員は⽇頃から相互に⾯識
がある場合も多く、それが事業推進の原動⼒のひとつになった。実施委員会の傘
下で事業の具体化を推進する分科会には、専⾨学校・⾼等学校・企業の現場から
責任者レベルの教員や社員、さらに現場の教員や社員が加わり、必要に応じて実
施委員会の委員である経営層も加わりながら、濃密な議論を進めてきた。これら
の会合は、多くの場合、⾼等学校の校舎を会議場所とすることによって、より幅
広く多様な分掌の⾼等学校教員にも参画して貰うことができた。このように構
築された実質的な連携関係のおかげで、コロナ禍への対応を余儀なくされた期
間でも、オンライン会議を併⽤するなどしても、遅延なく事業の具体化を進める
ことができたことは特筆に値する。 

本事業で計画している斬新で野⼼的なキャリア教育を実現するために、今回
構築された連携体制の下で、各種の実態調査の実施とカリキュラムを含む教育
プログラムの開発を並⾏的に進めた。事業期間が短いがゆえに、通例のように連
続的に調査と開発を実施するのでは、想定の成果に到達できない可能性がある
ためである。⾼等学校と専⾨学校の協議による重要な成果物としてのカリキュ
ラムの検討を優先させ、これを敢えて先⾏的に推進した。そして、そのために必
要性・必然性の⾼い調査・開発の部分は優先的に実施し、補強的に必要な部分は
後続させるという⼯夫を⾏うことによって、短期にもかかわらず困難な課題を
解決できたと⾔える。 

このように困難性の⾼い事業推進の過程では様々な知⾒を得るに⾄った。そ
の要点を以下に列挙する。 
 
① 信頼関係の構築 

・⾼校と専⾨学校・企業による密なコミュニケーションの実現 
・⾼校の教育課程や実態を熟知したコーディネータや校⻑ OB の役割 
・⾼校現場の検討⽅策や意思決定プロセスの理解とそれに沿った推進 
・信頼関係の構築を優先の上で関係者が共有できる⽬的や⽬標を設定 
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② 専⾨学校からの提案 

・専⾨学校や企業による⾼等学校の教育課程に対する理解 
・本事業キャリア教育と整合性の良い⾼等学校の教科や科⽬・単元の発⾒ 
・職業⼈講話などの類似の実施内容の発⾒ 
・⾼等学校キャリア教育に相応しい専⾨学校・企業による提案 
 

③ 事業としての⽀援形態の多様性理解 
・講師などの⼈的⽀援の他にも教材開発や教育システム提供の可能性 
・潜在的な⽀援内容の掘り起こしや気づきの誘発 
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第 2 節 今後の展開の⽅向性 

次年度からは、今年度に開発した具体的な連携カリキュラムや教材等を⾼等
学校へ適⽤する段階に⼊る。そして、さらにその次の年度で必要となる教育プロ
グラムの開発も並⾏して⾏うことになる。 

また、今年度の県内⾼等学校向けに⾏ったアンケートに依れば、相当数の学校
で本事業に関⼼を寄せている。すなわち、専⾨学校・企業と連携したキャリア教
育に関⼼を⽰している。そこで、事業成果を広く展開するために、特に関⼼の⾼
い⾼等学校に対しては、直接的な説明機会も設けるなどして、事業への協⼒や事
業で開発した教育プログラムの導⼊などの具体的な連携関係の構築に向けた活
動を展開する必要がある。 

何れにしても、まずは折⾓構築された貴重な連携関係をより⼀層堅固にする
ことが、まずは肝要である。⾼等学校、専⾨学校と企業による信頼関係の強化を
第⼀に、相互に共有できる⽬的・⽬標を慎重に策定して⾏く。 

さらには、実務的な側⾯で事業推進体制の強化が必要であるため、実施委員
会・分科会・事務局の事業推進体制、⾼等学校・専⾨学校・企業からの⽀援体制
などについて、具体的な強化策を探りたい。 
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附録② 企業人材ニーズ調査 
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材
、
及
び
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AI
人
材
の
需
要
・
供
給
に
関
す
る
試
算
と
分
析
を
行
っ
た
。
 

 第
2
章
 I
T 
人
材
需
給
に
関
す
る
調
査
の
構
成
 

本
調
査
分
析
で
は
、
①
IT
人
材
の
総
数
と
合
わ
せ
て
、
②
IT
人
材
を
「
従
来
型
 
IT
人

材
」、
「
先
端
 I
T
人
材
」
に
区
分
し
た
需
給
の
試
算
を
「
IT
人
材
に
関
す
る
需
給
調
査
」

と
呼
ぶ
。
 

ま
た
、
近
年
、
AI
 活
用
の
需
要
が
増
加
し
、
対
応
し
た
人
材
の
需
要
が
増
加
す
る
と
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
③
AI
 に
関
す
る
人
材
の
需
給
に
つ
い
て
の
試
算
を
「
AI
 人
材
に

関
す
る
需
給
調
査
」
と
呼
ぶ
。
 

 第
3
章
 I
T 
人
材
に
関
す
る
需
給
調
査
 

IT
 需
要
の
動
向
や
生
産
性
の
変
化
等
、I
T 
人
材
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
要
因
を
考
慮

し
た
試
算
を
行
っ
た
結
果
、
20
30
 年
時
点
で
の
 I
T 
人
材
の
需
要
と
供
給
の
差
（
需
給

ギ
ャ
ッ
プ
）
は
、
生
産
性
の
上
昇
率
が
 0
.7
%の
場
合
、
需
要
が
供
給
を
16
～
79
 万
人

上
回
る
と
試
算
さ
れ
、
生
産
性
の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
た
。
ま

た
、
従
来
型
 I
T 
人
材
か
ら
AI
な
ど
を
専
門
に
す
る
先
端
IT
 人
材
へ
の
ス
キ
ル
転
換

が
進
ま
な
い
場
合
は
、
先
端
 I
T 
人
材
の
需
要
が
供
給
を
上
回
る
一
方
で
、
従
来
型
 I
T 

人
材
は
需
要
が
供
給
を
下
回
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
 

 第
4
章
 A
I 
人
材
に
関
す
る
需
給
調
査
 

第
４
次
産
業
革
命
の
推
進
に
お
い
て
、
最
重
要
技
術
と
も
い
え
る
 A
I 
の
研
究
・
開
発
・

導
入
の
担
い
手
で
あ
る
 A
I 
人
材
に
つ
い
て
、
AI
 の
活
用
が
今
後
広
範
な
産
業
に
浸
透

し
て
い
く
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
AI
 人
材
の
需
要
が
今
後
増
大
す
る
可
能
性
は
非
常
に

高
い
と
見
込
ま
れ
る
。そ
の
需
要
や
そ
の
人
材
の
生
産
性
の
変
化
を
定
量
的
に
予
想
す
る

こ
と
は
難
し
い
が
、
20
30
 年
時
点
の
 A
I 
人
材
の
需
要
と
供
給
の
差
は
、
生
産
性
の
上

昇
率
が
 0
.7
%の
場
合
に
お
い
て
、
需
要
が
供
給
を
 1
.2
～
12
.4
 万
人
上
回
る
と
試
算

さ
れ
た
。
20
30
 年
の
 A
I 
人
材
の
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
を
緩
和
す
る
上
で
は
、
AI
 人
材
の
生

産
性
を
上
昇
さ
せ
る
と
と
も
に
、企
業
等
で
の
 A
I 
人
材
の
育
成
や
大
学
か
ら
の
 A
I 
人

材
の
供
給
を
増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
 

 第
5
章
 I
T 
人
材
需
給
調
査
に
関
す
る
検
討
会
 

第
４
次
産
業
革
命
に
よ
る
産
業
構
造
転
換
も
踏
ま
え
て
、I
T
人
材
お
よ
び
 A
I
人
材
の
人

需
給
調
査
に
関
し
て
の
検
討
会
を
開
催
し
、
試
算
手
法
に
関
す
る
検
討
の
ほ
か
、
試
算
結

果
の
取
り
ま
と
め
等
を
実
施
し
た
。
 

 第
6
章
 
お
わ
り
に
 

 

今
後
、
必
要
な
 
IT
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
単
に
IT
人
材
の
数
を
増
や
す
の
で

は
な
く
、生
産
性
の
向
上
や
需
要
増
が
予
想
さ
れ
る
先
端
技
術
に
対
応
し
た
人
材
の
育
成

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。I
T
の
活
用
は
、様
々
な
産
業
の
生
産
性
向
上
や

人
口
減
少
時
代
の
社
会
課
題
の
解
決
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
。
そ
の
担
い
手
で
あ
る
 I
T
人

材
育
成
に
は
一
定
の
時
間
と
投
資
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
我
が
国
の
 I
T

人
材
の
確
保
に
向
け
て
有
効
な
取
組
や
施
策
を
迅
速
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
 

 
 3.
 
DX
成
功
の
カ
ギ
は
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
 第
3
回
DX
人
材
に
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
と
マ
イ
ン
ド
セ

ッ
ト
 

タ
イ
ト
ル
 

DX
成
功
の
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は
デ
ジ
タ
ル
人
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回
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DX
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に
求
め
ら
れ
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ス
キ
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目
次
 

は
じ
め
に
 

デ
ジ
タ
ル
人
材
に
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
 

DX
推
進
に
必
要
な
の
は
何
よ
り
も
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
 

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
に
向
け
た
流
れ

 
お
わ
り
に

 
概
要
 

我
が
国
で
DX
が
進
み
に
く
い
理
由
と
し
て
、「
DX
の
全
体
工
程
を
管
理
す
る
人
材
不

足
」、
「
ビ
ジ
ネ
ス
案
を
実
際
に
形
に
す
る
人
材
不
足
」
が
課
題
と
し
て
挙
が
っ
た
。「
デ

ジ
タ
ル
人
材
」
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
圧
倒
的
に
そ
の
数
が
不
足
し
て
お
り
、
外
部
か

ら
の
調
達
も
難
し
い
状
況
で
あ
る
。
 

DX
の
実
現
に
は
、
技
術
系
ス
キ
ル
、
ビ
ジ
ネ
ス
系
ス
キ
ル
、
そ
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管

理
な
ど
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
る
が
、
多
様
な
ス
キ
ル
セ
ッ
ト
を
も
つ
デ

ジ
タ
ル
人
材
を
チ
ー
ム
と
し
て
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 

一
方
で
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
に
は
幅
広
い
ス
キ
ル
が
必
要
だ
が
、
む
し
ろ
マ
イ
ン
ド
セ
ッ

ト
が
よ
り
求
め
ら
れ
る
。「
現
状
を
変
え
た
い
」「
新
し
い
も
の
を
生
み
出
し
た
い
」
と

い
っ
た
貪
欲
な
姿
勢
、「
発
想
を
転
換
で
き
る
」
な
ど
柔
軟
な
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
が
重
要

で
あ
る
。
 

 
 

は
じ
め
に
 

DX
が
進
ん
で
い
な
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
？
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は「
DX
の
全
体
工
程
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を
管
理
す
る
人
材
不
足
」
と
「
ビ
ジ
ネ
ス
案
を
実
際
に
形
に
す
る
人
材
不
足
」
が
多
く

の
企
業
で
課
題
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
。「
デ
ジ
タ
ル
人
材
」
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
圧

倒
的
に
そ
の
数
が
不
足
し
て
お
り
、
外
部
か
ら
の
調
達
も
難
し
い
状
況
で
あ
る
。
課
題

に
あ
る
よ
う
に
、
DX
推
進
の
た
め
に
は
、「
デ
ジ
タ
ル
知
見
」
だ
け
で
な
く
、「
ビ
ジ
ネ

ス
知
見
」
も
有
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
条
件
な
の
で
あ
る
。
 

 
デ
ジ
タ
ル
人
材
に
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
 

DX
の
実
現
に
は
、
技
術
系
の
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
」
ス
キ
ル

と
、
ビ
ジ
ネ
ス
系
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
ー
ビ
ス
設
計
」
ス
キ
ル
、
そ
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
と
し
て
の
「
組
織
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
」
ス
キ
ル
の
三
つ
が
求
め
ら
れ
る
が
、
多

様
な
ス
キ
ル
セ
ッ
ト
を
も
つ
デ
ジ
タ
ル
人
材
を
チ
ー
ム
と
し
て
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
 

 
DX
推
進
に
必
要
な
の
は
何
よ
り
も
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
 

一
方
で
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
に
は
幅
広
い
ス
キ
ル
が
必
要
だ
が
、
む
し
ろ
マ
イ
ン
ド
セ
ッ

ト
が
よ
り
求
め
ら
れ
る
。「
現
状
を
変
え
た
い
」「
新
し
い
も
の
を
生
み
出
し
た
い
」
と

い
っ
た
貪
欲
な
姿
勢
、「
発
想
を
転
換
で
き
る
」
な
ど
柔
軟
な
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
が
重
要

で
あ
る
。
 

 
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
に
向
け
た
流
れ
 

実
際
に
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
に
あ
た
っ
て
は
、
各
企
業
に
お
い
て
自
社
の
現
状
に
あ

っ
た
人
材
像
・
人
材
要
件
・
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
定
義
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。「
DX

で
実
現
し
た
い
こ
と
」、
変
革
の
対
象
を
決
め
た
上
で
必
要
な
役
割
、
ス
キ
ル
を
具
体
化

し
、
最
適
な
人
材
調
達
方
法
を
選
択
す
べ
き
で
あ
る
。
 

 
お
わ
り
に
 

デ
ジ
タ
ル
人
材
に
は
求
め
ら
れ
る
要
素
が
多
く
、
高
度
な
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
も
要
求
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
確
保
は
簡
単
で
は
な
い
。
外
部
調
達
で
あ
れ
、
内
部
育
成
で
あ

れ
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
に
あ
た
っ
て
は
、
組
織
的
・
全
社
的
な
目
線
で
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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潮
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目
次
 

１
．
は
じ
め
に
 

２
．
わ
が
国
に
お
け
る
人
材
不
足
の
現
状
 

（
1）
深
刻
化
す
る
高
度
人
材
不
足
 

（
2）
人
材
不
足
に
よ
る
弊
害
 

３
．
人
材
活
用
の
新
た
な
潮
流
 

（
1）
人
材
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
は
 

（
2）
シ
ェ
リ
ン
グ
人
材
に
求
め
ら
れ
る
要
素
 

（
3）
期
待
さ
れ
る
効
果
 

４
．
人
材
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
現
状
 

５
．
人
材
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
本
格
化
に
向
け
て
 

６
．
お
わ
り
に

 
概
要
 

深
刻
な
高
度
人
材
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
な
か
、
地
域
や
企
業
な
ど
の
枠
組
み
を
越
え
て

必
要
な
人
材
を
共
有
す
る
人
材
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
有
益
な
人
材
の
活
用
法
と
い
え
る
。

人
材
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
、
効
率
的
な
人
材
活
用
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
、
ま
た
地

域
経
済
の
活
性
化
、
技
術
開
発
や
新
産
業
創
出
の
促
進
な
ど
に
も
期
待
で
き
る
。
 

人
材
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
取
り
巻
く
状
況
を
み
る
と
、
副
業
・
兼
業
に
前
向
き
な
事
業
体

や
、知
識
や
ス
キ
ル
を
幅
広
く
活
用
し
た
い
と
考
え
る
労
働
者
が
増
加
し
て
い
る
う
え
、

そ
れ
ら
を
結
び
付
け
る
仲
介
機
関
も
拡
が
っ
て
お
り
、
人
材
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
基
盤
が

構
築
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
 

一
方
で
、
副
業
・
兼
業
に
対
し
て
は
様
々
な
リ
ス
ク
や
課
題
も
あ
る
。
シ
ェ
リ
ン
グ
人

材
に
と
っ
て
は
過
重
労
働
や
社
会
保
険
に
よ
る
保
証
・
補
償
の
縮
小
な
ど
、
事
業
体
で

は
、
労
務
管
理
の
煩
雑
化
や
事
務
負
担
の
増
加
、
情
報
漏
え
い
や
知
的
財
産
の
流
出
を

懸
念
し
て
い
る
。
 

今
後
、
人
材
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
普
及
が
予
想
さ
れ
る
な
か
、
多
様
な
働
き
方
を
保
証
す

る
た
め
、
労
働
関
連
法
制
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
 

 
１
．
は
じ
め
に
 

高
度
人
材
不
足
が
地
域
経
済
に
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
な

か
、
人
材
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
人
口
減
少
に
向
か
う
わ
が
国
に
と
っ
て
有
効
な
人
材
活
用

法
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
 

 ２
．
わ
が
国
に
お
け
る
人
材
不
足
の
現
状
 

（
1）
深
刻
化
す
る
高
度
人
材
不
足
 

わ
が
国
で
は
、
企
業
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
材
不
足
が
常
態
化
し
て
い
る
。
と
り
わ
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け
懸
念
さ
れ
る
の
が
、経
営
幹
部
や
IT
技
術
者
と
い
っ
た
事
業
の
中
核
を
担
う
高
度
人

材
の
不
足
で
あ
る
。
 

IT
人
材
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
に
伴
い
、
Io
T
や
人
工
知
能
（
AI
）
な

ど
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
担
う「
先
端
IT
人
材
」の
不
足
数
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、「
従

来
型
IT
人
材
」
に
つ
い
て
も
、
需
要
が
減
少
す
る
と
は
い
え
不
足
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。
 

 （
2）
人
材
不
足
に
よ
る
弊
害
 

IT
人
材
不
足
は
、
企
業
業
績
や
成
長
を
阻
害
す
る
可
能
性
も
高
い
。
世
界
を
牽
引
す
る

デ
ジ
タ
ル
技
術
が
相
次
い
で
誕
生
す
る
な
か
、
わ
が
国
の
IT
産
業
が
、
こ
う
し
た
流
れ

に
乗
り
き
れ
ず
、
相
対
的
に
国
際
競
争
力
を
低
下
さ
せ
る
恐
れ
も
あ
る
。
高
度
人
材
を

確
保
で
き
る
一
部
の
企
業
や
地
域
の
み
が
生
き
残
れ
る
弱
肉
強
食
の
環
境
で
は
、
地
域

間
や
企
業
間
の
格
差
が
さ
ら
に
拡
大
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
。
 

 ３
．
人
材
活
用
の
新
た
な
潮
流
 

（
1）
人
材
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
は
 

本
稿
で
定
義
す
る
「
人
材
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
は
、
関
連
の
な
い
複
数
の
事
業
体
が
、
他

で
の
雇
用
の
有
無
に
関
係
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
裁
量
で
特
定
の
知
識
や
ス
キ
ル
を
有
す

る
一
個
人
と
個
別
に
契
約
し
、
そ
の
能
力
を
活
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
副
業
や
兼
業
は
、

人
材
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
手
法
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
 

 （
2）
シ
ェ
リ
ン
グ
人
材
に
求
め
ら
れ
る
要
素
 

経
済
産
業
省
・
中
小
企
業
庁
の
報
告
書
等
に
よ
る
と
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
人
材
に
求
め
ら

れ
る
要
素
は
、
①
高
度
人
材
が
保
有
す
る
知
識
、
ス
キ
ル
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
企
業
特
殊
性

が
低
い
こ
と
、
②
企
業
風
土
へ
の
適
応
力
、
③
自
身
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
力
、
④
自

己
啓
発
を
継
続
す
る
能
力
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
 

 （
3）
期
待
さ
れ
る
効
果
 

事
業
体
は
、
効
率
的
な
人
材
活
用
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が

期
待
で
き
る
。
さ
ら
に
、
人
材
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
、
事
業
体
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
の

産
業
基
盤
の
強
化
や
地
域
経
済
の
再
生
・
活
性
化
、
技
術
開
発
や
新
産
業
創
出
の
促
進

な
ど
、
わ
が
国
経
済
へ
の
メ
リ
ッ
ト
も
期
待
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
 

 ４
．
人
材
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
現
状
 

副
業
・
兼
業
を
選
択
す
る
労
働
者
、
地
方
就
労
に
関
心
を
寄
せ
る
労
働
者
、
知
識
や
ス

キ
ル
を
幅
広
く
活
用
し
た
い
と
考
え
る
労
働
者
も
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
を

 

結
び
付
け
る
仲
介
機
関
も
拡
が
っ
て
お
り
、
人
材
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
基
盤
が
構
築
さ
れ

つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。
一
方
で
、
副
業
・
兼
業
に
対
し
て
は
様
々
な
リ
ス
ク
や
課
題
が

あ
る
。
シ
ェ
リ
ン
グ
人
材
に
と
っ
て
は
過
重
労
働
や
社
会
保
険
に
よ
る
保
証
・
補
償
の

縮
小
な
ど
、
事
業
体
で
は
、
労
務
管
理
の
煩
雑
化
や
事
務
負
担
の
増
加
、
情
報
漏
え
い

や
知
的
財
産
の
流
出
を
懸
念
し
て
い
る
。
 

 ５
．
人
材
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
本
格
化
に
向
け
て
 

リ
ス
ク
が
残
存
し
た
状
況
が
続
け
ば
、
広
が
り
始
め
た
人
材
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
気
運
が

削
が
れ
、
高
度
人
材
の
獲
得
競
争
に
拍
車
が
か
か
り
、
人
材
不
足
を
背
景
と
し
た
中
小

企
業
の
倒
産
や
地
域
経
済
の
一
段
の
悪
化
が
現
実
の
も
の
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
こ
う

し
た
事
態
を
回
避
す
る
に
は
、
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
る
事
業
体
と
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
人

材
が
抱
え
る
リ
ス
ク
を
払
拭
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

 ６
．
お
わ
り
に
 

今
後
、
人
材
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
普
及
が
予
想
さ
れ
る
な
か
、
多
様
な
働
き
方
を
保
証
す

る
た
め
、
労
働
基
準
法
を
は
じ
め
、
厚
生
年
金
や
労
災
保
険
と
い
っ
た
社
会
保
険
な
ど

労
働
関
連
法
制
度
の
抜
本
的
な
改
正
が
不
可
欠
で
あ
る
。
 

 
 5.
 コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
 I
T 
業
界
の
構
造
変
化
｜
中
堅
・
中
小
 S
I 
に
迫
ら
れ
る
変
革
と
は
 
 

タ
イ
ト
ル
 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
 I
T 
業
界
の
構
造
変
化
｜
中
堅
・
中
小
 S
I 
に
迫
ら
れ
る
変
革
と
は
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に
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け
る
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造
 

3.
 コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
生
じ
た
ユ
ー
ザ
ー
企
業
の
変
化
 

4.
 今
後
の
業
界
構
造
の
変
化
 

5.
 中
堅
・
中
小
 I
T
企
業
に
求
め
ら
れ
る
取
り
組
み
 

6.
 お
わ
り
に

 
概
要
説
明
 
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
、各
業
界
で
業
務
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
急
速
に
進
展
し
て
い
る
。こ

れ
に
伴
い
、
シ
ス
テ
ム
活
用
が
管
理
や
効
率
化
と
い
っ
た
従
来
の
「
守
り
」
の
み
に
留
ま

っ
て
い
た
業
界
で
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
革
を
目
的
と
し
た
「
攻
め
」
の
活
用
が
急

拡
大
し
て
い
る
。
例
え
ば
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
や
ダ
イ
キ
ン
工
業
は
 I
T 
を
活

用
し
た
サ
ー
ビ
ス
拡
充
等
を
見
据
え
、
IT
 人
材
の
採
用
を
大
幅
に
強
化
さ
せ
て
い
る
。
 

IT
 人
材
獲
得
の
過
熱
が
今
後
も
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
そ
う
い
っ
た
人
材
を
戦
力
化
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し
て
い
く
た
め
に
は
育
成
体
系
の
構
築
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
本
レ
ポ
ー
ト
で
は
 I
T 

業
界
に
生
じ
る
変
化
お
よ
び
、同
業
界
に
所
属
す
る
中
堅
・
中
小
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ

ー
タ
ー
が
今
後
を
見
据
え
た
上
で
必
要
と
な
る
取
り
組
み
に
関
し
て
考
察
す
る
。
 

 
 

1.
 は
じ
め
に
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
契
機
に
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
が
進
み
、
 I
T 
業
界
の
構
造
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
。
本
レ
ポ
ー
ト

で
は
 I
T 
業
界
に
生
じ
る
変
化
お
よ
び
、
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
（
以
下
、
SI
）

が
今
後
を
見
据
え
た
上
で
必
要
と
な
る
取
組
み
に
関
し
て
考
察
す
る
。
 

 2.
 日
本
に
お
け
る
従
来
の
 I
T 
業
界
の
構
造
 

こ
れ
ま
で
多
く
の
日
本
企
業
で
は
、I
T 
シ
ス
テ
ム
は
主
に
経
営
管
理
と
い
っ
た「
守
り
」

に
活
用
さ
れ
て
き
た
。
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
「
コ
ス
ト
削
減
」
と
い
う
意
識
が
働
く
上
、

米
国
で
は
企
業
自
身
が
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
導
入
・
運
用
を
行
う
一
方
で
、
日
本
で
は
基

本
的
に
シ
ス
テ
ム
開
発
は
外
部
に
一
括
で
委
託
す
る
、
独
自
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
構

築
さ
れ
た
。
 

 3.
 コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
生
じ
た
ユ
ー
ザ
ー
企
業
の
変
化
 

コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
、
シ
ス
テ
ム
活
用
が
従
来
の
「
守
り
」
か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

変
革
を
目
的
と
し
た
「
攻
め
」
の
活
用
が
急
拡
大
し
て
い
る
。
例
え
ば
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ

イ
リ
ン
グ
や
ダ
イ
キ
ン
工
業
は
 
IT
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
拡
充
等
を
見
据
え
、
IT
人

材
の
採
用
を
大
幅
に
強
化
さ
せ
て
い
る
。加
え
て
、金
融
庁
や
デ
ジ
タ
ル
庁
と
い
っ
た
官

公
庁
で
も
IT
人
材
の
採
用
強
化
の
動
き
が
見
ら
れ
る
。
 

 4.
 今
後
の
業
界
構
造
の
変
化
 

今
後
の
IT
 業
界
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
る
か
、
例
え
ば
、
過
熱
す
る
 I
T
人
材
獲

得
競
争
を
勝
ち
抜
き
、
人
材
を
確
保
で
き
た
企
業
は
、
自
社
で
シ
ス
テ
ム
開
発
を
主
導

し
、
内
製
化
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
今
後
の
 S
I
の
立
ち
位
置
は
、
シ
ス
テ
ム
の
外

注
先
か
ら
シ
ス
テ
ム
を
共
創
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
変
化
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
 

 5.
 中
堅
・
中
小
 I
T
企
業
に
求
め
ら
れ
る
取
り
組
み
 

異
業
種
を
巻
き
込
ん
だ
 I
T
人
材
獲
得
の
過
熱
が
続
く
中
、人
材
を
戦
力
化
し
て
い
く
た

め
に
は
育
成
体
系
の
構
築
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
取
組
み
を
始
め
た
日
立
製
作
所
で

は
「
マ
ル
チ
ス
キ
ル
人
材
」
の
育
成
に
向
け
て
、
既
存
の
 I
T
ス
キ
ル
の
レ
ベ
ル
診
断
や

独
自
の
認
定
制
度
に
基
づ
い
た
人
材
の
見
え
る
化
や
育
成
体
系
を
確
立
し
て
い
る
。
 

 

 

6.
 お
わ
り
に
 

海
外
と
大
き
く
異
な
り
、
独
自
の
構
造
を
な
し
て
い
た
日
本
の
 I
T
業
界
の
構
造
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
契
機
と
し
大
き
く
変
化
し
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
本
レ

ポ
ー
ト
を
通
じ
て
、
今
後
の
市
場
環
境
を
改
め
て
考
え
、
事
業
、
経
営
方
針
を
見
直
す
機

会
と
し
た
い
。
 

 
 6.
 世
界
で
活
躍
す
る
イ
ン
ド
高
度
人
材
を
、
日
本
企
業
競
争
力
強
化
の
即
戦
力
に

 
タ
イ
ト
ル
 

世
界
で
活
躍
す
る
イ
ン
ド
高
度
人
材
を
、
日
本
企
業
競
争
力
強
化
の
即
戦
力
に
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グ
ロ
ー
バ
ル
に
飛
躍
す
る
イ
ン
ド
人
材
、
日
系
企
業
の
採
用
実
績
は
わ
ず
か
 

日
本
企
業
は
、
イ
ン
ド
高
度
人
材
の
活
躍
を
評
価
 

イ
ン
ド
高
度
人
材
も
、
日
本
で
の
就
業
に
好
感
 

人
事
評
価
で
の
認
識
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
を
 

コ
ロ
ナ
禍
で
新
た
な
採
用
方
式
の
可
能
性
 

概
要
 

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
、
産
業
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
DX
）
が
世
界

で
急
速
に
推
進
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
を
支
え
る
存
在
と
し
て
、
イ
ン
ド
の
高
度
人
材

採
用
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
。
 

イ
ン
ド
の
高
度
人
材
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
中
で
中
心
的
、
飛
躍
的
に
活
躍
を

続
け
て
い
る
。世
界
的
な
IT
企
業
と
し
て
有
名
な
グ
ー
グ
ル
や
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
も
イ

ン
ド
の
最
高
経
営
責
任
者
（
CE
O）
が
担
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
日
系
企
業
が
今
後
、

DX
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
高
度
専
門
人
材
の
獲
得
に
つ
い
て
、
世
界
有
数

の
IT
大
国
と
い
わ
れ
る
イ
ン
ド
高
度
人
材
に
着
目
。そ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
に
お
け
る

立
ち
位
置
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
ジ
ェ
ト
ロ
が
イ
ン
ド
高
度
人
材
や
そ
の
採
用
状
況

を
日
系
企
業
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
調
査
結
果
を
紹
介
す
る
。
 

 
 

グ
ロ
ー
バ
ル
に
飛
躍
す
る
イ
ン
ド
人
材
、
日
系
企
業
の
採
用
実
績
は
わ
ず
か
 

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
、
産
業
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
DX
）
が
世
界

で
急
速
に
推
進
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
を
支
え
る
存
在
と
し
て
、
イ
ン
ド
の
高
度
人
材

採
用
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
。
イ
ン
ド
の
高
度
人
材
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

の
中
で
飛
躍
的
に
活
躍
を
続
け
て
い
る
。世
界
的
な
IT
企
業
と
し
て
有
名
な
グ
ー
グ
ル

や
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
も
イ
ン
ド
の
最
高
経
営
責
任
者
（
CE
O）
が
担
っ
て
い
る
。
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日
本
企
業
は
、
イ
ン
ド
高
度
人
材
の
活
躍
を
評
価
 

日
本
企
業
の
多
く
は
、イ
ン
ド
人
材
が
持
つ
IT
技
術
を
活
用
し
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
系
の
ノ

ウ
ハ
ウ
に
期
待
す
る
傾
向
に
あ
る
。
採
用
を
決
め
た
理
由
の
1
つ
に
イ
ン
ド
エ
ン
ジ
ニ

ア
人
材
の
優
秀
さ
を
挙
げ
た
企
業
が
多
い
。イ
ン
ド
人
IT
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
高
度
な
開
発

能
力
を
活
用
し
た
い
様
子
が
う
か
が
え
る
。
 

 
イ
ン
ド
高
度
人
材
も
、
日
本
で
の
就
業
に
好
感
 

イ
ン
ド
高
度
人
材
が
日
本
で
就
業
し
た
理
由
を
み
る
と
、
住
み
や
す
さ
や
日
本
文
化
へ

の
関
心
な
ど
、
そ
れ
ら
の
理
由
に
次
い
で
、
日
本
企
業
の
高
い
技
術
力
に
注
目
し
、
日

本
で
の
就
業
に
至
っ
た
人
材
も
多
い
。
 

 
人
事
評
価
で
の
認
識
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
を
 

調
査
結
果
か
ら
は
、
人
事
評
価
に
関
し
て
認
識
の
相
違
も
見
が
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
高
度

人
材
に
納
得
感
の
あ
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
で
き
て
い
る
と
回
答
し
た
日
本
企
業
は

75
％
、
こ
れ
に
対
し
、
納
得
感
の
あ
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
得
ら
れ
て
い
な
い
と
回
答

し
た
イ
ン
ド
高
度
人
材
の
比
率
は
50
％
を
超
え
る
。
認
識
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
に

具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
そ
れ
が
、
よ
り
多
く
の
優
秀
な
人
材
雇
用
や
、
他

国
で
の
就
業
ま
た
は
人
材
の
引
き
留
め
に
寄
与
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
 

 
コ
ロ
ナ
禍
で
新
た
な
採
用
方
式
の
可
能
性
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
多
く
の
企
業
の
採
用
活
動
に
影
響
が
生
じ

て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、
優
秀
な
イ
ン
ド
高

度
人
材
の
採
用
を
後
押
し
す
る
動
き
も
出
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
積
極
的
な
採
用

活
動
な
ど
で
高
度
人
材
を
獲
得
し
将
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
に
も
つ
な
げ
た
い
。
 

 7.
 こ
れ
か
ら
の
時
代
を
勝
ち
抜
い
て
い
く
た
め
の
IT
人
材
／
ス
キ
ル
と
は
？

 
タ
イ
ト
ル
 

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
勝
ち
抜
い
て
い
く
た
め
の
IT
人
材
／
ス
キ
ル
と
は
？
 

発
行
元
 

IB
M 

発
行
年
 

20
20
年
09
月
25
日
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ht
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目
次
 

IT
ス
キ
ル
や
人
材
の
不
足
に
ど
う
対
応
す
る
か
？
 

「
モ
ダ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
目
的
を
明
確
に
 

「
ア
ジ
ャ
イ
ル
／
ク
ラ
ウ
ド
ネ
イ
テ
ィ
ブ
開
発
」の
深
化
で
は
事
業
部
門
と
IT
部

門
の
よ
り
密
接
な
連
携
が
必
要
 

「
し
な
や
か
な
組
織
」
に
求
め
ら
れ
る
人
材
、
ス
キ
ル
と
は
？
 

企
業
も
個
人
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
 

 概
要
 

ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
変
革
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
人
材

を
育
て
、
ど
う
い
っ
た
ス
キ
ル
を
高
め
、
ど
の
よ
う
な
組
織
を
作
れ
ば
よ
い
の
か
─
─

こ
の
テ
ー
マ
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
CI
O
は
多
い
だ
ろ
う
。
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
に

向
け
て
デ
ジ
タ
ル
変
革
（
DX
）
の
重
要
性
が
一
層
高
ま
る
中
、
大
半
の
企
業
に
と
っ
て

DX
は
新
た
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
実
際
に
ど
う
い
う
人
を
雇
っ
た
ら
よ
い
の
か
、
ど
う

教
育
し
た
ら
よ
い
の
か
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
話
を
聞
く
。
 

環
境
の
変
化
が
常
と
な
っ
た
今
日
、
継
続
的
な
新
ス
キ
ル
の
獲
得
に
取
り
組
み
続
け
ら

れ
な
け
れ
ば
会
社
と
し
て
も
個
人
と
し
て
も
ゴ
ー
ル
を
達
成
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
本

稿
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
先
導
役
と
な
る
IT
組
織
が
持
つ
べ
き
人
材
、
ス
キ

ル
に
つ
い
て
、
日
本
IB
M
の
キ
ー
マ
ン
た
ち
の
対
談
を
紹
介
す
る
。
 

 
 

IT
ス
キ
ル
や
人
材
の
不
足
に
ど
う
対
応
す
る
か
？
 

ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
変
革
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
人
材

を
育
て
、ど
の
よ
う
な
組
織
を
作
れ
ば
よ
い
の
か
─
─
大
半
の
企
業
に
と
っ
て
DX
は
新

た
な
取
り
組
み
で
あ
る
た
め
、
実
際
に
ど
う
い
う
人
を
雇
っ
た
ら
よ
い
の
か
、
ど
う
教

育
し
た
ら
よ
い
の
か
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
話
を
聞
く
。
本
稿
で
は
、
IT
組
織
が
持
つ

べ
き
人
材
、
ス
キ
ル
に
つ
い
て
日
本
IB
M
の
キ
ー
マ
ン
た
ち
の
対
談
セ
ミ
ナ
ー
を
紹
介

す
る
。
 

 
「
モ
ダ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
目
的
を
明
確
に
 

既
存
シ
ス
テ
ム
を
先
進
技
術
で
更
改
す
る
DX
手
法
の
「
モ
ダ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
の
課

題
と
し
て
、
目
的
が
不
明
確
な
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
。『
ど
の
デ
ー
タ
と
連
携
さ
せ
る

べ
き
か
わ
か
ら
な
い
』
と
い
っ
た
問
題
に
直
面
し
な
い
た
め
に
も
目
的
を
明
確
に
し
た

う
え
で
進
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
 

 
「
ア
ジ
ャ
イ
ル
／
ク
ラ
ウ
ド
ネ
イ
テ
ィ
ブ
開
発
」の
深
化
で
は
事
業
部
門
と
IT
部

門
の
よ
り
密
接
な
連
携
が
必
要
 

今
日
、
変
化
へ
の
対
応
、
ビ
ジ
ネ
ス
要
件
へ
の
迅
速
か
つ
柔
軟
な
対
応
を
目
的
に
、「
ア

ジ
ャ
イ
ル
／
ク
ラ
ウ
ド
ネ
イ
テ
ィ
ブ
開
発
」
が
今
後
も
広
く
浸
透
し
て
い
く
と
思
わ
れ

る
。
顧
客
が
求
め
る
『
ビ
ジ
ネ
ス
価
値
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
実
現
』
の
た
め
に
は
従
来

の
組
織
の
壁
を
打
破
し
、密
接
な
協
業
を
促
進
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。 

 
「
し
な
や
か
な
組
織
」
に
求
め
ら
れ
る
人
材
、
ス
キ
ル
と
は
？
 

環
境
の
変
化
や
多
様
化
す
る
顧
客
の
要
望
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
か
つ
柔
軟
に
対
応
し
て
い

け
る
「
し
な
や
か
な
組
織
」
を
実
現
す
る
う
え
で
の
大
前
提
と
し
て
、
全
て
を
IT
化
／

デ
ジ
タ
ル
化
す
る
の
は
難
し
い
。
対
象
の
見
極
め
が
で
き
る
人
材
や
組
織
が
リ
ー
ド
し
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判
断
し
て
い
く
こ
と
が
「
し
な
や
か
な
組
織
」
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
 

 
企
業
も
個
人
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
 

「
人
材
の
育
成
や
確
保
を
ど
う
行
う
べ
き
か
」。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー

ト
が
一
番
の
近
道
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
も
意
味
が
あ

る
。
 

他
社
が
ど
の
よ
う
に
し
て
人
材
を
獲
得
し
た
の
か
、
新
た
な
ス
キ
ル
を
ど
う
習
得
し
て

い
る
の
か
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
へ
の
参
加
は
組
織
の
枠
組
み
を
超
え
て
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
の
共
有
や
刺
激
に
も
繋
が
る
。
 

 
  

 

 

金
融
業
界
人
材
ニ
ー
ズ
に
関
す
る
参
考
資
料
集
 

  目
次
 

 
1.
 テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
 成
功
の
鍵
は
人
材
 

2.
 「
全
員
、
1
回
銀
行
を
退
職
し
た
つ
も
り
で
」
 
北
國
銀
行
が
“
DX
人
材
”
を
集
め
ら
れ
る
理
由
 

3.
 第
11
回
「
金
融
人
の
転
職
事
情
」
金
融
IT
化
の
波
と
採
用
 

4.
 金
融
DX
の
転
職
事
情
、「
堅
い
」「
遅
い
」
イ
メ
ー
ジ
脱
し
求
め
る
人
材
の
職
種
と
は
 

5 
報
酬
２
倍
も
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
人
材
獲
得
競
争
が
日
本
含
む
ア
ジ
ア
の
金
融
機
関
で
激
化
 

6 
.自
社
デ
ジ
タ
ル
IT
人
材
育
成
の
実
現
性
と
課
題
  
～
既
存
IT
人
材
か
ら
デ
ジ
タ
ル
IT
人
材
へ
の

リ
ス
キ
ル
を
目
指
し
て
 

7.
 金
融
機
関
に
お
け
る
将
来
の
経
営
人
材
像
と
は
 

8.
 地
域
金
融
機
関
の
人
事
改
革
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 1.
 テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

 成
功
の
鍵
は
人
材

 
タ
イ
ト
ル
 
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
 成
功
の
鍵
は
人
材
 

発
行
元
 

Pw
C 
- 
世
界
CE
O
意
識
調
査
 
銀
行
・
証
券
業
界
版
 

発
行
年
 

20
20
年
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20
19
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df
/b
cm
19
06
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df
 

目
次
 

ス
キ
ル
人
材
不
足
 

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
発
掘
 

人
を
変
革
の
中
心
に
据
え
る
 

1.
 
リ
ー
ダ
ー
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
精
通
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
人
間
力
が
求
め
ら

れ
る
 

2.
 人
は
安
心
と
信
頼
が
必
要
 

3.
 数
字
で
は
な
く
、
業
務
の
内
容
や
必
要
な
能
力
に
つ
い
て
考
え
る
 

4.
 従
業
員
と
共
に
歩
む
 

5.
 組
織
の
内
外
に
目
を
向
け
る
 

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
デ
ー
タ
、
そ
し
て
人
間
を
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
最
適
ポ
イ
ン
ト
 

 
概
要
説
明
 
Pw
C
が
実
施
し
た
世
界
CE
O
意
識
調
査
の
結
果
か
ら
、
日
本
に
限
ら
ず
グ
ロ
ー
バ
ル
ベ
ー

ス
で
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
金
融
ビ
ジ
ネ
ス
を
推
進
す
る
た
め
の
ス
キ
ル
を
持
っ

た
人
材
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ス
キ
ル
不
足
が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
や
品
質
、
成
長
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
だ
け
で
は
ビ
ジ
ネ
ス

の
変
革
が
で
き
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
適
切
な
人
材
、
信
頼
、
そ
し
て

人
間
的
な
感
情
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
顧
客
の
期
待
に
応
え
ら
れ
な
い
。 

顧
客
に
対
す
る
理
解
利
欲
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
行
力
、
業
務
推
進
力
、
デ
ジ
タ
ル
へ
の

適
応
力
な
ど
、
適
切
な
能
力
を
有
す
る
人
材
を
獲
得
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 2.

 「
全
員
、

1
回
銀
行
を
退
職
し
た
つ
も
り
で
」
 
北
國
銀
行
が
“

D
X
人
材
”
を
集
め
ら
れ
る
理
由

 
タ
イ
ト
ル
 
「
全
員
、
1
回
銀
行
を
退
職
し
た
つ
も
り
で
」
 
北
國
銀
行
が
“
DX
人
材
”
を
集
め
ら
れ

る
理
由
 

発
行
元
 

IT
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
 

発
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年
 

20
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5
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14
日
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目
次
 

「
全
員
、
1
回
銀
行
を
退
職
し
た
つ
も
り
で
」
 

「
ト
ッ
プ
が
正
し
い
船
頭
だ
っ
た
」
 

北
國
銀
行
が
DX
人
材
を
確
保
で
き
た
理
由
 

 

 
概
要
説
明
 
20
18
年
、
経
済
産
業
省
は
我
が
国
企
業
が
DX
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
を
加
速
す
る
た
め
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
発
表
し
た
。
し
か
し
、
DX
推
進
を
担
う
人

材
が
い
な
い
と
い
う
課
題
を
抱
え
る
企
業
は
少
な
く
な
い
。
そ
ん
な
中
、
石
川
県
に
本
店

を
置
く
北
國
銀
行
は
20
年
9
月
か
ら
DX
人
材
の
採
用
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
DX
人
材

と
し
て
育
て
る
こ
と
を
念
頭
に
、
最
低
限
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
能
力
が
あ
り
、
新
し
い
こ

と
に
前
向
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
人
材
を
採
用
し
た
。北
國
銀
行
が
ど
の
よ
う
に
人
材

を
確
保
し
て
い
る
の
か
、
北
國
銀
行
シ
ス
テ
ム
部
長
の
岩
間
正
樹
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。 

 
 3.

 第
11
回
「
金
融
人
の
転
職
事
情
」
金
融

IT
化
の
波
と
採
用

 
タ
イ
ト
ル
 
第
11
回
「
金
融
人
の
転
職
事
情
」
金
融
IT
化
の
波
と
採
用
 

発
行
元
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ー
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「
金
融
経
済
新
聞
」
 

発
行
年
 

20
21
年
2
月
1
日
号
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目
次
 

（
目
次
な
し
）
 

概
要
説
明
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
金
融
業
界
で
も
大
規
模
な
社
内
プ
ロ
セ

ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
ま
た
は
、
ク
ラ
ウ
ド
化
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
多
く
見
受
け
ら

れ
、そ
の
た
め
に
必
要
な
新
規
の
人
材
採
用
が
多
く
行
わ
れ
て
い
る
。Ｄ
Ｘ
関
連
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
技
術
職
採
用
な
ど
、
20
21
年
も
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
企
業
を
中

心
に
、
大
手
か
ら
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ま
で
様
々
な
金
融
系
企
業
に
お
い
て
、
IT
人
材
の

採
用
が
活
発
化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 4.

 金
融

D
X
の
転
職
事
情
、「
堅
い
」「
遅
い
」
イ
メ
ー
ジ
脱
し
求
め
る
人
材
の
職
種
と
は

 
タ
イ
ト
ル
 

金
融
DX
の
転
職
事
情
、「
堅
い
」「
遅
い
」
イ
メ
ー
ジ
脱
し
求
め
る
人
材
の
職
種
と
は
 

発
行
元
 

日
経
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EC
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発
行
年
 

20
21
年
3
月
17
日
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目
次
 

引
き
合
い
が
多
い
の
は
「
新
規
事
業
を
生
み
出
せ
る
人
」
 

「
堅
い
」「
遅
い
」、
旧
来
の
金
融
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
脱
却
 

 
概
要
説
明
 

DX
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
推
進
を
目
指
す
金
融
業
界
で
は
、
近

年
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
。
金
融
業
界
に
お
け
る
DX
人
材
の
採
用
で
は
、

事
業
企
画
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
IT
エ
ン
ジ

ニ
ア
を
は
じ
め
、
特
に
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
推
進
で
き
る
実
行
力
が
求
め
ら
れ
て
い
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る
。
例
え
ば
、
金
融
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
込
む
こ
と
で

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
創
る
「
エ
ン
ベ
デ
ッ
ド
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」（
埋
め
込
み
型
金
融
・

組
み
込
み
型
金
融
）
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
金
融
関
連
の
経
験
が
な
い

人
も
金
融
機
関
の
DX
人
材
と
し
て
採
用
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
 

 5 
報
酬
２
倍
も
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
人
材
獲
得
競
争
が
日
本
含
む
ア
ジ
ア
の
金
融
機
関
で
激
化

 
タ
イ
ト
ル
 

報
酬
２
倍
も
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
人
材
獲
得
競
争
が
日
本
含
む
ア
ジ
ア
の
金
融
機
関
で
激
化
 

発
行
元
 

ブ
ル
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バ
ー
グ
 

発
行
年
 

20
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年
7
月
27
日
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目
次
 

（
目
次
な
し
）
 

概
要
説
明
 

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
担
う
人
材
需
要
が
世
界
的
に
高
ま
っ
て
い
る
が
、
我

が
国
で
も
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ
（
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
）
な
ど
の
金
融
機

関
は
新
規
採
用
や
社
内
異
動
で
の
確
保
を
目
指
し
て
い
る
。
大
気
汚
染
や
所
得
格
差
を

含
む
問
題
に
対
応
す
る
た
め
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
に
注
目
が
集
ま
っ
て
お
り
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の

大
き
な
部
分
を
占
め
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
市
場
は
今
年
、
ア
ジ
ア
で
の
伸
び
が
他
の
地
域
を

上
回
っ
て
お
り
、
人
材
の
必
要
性
に
拍
車
を
掛
け
て
い
る
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
の
新
た
な
仕

事
が
増
え
た
こ
と
で
好
機
が
生
ま
れ
て
い
る
状
況
と
言
え
る
。
 

 
 6 

.自
社
デ
ジ
タ
ル

IT
人
材
育
成
の
実
現
性
と
課
題

  
～
既
存

IT
人
材
か
ら
デ
ジ
タ
ル

IT
人
材
へ
の
リ

ス
キ
ル
を
目
指
し
て

 
タ
イ
ト
ル
 

自
社
デ
ジ
タ
ル
IT
人
材
育
成
の
実
現
性
と
課
題
 ～
既
存
IT
人
材
か
ら
デ
ジ
タ
ル
IT

人
材
へ
の
リ
ス
キ
ル
を
目
指
し
て
 

発
行
元
 

ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
 

発
行
年
 

20
19
年
11
月
29
日
 

UR
L 

ht
tp
s:
//
fi
na
nc
ia
ls
er
vi
ce
sb
lo
g.
ac
ce
nt
ur
e.
co
m/
ja
pa
n/
fe
as
ib
il
it
y-
an
d-
ch
al
le
ng
es
-

of
-i
n-
ho
us
e-
di
gi
ta
l-
it
-h
um
an
-r
es
ou
rc
e-
de
ve
lo
pm
en
t?
la
ng
=j
a_
JP
 

目
次
 

自
社
デ
ジ
タ
ル
IT
人
材
の
必
要
性
 

デ
ジ
タ
ル
IT
人
材
育
成
に
注
力
し
て
い
る
金
融
機
関
の
取
組
状
況
 

デ
ジ
タ
ル
IT
人
材
育
成
の
実
現
性
 

デ
ジ
タ
ル
IT
人
材
育
成
の
課
題
 

ま
と
め
に
か
え
て
 

 
概
要
説
明
 

金
融
機
関
各
社
は
、
近
年
の
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
対
応
に
際
し
、
シ
ス
テ
ム
開
発

の
側
面
か
ら
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
IT
人
材
」
の
必
要
性

 

を
認
識
し
、
自
社
人
材
の
育
成
に
着
手
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
自
社
デ
ジ

タ
ル
IT
人
材
育
成
の
必
要
性
を
強
く
認
識
し
て
い
る
金
融
機
関
は
、自
社
人
材
を
育
成

す
る
体
制
・
ス
キ
ー
ム
を
構
築
し
、
自
社
デ
ジ
タ
ル
IT
人
材
育
成
の
推
進
を
実
現
し
て

い
る
。
本
稿
で
は
、
自
社
デ
ジ
タ
ル
IT
人
材
育
成
の
実
現
性
と
課
題
に
つ
い
て
論
じ

る
。
 

 
 7.

 金
融
機
関
に
お
け
る
将
来
の
経
営
人
材
像
と
は

 
タ
イ
ト
ル
 

金
融
機
関
に
お
け
る
将
来
の
経
営
人
材
像
と
は
 

発
行
元
 

コ
ー
ン
・
フ
ェ
リ
ー
 

発
行
年
 

20
21
年
 

UR
L 

ht
tp
s:
//
fo
cu
s.
ko
rn
fe
rr
y.
co
m/
ja
/%
E3
%8
3%
AA
%E
3%
83
%B
C%
E3
%8
3%
80
%E
3%
83
%B
C%
E3
%8
2%
B7
%

E3
%8
3%
83
%E
3%
83
%9
7%
E3
%8
1%
A8
%E
4%
BA
%B
A%
E6
%9
D%
90
/s
uw
a1
/ 

目
次
 

（
目
次
な
し
）
 

概
要
説
明
 

金
融
緩
和
に
よ
る
低
金
利
環
境
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
を
背
景
と
し
た
国
内
経
済

の
停
滞
、
顧
客
ニ
ー
ズ
・
行
動
の
変
容
、
異
業
種
・
Fi
nt
ec
h
の
参
入
、
金
融
規
制
の
変

化
な
ど
、
日
本
の
金
融
機
関
を
取
り
巻
く
環
境
は
変
貌
を
続
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

中
、
将
来
の
金
融
機
関
の
経
営
を
担
う
「
経
営
人
材
」
の
選
抜
・
育
成
を
本
格
的
に
検

討
す
る
金
融
機
関
が
増
え
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
実
証
デ
ー
タ
の
分
析
を
通
じ
て
日
本

の
金
融
機
関
の
経
営
人
材
の
特
性
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
 

 
 8.

 地
域
金
融
機
関
の
人
事
改
革

 
タ
イ
ト
ル
 

地
域
金
融
機
関
の
人
事
改
革
 

発
行
元
 

KP
MG
 

発
行
年
 

20
20
年
4
月
6
日
 

UR
L 

ht
tp
s:
//
ho
me
.k
pm
g/
jp
/j
a/
ho
me
/i
ns
ig
ht
s/
20
20
/0
4/
hr
-r
eg
io
na
l-
fi
na
nc
e.
ht
ml
 

目
次
 

地
域
金
融
機
関
の
人
事
を
取
り
巻
く
環
境
 

地
域
金
融
機
関
の
人
的
課
題
（
仮
説
）
 

課
題
と
放
置
す
る
リ
ス
ク
 

解
決
に
向
け
た
方
向
性
 

お
わ
り
に
 

 
概
要
説
明
 

地
域
金
融
機
関
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
地
域
人
口
の

減
少
・
業
種
人
気
の
変
化
に
よ
り
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
ま
た
、
職
員
の
働
く
意
識
も
、
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
分
け
る
傾
向
が
若
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手
中
心
に
高
く
な
り
、
さ
ら
に
、
伝
統
的
な
地
域
金
融
機
関
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
か
ら

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
営
業
へ
の
シ
フ
ト
に
よ
り
、
必
要
な
人

材
を
必
要
な
職
場
に
配
置
す
る
適
材
適
所
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
本
稿
で

は
、
人
材
確
保
、
若
手
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
等
の
課
題
を
取
り
上
げ
、
従
業
員
エ

ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
向
上
さ
せ
る
地
域
金
融
機
関
の
人
事
改
革
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
 

 
  

 

 

自
動
車
整
備
業
界
人
材
ニ
ー
ズ
に
関
す
る
参
考
資
料
集
 

  目
次
 

 
1.
 令
和
２
年
度
 自
動
車
特
定
整
備
業
実
態
調
査
結
果
の
概
要
に
つ
い
て
 」
 

2.
 第
 1
 回
自
動
車
整
備
人
材
の
確
保
・
育
成
に
関
す
る
検
討
会
」
の
開
催
に
つ
い
て
 

3.
 1
 世
帯
当
た
り
 1
.0
37
 台
に
 自
家
用
乗
用

(登
録
と
軽
自
動
)の
世
帯
当
た
り
普
及
台
数
 

4.
 一
般
職
業
紹
介
状
況
（
平
成
30
年
3
月
分
及
び
平
成
29
年
度
分
）
に
つ
い
て
」
 

5.
 都
道
府
県
別
認
証
、
指
定
事
業
場
数
お
よ
び
検
査
員
、
整
備
主
任
者
数
」
 

6.
 軽
自
動
車
を
知
る
・
そ
の
他
統
計
情
報
 

7.
 自
動
車
整
備
業
に
お
け
る
外
国
人
技
能
実
習
生
の
受
入
れ
 ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
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 1.
 令
和
２
年
度
 自
動
車
特
定
整
備
業
実
態
調
査
結
果
の
概
要
に
つ
い
て
 

タ
イ
ト
ル
 
令
和
２
年
度
 自
動
車
特
定
整
備
業
実
態
調
査
結
果
の
概
要
に
つ
い
て
 

発
行
元
 

一
般
社
団
法
人
 
自
動
車
整
備
振
興
会
連
合
会
 

発
行
年
 

令
和
３
年
１
月
２
５
日
 

UR
L 

ht
tp
s:
//
ww
w.
ja
sp
a.
or
.j
p/
Po
rt
al
s/
0/
re
so
ur
ce
s/
ja
sp
ah
p/
me
mb
er
/d
at
a/
pd
f/

R0
2j
it
ta
it
yo
us
a.
pd
f 

目
次
 

１
．
目
的
  

２
．
調
査
時
点
  

３
．
調
査
結
果
の
概
要
 

（
１
）
総
整
備
売
上
高
  

（
２
）
事
業
場
数
  

（
３
）
整
備
関
係
従
業
員
数
 

（
４
）
整
備
要
員
数
及
び
整
備
士
数
  

（
５
）
整
備
要
員
１
人
当
り
年
間
整
備
売
上
高
 

（
６
）
整
備
要
員
平
均
年
齢
 

（
７
）
整
備
要
員
１
人
当
り
年
間
平
均
給
与
  

 
概
要
説
明
 
全
国
に
約
9
万
事
業
所
あ
る
整
備
事
業
者
を
会
員
と
す
る
、
自
動
車
整
備
振
興
会
連
合
会

（
日
整
連
）
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
業
界
の
実
態
調
査
。
道
路
運
送
車
両
法
に
規
定
す
る

自
動
車
整
備
事
業
者
（
令
和
２
年
６
月
末
時
点
 9
1,
53
3 
事
業
場
）
の
う
ち
約
２
割
を
対

象
と
し
て
行
わ
れ
た
。
自
動
車
整
備
業
の
現
状
及
び
経
営
状
況
等
の
実
態
を
把
握
し
、
同

事
業
の
成
長
や
発
展
に
寄
与
す
る
方
策
の
基
礎
的
な
資
料
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
な
お
、
日
整
連
は
全
国
の
都
道
府
県
に
点
在
す
る
整
備
振
興
会
の
上
部
組

織
で
あ
り
、
今
調
査
の
実
施
・
公
表
に
見
ら
れ
る
業
界
振
興
・
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み

の
ほ
か
、
環
境
保
全
・
省
資
源
対
策
や
自
動
車
整
備
技
能
試
験
の
運
営
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
 

 
 

１
．
目
的
  

日
整
連
が
こ
の
調
査
を
行
い
資
料
を
作
成
し
た
い
と
・
目
的
が
記
さ
れ
て
い
る
 

 ２
．
調
査
時
点
 

こ
の
調
査
が
概
ね
令
和
２
年
６
月
末
時
点
の
調
査
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
売
上
高
に
つ
い

て
は
令
和
元
年
７
月
１
日
か
ら
令
和
２
年
６
月
末
ま
で
に
決
算
が
終
了
し
た
事
業
実
績
で

あ
り
、
会
計
年
度
で
は
「
令
和
元
（
平
成
 3
1）
年
度
」
に
な
る
旨
記
さ
れ
て
い
る
。
 

 ３
．
調
査
結
果
の
概
要
 

 

全
国
に
あ
る
自
動
車
整
備
事
業
所
91
,5
33
 
事
業
場
の
中
か
ら
2
割
を
調
査
対
象
と
し
、

そ
の
う
ち
約
1
割
か
ら
有
効
回
答
を
得
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。（
つ
ま
り
、
約
18
00
0
事

業
所
を
対
象
と
し
、
18
00
事
業
所
か
ら
回
答
を
得
た
こ
と
に
な
る
。）
ま
た
、
令
和
２
年
度

調
査
に
お
け
る
総
整
備
売
上
高
が
、
微
増
な
が
ら
も
4
年
連
続
で
増
加
し
て
い
る
こ
と
に

か
ら
、
同
業
界
が
現
在
で
も
堅
調
に
成
長
し
て
い
る
と
推
察
で
き
る
。
 

 （
１
）
総
整
備
売
上
高
 ・
・
・
H2
7
年
か
ら
R2
年
ま
で
の
業
者
種
別
（
専
業
：
自
動
車
整

備
業
の
売
上
高
が
総
売
上
高
の
50
%を
こ
え
る
事
業
場
、
兼
業
：
兼
業
部
門
の
売
上
高
が
総

売
上
高
の
50
%以
上
を
占
め
る
事
業
場
（
デ
ィ
ー
ラ
ー
を
除
く
）、
.デ
ィ
ー
ラ
ー
：
自
動
車

製
造
会
社
又
は
国
内
一
手
卸
売
販
売
会
社
と
特
約
販
売
店
契
約
を
結
ん
で
い
る
企
業
の
事

業
場
 、
.自
家
：
主
と
し
て
自
企
業
が
保
有
す
る
車
両
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
事
業
場
）
売

上
高
及
び
、
対
前
年
度
増
減
率
を
グ
ラ
フ
と
図
表
で
示
し
て
い
る
。
 

 （
２
）
事
業
場
数
  

調
査
時
点
の
整
備
事
業
者
総
数
が
、
対
前
年
度
比
で
0，
08
％
（
７
２
事
業
所
）
減
少
し
、

そ
の
う
ち
指
定
工
場
数
も
前
年
度
比
で
0，
02
％
（
2
指
定
工
場
）
減
少
し
た
こ
と
を
図
表

で
示
し
て
い
る
。
 

 （
３
）
整
備
関
係
従
業
員
数
＆
（
４
）
整
備
要
員
数
及
び
整
備
士
数
 

事
業
所
数
の
微
減
に
対
し
、
整
備
関
係
従
業
員
数
は
 5
39
,0
86
 人
で
前
年
度
と
比
較
す
る

と
 2
,5
93
 人
(0
.5
％
)増
。
さ
ら
に
整
備
要
員
数
は
39
9,
21
8
人
で
前
年
度
と
比
較
す
る

と
83
人
(0
.0
2％
)増
、
整
備
士
数
は
33
9,
59
3
人
で
前
年
度
と
比
較
す
る
と
 2
,6
96
 人

(0
.8
％
)増
、
つ
ま
り
業
界
あ
げ
て
の
整
備
士
要
員
獲
得
に
向
け
た
取
り
組
み
が
、
若
干
な

が
ら
成
果
を
見
せ
始
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
こ
の
う
ち
女
性
整
備
要
員
数
は
 

19
,0
72
 人
(1
,6
63
 人
増
)、
女
性
整
備
士
数
は
 1
1,
12
8 
人
(8
70
 人
増
)と
と
も
に
増
加

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
ま
だ
業
界
全
体
で
の
女
性
従
業
員
比
率
は
低
い
も
の
の
、
女
性

整
備
士
要
員
獲
得
の
動
き
に
も
成
果
が
出
始
め
て
い
る
模
様
。
 

  （
５
）
整
備
要
員
１
人
当
り
年
間
整
備
売
上
高
 

整
備
要
員
1
人
当
た
り
の
売
り
上
げ
も
例
年
に
続
き
微
増
傾
向
。
つ
ま
り
、
整
備
要
員
1

人
1
人
の
労
働
成
果
が
上
昇
し
て
い
る
の
に
合
わ
せ
、
付
帯
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
 

 （
６
）
整
備
要
員
平
均
年
齢
 

整
備
要
員
平
均
年
齢
は
45
.7
歳
で
前
年
度
比
0.
2 
歳
上
昇
、
整
備
要
員
数
が
増
え
て
い

る
の
に
平
均
年
齢
が
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
新
卒
者
な
ど
の
若
年
世
代
の
獲
得
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が
上
手
く
い
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 （
７
）
整
備
要
員
１
人
当
り
年
間
平
均
給
与
  

整
備
要
員
１
人
当
り
年
間
平
均
給
与
は
3,
96
3 
千
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
39

千
円
（
1.
0％
）
増
、
労
働
環
境
や
体
へ
の
負
担
な
ど
を
考
え
る
と
高
い
塀
緊
急
年
間
給
与

と
は
言
え
な
い
が
、
そ
の
伸
び
率
は
他
業
種
と
比
較
し
て
も
高
水
準
。
 

 
 2.
 「
第
 1
 回
自
動
車
整
備
人
材
の
確
保
・
育
成
に
関
す
る
検
討
会
」
の
開
催
に
つ
い
て
 

タ
イ
ト
ル
 
「
第
 1
 回
自
動
車
整
備
人
材
の
確
保
・
育
成
に
関
す
る
検
討
会
」
の
開
催
に
つ
い
て
 

発
行
元
 

国
土
交
通
省
自
動
車
局
 

発
行
年
 

平
成
 2
7 
年
 6
 月
 1
6 
日
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（
参
考
資
料
１
）
自
動
車
整
備
士
を
取
り
巻
く
状
況
と
取
組
 

（
参
考
資
料
２
）
人
材
不
足
の
現
状
 

（
参
考
資
料
３
）
自
動
車
整
備
人
材
の
確
保
・
育
成
に
関
す
る
検
討
会
概
要
 

 
概
要
説
明
 
（
一
社
）
日
本
自
動
車
整
備
振
興
会
連
合
会
が
平
成
２
７
年
３
月
に
発
行
し
た
「
自
動
車

整
備
白
書
」
 に
よ
る
と
、
半
数
近
く
の
自
動
車
整
備
事
業
所
で
人
材
不
足
が
発
生
し
、
約

10
％
の
事
業
所
が
そ
れ
を
主
な
原
因
と
し
て
既
に
事
業
へ
支
障
が
出
て
い
る
。
こ
の
こ
と

を
受
け
、
安
全
で
環
境
に
や
さ
し
く
快
適
な
自
動
車
社
会
を
作
る
た
め
の
国
家
機
関
で
あ

る
国
交
省
の
自
動
車
局
が
、
同
省
庁
舎
に
お
い
て
開
催
し
た
検
討
会
で
配
布
さ
れ
た
資
料
。

同
検
討
会
は
、
自
動
車
整
備
士
へ
の
休
暇
・
良
好
な
労
働
環
境
・
や
り
が
い
の
提
供
に
よ
る

人
材
確
保
、
及
び
整
備
士
の
技
能
の
向
上
・
育
成
や
女
性
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
改
善
対
策
を
模
索
す
る
た
め
開
催
さ
れ
た
。
 

 
 

（
参
考
資
料
１
）
自
動
車
整
備
士
を
取
り
巻
く
状
況
と
取
組
 

様
々
な
要
因
か
ら
、
自
動
車
整
備
士
を
志
望
す
る
若
い
世
代
が
こ
こ
10
年
で
半
減
す
る
一

方
、
平
均
年
齢
４
３
．
８
歳
、
約
２
割
が
５
５
歳
以
上
に
達
し
て
い
る
な
ど
整
備
士
業
界
の

高
齢
化
が
顕
著
な
こ
と
か
ら
、
近
い
将
来
人
材
不
足
が
よ
り
進
行
す
る
状
況
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
。
こ
の
状
況
を
受
け
、
１
５
の
関
係
団
体
で
構
成
さ
れ
る
自
動
車
整
備
人
材
確
保
・

育
成
推
進
協
議
会
を
設
立
し
、
国
交
省
と
協
議
会
が
協
力
し
て
様
々
な
人
材
確
保
対
策
を

推
進
し
て
い
る
。
 

 （
参
考
資
料
２
）
人
材
不
足
の
現
状
 

日
整
連
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
全
整
備
事
業
所
の
47
，
9％
が
「
人
材
不
足
で
支
障
を
き

 

た
す
」
も
し
く
は
「
人
材
不
足
で
は
あ
る
が
影
響
は
少
な
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。
し
か

し
、
整
備
士
を
求
め
る
企
業
側
の
企
業
体
力
や
待
遇
の
問
題
か
ら
、
整
備
士
を
採
用
で
き

な
い
と
答
え
た
事
業
者
も
多
く
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
1
割
に
対
し
、
専
業
・
兼
業
整
備
事
業
者
は

4
割
に
達
し
て
い
る
。
イ
所
の
こ
と
か
ら
、
マ
ー
カ
ー
系
の
大
企
業
を
除
く
と
、
新
規
整
備

士
要
員
を
採
用
し
た
い
が
、
台
所
事
情
に
よ
っ
て
採
用
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
 

 （
参
考
資
料
３
）
自
動
車
整
備
人
材
の
確
保
・
育
成
に
関
す
る
検
討
会
概
要
 

検
討
会
が
設
立
さ
れ
た
目
的
や
構
成
メ
ン
バ
ー
、
検
討
事
項
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
て
い
る
。 

 3.
 「
1 
世
帯
当
た
り
 1
.0
37
 台
に
 ―
 自
家
用
乗
用

(登
録

と
軽
自
動
)の
世
帯
当
た
り
普
及
台

数
―
 」
 

タ
イ
ト
ル
 
「
1 
世
帯
当
た
り
 
1.
03
7 
台
に
 ―
 自
家
用
乗
用

(登
録
と
軽
自
動
)の
世
帯
当

た
り
普
及
台
数
―
 」
 

発
行
元
 

一
般
財
団
法
人
 自
動

検
査
登
録
情
報
協
会
 

発
行
年
 

令
和
 3
 年
 8
 月
 3
1 
日
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目
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図
表
1 
自
家
用
乗
用
の
世
帯
当
た
り
普
及
台
数
の
推
移
（
平
成
26
年
～
令
和
3
年
ま

で
・
前
年
比
付
）
 

図
表
2 
自
家
用
乗
用
車
の
世
帯
当
た
り
普
及
台
数
の
推
移
（
昭
和
50
年
～
令
和
3
年
ま

で
）
 

図
表
3 
自
家
用
乗
用
車
の
世
帯
当
た
り
普
及
台
数
（
都
道
府
県
別
）
 

図
表
4 
自
家
用
乗
用
車
の
世
帯
当
た
り
普
及
台
数
（
都
道
府
県
別
・
ラ
ン
ク
順
）
 

グ
ラ
フ
 
自
家
用
乗
用
車
の
世
帯
当
た
り
普
及
台
数
（
昭
和
50
年
～
令
和
3
年
ま
で
）
 
 

 
概
要
説
明
 
国
が
実
施
す
る
自
動
車
検
査
登
録
行
政
の
ス
ム
ー
ズ
で
安
全
な
遂
行
を
実
質
的
に
行
っ
て

い
る
、
自
動
検
査
登
録
情
報
協
会
が
令
和
3
年
3
月
末
時
点
で
集
計
し
た
、
国
内
の
自

家
用
乗
用
車
普
及
状
況
及
び
そ
の
推
移
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
図
表
と
グ
ラ
フ
で
示
し
て
い

る
資
料
。
昭
和
50
年
の
調
査
開
始
以
降
、
保
有
台
数
は
増
加
し
続
け
て
い
る
が
、
近
年
は

少
子
高
齢
化
や
若
者
の
車
離
れ
な
ど
を
要
因
と
す
る
保
有
数
伸
び
率
の
衰
え
に
よ
り
、
世

帯
あ
当
た
り
の
保
有
台
数
は
わ
ず
か
に
減
少
傾
向
に
あ
る
と
解
説
。
ま
た
、
都
道
県
別
の

世
帯
当
た
り
の
普
及
台
数
ラ
ン
キ
ン
グ
を
示
す
こ
と
で
、
機
構
・
地
域
性
・
経
済
性
・
文
化

な
ど
の
違
い
に
よ
っ
て
、
普
及
率
に
差
が
出
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
資
料
と
な
っ
て

い
る
。
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図
表
1 
自
家
用
乗
用
の
世
帯
当
た
り
普
及
台
数
の
推
移
（
平
成
26
年
～
令
和
3
年
ま

で
・
前
年
比
付
）
 

H2
6
年
度
か
ら
令
和
2
年
度
ま
で
、
直
近
8
年
間
の
世
帯
当
り
普
及
台
数
の
推
移
を
図
表
2

か
ら
抜
粋
し
た
も
の
。
こ
の
8
年
間
で
は
わ
ず
か
な
が
ら
減
少
傾
向
が
継
頭
い
て
い
る
。

 図
表
2 
自
家
用
乗
用
車
の
世
帯
当
た
り
普
及
台
数
の
推
移
（
昭
和
50
年
～
令
和
3
年
ま

で
）
 

調
査
開
始
以
降
の
世
帯
当
た
り
普
及
台
数
推
移
一
覧
表
。
昭
和
51
年
時
点
で
は
2
世
帯
に

1
台
だ
っ
た
自
家
用
車
所
有
の
水
準
が
、
H8
年
に
初
め
て
1
世
帯
に
1
代
の
時
代
を
迎
え
、

過
去
最
高
の
普
及
台
数
 は
H1
8
年
の
1.
11
2
台
。
以
降
、
少
子
高
齢
化
な
ど
の
影
響
で
微

減
傾
向
に
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
1
世
代
1
台
を
切
る
事
態
に
な
る
こ
と
は
、
近
い
将
来
に

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 図
表
3 
自
家
用
乗
用
車
の
世
帯
当
た
り
普
及
台
数
（
都
道
府
県
別
）
 

都
道
府
県
別
の
世
帯
当
た
り
普
及
台
数
を
北
か
ら
順
に
示
し
た
図
表
、
詳
し
く
は
後
述
す

る
。
 

 図
表
4 
自
家
用
乗
用
車
の
世
帯
当
た
り
普
及
台
数
（
都
道
府
県
別
・
ラ
ン
ク
順
）
 

図
表
3
を
ラ
ン
ク
順
に
並
び
変
え
た
図
表
。
北
陸
・
東
北
・
北
関
東
の
各
県
が
上
位
を
占

め
、
12
位
の
佐
賀
県
ま
で
が
1
世
帯
当
た
り
1，
5
台
普
及
し
て
い
る
水
準
に
あ
る
。
39

位
の
福
岡
（
1,
05
9
台
）
ま
で
全
国
平
均
を
超
え
て
い
る
が
、
40
位
の
北
海
道
以
降
は
1
世

帯
1
台
の
水
準
を
割
り
込
ん
で
い
る
。
特
に
、
大
都
市
を
抱
え
る
東
京
・
大
阪
神
奈
川
の

自
家
用
車
普
及
率
は
極
端
に
低
く
、
最
下
位
の
東
京
は
2
世
帯
に
1
台
を
割
り
込
ん
で
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
都
市
部
と
地
方
で
は
自
動
車
の
必
要
性
が
大
き
く
異
な
る
と
考
え

ら
れ
る
。
 

 グ
ラ
フ
 
自
家
用
乗
用
車
の
世
帯
当
た
り
普
及
台
数
（
昭
和
50
年
～
令
和
3
年
ま
で
）
 
 

図
表
1
を
棒
グ
ラ
フ
（
自
家
用
車
の
保
有
台
数
）
と
折
れ
線
グ
ラ
フ
（
1
世
帯
当
た
り
の
普

及
台
数
）
で
示
し
た
も
の
。
 

 4.
 一
般
職
業
紹
介
状
況
（
平
成
30
年
3
月
分
及
び
平
成
29
年
度
分
）
に
つ
い
て
 

タ
イ
ト
ル
 
一
般
職
業
紹
介
状
況
（
平
成
30
年
3
月
分
及
び
平
成
29
年
度
分
）
に
つ
い
て
 

発
行
元
 

厚
生
労
働
省
 
職
業
安
定
局
雇
用
政
策
課
 

発
行
年
 

平
成
30
年
4
月
27
日
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43
52
.h
tm
l 

目
次
 

ポ
イ
ン
ト
・
概
要
 

 

グ
ラ
フ
「
求
人
、
求
職
及
び
求
人
倍
率
の
推
移
」
 

報
道
発
表
資
料
 

 全
体
版
 
一
般
職
業
紹
介
状
況
に
つ
い
て
 

参
考
統
計
表
 

 一
般
職
業
紹
介
状
況
［
実
数
］（
含
パ
ー
ト
）
 

 一
般
職
業
紹
介
状
況
［
実
数
］（
除
パ
ー
ト
）
 

 一
般
職
業
紹
介
状
況
［
実
数
］（
パ
ー
ト
）
 

 一
般
職
業
紹
介
状
況
［
季
節
調
整
値
］（
含
パ
ー
ト
）
 

 一
般
職
業
紹
介
状
況
［
季
節
調
整
値
］（
除
パ
ー
ト
）
 

 一
般
職
業
紹
介
状
況
［
季
節
調
整
値
］（
パ
ー
ト
）
 

 職
業
別
一
般
職
業
紹
介
状
況
［
実
数
］（
常
用
（
含
パ
ー
ト
））
 

 職
業
別
一
般
職
業
紹
介
状
況
［
実
数
］（
常
用
（
除
パ
ー
ト
））
 

 長
期
時
系
列
表
 

 
概
要
説
明
 
厚
生
労
働
省
が
雇
用
促
進
や
雇
用
問
題
・
課
題
あ
ぶ
り
出
し
の
た
め
、
公
共
職
業
安
定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
お
け
る
求
人
・
求
職
・
就
職
の
状
況
、
求
人
倍
率
な
ど
の
デ
ー
タ
か

ら
グ
ラ
フ
・
図
表
を
作
成
し
公
表
し
て
い
る
資
料
。
資
料
に
よ
る
と
平
成
21
年
以
降
、
全

職
種
に
お
い
て
も
有
効
求
人
倍
率
が
微
増
傾
向
に
あ
り
平
成
25
年
あ
た
り
か
ら
は
、
求
職

者
1
人
に
対
し
て
1
件
以
上
の
求
人
が
あ
る
状
態
（
有
効
求
人
倍
率
1
以
上
）
が
保
た
れ

て
い
る
。
そ
ん
な
中
で
も
自
動
車
整
備
士
要
員
の
有
効
求
人
倍
率
の
伸
び
は
顕
著
で
、
求

職
者
1
人
に
つ
き
3～
4
件
の
求
人
が
あ
る
売
り
手
市
場
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
就
業
地
別
の
全
職
種
有
効
求
人
倍
率
に
お
い
て
、
全
国
平
均
を
超
え
て
い
る
地
方

県
が
多
い
こ
と
も
う
か
が
え
る
。
 

 
 

ポ
イ
ン
ト
・
概
要
 

平
成
 2
9 
年
度
平
均
の
有
効
求
人
倍
率
は
 1
.5
4 
倍
と
な
り
、
前
年
度
の
 1
.3
9 
倍
か
ら

0.
15
 ポ
イ
ン
ト
上
昇
。
平
成
30
年
度
の
有
効
求
人
倍
率
・
新
規
求
人
倍
率
と
も
に
、
わ

ず
か
な
が
ら
上
昇
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
20
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
に
起
こ
っ

た
大
規
模
給
食
難
か
ら
、
近
年
は
ず
い
ぶ
ん
回
復
傾
向
を
見
せ
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。
 

 グ
ラ
フ
「
求
人
、
求
職
及
び
求
人
倍
率
の
推
移
」
 

平
成
17
年
度
か
ら
の
平
均
求
人
数
・
平
均
求
職
者
数
を
棒
グ
ラ
フ
で
、
各
年
度
の
有
効
求

人
倍
率
を
折
れ
線
グ
ラ
フ
で
示
し
た
も
の
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
直
後
で
あ
る
平
成
21
年

度
の
有
効
求
人
数
及
び
有
効
求
人
倍
率
が
例
年
に
比
べ
極
端
に
低
い
こ
と
が
良
く
わ
か

る
。
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報
道
発
表
資
料
 

 全
体
版
 
一
般
職
業
紹
介
状
況
に
つ
い
て
 

厚
生
省
が
プ
レ
ス
発
表
用
に
、
上
記
し
た
概
要
及
び
全
体
グ
ラ
フ
と
以
下
で
示
す
参
考
資

料
を
ま
と
め
て
作
成
し
た
資
料
。
 

 参
考
統
計
表
 

 一
般
職
業
紹
介
状
況
［
実
数
］（
含
パ
ー
ト
）
 

 一
般
職
業
紹
介
状
況
［
実
数
］（
除
パ
ー
ト
）
 

 一
般
職
業
紹
介
状
況
［
実
数
］（
パ
ー
ト
）
 

 一
般
職
業
紹
介
状
況
［
季
節
調
整
値
］（
含
パ
ー
ト
）
 

 一
般
職
業
紹
介
状
況
［
季
節
調
整
値
］（
除
パ
ー
ト
）
 

 一
般
職
業
紹
介
状
況
［
季
節
調
整
値
］（
パ
ー
ト
）
 

職
業
安
定
所
の
求
人
紹
介
業
務
に
つ
い
て
、
そ
の
実
数
と
季
節
調
整
値
を
全
雇
用
体
系
従

業
員
・
正
規
従
業
員
・
非
正
規
従
業
員
の
み
に
分
け
て
図
表
で
示
し
た
資
料
。
経
済
統
計
値

の
変
動
に
影
響
す
る
時
期
的
要
因
を
季
節
要
因
と
い
う
が
、
季
節
要
因
に
よ
る
経
済
統
計

値
の
不
連
続
性
を
除
い
た
値
の
こ
と
を
季
節
調
整
値
と
い
う
。
 

 
 職
業
別
一
般
職
業
紹
介
状
況
［
実
数
］（
常
用
（
含
パ
ー
ト
））
 

 職
業
別
一
般
職
業
紹
介
状
況
［
実
数
］（
常
用
（
除
パ
ー
ト
））
 

職
業
安
定
所
の
求
人
紹
介
業
務
に
つ
い
て
、
職
業
別
に
そ
の
実
数
を
示
し
た
資
料
。
全
従

業
員
版
と
正
規
社
員
版
が
あ
り
、
両
者
を
比
較
す
る
と
業
種
に
よ
っ
て
非
正
規
従
業
員
雇

用
へ
の
依
存
度
が
分
か
る
。
全
職
種
で
は
含
パ
ー
ト
と
除
パ
ー
ト
と
の
有
効
求
人
倍
率
に

0，
09
ポ
イ
ン
ト
の
差
が
あ
る
。
一
方
、
自
動
車
整
備
士
な
ど
の
専
門
的
・
技
術
的
職
業
を

見
る
と
、
そ
の
差
は
0，
06
ポ
イ
ン
ト
と
わ
ず
か
に
狭
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

自
動
車
整
備
士
な
ど
の
専
門
的
・
技
術
的
職
業
は
、
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
と
比
較
し
非

正
規
雇
用
者
へ
の
依
存
度
が
低
い
、
つ
ま
り
正
規
雇
用
率
が
高
い
と
わ
か
る
。
 

 
 長
期
時
系
列
表
 

政
府
が
行
っ
て
い
る
各
種
統
計
の
閲
覧
ペ
ー
ジ
の
リ
ン
ク
 

 
 5.
 都
道
府
県
別
認
証
、
指
定
事
業
場
数
お
よ
び
検
査
員
、
整
備
主
任
者
数
 

タ
イ
ト
ル
 
都
道
府
県
別
認
証
、
指
定
事
業
場
数
お
よ
び
検
査
員
、
整
備
主
任
者
数
 

発
行
元
 

一
般
社
団
法
人
自
動
車
整
備
振
興
会
連
合
会
 

発
行
年
 

令
和
3
年
3
月
末
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L 

ht
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s:
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ww
w.
ja
sp
a.
or
.j
p/
me
mb
er
/d
at
a/
nu
mb
er
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tm
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目
次
 

「
都
道
府
県
別
認
証
、
指
定
事
業
場
数
お
よ
び
検
査
員
、
整
備
主
任
者
数
」
に
関
す
る
図
表
 

概
要
説
明
 
自
動
車
整
備
振
興
会
連
合
会
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
常
時
公
開
し
て
い
る
資
料
の
最
新

版
。
自
動
車
整
備
の
う
ち
分
解
を
伴
う
作
業
は
認
証
・
指
定
工
場
で
し
か
行
え
な
い
が
、
都

道
府
県
に
よ
っ
て
そ
の
数
の
か
な
り
差
が
あ
る
。（
認
定
工
場
は
認
証
工
場
の
一
部
で
一
部

の
分
解
作
業
が
認
め
ら
れ
て
い
る
優
良
整
備
工
場
に
与
え
ら
れ
る
が
、
認
証
・
指
定
工
場

の
よ
う
に
車
検
は
行
え
な
い
。）
ま
た
、
自
動
車
検
査
員
及
び
整
備
主
任
者
の
数
も
概
ね
整

備
工
場
の
数
と
比
例
し
て
い
る
。
本
来
、
世
帯
当
た
り
の
保
有
台
数
が
多
い
地
方
県
ほ
ど

相
対
数
が
必
要
だ
が
、
数
字
を
見
る
限
り
整
備
工
場
。
整
備
要
員
共
に
不
足
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
 

 
 

「
都
道
府
県
別
認
証
、
指
定
事
業
場
数
お
よ
び
検
査
員
、
整
備
主
任
者
数
」
に
関
す
る
図
表
 

認
証
、
指
定
事
業
場
数
お
よ
び
検
査
員
、
整
備
主
任
者
数
を
都
道
府
県
別
（
北
海
道
の
み
さ

ら
に
地
域
別
）
に
集
計
し
た
資
料
。
1
世
帯
当
た
り
の
普
及
台
数
が
多
い
都
道
府
県
ほ
ど
整

備
工
場
の
相
対
数
が
必
要
だ
が
、
現
状
相
対
数
が
足
り
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
例
え
ば
、
1
世
帯
当
た
り
の
普
及
台
数
が
最
も
少
な
い
東
京
だ
が
、
整
備
工
場
（
認

証
・
指
定
事
業
場
）
は
45
25
ヶ
所
も
あ
る
。
一
方
、
普
及
台
数
全
国
1
位
の
福
井
県
は
、

そ
の
約
5
分
の
1
で
あ
る
83
5
ヶ
所
し
か
な
い
。
所
属
し
て
い
る
整
備
士
の
数
も
相
対
的

に
不
足
し
て
い
る
。
 

 
 6.
 軽
自
動
車
を
知
る
・
そ
の
他
統
計
情
報
 

タ
イ
ト
ル
 
軽
自
動
車
を
知
る
・
そ
の
他
統
計
情
報
 

発
行
元
 

軽
自
動
車
検
査
協
会
 

発
行
年
 

20
21
年
6
月
29
日
 更
新
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s:
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ww
w.
ke
ik
en
ky
o.
or
.j
p/
in
fo
rm
at
io
n/
in
fo
rm
at
io
n_
00
04
53
.h
tm
l 

目
次
 

自
動
車
保
有
車
両
数
の
推
移
 

登
録
自
動
車
及
び
軽
自
動
車
の
保
有
車
両
数
の
推
移
 

乗
用
車
の
保
有
車
両
数
の
車
種
別
構
成
比
（
軽
、
小
型
、
普
通
）
 

検
査
対
象
軽
自
動
車
の
保
有
車
両
数
の
推
移
 

都
道
府
県
別
検
査
対
象
軽
自
動
車
保
有
車
両
数
 

軽
自
動
車
の
都
道
府
県
別
比
率
図
 

都
道
府
県
別
保
有
車
両
数
に
占
め
る
軽
自
動
車
の
比
率
順
位
 

自
動
車
の
平
均
使
用
年
数
及
び
平
均
車
齢
の
推
移
 

検
査
対
象
軽
自
動
車
の
新
車
販
売
台
数
の
推
移
 

ユ
ー
ザ
ー
車
検
の
推
移
 

都
道
府
県
別
 
継
続
検
査
に
占
め
る
ユ
ー
ザ
ー
車
検
の
割
合
順
位
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事
務
所
別
指
定
整
備
率
 

管
轄
別
、
燃
料
別
保
有
車
両
数
 

 
概
要
説
明
 
国
に
代
わ
っ
て
、
軽
自
動
車
検
査
に
関
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
る
軽
自
動
車
検
査
協
会
は
、

軽
自
動
車
の
保
有
台
数
や
そ
の
平
均
使
用
年
数
、
自
ら
の
業
務
で
あ
る
軽
自
動
車
検
査
に

関
す
る
デ
ー
タ
な
ど
を
公
式
HP
で
様
々
な
統
計
情
報
を
公
開
し
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
、

「
軽
自
動
車
の
都
道
府
県
別
比
率
図
」
と
「
都
道
府
県
別
保
有
車
両
数
に
占
め
る
軽
自
動

車
の
比
率
順
位
」
を
参
考
と
し
た
。
当
該
資
料
に
よ
る
と
、
高
知
・
長
崎
・
沖
縄
な
ど
の
地

方
県
に
お
い
て
軽
自
動
車
の
比
率
順
位
が
高
く
、
東
京
・
神
奈
川
・
愛
知
等
の
首
都
圏
や
大

都
市
部
で
低
い
こ
と
が
分
か
る
。（
面
積
が
広
い
北
海
道
は
例
外
的
に
地
方
で
も
軽
自
動
車

の
比
率
が
低
い
）
 

 
 

自
動
車
保
有
車
両
数
の
推
移
 

昭
和
25
年
以
来
の
自
動
車
保
有
車
両
数
の
推
移
が
示
さ
れ
た
資
料
で
、
自
動
車
文
化
が
い

つ
ご
ろ
ど
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い
っ
た
が
が
数
字
で
よ
く
わ
か
る
。
高
度
成
長
期
に
当
た

る
60
年
代
半
ば
か
ら
70
年
代
前
半
ま
で
は
爆
発
的
に
保
有
台
数
が
増
え
そ
の
後
は
安
定

成
長
。
全
体
数
が
増
え
た
こ
と
で
90
年
代
以
降
は
微
増
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
20
08
年
に
調

査
開
始
以
降
初
め
て
減
少
傾
向
に
転
じ
以
降
20
11
年
ま
で
マ
イ
ナ
ス
成
長
が
続
い
た
。
こ

れ
は
、
20
08
年
に
発
生
し
た
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
世
界
経
済
全
体
の
冷
え
込
実
が

大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
登
録
自
動
車
及
び
軽
自
動
車
の
保
有
車
両
数
の
推
移
 

昭
和
48
年
度
か
ら
令
和
2
年
度
ま
で
、
登
録
自
動
車
及
び
軽
自
動
車
の
保
有
車
両
数
の
推

移
に
つ
い
て
、
登
録
自
動
車
数
と
軽
自
動
車
数
を
棒
グ
ラ
フ
で
、
売
り
軽
自
動
車
が
占
め

る
割
合
を
折
れ
線
グ
ラ
フ
で
示
し
た
資
料
。
要
所
に
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
や
自
動
車
規
格
の

改
定
な
ど
、
関
連
性
の
深
い
出
来
事
を
明
記
し
て
あ
る
た
め
、
自
動
車
業
界
全
体
の
流
れ

が
良
く
わ
か
る
資
料
に
な
っ
て
い
る
。
 

 
乗
用
車
の
保
有
車
両
数
の
車
種
別
構
成
比
（
軽
、
小
型
、
普
通
）
 

19
90
年
か
ら
20
21
年
ま
で
、
各
年
3
月
時
点
で
の
車
種
別
構
成
比
を
示
し
た
資
料
。
90

年
代
は
小
型
乗
用
車
が
大
半
を
占
め
て
い
た
が
、
20
00
年
代
に
入
っ
て
か
ら
普
通
・
軽
自

動
車
の
社
絵
が
と
も
に
増
え
始
め
、
現
在
で
は
ほ
ぼ
同
等
の
占
有
率
に
な
っ
て
い
る
。
ち

な
み
に
、
小
型
乗
用
車
と
は
車
体
の
サ
イ
ズ
が
全
長
4.
7ｍ
・
全
幅
1.
7ｍ
・
全
高
2.
0ｍ

以
下
で
、
総
排
気
量
20
00
cc
以
内
の
乗
用
車
を
言
い
、
ど
れ
か
1
つ
で
も
そ
れ
を
上
回
っ

て
い
る
乗
用
車
を
普
通
乗
用
車
と
呼
ぶ
。
 

 

 

検
査
対
象
軽
自
動
車
の
保
有
車
両
数
の
推
移
 

前
出
の
「
登
録
自
動
車
及
び
軽
自
動
車
の
保
有
車
両
数
の
推
移
」
の
軽
自
動
車
版
で
、
軽
乗

用
車
両
数
と
軽
貨
物
車
両
数
を
棒
グ
ラ
フ
で
、
自
動
車
全
体
に
置
け
畏
敬
占
有
率
を
折
れ

線
グ
ラ
フ
で
示
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
に
も
規
格
改
定
や
消
費
税
導
入
な
ど
、
自
動
車
市
場

同
性
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
出
来
事
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
 

 
都
道
府
県
別
検
査
対
象
軽
自
動
車
保
有
車
両
数
 

3
輪
車
を
含
む
軽
自
動
車
の
都
道
府
県
別
普
及
台
数
を
数
字
で
示
し
た
資
料
。
単
純
な
保

有
台
数
の
比
較
し
か
で
き
ず
、
人
口
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
る
た
め
、
本
文
を
記
載

す
る
に
あ
た
っ
て
は
そ
れ
ほ
ど
参
考
に
し
て
い
な
い
。
 

 
軽
自
動
車
の
都
道
府
県
別
比
率
図
 

都
道
府
県
別
の
軽
自
動
車
保
有
率
を
色
分
け
し
て
示
し
た
も
の
。
関
東
圏
及
び
関
西
圏
で

軽
自
動
車
率
が
引
く
の
に
対
し
、
地
方
県
特
に
西
日
本
に
お
い
て
軽
自
動
車
の
占
有
率
が

非
常
に
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
軽
自
動
車
の
占
有
率
が
高
い
都
道
府
県
は
、
1
世
帯

当
た
り
の
普
及
台
数
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
も
上
位
に
付
け
て
い
る
地
域
が
多
い
。
つ
ま

り
、
一
世
帯
当
た
り
の
台
数
が
増
え
れ
ば
、
お
の
ず
と
購
入
・
維
持
費
が
安
上
が
り
な
軽
自

動
車
に
ニ
ー
ズ
が
集
ま
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
 

 
都
道
府
県
別
保
有
車
両
数
に
占
め
る
軽
自
動
車
の
比
率
順
位
 

軽
自
動
車
比
率
が
高
い
都
道
府
県
の
上
位
に
地
方
県
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
が
、
下
位
に
大

都
市
を
抱
え
る
首
都
圏
や
関
西
圏
の
都
道
府
県
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
の
が
一
目
で
分

か
る
資
料
。
軽
自
動
車
の
占
有
率
に
つ
い
て
全
国
平
均
と
上
位
10
の
平
均
・
下
位
10
の

平
均
と
の
比
較
や
、
軽
保
有
台
数
の
多
い
・
少
な
い
ラ
ン
キ
ン
グ
も
併
記
さ
れ
て
い
る
た

め
、
ど
の
県
が
本
当
に
軽
自
動
車
依
存
率
が
高
い
か
よ
く
わ
か
る
。
 

 
自
動
車
の
平
均
使
用
年
数
及
び
平
均
車
齢
の
推
移
 

平
成
17
年
か
ら
令
和
2
年
ま
で
の
自
動
車
の
平
均
使
用
年
数
と
そ
の
平
均
車
齢
を
、
軽
自

動
車
と
登
録
車
に
分
け
て
表
に
し
て
い
る
資
料
。
令
和
2
年
の
平
均
使
用
年
数
を
見
る
と
、

軽
自
動
車
が
15
,2
0
年
な
の
に
対
し
、
登
録
車
は
13
,5
0
年
と
軽
自
動
車
の
方
が
1,
70
年

長
い
。
 

 
検
査
対
象
軽
自
動
車
の
新
車
販
売
台
数
の
推
移
 

前
出
し
た
「
検
査
対
象
軽
自
動
車
の
保
有
車
両
数
の
推
移
」
の
新
車
販
売
台
数
版
。
軽
乗
用

車
両
数
と
軽
貨
物
車
両
数
を
棒
グ
ラ
フ
で
、
自
動
車
全
体
に
置
け
畏
敬
占
有
率
を
折
れ
線

グ
ラ
フ
で
示
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
に
も
規
格
改
定
や
消
費
税
導
入
な
ど
、
自
動
車
市
場
同
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性
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
出
来
事
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
 

 
ユ
ー
ザ
ー
車
検
の
推
移
 

車
検
を
整
備
工
場
な
ど
の
業
者
に
任
せ
ず
、
所
有
者
自
身
が
検
査
場
に
持
ち
込
ん
で
行
う

ユ
ー
ザ
ー
車
検
の
実
施
状
況
を
、
平
成
28
年
度
か
ら
令
和
2
年
度
ま
で
の
5
年
間
に
わ
た

り
集
計
し
た
資
料
。
ユ
ー
ザ
ー
車
検
の
件
数
は
毎
年
若
干
の
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
認
証

工
場
棟
が
行
っ
て
い
る
車
検
に
比
べ
て
再
検
査
率
が
高
く
、は
過
去
5
年
間
の
平
均
で
21
，

9％
と
、
認
証
工
場
の
再
検
査
率
平
均
の
約
3
倍
と
な
っ
て
い
る
。
 

 
都
道
府
県
別
 
継
続
検
査
に
占
め
る
ユ
ー
ザ
ー
車
検
の
割
合
順
位
 

都
道
県
別
の
ユ
ー
ザ
ー
車
検
の
割
合
を
ラ
ン
キ
ン
グ
し
た
資
料
で
、
上
位
に
神
奈
川
・
福

岡
・
大
阪
な
ど
が
入
り
、
下
位
に
は
新
潟
・
山
形
・
石
川
な
ど
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
意
外

に
も
都
市
圏
で
高
く
、
自
家
用
車
へ
の
依
存
度
が
高
い
地
方
県
で
は
軒
並
み
低
水
準
に
な

っ
て
い
る
。
 

 
事
務
所
別
指
定
整
備
率
 

陸
運
局
の
管
轄
事
務
所
別
に
指
定
工
場
の
整
備
率
を
示
し
た
資
料
。
 

 
管
轄
別
、
燃
料
別
保
有
車
両
数
 

陸
運
局
管
轄
別
、
並
び
に
燃
料
別
に
保
有
車
両
数
を
示
し
た
資
料
。
 

 
 7.
 自
動
車
整
備
業
に
お
け
る
外
国
人
技
能
実
習
生
の
受
入
れ
 ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
 

タ
イ
ト
ル
 
自
動
車
整
備
業
に
お
け
る
外
国
人
技
能
実
習
生
の
受
入
れ
 ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
 

発
行
元
 

国
土
交
通
省
自
動
車
局
整
備
課
 

発
行
年
 

平
成
28
年
 

UR
L 

ht
tp
s:
//
ww
w.
ja
sp
a.
or
.j
p/
Po
rt
al
s/
0/
re
so
ur
ce
s/
ja
sp
ah
p/
us
er
/e
xp
at
/p
df
/g

ui
de
.p
df
 

目
次
 

技
能
実
習
の
流
れ
 

技
能
実
習
生
に
実
習
さ
せ
る
内
容
の
例
（
到
達
レ
ベ
ル
目
標
の
イ
メ
ー
ジ
）
 

実
習
生
を
受
入
れ
る
際
の
注
意
点
 

実
習
制
度
に
係
る
不
適
切
な
事
例
（
実
習
実
施
機
関
に
対
す
る
監
督
指
導
、
送
検
）

概
要
説
明
 
国
交
省
自
動
車
局
が
、
人
材
不
足
解
消
な
ど
の
た
め
に
外
国
人
雇
用
を
視
野
に
入
れ
て
い

る
整
備
事
業
者
向
け
、
法
務
省
の
「
技
能
実
習
生
の
入
国
・
在
留
管
理
に
関
す
る
指
針
」
な

ど
を
参
照
の
元
、
作
成
・
発
行
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。
冒
頭
で
は
、
開
発
途
上
国
の
外
国
人

を
日
本
で
一
定
期
間
受
け
入
れ
、
技
術
指
導
を
通
じ
て
日
本
の
整
備
技
術
を
供
与
す
る
と

 

い
う
「
国
際
貢
献
」
を
主
た
る
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
後
、
技
能
実

習
や
手
続
き
の
方
法
・
手
順
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
し
た
の
ち
、
日
常
生
活
の
フ
ォ

ロ
ー
体
制
や
賃
金
の
支
払
い
、
労
働
時
間
や
実
習
生
の
人
権
問
題
な
ど
、
受
け
入
れ
後
の

注
意
点
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
外
国
人
雇
用
に
関
す
る
法
令
違
反
時
の

処
分
の
説
明
、
及
び
そ
の
実
例
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

技
能
実
習
の
流
れ
 

外
国
人
雇
用
者
の
在
国
資
格
で
あ
る
「
技
能
実
習
」
の
4
区
分
に
つ
い
て
解
説
し
た
後
、

上
位
資
格
で
あ
る
技
能
実
習
2
号
へ
の
移
行
方
法
・
手
続
き
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
在
留
資
格
認
定
証
明
書
の
交
付
申
請
→
査
証
（
ビ
ザ
）
の
取
得
と
上
陸
許
可
→
在
留

資
格
変
更
許
可
→
在
留
カ
ー
ド
の
交
付
へ
と
続
く
、「
入
国
、
在
留
手
続
」
の
流
れ
に
つ
い

て
も
解
説
し
て
い
る
。
 

 
技
能
実
習
生
に
実
習
さ
せ
る
内
容
の
例
（
到
達
レ
ベ
ル
目
標
の
イ
メ
ー
ジ
）
 

「
技
能
実
習
」
の
4
区
分
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
達
成
す
べ
き
レ
ベ
ル
目
標
の
イ
メ
ー
ジ

に
つ
い
て
解
説
。
入
国
か
ら
1
年
目
ま
で
の
技
能
実
習
1
号
で
は
、
点
検
・
整
備
の
補
助

作
業
が
メ
イ
ン
と
な
り
、
2
年
目
・
3
年
目
の
技
能
実
習
2
号
に
な
る
と
、
点
検
整
備
の
実

作
業
や
分
解
整
備
の
習
得
へ
と
移
行
し
て
い
く
。
ま
た
、
技
能
実
習
２
号
の
習
熟
度
に
応

じ
て
、
ナ
ビ
・
ET
C 
等
の
電
装
品
の
取
付
作
業
 や
車
体
車
枠
の
整
備
調
整
作
業
 、
自
動

車
板
金
塗
装
作
業
な
ど
も
習
得
し
て
い
く
。
 

 
実
習
生
を
受
入
れ
る
際
の
注
意
点
 

技
術
実
習
は
人
材
不
足
の
解
消
だ
け
が
目
的
で
は
な
く
、
技
術
の
供
与
に
よ
る
海
外
貢
献

も
重
要
な
目
的
で
あ
る
た
め
、
実
習
生
を
受
け
入
れ
る
際
に
は
、
労
働
環
境
の
整
備
や
賃

金
の
問
題
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
保
護
や
充
実
な
ど
も
し
っ
か
り
視
野
に
入
れ
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
労
働
関
係
法
令
、
労
働
・
社
会
保
険
関
係
法
令
の
適
用
や
、
安
全
衛
生
管

理
体
制
の
確
立
・
健
康
確
保
の
措
置
な
ど
、
そ
の
上
で
の
注
意
事
項
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。 

 
実
習
制
度
に
係
る
不
適
切
な
事
例
（
実
習
実
施
機
関
に
対
す
る
監
督
指
導
、
送
検
）
 

本
来
の
目
的
（
母
国
の
経
済
を
担
う
人
材
育
成
）
を
逸
脱
し
、
労
使
協
定
を
超
え
た
残
業
、

危
険
・
健
康
障
害
防
止
措
置
な
ど
の
未
実
施
、
割
増
賃
金
の
不
払
い
と
い
っ
た
労
働
基
準

関
係
法
令
に
違
反
し
た
ケ
ー
ス
を
実
例
と
し
て
列
挙
。
当
局
の
指
導
内
容
と
そ
の
結
果
を

記
載
す
る
こ
と
で
、
違
反
行
為
の
再
発
を
防
ぐ
意
図
が
垣
間
見
え
る
。
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観
光
業
界
人
材
ニ
ー
ズ
に
関
す
る
参
考
資
料
集
 

  目
次
 

 
1.
 観
光
業
界
に
お
け
る
人
材
-沖
縄
- 

2.
 観
光
業
界
に
お
け
る
人
材
-観
光
庁
- 

3.
 観
光
業
界
に
お
け
る
人
材
-東
北
- 

 
 

 1.
 観
光
業
界
に
お
け
る
人
材
-沖
縄
- 

タ
イ
ト
ル
 
「
沖
縄
型
So
ci
et
y5
.0
を
推
進
す
る
た
め
の
観
光
人
材
育
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
・

実
証
事
業
」
 

専
修
学
校
に
よ
る
地
域
産
業
中
核
的
人
材
養
成
事
業
 

発
行
元
 

国
立
大
学
法
人
琉
球
大
学
 

発
行
年
 

20
19
年
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L 

ht
tp
s:
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ww
w.
te
c.
u-
ry
uk
yu
.a
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/w
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co
nt
en
t/
up
lo
ad
s/
20
20
/0
6/
87
1a
ca
ef
8e
f3
aa
62
3f
82
94
e1
ff
9a
80
6d
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.p
df
 

目
次
 

1.
は
じ
め
に
 

2.
事
業
目
的
・
背
景
 -
観
光
人
材
と
IT
活
用
の
必
要
性
- 

3.
開
発
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
 

 
3-
1.
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 

 
3-
2.
観
光
5.
0 

 
3-
3.
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
 

4.
参
考
（
他
県
、
団
体
で
の
取
り
組
み
）
 

概
要
 

1.
は
じ
め
に
 

 
沖
縄
の
観
光
は
新
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
外
国
人
旅
行
者
の
増
加
や
人
材
不
足
、

旅
行
者
の
趣
味
・
志
向
の
多
様
化
、
IC
T
の
発
展
な
ど
求
め
る
ニ
ー
ズ
が
高
度
化
、
多
様

化
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
AI
や
デ
ー
タ
を
最
大
限
活
用
し
魅
力
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
中
核
的
観
光
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 

 
沖
縄
県
の
観
光
系
専
門
学
校
に
在
籍
す
る
専
門
学
校
生
、及
び
観
光
産
業
に
従
事
す
る

三
年
未
満
の
専
門
学
校
生
を
対
象
と
し
、
企
画
、
実
行
力
に
加
え
来
る
So
ci
et
y5
.0
の

「
超
ス
マ
ー
ト
社
会
」
の
実
現
に
寄
与
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
す
「
専
修
学
校
に
よ

る
地
域
産
業
中
核
的
人
材
養
成
事
業
」の
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
、効
果
に
つ
い
て
記
述
す
る
。 

2.
事
業
目
的
・
背
景
 

 
「
専
修
学
校
に
よ
る
地
域
産
業
中
核
的
人
材
養
成
事
業
」
で
は
、
沖
縄
県
内
の
中
核
的

観
光
人
材
（
企
画
、
実
行
力
を
備
え
、
IT
活
用
ス
キ
ル
、
デ
ー
タ
分
析
ス
キ
ル
等
を
最
大

限
活
用
し
、
観
光
分
野
の
課
題
か
ら
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
創
出
す
る
人
材
）
の
育
成
を
目

指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
 

 
観
光
業
で
は
宿
泊
、
旅
行
、
飲
食
業
、
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
、
二
次
交
通
等
の
抱
え
る
課
題

を
財
務
・
会
計
・
市
場
調
査
・
事
業
計
画
な
ど
の
観
点
か
ら
発
見
す
る
た
め
に
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
ア
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
等
の

各
ス
キ
ル
が
必
要
と
い
う
認
識
は
あ
る
。
し
か
し
、
IT
へ
の
理
解
や
課
題
認
識
は
低
く
、

中
核
的
観
光
人
材
に
必
要
な
ス
キ
ル
と
し
て
「
デ
ー
タ
分
析
能
力
」
や
「
IT
活
用
能
力
」

は
必
要
な
い
、と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
結
果
が
多
い
こ
と
か
ら
見
て
も
観
光
分
野
で

の
IT
活
用
意
識
は
低
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
 

61



 

 
そ
こ
で
、
観
光
分
野
に
お
い
て
も
、
Io
T、
AI
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
 

So
ci
et
y5
.0
 に
お
け
る
先
端
技
術
を
積
極
的
に
活
用
す
る
視
点
が
重
要
で
あ
る
。
し
か

し
、
現
行
の
観
光
系
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
こ
れ
ら
の
新
し
い
技
術
に
対
し
て
の
知
識
・

ス
キ
ル
の
取
得
が
難
し
い
の
が
現
状
で
あ
る
。今
後
も
技
術
革
新
が
進
む
 I
T 
分
野
と
転

換
期
を
迎
え
て
い
る
観
光
分
野
を
繋
げ
、
So
ci
et
y5
.0
 を
実
現
す
る
中
核
的
観
光
人
材

育
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。
 

3.
開
発
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
 

 
中
核
的
観
光
人
材
を
育
成
す
る
に
あ
た
り
、
大
学
、
専
門
学
校
、
一
般
財
団
法
人
、
企

業
と
連
携
し
、
よ
り
実
践
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
る
よ
う
試
み
た
。
構
成
機
関
は
以
下

の
図
の
通
り
で
あ
る
。
観
光
人
材
育
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
求
め
る
テ
ー
マ
・
内
容
、
教
育

手
法
に
つ
い
て
の
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
の
提
供
を
行
っ
た
。
ま
た
、
講
座
が
座
学
だ
け
に

な
ら
な
い
よ
う
に
講
師
派
遣
な
ど
行
い
、よ
り
効
果
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
現
を
目
指
し

た
。
 

 
 人
材
育
成
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
 

中
核
的
観
光
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
「
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
観
光
5.
0」
「
観
光
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の
３
分
野
の
教
育
を
展
開
す
る
。
各
60
時
間
計
18
0
時
間
を
想
定

し
、
専
門
学
校
で
の
導
入
の
た
め
学
術
的
な
物
に
な
ら
ず
、
実
践
的
な
ケ
ー
ス
ス
タ
デ

ィ
ー
を
行
う
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
連
携
可
能
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
す
る
。
 

 

 

 
3-
1.
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 

 
財
務
、
会
計
、
市
場
調
査
、
事
業
計
画
な
ど
の
観
点
か
ら
観
光
分
野
に
お
け
る
課
題
を

発
見
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
。観
光
分
野
で
の
課
題
発
見
の
た
め
に
必
要
な
ス
キ
ル
と

し
て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
ア
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
、
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
等
の
知
識
・
ス
キ
ル
を
学
び
、
PB
L(
Pr
oj
ec
t 
Ba
se
d 

Le
ar
ni
ng
)に
よ
り
、
よ
り
実
践
的
な
学
習
を
通
し
て
取
得
を
目
指
す
。
 

 
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
を
通
し
て
ど
の
様
な
戦
略
を
立
て
る
か
考
え
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

手
法
を
学
ぶ
。
新
規
事
業
計
画
や
収
支
計
画
な
ど
経
営
面
で
の
ス
キ
ル
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学

ぶ
こ
と
で
中
核
人
材
の
育
成
を
目
指
す
。
 

  
「
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
で
学
ぶ
ス
キ
ル
の
能
力
項
目
・
水
準
は
以
下
の
通
り
策
定
す

る
。
 財
務
と
会
計
 

金
融
市
場
・
社
債
発
行
、
借
入
・
財
務
諸
表
・
収
支
計
画
・
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
 

市
場
調
査
・
市
場
分
析
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
策
定
・
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
、
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
）
 

 3.
2.
観
光
 5
.0
 

 
今
後
さ
ら
な
る
技
術
革
新
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
化
す
る
Io
T、
AI
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
な
ど
の
概
念
及
び
仕
組
み
を
学
び
、そ
れ
ら
が
観
光
分
野
に
ど
の
よ
う
に
活
用
さ

れ
る
か
学
ぶ
。
So
ci
et
y5
.0
に
対
応
課
題
解
決
や
業
務
の
ス
マ
ー
ト
化
推
進
、
新
し
い
価

値
（
サ
ー
ビ
ス
）
を
推
進
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
。
IT
の
理
解
、
So
ci
et
y5
.0
を
構

成
す
る
仕
組
み
へ
の
理
解
が
必
要
で
あ
り
、
主
に
以
下
の
項
目
を
学
習
す
る
。
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AI
・
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
・
ク
ラ
ウ
ド
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
デ
ー
タ
分
析
・
暗
号
技
術
・
認

証
技
術
・
LP
WA
 

モ
バ
イ
ル
通
信
・
近
距
離
通
信
・
ロ
ボ
ッ
ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
セ
ン
サ
ー
・

So
ci
et
y5
.0
 

  
観
光
分
野
で
ど
の
よ
う
に
IT
を
活
用
す
る
か
、
と
い
う
視
点
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開

発
は
前
例
が
な
い
。
そ
こ
で
下
図
の
通
り
、
意
見
、
評
価
を
随
時
反
映
し
て
プ
ロ
タ
イ
プ

を
作
成
す
る
と
い
う
手
順
を
踏
ん
で
、よ
り
実
践
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
産
学
連
携
の
も

と
実
現
す
る
。
 

  沖
縄
の
観
光
事
業
の
課
題
及
び
So
ci
et
y5
.0
実
現
に
向
け
た
課
題
 

 
沖
縄
県
の
観
光
関
連
企
業
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
（
回
答
数
13
2
社
）
で
は

「
So
ci
et
y5
.0
に
向
け
た
取
り
組
み
に
関
す
る
調
査
」
に
つ
い
て
主
に
以
下
の
事
が
わ

か
っ
た
。
地
方
で
の
So
ci
et
y5
.0
へ
の
理
解
、
実
現
に
向
け
て
人
材
の
確
保
が
大
き
な

課
題
で
あ
る
こ
と
が
鮮
明
と
な
っ
た
。
 

 ・
雇
用
の
課
題
で
一
番
多
い
の
は
「
若
手
社
員
の
確
保
 2
2.
4%
」
 

・
So
ci
et
y5
.0
実
現
に
向
け
て
の
課
題
で
一
番
多
い
の
は
「
予
算
的
に
厳
し
い
 2
3.
5%
」 

 
「
具
体
的
な
利
用
イ
メ
ー
ジ
・
用
途
が
明
確
で
な
い
 8
.３
％
」
 

・
IO
T
に
詳
し
い
人
材
が
い
る
か
、
と
い
う
質
問
に
対
し
て
「
い
な
い
」
と
回
答
し
た
者

は
75
.8
% 

 
3.
3.
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
：
 

 
新
し
い
価
値
（
サ
ー
ビ
ス
）
を
作
り
上
げ
る
源
と
な
る
人
と
人
の
結
び
つ
き
や
異
分
野

と
の
結
び
つ
き
、
ビ
ジ
ョ
ン
形
成
を
取
得
し
、
観
光
分
野
で
の
付
加
価
値
を
高
め
価
値
を

創
造
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
。
 

 

 ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
・
LG
BT
・
異
文
化
理
解
・
文
化
的
タ
ブ
ー
・
食
の
宗
教
別
タ
ブ
ー
 

各
国
の
文
化
と
習
慣
・
各
国
の
特
徴
的
な
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
 

ク
レ
ー
ム
対
応
・
ク
レ
ー
ム
発
生
時
の
お
客
様
の
心
情
・
ク
レ
ー
ム
対
応
時
の
第
一
印
象
 

ク
レ
ー
ム
対
応
の
プ
ロ
セ
ス
・
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
・
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
 

コ
ー
チ
ン
グ
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 

 4.
参
考
 

 最
後
に
沖
縄
県
で
の
人
材
育
成
講
座
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
他
県
、
他
団
体
が
行
っ

て
い
る
「
人
材
育
成
」
の
参
考
事
例
を
記
載
す
る
。
 

 ①
明
海
大
学
（
千
葉
県
）
 

学
習
期
間
：
50
時
間
 

対
象
：
宿
泊
施
設
等
で
現
在
従
事
す
る
中
核
人
材
(ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
) 

目
的
：
宿
泊
施
設
等
が
有
す
る
課
題
の
解
決
や
地
域
及
び
業
界
か
ら
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

た
実
践
的
で
専
門
性
の
高
い
教
育
を
提
供
す
る
こ
と
。
 

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
：
ホ
ス
ピ
リ
タ
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
高
度
な
専
門
性
を
有
す
る
ホ

テ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
世
 

界
組
織
、
国
内
外
の
ホ
テ
ル
協
会
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
等
と
連
携
し
、
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
で
必
要
と
さ
れ
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
(人
材
育
成
、
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
)分
野
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
定
型
化
し
て
、
最
適
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
。
 

 ②
株
式
会
社
日
本
旅
行
、
有
限
責
任
監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ
 

学
習
期
間
：
6
時
間
 

対
象
：
DM
O 
の
戦
略
策
定
・
実
行
に
関
与
し
て
い
る
方
 

目
的
：
日
本
の
「
観
光
立
国
」
を
実
現
す
る
た
め
に
地
域
に
お
け
る
次
世
代
の
観
光
産
業

を
担
う
経
営
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
の
育
成
を
目
的
と
す
る
。
 

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
：
日
本
旅
行
で
は
「
地
方
創
生
」
を
行
っ
て
お
り
、
地
域
に
貢
献

す
る
関
係
人
口
の
拡
大
に
繋
が
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。「
戦
略
を
実
行
す
る
人

材
が
不
足
し
て
い
る
」、
「
戦
略
的
な
経
営
管
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
」
と
い
う
DM
O
の
課

題
を
踏
ま
え
、よ
り
実
践
的
な
内
容
と
し「
次
世
代
の
観
光
産
業
を
リ
ー
ド
で
き
る
人
材
」

の
育
成
を
目
指
す
。
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 2.
 観
光
業
界
に
お
け
る
人
材
-観
光
庁
- 

タ
イ
ト
ル
 
観
光
産
業
に
お
け
る
人
材
育
成
を
は
じ
め
と
し
た
課
題
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
 

観
光
分
野
で
の
女
性
活
躍
に
む
け
た
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
 

発
行
元
 

観
光
庁
 

発
行
年
 

20
17
年
、
20
19
年
 

UR
L 

ht
tp
s:
//
ww
w.
ch
us
ho
.m
et
i.
go
.j
p/
ko
uk
ai
/s
hi
ng
ik
ai
/k
ih
on
mo
nd
ai
/2
01
7/
do
w

nl
oa
d/
17
02
10
ki
ho
nm
on
da
i0
3.
pd
f 

ht
tp
s:
//
ww
w.
ml
it
.g
o.
jp
/k
an
ko
ch
o/
co
nt
en
t/
00
13
06
64
8.
pd
f 

ht
tp
s:
//
ww
w.
ml
it
.g
o.
jp
/c
om
mo
n/
00
12
00
90
6.
pd
f 

ht
tp
s:
//
ww
w.
ml
it
.g
o.
jp
/c
om
mo
n/
00
12
10
61
6.
pd
f 

目
次
 

    

1．
概
要
 

2．
観
光
産
業
の
現
状
 

3．
観
光
庁
が
実
施
す
る
取
り
組
み
 

3.
1.
観
光
MB
A 

3.
2.
女
性
・
シ
ニ
ア
活
躍
 

3.
3.
地
域
の
観
光
人
材
育
成
 

4．
ま
と
め
 -
観
光
産
業
の
人
材
不
足
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
 

概
要
 

 
1.
概
要
 
 

 
観
光
産
業
は
従
業
員
が
不
足
し
て
い
る
業
界
と
し
て
長
年
人
材
不
足
が
課
題
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
経
営
手
法
を
長
年
の
「
勘
」
や
「
経
験
」
に
依
存
し
た
場
合
が
多
く
、

旅
館
は
厳
し
い
経
営
状
況
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
科
学
的
な
経
営
、
人
材

の
育
成
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
IT
の
積
極
的
利
用
の
重
要
性
は
認
識
し
て
い
る
が
知
識

不
足
に
よ
り
対
応
を
と
っ
て
い
な
い
場
合
が
多
い
。そ
こ
で
観
光
庁
で
は
改
革
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。
 

 取
り
組
み
①
旅
館
ホ
テ
ル
の
IC
T
化
等
に
よ
る
生
産
性
向
上
の
支
援
 

 
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
や
Wi
fi
環
境
の
整
備
を
支
援
。
結
果
と
し
て
迅
速
な
サ
ー

ビ
ス
の
実
施
、
従
業
員
の
労
働
時
間
削
減
、
生
産
性
向
上
を
実
現
。
 

 取
り
組
み
②
モ
デ
ル
事
例
の
全
国
発
信
 

 
「
旅
館
ホ
テ
ル
生
産
性
向
上
協
議
会
」（
平
成
27
年
10
月
発
足
）
に
お
い
て
選
出
さ

れ
た
８
モ
デ
ル
旅
館
ホ
テ
ル
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
モ
デ
ル
事
例
創
出
や
全

国
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
、
e-
ラ
ー
ニ
ン
グ
等
の
取
組
み
を
行
い
、
全
国
に
発
信
。 

 取
り
組
み
③
観
光
業
界
で
の
女
性
活
用
の
検
討
 

 
20
17
年
は
「
持
続
可
能
な
国
際
観
光
年
」
元
年
で
あ
っ
た
。
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 

で
は
「
観
光
業
の
持
続
可
能
な
発
展
に
お
け
る
女
性
の
役
割
」
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、

女
性
の
活
躍
が
観
光
産
業
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
の
提
言
が
な
さ
れ
た
。
 

 
三
重
県
鳥
羽
市
で
は
海
女
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
女
性
が
観
光
業
で
中
心
的
役
割

を
担
っ
て
い
る
 

地
域
の
自
然
や
文
化
の
活
用
、
保
存
に
女
性
が
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
 

エ
コ
ツ
ア
ー
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
体
験
な
ど
人
に
や
さ
し
い
旅
行
に
つ
い
て
 

 
2.
観
光
産
業
の
現
状
 

 
宿
泊
業
で
は
顧
客
の
い
な
い
時
間
に
休
憩
を
と
る
「
中
抜
け
」
と
い
う
変
則
的
な
勤

務
形
態
を
と
り
、
結
果
的
に
長
時
間
労
働
と
な
り
人
材
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
、
女
性
に
と
っ
て
は
長
時
間
勤
務
、
自
由
な
他
業
種
に
比
べ
て
出
来
な
い
こ
と
か

ら
下
図
の
よ
う
に
離
職
率
が
高
い
業
界
で
あ
る
、
と
言
え
る
。
 

 

 
  
ま
た
、
観
光
業
は
20
18
年
に
国
際
観
光
客
到
着
数
が
14
億
人
に
到
達
し
、
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
は
世
界
の
中
で
最
も
高
い
伸
び
が
予
想
さ
れ
る
国
際
市
場
で
あ
る
。国
内
に

お
い
て
も
20
18
年
に
は
初
め
て
訪
日
外
国
人
旅
行
者
が
30
00
万
人
を
突
破
し
、過
去
最

高
を
記
録
す
る
な
ど
伸
び
て
い
く
分
野
で
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
上
記
の
様
な
人
材

面
で
の
課
題
が
多
く
あ
り
、
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
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3.
観
光
庁
が
実
施
す
る
取
り
組
み
 

3-
1.
観
光
MB
A 

 
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
で
き
る
ト
ッ
プ
人
材
の
不
足
や
IT
の
活
用
へ
の
取
り
組
み

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
 

観
光
業
に
お
い
て
、
観
光
庁
が
20
18
年
に
設
置
し
た
「
観
光
MB
A」
が
あ
る
。
観
光
MB
A

は
以
下
の
人
材
育
成
を
行
い
、
観
光
産
業
の
国
際
競
争
力
強
化
を
目
指
す
。
 

 ・
観
光
産
業
を
牽
引
す
る
人
材
 

・
地
域
の
観
光
産
業
を
担
う
人
材
 

・
即
戦
力
と
な
る
実
務
人
材
 

 観
光
産
業
を
担
う
中
核
人
材
育
成
事
業
 

観
光
産
業
で
は
地
域
の
観
光
産
業
の
中
核
を
担
う
人
材
の
不
足
（
質
の
不
足
）
と
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
を
は
じ
め
と
す
る
増
加
す
る
観
光
客
に
対
応
す
る
現
場
の
人
材
不
足
（
量
の
不

足
）
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
観
光
庁
で
は
観
光
MB
A
や
社
会
人
向
け
講
座

の
実
施
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
を
行
い
、
質
と
量
の
不
足
解
決
に
努
め
て
い
る
。
 

①
社
会
人
向
け
講
座
：
社
会
人
の
学
び
直
し
の
教
育
の
場
を
提
供
（
全
国
６
大
学
で
社
会

人
向
け
講
座
を
実
施
）
 

②
全
体
会
議
・
合
同
研
修
の
実
施
：
観
光
庁
に
よ
る
全
体
全
体
会
議
や
合
同
研
修
を
開
催

し
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
。
各
地
域
で
も
産
学
官
に
よ
る
検
討
会
を
開
催
し
協
力
体
制
を

構
築
。
 

③
学
生
向
け
の
体
験
型
授
業
の
提
供
：
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の
体
験
を
行
い
、
よ
り

実
践
的
な
学
び
を
提
供
。
 

 

例
：
東
洋
大
学
 「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
に
お
け
る
女
性
活
躍
と
組
織
づ
く
り
講
座
」
  

 観
光
産
業
革
新
検
討
会
 

 
20
17
年
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
る
観
光
庁
「
観
光
産
業
革
新
検
討
会
」
で
は
有
識
者
で
観

光
産
業
の
成
長
を
目
指
し
課
題
を
検
討
し
て
い
る
。中
で
も
、宿
泊
産
業
の
生
産
性
向
上
、

人
手
不
足
へ
の
対
応
を
最
重
要
課
題
と
捉
え
て
お
り
、投
資
の
呼
び
込
み
を
図
る
な
ど
を

検
討
し
て
い
る
。
 

 
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
ス
キ
ル
を
持
っ
た
人
材
育
成
が
重
要
で
あ

り
、
そ
の
た
め
の
社
会
的
な
支
援
が
必
要
 

 
大
学
で
の
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
人
材
育
成
の
面
で
効
果
を
発
揮
し
て
い
る

の
で
、
今
後
も
注
力
す
べ
き
 

 3.
2
女
性
・
シ
ニ
ア
活
躍
 

 
今
後
も
成
長
が
期
待
さ
れ
る
観
光
分
野
で
管
理
職
へ
の
登
用
も
含
め
た
女
性
活
用
の

実
現
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
向
上
し
、
多
様
な
観
光
客
に
対
す
る
質

の
高
い
観
光
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
し
、
観
光
先
進
国
と
し
て
の
取
組
強
化
を
目
指
す
。
 

 ①
草
津
温
泉
観
光
協
会
：
テ
レ
ワ
ー
ク
の
モ
デ
ル
事
業
を
検
討
、
実
施
し
、
優
秀
な
女
性

社
員
の
離
職
を
防
ぐ
た
め
に
現
在
の
仕
事
の
う
ち
ど
れ
が
テ
レ
ワ
ー
ク
可
能
か
を
検
討

す
る
仕
組
み
を
実
施
。
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②
栃
木
県
観
光
物
産
協
会
（
と
ち
ぎ
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）：
短
時
間
勤
務
や
女
性
活
用
（
ワ
ー
マ
マ

推
進
）
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
産
休
・
育
休
前
後
も
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

テ
レ
ワ
ー
ク
・
在
宅
勤
務
の
仕
組
み
化
を
検
討
し
、
女
性
の
離
職
率
低
下
を
目
指
し
て
い

る
。
 

 ③
シ
ニ
ア
 

 
人
材
不
足
の
観
点
か
ら
シ
ニ
ア
獲
得
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
精
神
事
例
を
収
集
し
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し
て
取
り
組
み
の
工
夫
や
経
営
効
果
な
ど
を
分
析
、「
事
例
報
告
書
」

と
し
て
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。
 

 
兵
庫
県
 城
崎
温
泉
 

地
域
一
体
と
な
っ
た
協
力
体
制
で
女
性
・
シ
ニ
ア
を
含
め
た
人
材
確
保
や
、
働
き
や

す
さ
を
実
現
。
 

高
知
県
 城
西
館
 

地
元
の
評
判
を
高
め
、女
性
・
シ
ニ
ア
が
働
い
て
み
た
い
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
構
築
。 

 3.
3.
地
域
の
観
光
人
材
育
成
 

 
地
域
一
体
と
な
り
人
材
確
保
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し
、
業
界
紙
、
求
人
誌
、
観
光
庁

HP
を
通
し
て
全
国
に
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。
 

 ①
採
用
面
で
の
取
り
組
み
 

 
旅
館
単
体
で
は
人
材
確
保
に
限
界
が
あ
り
、ま
た
採
用
人
数
に
毎
年
ば
ら
つ
き
が
あ
り

採
用
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
た
ま
ら
な
い
、
と
い
う
課
題
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
共
同
広
報
、

説
明
会
の
開
催
、
旅
館
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
な
ど
の
人
材
確
保
を
支
援
し
て
い
る
。 

 ②
労
務
面
で
の
取
り
組
み
 

 
「
中
抜
け
」
な
ど
業
界
特
有
の
業
務
形
態
や
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
描
き
に
く
い
、
と
い
う

課
題
に
対
し
て
従
来
型
勤
務
体
制
の
見
直
し
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
を
実
施
し
て
い

る
。
 

4.
ま
と
め
 

 
成
長
が
期
待
さ
れ
る
観
光
産
業
に
お
い
て
「
人
材
確
保
」
は
急
務
で
あ
る
。
潜
在
能
力

の
あ
る
女
性
や
シ
ニ
ア
を
適
材
適
所
に
配
置
し
、多
様
な
観
光
客
に
対
す
る
質
の
高
い
観

光
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
観
光
先
進
国
と
し
て
の
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
と

言
え
る
。
 

 3.
 観
光
業
界
に
お
け
る
人
材
-東
北
- 

 タ
イ
ト
ル
 
東
北
観
光
再
生
の
歩
み
と
わ
が
国
観
光
へ
の
示
唆
 

発
行
元
 

日
本
総
研
、
東
北
観
光
推
進
機
構
 

発
行
年
 

20
21
年
、
20
20
年
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で
の
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4．
今
後
の
課
題
 

概
要
 

1.
東
北
観
光
の
復
興
と
現
状
 

 
20
11
年
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
東
北
地
方
は
莫
大
な
被
害
を
受
け

た
。
東
北
の
観
光
産
業
は
人
的
、
物
的
被
害
に
加
え
て
福
島
第
一
原
発
の
風
評
被
害
も
あ

り
観
光
業
で
の
影
響
は
深
刻
で
あ
っ
た
。
 

 
東
北
地
方
で
は
20
16
年
に
「
オ
ー
ル
東
北
」
の
も
と
人
材
育
成
を
図
る
取
り
組
み
と

し
て
東
北
観
光
推
進
機
構
に
よ
る
観
光
人
材
育
成
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。東
北
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
塾
は
20
19
年
ま
で
に
14
9
名
が
受
講
を
終
了
し
て
お
り
、
現
在
も
続
い
て
い

る
。大
震
災
の
後
の
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
か
ら
は
再
生
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
東
北
観
光
で
あ
る

が
、
全
国
平
均
よ
り
も
早
く
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
、
サ
ー
ビ

ス
や
経
営
に
関
わ
る
人
材
の
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
政
府
の
復
興
基
本
方
針

（
２
０
１
１
年
）
に
定
め
ら
れ
た
「
復
興
・
創
生
期
間
（
20
16

20
20
年
）」
が
終
了
す

る
た
め
、
自
立
的
に
経
営
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
な
り
、
ま
た
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
け
る

観
光
と
い
う
新
し
い
視
点
で
の
経
営
も
必
要
と
な
り
、よ
り
高
度
な
経
営
ス
キ
ル
を
持
っ

た
人
材
の
確
保
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
 

 2.
東
北
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
塾
 

 
東
北
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
塾
は
一
般
社
団
法
人
東
北
観
光
推
進
機
構
が
観
光
人
材
育
成
を

目
的
に
し
た
取
り
組
み
で
20
16
年
度
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
る
。
東
北
６
県
と
新
潟
県
等

の
観
光
誘
客
拠
点
地
域
を
中
心
に
開
催
し
、観
光
分
野
の
最
前
線
で
活
躍
す
る
講
師
陣
の

セ
ミ
ナ
ー
と
と
も
に
、塾
生
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
東
北
の
観
光
に
関
す
る
課
題
や

対
策
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
す
る
こ
と
で
、
東
北
の
観
光
振
興
に
つ
い
て
の
知
見
を
深
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め
、
同
時
に
塾
生
間
の
交
流
を
図
る
事
を
目
的
と
し
て
い
る
。
 

 
20
21
年
度
に
お
い
て
は
以
下
の
様
に
af
te
r
コ
ロ
ナ
を
ふ
ま
え
て
IT
、
DX
も
踏
ま
え

た
講
義
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
 

コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
す
観
光
デ
ジ
タ
ル
変
革
 

ユ
ー
ザ
ー
発
信
情
報
の
活
用
を
踏
ま
え
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
こ
れ
か
ら
の
観
光

振
興
に
つ
い
て
 

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
観
光
地
域
づ
く
り
 

観
光
地
域
づ
く
り
に
よ
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
活
性
化
 

 
3.
各
県
で
の
取
り
組
み
事
例
 

青
森
大
学
 

 
青
森
観
光
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
は
地
域
の
観
光
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
20
17
年
に

設
立
さ
れ
た
。
特
に
、
青
森
の
自
然
環
境
や
自
然
由
来
の
素
材
を
活
か
す
こ
と
を
重
視
し

て
お
り
、
そ
の
た
め
に
「
自
然
体
験
型
商
品
」
を
企
画
、
提
供
で
き
る
人
材
の
育
成
を
重

視
し
て
い
る
点
は
特
徴
的
で
あ
る
と
言
え
る
。
 

 ①
観
光
庁
事
業
の
「
産
学
連
携
に
よ
る
観
光
産
業
の
中
核
人
材
育
成
・
強
化
事
業
」
 

 
「
実
践
か
ら
学
ぶ
自
然
環
境
資
源
を
生
か
す
体
験
型
観
光
商
品
の
開
発
手
法
」
に
取
り

組
み
、
青
森
な
ら
で
は
の
商
品
を
企
画
、
提
供
す
る
仕
組
み
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
実
施
。 

 ②
観
光
庁
と
連
携
し
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
自
然
体
験
型
商
品
の
企
画
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

力
強
化
の
集
中
セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催
 

 
20
22
年
度
は
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
て
海
外
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
産
業
経
営

の
人
材
を
育
て
る
大
学
と
連
携
し
て
観
光
産
業
従
事
者
を
対
象
に
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
。
 

 い
わ
て
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
育
成
推
進
協
議
会
 

 
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
増
大
、東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
き
っ
か
け
に
岩
手
を
魅

力
的
に
発
信
す
る
人
材
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。い
わ
て
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
育
成
推
進
協

議
会
は
20
17
年
に
設
立
さ
れ
た
組
織
で
以
下
を
目
的
と
し
、
県
、
企
業
、
教
育
機
関
と

連
携
し
て
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
っ
た
人
材
育
成
に

特
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
 

 「
岩
手
の
豊
富
な
資
源
を
積
極
的
に
生
か
し
、世
界
に
発
信
す
る
グ
ロ
ー
カ
ル
な
視
点
を

持
ち
、
世
界
の
平
和
や
国
際
的
な
課
題
解
決
、
自
立
し
た
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
を
担

う
こ
と
の
で
き
る
人
材
の
育
成
」
 

 

 

 
 取
り
組
み
例
 

 
文
部
科
学
省
官
民
協
働
海
外
留
学
支
援
制
度
を
利
用
し
、日
本
人
学
生
を
海
外
研
修
へ

派
遣
し
、グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
の
育
成
。グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
育
成
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
お
り
、

以
下
の
コ
ー
ス
に
よ
り
実
践
的
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、参
加
者
が
具
体
的
な
戦

略
を
考
え
る
ス
キ
ル
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。
 

 
県
産
品
販
路
開
拓
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
  

も
の
づ
く
り
産
業
海
外
展
開
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

交
流
人
口
拡
大
促
進
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

持
続
可
能
型
地
域
づ
く
り
産
業
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
  

多
様
性
地
域
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

 秋
田
県
 

 
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
だ
け
で
な
く
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
国
内
の
観
光
客
を
視
野
に

入
れ
た
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
鹿
角
観
光
が
グ
ロ
ー
バ
ル
で
有
名
に
な

っ
て
き
た
こ
と
で
、選
ば
れ
る
観
光
地
と
し
て
の
受
け
入
れ
態
勢
強
化
と
し
て
人
材
育
成

が
急
務
と
捉
え
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
 

 
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
㈱
か
づ
の
観
光
物
産
公
社
）
の
推
進
強
化
に
係
る
人
材
育
成
 

国
内
外
の
観
光
客
受
入
態
勢
整
備
に
必
要
な
人
材
育
成
 

積
極
的
な
デ
ジ
タ
ル
活
用
を
行
い
、「
新
し
い
観
光
産
業
」
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
ス
キ
ル
 

国
際
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
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令
和
三
年
度
「
秋
田
県
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
（
仮
称
）」
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て

は
以
下
の
通
り
で
あ
り
、「
秋
田
な
ら
で
は
の
観
光
」
を
魅
力
的
に
発
信
で
き
る
人
材
を

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
観
光
に
お
い
て
重
視
し
て
い
る
。
 

 
観
光
地
経
営
を
牽
引
す
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
・
採
用
 

体
験
型
観
光
の
関
係
事
業
者
や
体
験
ガ
イ
ド
等
の
育
成
と
待
遇
改
善
 

語
学
等
の
専
門
人
材
バ
ン
ク
を
活
用
し
た
人
材
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
推
進
 

 
 

4.
今
後
の
課
題
 

 
東
北
地
方
で
は
大
震
災
の
以
前
よ
り
社
会
・
中
枢
で
活
躍
し
た
い
年
配
層
が
多
数
失
わ

れ
た
た
め
世
代
交
代
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
他
地
域
か
ら
赴
任
し
て
い
た
若
手
や

U&
Iタ
ー
ン
な
ど
大
震
災
を
機
に
他
の
自
治
体
か
ら
転
入
し
て
き
た
人
が
現
在
活
躍
し
て

い
る
。
 

 
ま
た
、
プ
ロ
ボ
ノ
活
動
（
学
識
者
・
研
究
者
や
士
業
従
事
者
等
が
専
門
知
識
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
公
益
活
動
を
行
う
こ
と
）な
ど
の
外
部
と
の
連
携
を
通
し
て
人
材
交

流
、
人
材
育
成
の
た
め
の
企
業
か
ら
の
派
遣
な
ど
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
 

 
 
東
北
へ
の
観
光
が
脚
光
を
浴
び
始
め
た
こ
ろ
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
が
起
こ
り
、
現
在
は
観
光
客
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
初
の
目
標
で
あ
っ
た
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
獲
得
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
戦
略
と
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
戦
略
が

よ
り
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
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地
方
県
（
沖
縄
県
）
に
お
け
る
IT
業
界
人
材
ニ
ー
ズ
分
析
レ
ポ
ー
ト
 

 目
次
 

 
1.
 要
旨
 

2.
 調
査
レ
ポ
ー
ト
 

(1
) 
調
査
の
内
容
 

(2
) 
調
査
の
結
果
 

(3
) 
施
策
 

(4
) 
今
後
の
課
題
 

   1.
 要
旨
 

 
近
年
、
沖
縄
県
で
は
IT
関
連
産
業
を
県
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
と
位
置
付
け
、
IT
人
材
の
確
保
と
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
IT
分
野
に
お
い
て
の
雇
用
創
出
に
繋
が
る
取
組
の
展
開
と
幅
広
い
IT
人
材
の
育

成
・
確
保
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
人
材
の
育
成
・
確
保
、
雇
用
環
境
の
抜
本
的
な
改
善
を
図
る
必
要
が
あ

る
と
し
て
い
る
。
  

そ
こ
で
、
県
内
で
育
成
さ
れ
た
IT
人
材
が
そ
の
知
識
・
ス
キ
ル
を
活
か
し
、
県
内
の
企
業
・
団
体
等
で

活
躍
し
続
 け
て
い
く
仕
組
み
を
実
現
し
、
沖
縄
県
が
目
指
す
IT
関
連
産
業
の
継
続
的
な
発
展
の
へ
取
組

み
を
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
。
県
内
の
IT
人
材
に
対
す
る
企
業
か
ら
の
ニ
ー
ズ
、
IT
人
材
の
キ
ャ
リ
ア
形

成
等
に
関
す
る
意
向
や
育
成
・
定
着
に
向
け
た
取
組
状
況
を
明
確
化
し
、
こ
の
乖
離
を
埋
め
る
た
め
の
実

効
性
の
高
い
人
材
育
成
・
定
着
策
の
方
向
性
を
取
り
ま
と
め
た
。
 

沖
縄
県
内
の
IT
関
連
産
業
は
、
ア
ジ
ア
有
数
の
国
際
情
報
通
信
ハ
ブ
の
形
成
を
目
指
す
沖
縄
県
に
よ
る

積
極
的
な
振
興
施
策
等
の
成
果
と
し
て
目
覚
し
い
成
長
を
遂
げ
、
沖
縄
経
済
の
自
立
化
と
産
業
振
興
の
推

進
に
多
大
な
貢
献
を
果
た
し
て
い
る
。
沖
縄
へ
立
地
し
た
IT
関
連
産
業
企
業
数
、
雇
用
者
数
は
と
も
に
増

加
の
一
途
を
た
ど
り
、
 沖
縄
県
は
首
都
圏
等
の
大
手
 I
T 
関
連
企
業
か
ら
の
受
託
開
発
業
務
を
中
心
と

し
た
ニ
ア
シ
ョ
ア
開
発
の
一
大
拠
 点
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
近
年
は
ニ
ア

シ
ョ
ア
開
発
だ
け
で
な
く
、
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
や
ゲ
ー
ム
開
発
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
、
情
報
通
信
端
末
の

検
証
な
ど
、
高
度
な
技
術
が
必
要
な
業
務
を
含
め
多
様
な
企
業
が
現
れ
て
い
る
。
  

一
方
で
、
ニ
ア
シ
ョ
ア
開
発
を
中
心
と
し
た
事
業
構
造
に
お
い
て
は
、
近
年
、
低
単
価
の
海
外
事
業
者
の

市
場
参
入
 等
に
よ
っ
て
成
熟
市
場
の
な
か
で
価
格
競
争
が
激
し
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
下
請
け
で

あ
る
こ
と
に
よ
る
仕
事
の
単
価
の
低
さ
や
仕
事
内
容
は
、
従
業
員
の
給
料
や
や
り
が
い
に
大
き
く
影
響
し
、

特
に
若
い
人
材
の
獲
得
・
定
着
化
に
お
け
る
課
題
に
も
結
び
つ
い
て
い
る
。
  

今
回
の
調
査
結
果
で
は
、
下
請
け
中
心
の
事
業
構
造
に
よ
り
、
仕
事
の
や
り
が
い
と
給
与
水
準
の
両
面

に
お
い
て
、
沖
縄
県
内
の
IT
関
連
企
業
が
就
業
希
望
者
の
期
待
を
十
分
に
満
た
せ
ず
、
人
材
の
県
外
流
出

の
一
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
県
内
IT
関
連
企
業
の
情
報
が
十
分
に
就
業
希
望
者
に
届
い
て
お
ら
ず
、

地
元
企
業
の
情
報
を
未
 収
集
の
ま
ま
県
外
の
企
業
に
流
出
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ

た
。
 
沖
縄
県
内
に
限
ら
ず
、
国
内
の
IT
関
連
産
業
で
は
、
近
年
の
首
都
圏
に
お
け
る
大
型
案
件
の
需
要
増
大

等
を
受
け
て
人
材
不
足
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
状
況
に
お
い
て
「
IT
人
材
の
地
産
地
消
」
を
実
現
し
、
沖

縄
県
が
目
指
す
IT
関
連
産
業
の
継
続
的
な
発
展
を
遂
げ
る
た
め
に
は
、
沖
縄
県
の
強
み
や
特
色
を
活
か
し

な
が
ら
、
県
内
外
の
優
 秀
な
IT
人
材
に
と
っ
て
十
分
に
魅
力
あ
る
産
業
と
し
て
進
化
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

2.
 調
査
レ
ポ
ー
ト
 

 (1
) 
調
査
の
内
容
 

 
沖
縄
県
に
お
け
る
地
域
定
着
型
 I
T 
人
材
の
育
成
手
法
に
関
す
る
調
査
等
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
1)

ニ
ー
ズ
調
査
、
2)
ウ
ォ
ン
ツ
調
査
、
3)
リ
ソ
ー
ス
調
査
を
行
っ
た
。
  

 
1-
1 
ニ
ー
ズ
調
査
内
容
 

 １
）
県
内
に
本
社
ま
た
は
拠
点
を
持
つ
企
業
の
IT
人
材
が
置
か
れ
て
い
る
環
境
と
人
材
獲
得
・
育
成
の
取

組
み
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
IT
人
材
の
獲
得
や
育
成
に
係
る
課
題
と
ニ
ー
ズ
を
導
き
出
す
 。
 

２
）
県
外
の
IT
関
連
企
業
が
、
自
社
内
の
ニ
ア
シ
ョ
ア
拠
点
設
置
ま
た
は
国
内
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
を
想
定
し

た
と
き
に
求
め
る
 I
T 
人
材
を
明
ら
か
に
し
、
沖
縄
県
に
て
調
達
し
た
い
人
材
へ
の
ニ
ー
ズ
を
導
き

出
す
。
  

 1-
2 
ウ
ォ
ン
ツ
調
査
内
容
 

 １
）
沖
縄
県
内
在
住
の
IT
人
材
が
「
就
業
す
る
際
に
求
め
る
ウ
ォ
ン
ツ
」
に
つ
い
て
、
県
内
希
望
/県
外

希
望
の
差
異
等
を
導
き
出
す
。
  

２
）
現
在
は
県
外
在
住
で
あ
る
IT
人
材
が
、
Uタ
ー
ン
ま
た
は
Iタ
ー
ン
等
で
「
沖
縄
県
で
就
業
す
る
際
に

求
め
る
ウ
ォ
ン
ツ
 」
を
導
き
出
す
。
 

 1-
3 
リ
ソ
ー
ス
調
査
内
容
 

 １
）
県
内
自
治
体
・
人
材
育
成
団
体
が
実
施
す
る
IT
人
材
育
成
施
策
の
内
容
を
把
握
す
る
。
 

２
）
県
外
自
治
体
が
、
各
地
域
の
実
態
に
基
づ
い
て
実
施
し
て
い
る
優
良
施
策
を
県
内
に
お
け
る
今
後
の

検
討
の
参
考
と
し
て
収
集
す
る
。
  
 

  (2
) 
調
査
の
結
果
 

 2-
1 
ニ
ー
ズ
調
査
結
果
 

 ニ
ー
ズ
調
査
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
は
、
表
1に
示
す
調
査
対
象
10
02
社
に
対
し
て
、
計
14
9社
か
ら
有
効

回
答
を
得
た
(配
布
回
収
期
間
:2
01
6 
年
 1
2 
月
 5
 日
~2
01
7 
年
 1
 月
 1
4 
日
)。
 

 
 表
1：
ニ
ー
ズ
調
査
結
果
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 2-
2 
ウ
ォ
ン
ツ
調
査
結
果
 

 
県
内
ウ
ォ
ン
ツ
調
査
に
つ
い
て
は
、
表
2に
示
す
ウ
ォ
ン
ツ
調
査
対
象
は
沖
縄
県
内
の
情
報
系
学
科
を

持
つ
教
育
機
関
計
6校
に
協
力
を
得
て
、
最
終
年
次
ま
た
は
そ
の
前
の
年
次
の
学
生
を
対
象
に
、
ア
ン
ケ

ー
ト
票
の
配
布
・
回
収
を
実
施
し
た
。
(配
布
回
収
期
間
: 
20
16
 年
 1
2 
月
 5
 日
~2
01
6 
年
 1
2 
月
 2
8 

日
)。
  

県
外
ウ
ォ
ン
ツ
調
査
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
の
IC
T関
連
企
業
へ
の
 U
・
I 
タ
ー
ン
に
関
心
を
持
つ
就

業
者
ま
た
は
就
業
希
望
者
35
名
に
対
し
、
we
bア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
回
答
を
得
た
。
 

(調
査
実
施
期
間
:2
01
6 
年
 1
2 
月
 2
1 
日
~2
01
7 
年
 1
 月
 9
 日
)。
  

 
表
２
：
ウ
ォ
ン
ツ
調
査
結
果
 

 
 2-
3 
リ
ソ
ー
ス
調
査
結
果
 

 
表
３
に
示
す
県
内
リ
ソ
ー
ス
調
査
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
内
の
全
市
町
村
(4
1 
機
関
)に
対
し
て
郵
送

で
調
査
票
を
配
布
し
、
 計
 1
7 
機
関
か
ら
有
効
回
答
を
得
た
。
(配
布
回
収
期
間
:2
01
6 
年
 1
2 
月
 5
 

日
~2
01
7 
年
 1
 月
 1
4 
日
)。
  

県
外
リ
ソ
ー
ス
調
査
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
以
外
の
全
都
道
府
県
(4
6機
関
)、
全
政
令
指
定
都
市
(2
0 

機
 関
)に
対
し
て
郵
送
で
調
査
票
を
配
布
し
、
計
 5
0 
機
関
か
ら
有
効
回
答
を
得
た
。
(配
布
回
収
期

間
:2
01
6 
年
 1
2 
月
 5
 日
~2
01
7 
年
 1
 月
 1
4 
日
)。
  

 
表
３
：
リ
ソ
ー
ス
調
査
結
果
 

 
 (3
) 
施
策
  

 
沖
縄
県
が
取
り
組
む
主
な
 I
T 
人
材
育
成
支
援
事
業
・
施
策
を
紹
介
す
る
。
  

 
3-
1 
IT
人
材
力
育
成
強
化
事
業
施
策
 

 
情
報
通
信
関
連
団
体
等
が
実
施
主
体
と
な
り
、
県
内
情
報
通
信
関
連
企
業
に
就
業
し
て
い
る
技
術
者
等

を
対
象
に
研
修
を
実
施
す
る
。
 

3-
2 
高
度
情
報
分
析
人
材
育
成
施
策
 

 
統
計
・
分
析
手
法
の
幅
広
い
知
識
と
情
報
分
析
結
果
か
ら
新
た
な
付
加
価
値
に
つ
な
が
る
ヒ
ン
ト
を
探

索
・
抽
出
す
る
能
力
や
、
こ
れ
ら
を
基
に
、
新
た
な
価
値
を
創
出
す
る
能
力
な
ど
、
高
い
情
報
分
析
能
力

を
有
す
る
人
材
を
育
成
す
る
。
 

 3-
3 
IT
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
IT
ク
 リ
エ
イ
タ
ー
人
材
創
出
促
進
 施
策
. 
 

映
像
、
ゲ
ー
ム
等
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
分
野
で
必
要
と
さ
れ
る
プ
ラ
ン
ナ
ー
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
等
の

人
材
を
育
成
し
、
供
給
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
沖
縄
県
へ
の
開
発
企
業
の
集
積
と
雇
用
創

出
を
促
進
す
る
。
 

  (4
) 
今
後
の
課
題
 

 
沖
縄
県
に
お
け
る
 I
T 
人
材
獲
得
・
育
成
に
関
す
る
課
題
と
し
て
、
特
に
理
工
系
・
技
術
系
に
お
け
る

大
学
卒
業
者
、
高
専
卒
業
者
、
専
門
学
校
卒
業
者
の
県
外
就
職
率
が
高
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
  

沖
縄
県
内
に
は
琉
球
大
学
、
沖
縄
工
業
高
等
専
門
学
校
、
数
校
の
情
報
系
専
門
学
校
な
ど
の
IT
系
教
育
を

手
掛
け
て
い
る
教
育
機
関
が
あ
り
、
県
内
IT
関
連
産
業
を
 支
え
る
 I
T人
材
の
継
続
的
な
育
成
・
輩
出
の

基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
  

沖
縄
県
内
に
限
ら
ず
、
国
内
の
IT
関
連
産
業
で
は
、
近
年
の
首
都
圏
に
お
け
る
大
型
案
件
の
需
要
増
大

等
を
受
け
て
人
材
不
足
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
状
況
に
お
い
て
大
学
・
高
専
・
専
門
学
校
等
に
お
い
て
情

IT
分
野
の
専
門
知
識
を
身
に
着
け
た
次
代
を
担
う
人
材
の
県
外
へ
の
流
出
は
、
沖
縄
県
内
の
IT
関
連
企
業

に
お
け
る
人
材
確
保
が
引
き
続
き
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
る
こ
と
を
指
す
。
実
際
、
沖
縄
県
内
の
IT
関
連

企
業
は
、
IT
分
野
の
学
生
よ
り
も
む
し
ろ
、
文
系
の
学
生
等
を
新
卒
採
用
に
よ
り
多
く
確
保
し
て
お
り
、

基
礎
的
な
知
識
レ
ベ
ル
の
育
成
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
中
小
企
業
の
割
合
の
多
い
県
内
IT
関
連

企
業
に
と
っ
て
費
用
的
・
労
力
的
負
担
の
増
大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
  

こ
の
た
め
、
若
者
が
県
外
へ
流
出
し
て
し
ま
う
原
因
の
究
明
や
県
内
企
業
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
等
を
通

じ
、
就
業
希
 望
者
へ
の
県
内
企
業
の
魅
力
を
伝
え
、
若
者
の
地
域
へ
の
定
着
を
図
る
工
夫
が
求
め
ら
れ

る
。
  

   【
参
考
、
引
用
文
献
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地
方
県
（
沖
縄
県
）
に
お
け
る
金
融
業
界
人
材
ニ
ー
ズ
分
析
レ
ポ
ー
ト
 

 目
次
 

 
1.
 要
旨
 

2.
 調
査
レ
ポ
ー
ト
 

(1
) 
金
融
業
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
現
況
 

(2
) 
金
融
業
界
の
課
題
と
人
材
確
保
・
育
成
の
重
要
性
 

(3
) 
今
後
求
め
ら
れ
る
人
材
 

   1.
 要
旨
 

 
金
融
緩
和
に
よ
る
長
期
的
な
低
金
利
環
境
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
を
背
景
と
し
た
国
内
経
済
の
停

滞
、
顧
客
ニ
ー
ズ
・
行
動
の
変
容
、
異
業
種
・
Fi
nt
ec
h
の
参
入
、
金
融
規
制
の
変
化
な
ど
、
日
本
の
金

融
機
関
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
不
確
実
・
非
連
続
に
変
化
し
て
い
る
。
 

現
在
、
Ba
nk
in
g 
as
 a
 S
er
vi
ce
 (
Ba
aS
) 
な
ど
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
も
市
場
で
注
目
を
集
め
て
お
り
、
 

伝
統
的
な
既
存
ビ
ジ
ネ
ス
に
重
き
を
置
い
た
戦
略
が
多
い
金
融
業
界
も
、
こ
こ
数
年
で
企
業
の
嗜
好
性
に

変
化
が
現
れ
、
よ
り
多
く
の
新
し
い
情
報
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
異
業
種
と
も
柔
軟
に
連

携
し
な
が
ら
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
や
既
存
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
向
上
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
人
材
育

成
・
確
保
が
よ
り
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
 

金
融
機
関
と
い
え
ば
、
学
歴
の
高
い
優
秀
な
新
卒
社
員
を
大
量
に
採
用
し
、
厳
し
い
出
世
競
争
に
勝
ち

残
っ
た
エ
リ
ー
ト
中
の
エ
リ
ー
ト
が
晴
れ
て
経
営
者
に
な
る
と
い
う
の
が
大
方
の
世
間
の
見
方
で
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
意
味
で
優
秀
な
人
材
に
恵
ま
れ
て
い
る
は
ず
の
金
融
機
関
が
、
人
材
育
成
・
確
保
に
苦
慮
し

て
い
る
背
景
に
は
何
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
 

こ
の
報
告
書
で
は
、
金
融
業
界
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
に
必
要
不
可
欠
な
人
間
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

連
携
と
、
業
界
を
支
え
る
人
材
の
育
成
・
確
保
の
重
要
性
と
い
う
視
点
か
ら
金
融
業
界
に
求
め
ら
れ
る
人

材
ニ
ー
ズ
を
深
掘
り
す
る
。
 

 

 2.
 調
査
レ
ポ
ー
ト
 

 (1
) 
金
融
業
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
現
況
 

 
現
在
の
金
融
業
界
で
は
企
業
間
の
競
争
が
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
る
が
、
業
界
が
こ
の
よ
う
な
形
態
に

な
っ
た
の
は
「
金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン
」
が
起
こ
っ
た
19
90
年
代
後
半
で
あ
る
。
株
式
手
数
料
な
ど
各
種
手

数
料
の
自
由
化
、
外
資
参
入
の
解
禁
、
銀
行
・
証
券
会
社
・
保
険
会
社
の
互
い
の
分
野
へ
の
進
出
、
他
業

界
の
企
業
の
金
融
業
界
へ
の
参
入
、
持
ち
株
会
社
（
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
）
の
解
禁
等
が
主
な

改
革
内
容
だ
。
金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン
後
、
従
来
は
横
並
び
意
識
が
強
か
っ
た
金
融
業
界
は
、
競
争
意
識
の
高

い
業
界
へ
と
変
化
を
遂
げ
た
。
他
社
よ
り
も
良
い
サ
ー
ビ
ス
や
金
融
商
品
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
自
社
を

成
長
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
識
を
各
社
が
持
ち
、
業
界
全
体
の
質
が
向
上
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
 

金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン
に
よ
っ
て
金
融
以
外
の
会
社
の
参
入
が
解
禁
さ
れ
て
か
ら
は
、
金
融
業
界
に
新
規
参

入
す
る
他
業
界
の
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
が
増
加
し
、
例
え
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
取
引
を
主

体
と
し
て
い
る
ネ
ッ
ト
銀
行
の
分
野
で
は
、
新
規
参
入
し
た
企
業
が
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
遂
げ
て
い
る
。
 

こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
企
業
が
金
融
業
界
に
参
入
す
る
こ
と
で
、
現
在
で
は
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
形
態
や
サ

ー
ビ
ス
の
方
法
が
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
生
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
展
、

顧
客
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
期
待
変
化
、
新
た
な
競
合
出
現
等
に
よ
る
金
融
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
、

現
代
の
金
融
業
界
に
と
っ
て
DX
が
大
き
な
経
営
課
題
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
 

経
済
産
業
省
が
20
18
年
9
月
に
発
表
し
た
DX
レ
ポ
ー
ト
に
お
い
て
、
業
界
横
断
の
課
題
と
し
て

「
20
25
年
の
崖
」
と
称
し
、
「
20
25
年
ま
で
に
、
既
存
シ
ス
テ
ム
の
刷
新
が
で
き
な
い
場
合
、
現
在
の

約
3
倍
の
最
大
毎
年
12
兆
円
の
経
済
損
失
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。
 

対
応
策
と
し
て
、
以
下
2
点
に
つ
い
て
早
期
に
着
手
・
推
進
せ
よ
と
推
奨
し
て
い
る
。
 

①
  
人
材
・
資
金
を
維
持
・
保
守
業
務
か
ら
新
た
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
シ
フ
ト
 

②
  
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
事
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
実
現
で
き
る
人
材
を
育
成
・
確
保
 

す
な
わ
ち
、
事
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
共
に
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
開
発
を
担
う
人
材
＝
デ
ジ
タ
ル
IT

人
材
の
育
成
と
確
保
を
最
重
要
課
題
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
 

現
在
で
は
多
く
の
金
融
機
関
が
自
社
デ
ジ
タ
ル
IT
人
材
育
成
の
必
要
性
を
認
識
し
、
自
社
人
材
の
育
成

に
着
手
し
て
い
る
。
 

  (2
) 
金
融
業
界
の
課
題
と
人
材
確
保
・
育
成
の
重
要
性
 

 
前
述
の
通
り
、
金
融
業
界
で
は
DX
の
ス
ピ
ー
ド
が
加
速
し
て
い
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、

他
社
と
の
差
別
化
を
図
る
上
で
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
好
機
が
到
来
し
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
最
先

端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
用
い
た
と
し
て
も
、
何
か
魔
法
の
よ
う
な
解
決
策
が
提
供
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

銀
行
や
証
券
会
社
が
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
検
討
す
べ
き
課
題
を
一
つ
だ
け
挙
げ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
人
間
と
の
連
携
で
あ
る
。
 

こ
の
課
題
は
、
例
え
ば
、
顧
客
が
本
当
に
望
ん
で
い
る
も
の
は
何
か
を
理
解
す
る
、
従
業
員
が
変
革
へ
の

備
え
が
で
き
て
い
る
か
を
評
価
す
る
、
顧
客
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
つ
い
て
顧
客
の
同
意
を
求
め
る
、
あ
る

い
は
与
信
審
査
に
お
い
て
AI
を
適
切
な
形
で
活
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
局
面
に
お
い
て
浮
き

彫
り
に
な
る
。
そ
の
際
に
留
意
す
べ
き
大
き
な
リ
ス
ク
は
、
必
要
な
人
材
が
確
保
で
き
て
い
な
い
こ
と
、

ま
た
、
従
業
員
が
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
利
用
す
る
際
に
、
適
切
か
つ
効
果
的
で
有
意
義
な
使
い
方
を
知
ら
な

い
こ
と
だ
。
 

で
は
、
な
ぜ
人
間
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
連
携
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。
 

全
て
の
銀
行
や
証
券
会
社
に
共
通
す
る
困
難
な
課
題
は
、
リ
テ
ー
ル
、
法
人
、
資
本
市
場
の
顧
客
の
期
待

に
い
か
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
顧
客
は
金
融
以
外
の
領
域
に
お
け
る
経
済
活
動
で
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は
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
簡
便
性
、
ス
ピ
ー
ド
、
直
感
的
な
対
応
を
、
銀
行
や
証
券
会
社
に
も
期
待
し

て
お
り
、
そ
れ
ら
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
は
、
単
に
機
械
が
人
間
を
置
き
換
え
る
の
で
は
な
く
、
人
間

と
機
械
の
連
携
が
必
要
と
な
る
。
つ
ま
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
潜
在
的
な
可
能

性
を
実
現
で
き
る
の
は
、
機
械
で
は
な
く
人
間
だ
か
ら
で
あ
る
。
 

 
AI
技
術
を
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
て
い
く
中
で
、
AI
が
人
間
と
の
や
り
取
り
や
人
間
の
要
求
の
ニ
ュ

ア
ン
ス
を
理
解
し
、
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
学
習
さ
せ
る
必
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。
一
方

で
、
業
務
の
自
動
化
が
進
む
に
つ
れ
て
創
造
性
、
共
感
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
っ
た
機
械
で
は
真
似
で

き
な
い
人
間
本
来
の
能
力
が
差
別
化
の
大
き
な
要
素
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
も
事
実
だ
。
 

例
え
ば
、
顧
客
に
金
融
面
で
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
、
顧
客
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
成
果
や

戦
略
的
目
標
と
し
て
一
段
と
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
こ
れ
は
顧
客
の
感
情
を
理
解

す
る
こ
と
に
価
値
を
見
出
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
顧
客
や
社
会
の
利
益
を
最
大
化
す
る
た
め
に
ど

の
よ
う
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
う
べ
き
か
と
い
う
判
断
は
、
人
間
が
関
与
し
て
行
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、

AI
や
顧
客
デ
ー
タ
の
不
適
切
な
使
用
は
、
意
図
せ
ず
、
風
評
被
害
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
念

頭
に
お
い
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
企
業
が
組
織
を
変
革
す
る
際
に
、
シ
ス
テ
ム
の
み
に
着
目
し
た
視
野
の

狭
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
取
り
組
む
と
、
人
間
が
携
わ
る
べ
き
重
要
な
要
素
が
い
と
も
簡
単
に
抜
け
落
ち
て
し

ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
 

現
代
の
金
融
業
界
で
成
功
す
る
カ
ギ
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
デ
ー
タ
そ
し
て
人
間
を
包
含
す
る
総
合
的

な
戦
略
を
持
つ
こ
と
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
 

 第
22
回
世
界
CE
O
意
識
調
査
の
結
果
か
ら
、
日
本
に
限
ら
ず
グ
ロ
ー
バ
ル
ベ
ー
ス
で
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
を
活
用
し
た
金
融
ビ
ジ
ネ
ス
を
推
進
す
る
た
め
の
ス
キ
ル
を
持
っ
た
人
材
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
、
人
間
の
関
与
が
欠
け
た
と
き
に
生
じ
る
懸
念
が
次
ペ
ー
ジ
の
表
に
現
れ
て
い
る
。
 

適
切
な
人
材
、
信
頼
、
そ
し
て
人
間
的
な
感
情
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
め
ま
ぐ
る
し
く

変
化
す
る
環
境
・
顧
客
の
期
待
に
は
応
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

言
い
換
え
る
と
、
現
代
の
金
融
業
界
で
の
企
業
成
長
に
お
い
て
は
人
材
の
確
保
・
育
成
が
重
要
な
割
合
を

占
め
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。
 

               
日

本
国
内

に
目
を

向
け
て
み
る
と
、
国
内
金
融
機
関
各
社
は
、
近
年
の
DX
対
応
に
際
し
、
シ
ス
テ
ム
開
発
の
側
面
か
ら
DX
を

推
進
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
IT
人
材
」
の
必
要
性
を
認
識
し
、
自
社
人
材
の
育
成
に
着
手
し
て
い
る
。
現
在
、

多
く
の
金
融
機
関
は
、
大
部
分
を
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
に
頼
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
開
発
を
推

進
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
自
社
デ
ジ
タ
ル
IT
人
材
育
成
の
必
要
性
を
強
く
認
識
し
て
い
る

金
融
機
関
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
と
協
業
で
の
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
開
発
を
「
ま
た
と
な
い
人
材

育
成
の
場
」
と
捉
え
、
自
社
人
材
を
育
成
す
る
体
制
・
ス
キ
ー
ム
を
構
築
し
、
自
社
デ
ジ
タ
ル
IT
人
材

育
成
の
推
進
を
実
現
し
て
い
る
。
 

デ
ジ
タ
ル
IT
人
材
育
成
の
教
師
役
を
担
え
る
人
材
は
自
社
に
は
ほ
ぼ
皆
無
、
外
部
を
探
し
て
も
極
少

数
し
か
存
在
し
な
い
中
、
自
社
デ
ジ
タ
ル
IT
人
材
育
成
を
強
力
に
推
進
し
て
い
る
金
融
機
関
は
、
デ
ジ

タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
開
発
を
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
と
協
業
で
推
進
す
る
中
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
要
員
を

教
師
役
と
し
た
育
成
体
制
を
整
備
し
、
育
成
を
推
進
・
実
現
し
て
い
る
。
 

主
な
方
策
、
見
え
て
き
た
課
題
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
 

 【
方
策
】
 

①
デ
ジ
タ
ル
IT
人
材
育
成
推
進
主
体
の
設
置
・
専
任
要
員
配
置
 

②
資
質
を
考
慮
し
た
育
成
対
象
社
員
選
定
 

③
実
績
あ
る
育
成
方
法
を
基
に
し
た
育
成
対
象
社
員
一
人
ひ
と
り
の
育
成
計
画
策
定
 

④
効
率
的
・
効
果
的
OJ
T
を
実
現
す
る
事
前
学
習
と
関
係
者
の
意
識
統
一
 

⑤
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
る
早
期
課
題
可
視
化
と
迅
速
な
対
応
策
策
定
・
実
行
 

 大
部
分
を
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
に
頼
っ
た
喫
緊
の
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
開
発
が
完
了
し
た
後
、
自
社

人
材
主
体
で
の
開
発
へ
の
移
行
・
実
現
に
向
け
た
課
題
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
 

 【
課
題
】
 

①
行
動
変
革
に
は
経
験
・
時
間
が
必
要
：
自
社
人
材
主
導
で
の
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
開
発
推
進
の

実
現
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
IT
知
識
・
ス
キ
ル
の
み
な
ら
ず
、
行
動
変
革
も
必
要
で
あ
る
。
各
社
、
行
動
変
革

実
現
に
は
経
験
蓄
積
の
た
め
の
一
定
の
時
間
を
要
し
て
い
る
。
 

②
デ
ジ
タ
ル
IT
人
材
の
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
：
現
在
、
デ
ジ
タ
ル
IT
人
材
は
引
く
手
数
多
で
あ
り
、
育
成
と

並
行
し
て
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
施
策
の
検
討
・
実
行
が
不
可
欠
で
あ
る
。
仕
事
の
魅
力
も
重
要
だ
が
、
報
酬
を

含
め
制
度
面
の
早
急
な
整
備
も
必
要
で
あ
る
。
 

③
業
務
部
門
の
変
革
も
必
要
：
従
来
の
シ
ス
テ
ム
開
発
と
比
べ
、
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
開
発
に

は
、
シ
ス
テ
ム
部
門
と
業
務
部
門
の
連
携
が
よ
り
求
め
ら
れ
る
。
ア
ジ
ャ
イ
ル
な
案
件
推
進
に
必
要

な
考
え
方
・
ル
ー
ル
、
連
携
に
必
要
な
お
互
い
の
作
成
物
要
件
・
品
質
に
つ
い
て
、
共
通
認
識
を
持

っ
て
開
発
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。
業
務
部
門
の
ス
キ
ル
・
意
識
不
足
が
案
件
を
停
滞
さ
せ
、
結

果
的
に
デ
ジ
タ
ル
IT
人
材
育
成
の
阻
害
と
な
っ
て
い
る
事
象
も
あ
る
。
 

 金
融
機
関
各
社
が
こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
し
、
自
社
デ
ジ
タ
ル
IT
人
材
育
成
を
継
続
・
加
速
さ
せ
る
た

め
に
は
、
シ
ス
テ
ム
部
門
の
み
で
は
対
処
出
来
ず
、
業
務
部
門
と
の
連
携
が
必
須
で
あ
る
。
今
後
、
DX
推

進
に
向
け
、
全
社
一
枚
岩
と
な
っ
た
取
組
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 

 
金
融
業
界
の
DX
を
阻
む
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
地
方
県
の
具
体
例
と
し
て
、
沖
縄
県
の
琉
球
銀
行

を
挙
げ
る
。
 

「
銀
行
員
=保
守
的
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
な
か
、
銀
行
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
自
由
闊
達
な
企
業

風
土
で
知
ら
れ
る
の
が
琉
球
銀
行
で
あ
る
。
 

同
行
を
含
め
多
く
の
地
方
銀
行
は
、
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
に
20
00
年
代
か
ら
勘
定
系
シ
ス
テ
ム
を
共
同

化
し
、
シ
ス
テ
ム
開
発
・
運
用
を
外
部
ベ
ン
ダ
ー
に
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
し
て
き
た
。
琉
球
銀
行
の
場
合

も
シ
ス
テ
ム
企
画
を
担
当
す
る
部
署
こ
そ
残
っ
た
が
、
業
務
の
中
心
は
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
管
理
の
た
め
、

開
発
ス
キ
ル
を
持
っ
た
人
材
が
次
第
に
不
足
し
、
ベ
ン
ダ
ー
依
存
度
が
高
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
実
状
で

あ
っ
た
。
 

し
か
し
、
ベ
ン
ダ
ー
依
存
度
が
高
い
中
で
も
、
琉
球
銀
行
は
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
DX

の
前
段
階
と
し
て
文
書
の
電
子
化
と
い
う
流
れ
が
あ
り
、
同
行
で
は
大
手
銀
行
が
導
入
し
て
い
る
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「
No
te
s」
を
20
14
年
か
ら
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
、
稟
議
書
等
の
主
要
文
書
の
電
子
化
を
進
め
て
い
た

と
い
う
。
現
在
で
は
、
ベ
ン
ダ
ー
に
依
存
し
て
い
た
状
態
を
脱
却
し
、
DX
を
進
め
て
い
け
る
ス
テ
ー
ジ
に

な
っ
た
。
今
後
は
同
行
全
体
で
DX
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
考
え
か
ら
、
体
系
的

な
行
内
研
修
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
DX
は
、
単
に
競
争
力
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
お
客
様
の
利
便
性
向

上
、
さ
ら
に
は
地
方
銀
行
と
し
て
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
の
た
め
に
必
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
 

今
後
の
DX
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
若
手
を
中
心
に
シ
ス
テ
ム
ス
キ
ル
を
少
し
ず
つ
積
み
、
IT
主
導
権

の
確
立
、
行
内
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
人
材
育
成
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
姿
勢
だ
。
 

  (3
) 
今
後
求
め
ら
れ
る
人
材
 

 
金
融
機
関
に
よ
っ
て
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
す
る
温
度
感
や
ス
ピ
ー
ド
は
大
き
く
異
な
り
、
そ
の
差
を
生
む

の
は
「
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
」
の
存
在
で
あ
る
。
経
営
ト
ッ
プ
に
「
変
革
」
の
意
思
決
定
力
・
実
行
力
を
持
つ

人
物
が
い
る
企
業
で
は
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
取
り
組
み
が
先
行
し
、
す
で
に
形
に
な
っ
て
い
る
企
業
も
多
い
。
 

そ
う
い
っ
た
金
融
業
界
で
、
い
ま
引
き
合
い
が
多
い
の
は
「
新
規
事
業
を
生
み
出
せ
る
人
」
で
あ
る
。
 

金
融
業
界
に
お
け
る
DX
人
材
の
採
用
に
は
、
他
業
界
の
事
業
会
社
と
は
異
な
る
ポ
イ
ン
ト
が
1
つ
あ
る
。

他
業
界
で
は
DX
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
「
事
業
部
長
」
な
ど
責
任
者
レ
ベ
ル
の
人
材
を
採
用
す
る
と

こ
ろ
か
ら
始
め
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
る
。
一
方
、
金
融
機
関
で
は
当
初
か
ら
社
内
の
人
材
が
デ
ジ
タ

ル
化
を
主
導
し
て
き
た
。
経
営
企
画
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
部
署
と
デ
ジ
タ
ル
化
の
兼
務
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
、
続
い
て
DX
専
任
の
部
署
を
立
ち
上
げ
、
あ
る
程
度
方
向
性
を
定
め
た
段
階
で
、
不
足
し
て
い

る
知
見
を
取
り
入
れ
る
た
め
に
外
部
の
DX
人
材
を
求
め
る
の
が
主
流
だ
。
 

 
そ
の
た
め
金
融
業
界
で
求
め
ら
れ
る
DX
人
材
の
職
種
は
、
事
業
企
画
、
新
規
事
業
開
発
、
デ
ジ
タ
ル

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
IT
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
、
上
流
工
程
か
ら
下
流
工
程
ま

で
多
岐
に
わ
た
る
。
 

 
特
に
引
き
合
い
が
多
い
の
は
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
推
進
で
き
る
人
で
あ
る
。
例
え
ば
、
金
融
以
外
の

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
込
む
こ
と
で
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
創
る
「
エ
ン
ベ
デ
ッ
ド
・

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」
（
埋
め
込
み
型
金
融
・
組
み
込
み
型
金
融
）
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
金

融
関
連
の
経
験
が
な
い
人
も
金
融
機
関
の
DX
人
材
と
し
て
採
用
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
り
得
る
の
だ
。
 

ま
た
、
消
費
者
は
依
然
と
し
て
人
と
の
や
り
取
り
や
企
業
の
説
明
責
任
を
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

新
し
い
タ
イ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
持
つ
潜
在
能
力
を
理
解

し
、
会
社
の
戦
略
的
目
標
と
組
み
合
わ
せ
て
活
用
で
き
る
と
同
時
に
、
組
織
は
人
の
た
め
に
か
つ
人
に
よ

り
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
人
間
力
が
あ
る
リ
ー
ダ
ー
が
求
め
ら
れ
る
。
 

 
な
お
、
銀
行
や
証
券
会
社
で
進
行
し
て
い
る
大
規
模
な
構
造
改
革
は
、
従
業
員
に
深
刻
な
懸
念
を
抱
か

せ
不
安
を
与
え
て
い
る
の
も
実
状
で
あ
る
。
多
く
の
従
業
員
は
、
自
分
た
ち
の
仕
事
が
ど
の
よ
う
に
変
化

す
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
そ
も
そ
も
自
分
た
ち
の
仕
事
が
存
在
す
る
の
か
を
心
配
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

支
払
業
務
、
顧
客
サ
ー
ビ
ス
業
務
、
決
済
業
務
な
ど
の
事
務
的
な
部
署
で
働
く
従
業
員
だ
け
で
は
な
く
、

財
務
や
投
資
管
理
な
ど
高
度
な
知
識
が
求
め
ら
れ
る
部
署
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
自
社
が
デ

ジ
タ
ル
時
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
の
か
、
ど
の
業
務
が
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
の
か
、
ま
た
自
動
化
や
AI
の
活
用
に
よ
っ
て
単
に
人
を
排
除
す
る
の
で
は
な
く
業
務
の
強

化
に
つ
な
げ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
な
ど
に
つ
い
て
、
上
層
部
の
経
営
陣
は
社
内
で
率
直
な
話
し
合

い
を
行
う
こ
と
も
肝
要
で
あ
る
。
 

 
こ
れ
か
ら
の
金
融
業
界
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
人
間
の
連
携
、
そ
し
て
将
来
の
持
続
的
成
長
の
た
め
に
、

優
秀
人
材
の
獲
得
・
強
化
、
配
置
を
は
じ
め
と
し
た
人
的
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、
労
働
市
場
の
流
動
化
・
働
く
人
材
の
価
値
観
の
多
様
化
に
よ
り
、
従
業
員
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

（
働
き
が
い
）
を
高
め
、
共
感
を
創
造
す
る
こ
と
も
、
今
後
の
金
融
企
業
の
人
事
部
門
に
と
っ
て
重
要
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
る
。
働
き
が
い
を
追
求
し
な
が
ら
、
働
き
や
す
さ
を
整
備
し
、
従
業
員
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
組
織
の
生
産
性
向
上
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
達
成
す
る
こ
と
が
企

業
成
長
の
カ
ギ
と
な
る
。
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地
方
県
（
沖
縄
県
）
に
お
け
る
自
動
車
整
備
業
界
人
材
ニ
ー
ズ
分
析
レ
ポ
ー
ト
 

 目
次
 

 
1.
 要
旨
 

2.
 調
査
レ
ポ
ー
ト
 

(1
) 
全
国
的
な
自
動
車
整
備
士
業
界
の
現
状
 

(2
) 
首
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圏
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地
方
圏
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な
る
自
動
車
事
情
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方
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求
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れ
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自
動
車
整
備
士
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(4
) 
地
方
圏
で
働
く
自
動
車
整
備
士
の
未
来
 

   1.
 要
旨
 

 
少
子
高
齢
化
や
若
者
の
車
離
れ
の
影
響
で
、
自
動
車
整
備
業
界
は
今
後
そ
の
市
場
規
模
が
縮
小
し
て
い

く
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ク
ル
マ
が
私
た
ち
の
生
活
を
抱
え
る
欠
か
せ
な
い
移
動

手
段
で
あ
り
続
け
る
限
り
、
自
動
車
整
備
士
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
な
く
な
ら
な
い
。
 

首
都
圏
の
企
業
や
事
業
所
に
も
自
動
車
整
備
士
の
需
要
は
少
な
く
な
い
が
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
自
家
用

車
に
頼
っ
て
い
る
地
方
県
で
は
、
若
手
の
自
動
車
整
備
士
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
大
き
い
。
 

首
都
圏
で
習
得
し
た
整
備
士
資
格
や
知
識
、
技
術
を
携
え
て
地
方
県
で
転
職
を
志
す
ケ
ー
ス
や
、
反
対

に
、
求
人
の
多
い
地
方
県
で
整
備
士
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
積
み
、
そ
れ
を
首
都
圏
で
活
か
す
ケ
ー
ス
な
ど
、

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
は
様
々
考
え
ら
れ
る
。
 

い
ず
れ
に
し
ろ
、
少
子
高
齢
化
や
人
材
不
足
が
よ
り
深
刻
で
、
ク
ル
マ
社
会
で
あ
る
地
方
県
で
は
、
自

動
車
整
備
士
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
根
強
く
、
需
要
増
・
供
給
減
の
影
響
で
労
働
環
境
も
改
善
の
傾
向
に
あ

る
。
若
手
の
自
動
車
整
備
士
が
活
躍
し
や
す
い
地
方
県
で
の
就
職
は
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
検
討
す
る
上
で

選
択
肢
の
ひ
と
つ
と
な
り
う
る
。
 

 2.
 調
査
レ
ポ
ー
ト
 

 (1
) 
全
国
的
な
自
動
車
整
備
士
業
界
の
現
状
 

 1-
1 
慢
性
的
に
続
く
「
人
出
不
足
」
 

 
若
者
の
ク
ル
マ
離
れ
に
よ
る
新
車
販
売
台
数
の
減
少
や
、
EV
や
自
動
運
転
車
の
登
場
な
ど
、
自
動
車
業

界
は
今
10
0
年
に
1
度
の
大
変
革
期
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ク
ル
マ
社
会
の
安
全
を
支
え

て
い
る
自
動
車
整
備
士
業
界
も
、
こ
れ
に
伴
っ
て
大
き
な
変
化
の
途
上
に
あ
る
。
 

自
動
車
整
備
士
業
界
が
こ
の
変
化
を
乗
り
切
り
、
今
後
継
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
整
備
作

業
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
な
ど
の
新
技
術
の
導
入
等
を
主
導
し
、
将
来
を
担
う
若
手
人
材
が
重
要
で
あ

る
。
し
か
し
、
「
自
動
車
特
定
整
備
業
実
態
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
自
動
車
整
備
士
数
は
、
令
和
3
年
度

33
4,
31
9
人
で
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
 5
,2
74
 人
(1
.6
％
)減
と
な
っ
た
。
 

ま
た
、
現
役
整
備
士
の
高
齢
化
も
深
刻
で
あ
る
。
下
の
グ
ラ
フ
か
ら
見
て
取
れ
る
よ
う
に
、
整
備
士
全

体
の
平
均
年
齢
が
年
々
上
昇
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
若
い
整
備
士
が
自
動
車
整
備
士
業
界
に
参
入

し
て
い
な
い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
 

 

 
※
国
土
交
通
省
「
自
動
車
整
備
人
材
の
確
保
・
育
成
に
関
す
る
検
討
会
」
よ
り
 

 
こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と
、
現
在
整
備
士
業
界
を
支
え
て
い
る
世
代
が
引
退
し
始
め
る
15
～
20
年
後
に

は
、
整
備
士
の
不
足
が
よ
り
深
刻
化
し
、
ク
ル
マ
社
会
の
安
定
と
成
長
に
大
き
な
支
障
が
出
る
可
能
性
が

あ
る
。
 

 1-
2 
人
出
不
足
が
進
ん
で
い
る
理
由
 

 
自
動
車
整
備
士
業
界
が
上
述
の
よ
う
な
若
手
人
材
の
不
足
に
陥
っ
て
い
る
理
由
に
は
、
主
に
2
つ
の
要

因
に
よ
っ
て
志
望
者
が
減
少
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
 

1
つ
目
は
「
少
子
高
齢
化
」
で
あ
る
。
少
子
化
が
深
刻
化
し
た
こ
と
で
、
次
世
代
の
担
い
手
不
足
し
て

い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
自
動
車
整
備
業
に
限
ら
ず
、
日
本
社
会
全
体
が
抱
え
て
い
る
大
き
な
課
題
で
あ

る
。
 
2
つ
目
は
自
動
車
整
備
士
の
労
働
環
境
や
待
遇
で
あ
る
。
自
動
車
整
備
士
は
ク
ル
マ
社
会
の
安
全
、
ひ

い
て
は
私
た
ち
の
生
活
基
盤
を
支
え
る
重
要
な
職
業
で
あ
る
一
方
で
、
一
般
的
な
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
と
比
べ
て
労
働
環
境
が
良
い
と
は
言
い
づ
ら
い
。
報
酬
面
を
例
に
取
る
と
、
自
動
車
整
備
士

の
平
均
給
与
は
近
年
上
昇
傾
向
で
あ
る
も
の
の
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
平
均
給
与
よ
り
も
や
や
低
め
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
原
因
で
若
年
層
の
自
動
車
整
備
士
の
な
り
手
不
足
が
続
い
て
い
る
一
方
で
、
そ
の
職
場
で

あ
る
整
備
工
場
の
数
は
横
ば
い
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
の
ク
ル
マ
は
昔
と
違
っ
て
寿
命
が
長
く
、
車
検
を

何
度
も
受
け
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
な
が
ら
長
く
乗
り
続
け
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
点
検
・
修
理
な
ど
整

備
士
が
活
躍
す
る
機
会
は
逆
に
増
え
て
い
る
。
 

上
述
の
状
況
か
ら
、
現
在
、
自
動
車
整
備
業
界
で
は
、
各
企
業
側
で
労
働
環
境
や
待
遇
の
改
善
を
図
る

こ
と
で
若
い
整
備
士
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
自
動
車
整
備
士
業

界
は
、
人
出
不
足
を
背
景
に
今
後
若
手
人
材
へ
の
需
要
が
更
に
伸
び
て
い
く
可
能
性
が
あ
り
、
若
手
人
材

に
と
っ
て
は
将
来
性
豊
か
な
業
界
の
一
つ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
 

 1-
3 
地
方
も
首
都
圏
も
全
体
的
な
状
況
は
同
じ
 

 
慢
性
的
な
人
出
不
足
に
よ
る
ニ
ー
ズ
の
増
大
と
い
う
全
体
的
な
傾
向
は
、
地
方
県
も
首
都
圏
も
大
き
な

違
い
な
い
。
た
だ
、
地
方
県
で
は
少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
が
よ
り
深
刻
で
あ
り
、
ま
た
１
世
帯
当
た
り
の

自
動
車
保
有
数
の
多
い
ク
ル
マ
社
会
で
あ
る
場
合
も
多
く
、
こ
れ
を
支
え
る
多
く
の
自
動
車
整
備
士
を
求

め
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
 

ま
た
、
「
最
低
賃
金
」
が
都
道
府
県
に
よ
っ
て
違
う
こ
と
で
も
わ
か
る
通
り
、
消
費
者
物
価
が
異
な
る

首
都
圏
と
地
方
圏
で
は
、
同
じ
職
種
・
職
域
で
も
給
与
や
年
収
が
変
わ
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
自
動
車
整

備
士
は
れ
っ
き
と
し
た
国
家
資
格
を
有
す
る
職
業
で
あ
る
た
め
、
医
者
や
弁
護
士
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

給
与
や
年
収
の
地
域
差
が
出
に
く
い
職
業
で
あ
る
。
 

つ
ま
り
、
地
方
県
の
自
動
車
整
備
業
で
は
、
就
職
や
転
職
の
機
会
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
待
遇
改
善
の

チ
ャ
ン
ス
な
ど
も
期
待
し
や
す
く
、
首
都
圏
よ
り
も
よ
り
良
い
労
働
環
境
に
な
り
や
す
い
状
況
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
 

  (2
) 
首
都
圏
と
地
方
県
で
異
な
る
自
動
車
事
情
 

 2-
1 
一
世
帯
当
た
り
の
乗
用
車
普
及
台
数
が
違
う
 

 
前
述
の
通
り
、
地
方
県
で
は
首
都
圏
よ
り
も
自
動
車
整
備
士
の
需
要
が
高
い
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
理

由
は
、
地
方
県
な
ら
で
は
の
自
動
車
事
情
に
あ
る
。
日
本
で
は
、
19
96
年
に
乗
用
車
普
及
数
が
世
帯
数
を

超
え
「
一
家
に
一
台
以
上
」
の
時
代
が
始
ま
っ
た
が
、
「
1
世
帯
当
た
り
の
自
動
車
普
及
台
数
」
の
ラ
ン

キ
ン
グ
を
み
る
と
、
福
井
県
、
富
山
県
、
山
形
県
な
ど
、
地
方
県
と
呼
ば
れ
る
都
道
府
県
が
上
位
で
あ
る
。

一
方
、
兵
庫
・
京
都
・
神
奈
川
・
大
阪
な
ど
観
光
地
や
大
都
市
を
抱
え
る
都
道
府
県
が
下
位
に
並
び
、
47

位
（
最
下
位
）
で
あ
る
東
京
都
の
普
及
数
は
42
2
台
と
、
1
位
の
福
井
県
の
4
分
の
1
に
留
ま
っ
て
い
る
。
 

（
20
21
年
3
月
現
在
）
 

 
順
位
 

都
道
府
県
 

1
世
帯
当
た
り
の
保
有
台
数
 

1
位
 

福
井
 

1.
71
5
台
 

2
位
 

富
山
 

1.
66
0
台
 

3
位
 

山
形
 

1.
65
4
台
 

4
位
 

群
馬
 

1.
60
2
台
 

5
位
 

栃
木
 

1.
58
1
台
 

6
位
 

長
野
 

1.
56
7
台
 

7
位
 

茨
城
 

1.
56
5
台
 

8
位
 

岐
阜
 

1.
55
3
台
 

9
位
 

福
島
 

1.
54
3
台
 

10
位
 

山
梨
 

1.
53
2
台
 

※
自
動
車
検
査
登
録
情
報
協
会
『
自
家
用
乗
用
車
の
世
帯
当
た
り
普
及
台
数
』
よ
り
作
成
 

 
こ
れ
は
一
世
帯
当
た
り
の
普
及
台
数
ラ
ン
キ
ン
グ
で
あ
る
た
め
、
人
口
密
度
な
ど
に
左
右
さ
れ
る
単
純

な
自
動
車
普
及
台
数
ラ
ン
キ
ン
グ
（
1
位
：
愛
知
、
2
位
：
埼
玉
、
3
位
東
京
）
と
は
異
な
る
。
た
だ
、
公

共
交
通
機
関
の
整
備
が
行
き
届
い
て
い
る
都
市
部
よ
り
も
地
方
県
の
方
が
、
通
勤
・
通
学
・
買
い
物
・
レ

ジ
ャ
ー
な
ど
、
日
常
生
活
を
支
え
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
自
家
用
車
に
強
く
依
存
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取

れ
る
。
 

 2-
2 
ク
ル
マ
へ
の
依
存
度
は
高
い
の
に
整
備
工
場
や
整
備
士
の
相
対
数
は
少
な
い
 

 
一
家
に
1
台
以
上
、
場
合
に
よ
っ
て
は
成
人
1
人
に
1
台
ず
つ
ク
ル
マ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
得

る
ほ
ど
日
常
生
活
に
お
い
て
自
動
車
が
重
要
な
地
方
県
だ
が
、
整
備
工
場
や
整
備
士
の
相
対
数
は
決
し
て

多
い
と
は
言
え
な
い
。
例
え
ば
、
20
21
年
3
月
現
在
で
福
井
県
内
に
あ
る
整
備
工
場
（
認
証
・
指
定
・
認

定
合
計
）
は
1,
20
0
ヶ
所
で
、
そ
の
責
任
者
と
言
え
る
整
備
主
任
者
の
数
は
2,
05
5
人
で
あ
る
。
一
方
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
の
お
ひ
ざ
元
で
あ
り
、
国
内
ト
ッ
プ
の
自
動
車
保
有
数
を
誇
る
愛
知
県
に
あ
る
整
備
工
場

は
8,
79
2
ヶ
所
で
、
整
備
主
任
者
の
数
に
至
っ
て
は
13
,4
74
人
に
及
ぶ
。
 

自
動
車
保
有
数
が
異
な
る
の
で
両
県
を
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
日
頃
の
移
動
手

段
と
し
て
ク
ル
マ
に
強
く
依
存
し
て
い
る
地
方
県
で
は
、
生
活
の
中
で
自
動
車
に
乗
車
す
る
機
会
も
多
く
、

き
め
細
や
か
な
点
検
と
確
実
な
整
備
は
不
可
欠
で
あ
る
。
高
齢
化
率
の
高
い
地
方
県
で
は
冒
頭
で
述
べ
た

現
役
整
備
士
の
高
齢
化
と
引
退
に
よ
る
整
備
士
の
絶
対
数
の
減
少
の
影
響
も
受
け
や
す
い
と
予
想
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
地
方
県
で
は
若
手
の
自
動
車
整
備
士
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
よ
り
高
ま
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
 

 2-
3 
地
方
圏
で
好
ま
れ
る
車
種
の
特
徴
 

 
1
世
帯
当
た
り
の
普
及
台
数
が
多
い
地
方
県
で
は
、
ク
ル
マ
の
購
入
・
維
持
に
か
か
る
出
費
を
で
き
る

だ
け
抑
え
る
た
め
、
そ
れ
が
安
上
が
り
で
済
む
軽
自
動
車
や
中
古
車
の
需
要
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、

山
道
や
雪
道
を
走
る
機
会
も
多
い
こ
と
か
ら
、
4
輪
駆
動
車
や
RV
な
ど
の
タ
イ
プ
が
好
ま
れ
る
。
 

軽
自
動
車
や
中
古
車
は
普
通
車
や
新
車
よ
り
耐
久
性
が
劣
る
。
ま
た
、
4W
D
や
RV
な
ど
と
い
っ
た
地
方

県
で
好
ま
れ
る
車
種
は
、
首
都
圏
で
売
れ
筋
の
セ
ダ
ン
や
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
と
比
べ
、
構
造
的
に
複
雑
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
ど
う
し
て
も
点
検
・
整
備
に
手
間
と
時
間
が
か
か
る
。
結
果
と
し
て
、
多
く
の
整
備
工

場
と
整
備
士
が
必
要
に
な
る
。
 

 2-
4 
 
沖
縄
県
特
有
の
自
動
車
業
界
事
情
 

 
こ
れ
ま
で
述
べ
た
地
方
県
で
の
自
動
車
整
備
業
の
事
情
、
す
な
わ
ち
、
 

一
世
帯
当
た
り
の
普
及
台
数
が
多
い
 

整
備
工
場
・
整
備
士
の
相
対
数
が
少
な
い
 

好
ま
れ
て
い
る
車
種
は
点
検
・
整
備
に
時
間
が
か
か
る
 

な
ど
の
要
因
に
よ
り
、
地
方
県
で
は
自
動
車
整
備
士
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
・
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ

の
機
会
が
期
待
で
き
る
。
 

こ
れ
を
踏
ま
え
て
沖
縄
県
の
状
況
を
み
る
と
、
「
一
世
帯
当
た
り
の
自
動
車
普
及
台
数
」
ラ
ン
キ
ン
グ

に
よ
れ
ば
、
沖
縄
県
の
順
位
は
25
位
で
、
一
世
帯
当
た
り
の
台
数
は
1,
30
4
台
で
、
全
国
的
に
み
て
沖

縄
県
は
「
平
均
的
」
と
言
え
る
。
 

し
か
し
、
沖
縄
県
で
は
「
沖
縄
県
 運
輸
要
覧
」
に
よ
れ
ば
、
下
の
グ
ラ
フ
の
通
り
、
自
動
車
保
有
車

両
数
推
移
は
年
々
上
昇
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
沖
縄
県
で
は
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
大
き
く
自
動
車
に
依
存
し

て
い
る
。
や
や
古
い
デ
ー
タ
で
は
あ
る
が
、
「
旅
客
地
域
流
動
調
査
（
H2
1 
年
度
）
」
に
よ
れ
ば
、
機
関

別
旅
客
輸
送
分
担
率
で
は
、
自
家
用
車
の
割
合
は
、
全
国
平
均
 6
6％
に
比
べ
、
沖
縄
県
は
約
 9
0％
と
な

75



っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
か
ら
、
観
光
客
の
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
率
も
非
常
に
高
い
。
こ
れ
ら

の
特
徴
か
ら
、
沖
縄
県
で
は
他
県
と
比
べ
て
も
生
活
を
し
て
い
く
上
で
の
自
動
車
の
重
要
度
は
高
く
、
そ

の
安
全
・
安
定
的
な
運
用
を
支
え
る
自
動
車
整
備
士
の
役
割
は
大
変
重
要
で
あ
る
。
 

 

 
※
（
左
）
沖
縄
県
の
推
計
人
口
と
自
動
車
保
有
台
数
の
推
移
（
沖
縄
県
 運
輸
要
覧
）
 

※
（
右
）
機
関
別
旅
客
輸
送
分
担
率
（
国
土
交
通
省
 旅
客
地
域
流
動
調
査
（
H2
1
年
度
）
）
 

   (3
) 
地
方
圏
で
求
め
ら
れ
る
自
動
車
整
備
士
像
 

 3-
1 
ク
ル
マ
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
お
ま
か
せ
と
い
う
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
感
 

 
地
方
県
で
整
備
工
場
や
整
備
士
が
相
対
的
に
不
足
し
て
い
る
状
況
は
先
に
述
べ
た
通
り
だ
が
、
そ
れ
を

短
期
で
2
倍
、
3
倍
と
急
激
に
増
や
す
こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
地
方
県
の
自
動
車
関
連

事
業
者
は
、
数
で
は
な
く
質
を
高
め
る
こ
と
で
、
慢
性
的
な
整
備
士
不
足
を
解
決
し
よ
う
と
取
り
組
ん
で

い
る
。
 

ま
た
、
車
検
・
法
定
点
検
・
整
備
だ
け
を
専
門
に
取
り
扱
っ
て
い
る
事
業
者
は
稀
で
、
新
車
・
中
古
車

販
売
デ
ィ
ー
ラ
ー
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
カ
ー
用
品
店
な
ど
が
整
備
工
場
の
業
務
を
兼
ね
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
い
の
も
、
地
方
県
の
自
動
車
関
連
事
業
者
の
特
徴
で
あ
る
。
 

そ
の
た
め
地
方
県
で
自
動
車
整
備
士
と
し
て
活
躍
す
る
に
は
、
特
定
の
車
種
や
パ
ー
ツ
を
専
門
に
取
り

扱
う
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
は
な
く
、
メ
ー
カ
ー
や
車
種
を
問
わ
す
板
金
・
塗
装
は
も
ち
ろ
ん
、
販
売
・
営

業
・
接
客
ま
で
、
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
ー
に
仕
事
を
こ
な
せ
る
必
要
が
あ
る
。
 

 3-
2 
先
進
技
術
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
 

 
ド
ラ
イ
バ
ー
が
乗
っ
て
い
な
く
て
も
、
ク
ル
マ
が
自
動
的
に
ヒ
ト
や
モ
ノ
を
目
的
地
ま
で
運
ん
で
く
れ

る
「
自
動
運
転
車
」
の
実
用
化
が
見
え
て
き
て
い
る
。
「
自
動
運
転
車
」
は
、
公
共
交
通
機
関
な
ど
が
発

達
し
て
い
る
首
都
圏
よ
り
、
そ
れ
が
行
き
届
い
て
な
い
こ
と
も
あ
る
地
方
県
で
こ
そ
力
を
発
揮
す
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
 

ま
た
近
年
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
ミ
ス
に
よ
る
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
が
目
立
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
万
が
一
の
事
故
が
発
生
し
た
際
、
そ
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
「
先
進
安
全
装
備
」
に
関

し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
先
進
安
全
装
備
」
は
、
ク
ル
マ
が
生
活
イ
ン
フ
ラ
を
担
っ
て
い
る
地

方
県
に
お
い
て
は
、
社
会
の
安
全
確
保
の
側
面
か
ら
重
要
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

こ
う
し
た
先
進
技
術
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
地
方
県
で
自
動
車
整
備
士
と
し
て
働
く
う
え
で
、
今

後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
 

  3-
3 
き
め
細
や
か
な
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
 

 
地
方
県
で
は
、
首
都
圏
と
比
べ
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
密
接
で
、
他
人
と
の
距
離
感
が
近
く
、
そ
れ

は
自
動
車
整
備
事
業
者
と
顧
客
と
の
間
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
 

そ
の
た
め
、
地
方
県
の
整
備
業
者
は
ク
ル
マ
の
販
売
や
車
検
を
実
施
し
た
後
、
次
回
車
検
の
案
内
を
し

た
り
、
日
頃
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
り
と
、
き
め
細
や
か
な
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
で
顧
客

を
囲
い
込
み
、
「
行
き
つ
け
の
整
備
工
場
」
に
な
ろ
う
と
努
力
す
る
。
し
た
が
っ
て
地
方
県
の
整
備
業
者

で
働
く
自
動
車
整
備
士
に
は
、
顧
客
と
良
好
な
関
係
を
築
い
て
い
く
た
め
の
、
優
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
が
求
め
ら
れ
る
。
 

  (4
) 
地
方
県
で
働
く
自
動
車
整
備
士
の
未
来
 

 4-
1 
首
都
圏
よ
り
求
人
件
数
が
増
加
す
る
可
能
性
大
 

 
前
述
の
通
り
、
地
方
圏
で
自
動
車
整
備
士
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
方
県
な

ら
で
は
の
自
動
車
事
情
に
対
応
し
、
求
め
ら
れ
る
自
動
車
整
備
士
像
に
近
づ
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
あ
る
「
就
職
」
ま
で
の
ハ
ー
ド
ル
は
、
首
都
圏
よ
り
低
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
自
動
車
整
備
要
員
の
有
効
求
人
倍
率
は
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ

て
お
り
、
20
17
年
時
点
で
は
、
全
職
種
の
約
2.
5
倍
に
当
た
る
3.
73
に
ま
で
上
昇
し
て
い
る
。
 

 
※
厚
生
労
働
省
「
職
業
安
定
業
務
統
計
」
よ
り
 

 
有
効
求
人
倍
率
と
は
、
企
業
か
ら
の
求
人
数
を
就
職
希
望
者
で
割
っ
た
数
値
で
あ
る
た
め
、
近
年
の
自

動
車
整
備
士
業
界
の
人
材
不
足
と
熾
烈
な
人
材
獲
得
競
争
の
様
相
を
、
こ
の
数
値
か
ら
見
て
取
る
こ
と
が

で
き
る
。
 

全
国
的
に
見
て
も
こ
の
状
況
で
あ
る
た
め
、
少
子
高
齢
化
が
深
刻
で
、
特
有
の
自
動
車
事
情
を
持
つ
地

方
県
で
は
、
今
後
い
っ
そ
う
自
動
車
整
備
士
の
求
人
数
が
増
え
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
。
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  4-
2 
地
方
な
ら
で
は
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
れ
ば
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
も
可
能
 

 
前
章
で
触
れ
た
通
り
、
地
方
県
の
自
動
車
整
備
士
に
は
、
様
々
な
ク
ル
マ
に
関
す
る
幅
広
い
知
識
と
技

術
力
、
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
地
方
県
の
自
動
車
整
備
業
で
経

験
と
実
績
を
積
ん
で
い
れ
ば
、
業
務
遂
行
の
過
程
で
そ
れ
ら
の
能
力
が
磨
か
れ
、
そ
の
結
果
、
総
合
職
や

経
営
陣
へ
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
道
が
開
け
る
こ
と
も
あ
る
。
 

ま
た
、
首
都
圏
の
職
場
で
地
位
や
待
遇
に
満
足
し
て
お
ら
ず
、
地
方
県
の
自
動
車
整
備
業
へ
転
職
し
た

の
を
き
っ
か
け
に
、
高
待
遇
や
高
い
職
位
を
得
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
当
然
、
首
都
圏
で
も
同
様
の
可

能
性
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
自
動
車
整
備
業
を
取
り
巻
く
事
情
や
競
争
率
を
考
慮

す
れ
ば
、
地
方
県
の
方
が
よ
り
期
待
し
や
す
い
環
境
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

さ
ら
に
、
自
動
車
整
備
士
と
し
て
独
立
開
業
を
志
す
場
合
、
上
記
の
よ
う
な
形
で
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を

重
ね
、
組
織
の
中
で
総
合
職
や
経
営
陣
と
し
て
自
動
車
業
界
全
体
の
見
識
を
深
め
、
経
験
と
実
績
を
得
る

こ
と
は
有
意
義
で
あ
る
。
 

 4-
3 
外
国
人
雇
用
の
影
響
 

 
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
人
材
不
足
は
、
多
く
の
国
内
企
業
が
慢
性
的
に
抱
え
て
い
る
課
題
で
あ
り
、

そ
の
中
に
は
「
外
国
人
雇
用
」
に
活
路
を
見
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
く
、
自
動
車
整
備
業
界
も

同
様
で
あ
る
。
 

た
だ
、
自
動
車
整
備
業
界
に
関
し
て
は
、
外
国
人
雇
用
が
日
本
人
自
動
車
整
備
士
の
雇
用
状
況
に
悪
い

影
響
を
及
ぼ
す
リ
ス
ク
は
大
き
く
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
日
本
人
だ
け
で
は
必
要
絶
対
数

が
足
り
な
い
こ
と
が
背
景
と
な
っ
て
外
国
人
雇
用
が
検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
日
本
人
整
備
士
の
雇

用
に
悪
影
響
が
出
る
と
は
考
え
づ
ら
い
。
 

ま
た
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
自
動
車
整
備
業
界
に
お
け
る
外
国
人
雇
用
は
「
外
国
人
技
能
実
習
制
度
」
や

「
特
定
技
能
制
度
」
に
則
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
日
本
が
世
界
に
誇
る
優
れ
た
自
動
車

整
備
技
術
を
外
国
人
に
供
与
し
、
自
立
を
支
援
す
る
の
が
主
た
る
目
的
と
さ
れ
て
い
る
。
 

こ
れ
ら
の
制
度
に
基
づ
く
外
国
人
雇
用
は
、
結
果
的
に
一
時
的
な
人
材
不
足
の
緩
和
に
繋
が
っ
た
と
し

て
も
、
日
本
で
の
就
労
を
経
て
母
国
に
技
術
を
持
ち
帰
る
場
合
が
少
な
く
な
く
、
将
来
の
日
本
の
自
動
車

整
備
業
を
支
え
る
人
材
と
は
言
え
な
い
。
現
場
の
日
本
人
整
備
士
に
と
っ
て
も
、
外
国
人
雇
用
者
の
技
術

指
導
員
と
い
う
責
任
の
あ
る
立
場
を
務
め
る
こ
と
で
、
自
ら
の
見
識
や
技
術
も
お
の
ず
と
磨
か
れ
て
い
く
。

自
動
車
整
備
士
と
し
て
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。
 

 

地
方
県
（
沖
縄
県
）
に
お
け
る
観
光
業
界
人
材
ニ
ー
ズ
分
析
レ
ポ
ー
ト
 

 目
次
 

 
1.
 要
旨
 

2.
 調
査
レ
ポ
ー
ト
 

(1
) 
観
光
産
業
の
現
況
 

(2
) 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
観
光
ト
レ
ン
ド
の
変
化
 

(3
) 
こ
れ
か
ら
の
観
光
業
界
に
求
め
ら
れ
る
人
材
 

   1.
 要
旨
 

 観
光
は
成
長
戦
略
の
柱
、
地
方
創
生
へ
の
切
り
札
で
あ
る
。
こ
う
し
た
認
識
の
下
、
政
府
に
よ
り

20
16
 年
3
月
に
策
定
さ
れ
た
「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て
、
訪
日
外
国
人

旅
行
者
数
 2
02
0
年
4,
00
0
万
人
、
20
30
年
6,
00
0
万
人
等
の
目
標
を
掲
げ
、
大
胆
な
取
り
組
み
を
進

め
て
き
た
。
こ
の
結
果
、
20
19
年
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は
 3
,1
88
万
人
と
7
年
連
続
で
過
去
最

高
を
更
新
し
た
。
一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
全
方
面
か
ら
の
訪
日
旅
行

者
は
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
全
国
の
旅
行
業
、
宿
泊
業
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
交
通
や
飲
食
業
、
物

品
販
売
業
な
ど
多
く
の
産
業
に
深
刻
な
影
響
が
生
じ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。
ま
ず
は
、
感
染
拡
大
を
防

止
し
、
早
期
に
収
束
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
の
間
、
人
材
育
成
の
継
続
や
雇
用
の
維
持
、
事
業
の
継
続

の
支
援
、
反
転
攻
勢
に
転
じ
る
た
め
の
基
盤
の
整
備
を
行
い
、
感
染
の
状
況
等
を
見
極
め
つ
つ
、
我
が

国
の
観
光
消
費
の
8
割
を
占
め
る
国
内
旅
行
需
要
を
強
力
に
喚
起
し
、
観
光
産
業
の
回
復
と
体
質
強
化

を
図
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
る
。
 

以
下
で
は
、
そ
の
中
で
も
産
業
を
支
え
る
礎
と
な
る
観
光
人
材
育
成
の
重
要
性
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
も
た
ら
し
た
新
た
な
観
光
ト
レ
ン
ド
に
伴
う
観
光
業
界
の
人
材
ニ
ー
ズ
を
展
望
す
る
。
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 2.
 調
査
レ
ポ
ー
ト
 

 (1
) 
観
光
産
業
の
現
況
 

 観
光
業
は
、
旅
行
業
、
交
通
産
業
、
宿
泊
業
、
飲
食
産
業
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
産
業
、
土
産
品
産
業
、

旅
行
関
連
産
業
等
幅
広
い
分
野
を
包
含
し
た
産
業
で
あ
り
、
我
が
国
経
済
に
与
え
て
い
る
影
響
は
非
常
に

大
き
い
。
ま
た
、
地
域
レ
ベ
ル
で
見
て
も
、
観
光
業
は
、
地
域
外
と
の
対
流
・
交
流
を
生
む
と
と
も
に
、

地
域
外
か
ら
利
益
を
得
て
地
域
経
済
を
支
え
る
産
業
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
観
光
業
に
つ
い

て
も
、
我
が
国
及
び
地
域
に
と
っ
て
の
存
続
基
盤
で
あ
る
と
言
え
る
。
 

 
し
か
し
、
観
光
業
の
経
営
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
「
新
し
い
生
活
様
式
」
へ
の
転
換
や
国
際
的
な
往
来
の
制
限
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
観

光
客
数
の
減
少
な
ど
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
特
に
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
お
い
て
は
毎
年
増
加
し
て

い
た
外
国
人
旅
行
者
は
、
ほ
ぼ
皆
無
と
な
っ
て
い
る
。
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
関
係
業

界
へ
の
影
響
に
つ
い
て
」
の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
宿
泊
業
に
つ
い
て
は
、
予
約
状
況
が
20
19
年
同
月

比
で
7
割
以
上
減
少
し
た
と
回
答
し
た
事
業
者
の
割
合
は
、
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
20
20
年
5

月
は
89
％
と
ほ
と
ん
ど
の
事
業
者
に
極
め
て
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
。
Go
 T
o
ト
ラ
ベ
ル
事
業
の
効
果
等

で
20
20
年
11
月
は
6％
、
12
月
は
8％
ま
で
そ
の
割
合
は
減
っ
た
が
、
20
21
年
1
月
に
は
48
％
ま
で
増

加
し
、
非
常
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
同
調
査
に
よ
れ
ば
、
旅
行
業
の
予

約
状
況
は
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
20
20
年
5
月
は
前
年
同
月
比
で
99
％
減
少
、
Go
 T
o
ト
ラ
ベ

ル
事
業
の
効
果
等
で
20
20
年
11
月
は
前
年
同
月
比
+1
8％
ま
で
回
復
し
た
も
の
の
、
20
21
年
1
月
に
は

89
％
減
少
と
、
非
常
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
 

 

 
資
料
)国
土
交
通
省
 観
光
白
書
20
21
 

  地
域
ご
と
の
動
向
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
  

 【
北
海
道
】
 

北
海
道
で
は
全
国
に
先
駆
け
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
、
20
20
年
2
月
28
 日
に
は

北
海
道
独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、
同
年
3
月
の
延
べ
宿
泊
者
数
全
体
は
前
年
の
30
％
、
5
月
に

は
同
15
％
程
度
と
大
き
く
減
少
し
た
。
そ
の
後
、
7
月
1
日
の
北
海
道
民
を
対
象
と
し
た
宿
泊
割
引
支
援

で
あ
る
「
ど
う
み
ん
割
」
の
開
始
や
、
7
月
22
日
の
Go
 T
o 
ト
ラ
ベ
ル
事
業
の
開
始
も
あ
り
宿
泊
者
数
は

回
復
に
向
か
い
、
10
月
に
は
Go
 T
o
ト
ラ
ベ
ル
事
業
の
完
全
実
施
に
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
が
重
な
り
、
宿

泊
者
数
は
大
き
く
回
復
し
た
。
し
か
し
、
10
月
末
か
ら
感
染
者
数
が
再
度
増
加
傾
向
と
な
り
、
11
月
7
日

に
は
北
海
道
の
集
中
対
策
期
間
が
始
ま
り
、
同
月
24
日
に
は
札
幌
市
が
Go
 T
o 
ト
ラ
ベ
ル
事
業
の
除
外

地
域
に
な
る
な
ど
、
感
染
再
拡
大
と
そ
の
影
響
を
受
け
て
宿
泊
者
数
は
再
び
減
少
に
転
じ
、
20
20
年
の
延

べ
宿
泊
者
数
は
前
年
の
5
割
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
  

 【
東
北
】
 

 2
02
0
年
の
東
北
6
県
の
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
は
40
.5
万
人
泊
と
大
き
く
減
少
に
転
じ
た
。
日
本
人

宿
泊
者
数
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
者
数
が
総
じ
て
少
な
い
状
況
と
Go
 T
o 

ト
ラ
ベ
ル
事
業
並
び
に
各
県
及
び
市
町
村
が
実
施
す
る
独
自
の
宿
泊
割
引
等
の
効
果
に
よ
り
5
月
を
底
に

徐
々
に
回
復
傾
向
を
示
し
た
が
、
20
20
年
の
東
北
6
県
の
日
本
人
延
べ
宿
泊
者
数
は
2,
19
0
万
人
泊
と
、

前
年
に
比
べ
34
％
減
少
し
た
。
  

 【
関
東
】
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
関
東
管
内
に
お
け
る
20
20
年
の
延
べ
宿
泊
者
 数
は

前
年
比
52
.6
％
減
と
な
っ
た
。
ま
た
、
山
梨
県
で
「
や
ま
な
し
グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン
認
証
」
を
受
け
た
宿

泊
施
設
を
対
象
に
「
や
ま
な
し
グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン
宿
泊
割
り
」
を
行
う
等
、
各
都
県
に
お
い
て
県
民
割

等
を
実
施
し
誘
客
の
支
援
に
取
り
組
ん
だ
。
 

 【
北
陸
信
越
】
  

20
20
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
大
き
な
影
響
が
3
月
か
ら
出
始
め
、
延
べ
宿
泊
 者
数

は
5
月
に
最
大
の
落
ち
込
み
を
み
せ
た
。
そ
の
後
は
各
県
の
県
民
向
け
を
中
心
と
し
た
宿
泊
支
援
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
Go
 T
o 
ト
ラ
ベ
ル
事
業
に
よ
り
回
復
傾
向
に
あ
っ
た
も
の
の
、
年
間
で
は
前
年
比
43
％
減
の

2,
40
9
万
人
泊
と
な
っ
た
。
近
年
の
中
国
に
お
け
る
新
潟
県
や
長
野
県
の
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
へ
の
関
心
の

高
ま
り
等
に
よ
り
、
20
20
年
1
月
の
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
は
前
年
を
上
回
る
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
が
、

4
月
以
降
は
ほ
ぼ
消
失
し
た
状
況
と
な
っ
た
。
 

 
【
中
部
】
 

20
20
年
の
延
べ
宿
泊
者
数
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
等
に
よ
り
、
前
年
比

43
.3
％
減
の
3,
56
3
万
人
泊
と
な
り
、
3
年
ぶ
り
に
大
幅
減
少
に
転
じ
た
。
岐
阜
県
に
お
い
て
は
、
令
和
2

年
7
月
豪
雨
及
び
そ
れ
に
伴
う
JR
高
山
線
、
国
道
41
号
線
の
一
時
不
通
の
影
響
も
受
け
た
。
外
国
人
延

べ
宿
泊
者
数
は
、
前
年
比
85
.3
％
減
の
12
2
万
人
泊
と
な
り
、
20
07
年
に
開
始
さ
れ
た
宿
泊
旅
行
統
計
調

査
開
始
以
降
、
最
も
少
な
い
値
と
な
っ
た
。
  

 【
近
畿
】
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
宿
泊
者
数
が
全
体
的
に
落
ち
込
み
、
と
り
わ
け
外
国
人

旅
行
者
が
占
め
る
割
合
が
大
き
い
関
西
で
は
、
20
20
年
の
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
は
前
年
比
86
.5
％
減
と

大
き
く
減
少
に
転
じ
た
。
特
に
関
西
国
際
空
港
で
の
出
入
国
規
制
は
、
関
西
の
外
国
人
宿
泊
者
数
に
多
大

な
影
響
を
与
え
る
結
果
と
な
っ
た
。
Go
 T
o 
ト
ラ
ベ
ル
事
業
や
地
方
公
共
団
体
が
実
施
し
た
需
要
喚
起
策

に
よ
り
日
本
人
延
べ
宿
泊
者
数
の
減
少
幅
は
抑
え
ら
れ
た
が
、
感
染
再
拡
大
に
よ
り
需
要
喚
起
策
が
中
止

と
な
っ
た
影
響
か
ら
、
足
元
で
も
低
調
に
推
移
し
て
い
る
。
 

 【
中
国
】
 

20
20
年
の
延
べ
宿
泊
者
数
は
前
年
比
38
.3
％
減
の
約
1,
70
2
万
人
泊
と
な
り
、
2
年
連
続
の
減
少
と
な

っ
た
も
の
の
、
全
国
と
比
べ
て
減
少
幅
は
小
さ
か
っ
た
。
月
毎
の
動
向
を
み
る
と
、
緊
急
事
態
宣
言
が
出

さ
れ
た
同
年
4
月
か
ら
5
月
は
大
幅
に
減
少
し
た
が
、
Go
 T
o 
ト
ラ
ベ
ル
事
業
や
地
方
公
共
団
体
の
宿
泊

割
引
支
援
事
業
等
に
よ
り
日
本
人
延
べ
宿
泊
者
数
が
徐
々
に
増
え
、
11
月
に
は
前
年
同
月
と
比
較
し
て
9

割
程
度
に
ま
で
回
復
し
た
。
特
に
山
口
県
で
は
、
9
月
か
ら
12
月
の
間
、
日
本
人
延
べ
宿
泊
者
数
は
前
年

同
月
を
上
回
っ
た
。
 

 【
四
国
】
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20
20
年
の
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
は
前
年
比
85
.8
％
減
と
な
っ
た
が
、
日
本
人
及
び
外
国
人
を
あ
わ
せ

た
延
べ
宿
泊
者
数
は
同
41
.2
％
減
と
、
大
き
な
打
撃
を
受
け
な
が
ら
も
全
国
平
均
を
上
回
る
水
準
で
あ
っ

た
。
Go
 T
o
ト
ラ
ベ
ル
事
業
に
加
え
、
多
く
の
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
宿
泊
代
金
の
割
引
等
失
わ
れ
た

旅
行
需
要
を
喚
起
す
る
施
策
が
打
ち
出
さ
れ
、
例
え
ば
県
内
宿
泊
に
伴
う
交
通
費
の
助
成
（
高
知
県
）
と

い
っ
た
特
色
あ
る
施
策
も
展
開
さ
れ
た
。
ま
た
、
新
た
な
観
光
施
設
に
よ
る
集
客
効
果
も
あ
っ
た
。
 

 【
九
州
】
 

20
20
年
の
延
べ
宿
泊
者
数
は
大
幅
に
減
少
し
た
。
ま
た
、
九
州
地
方
で
記
録
的
な
大
雨
と
な
っ
た
令
和

2
年
7
月
豪
雨
に
よ
る
災
害
も
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
に
つ
い
て
は
、
韓
国

の
前
年
比
減
少
率
が
最
も
大
き
く
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
多
く
を
韓
国
が
占
め
る
九
州
に
大
き
く
影
響

し
た
。
 

 
【
沖
縄
】
 

20
20
年
3
月
か
ら
の
海
外
航
空
路
線
運
休
等
で
訪
日
外
国
人
旅
行
者
が
急
減
し
た
影
響
に
よ
り
、
外
国

人
延
べ
宿
泊
者
数
は
急
減
し
た
。
県
民
向
け
宿
泊
割
引
「
お
き
な
わ
彩
発
見
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
よ
る
需

要
喚
起
や
、
東
京
・
関
西
方
面
の
航
空
路
線
の
提
供
座
席
数
の
増
加
、
新
規
路
線
の
開
設
は
あ
っ
た
も
の

の
、
8
月
1
日
か
ら
9
月
5
日
ま
で
の
2
度
目
の
沖
 縄
県
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
等
を
受
け
た
旅
行
自
粛

や
航
空
路
線
の
減
便
規
模
が
大
き
か
っ
た
こ
と
等
か
ら
、
日
本
人
延
べ
宿
泊
者
数
は
全
国
平
均
を
上
回
る

減
少
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
沖
縄
県
に
お
け
る
20
20
年
の
入
域
観
光
客
数
は
対
前
年
比
63
.2
％
減

と
な
っ
た
。
 

 こ
れ
ら
の
状
況
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
突
発
的
な
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
前
述
の
通
り
国
全
体

が
非
常
に
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
多
く
の
事
業
者
に
お
い
て
事
業
の
維
持
が
困
難

に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
我
が
国
及
び
地
域
に
と
っ
て
の
存
続
基
盤
で
あ
る
観
光
業
を
維
持
す
る
た
め
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
 

  (2
) 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
観
光
ト
レ
ン
ド
の
変
化
 

 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
、
国
内
外
の
観
光
業
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
一
方
、

観
光
ト
レ
ン
ド
に
は
新
た
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
20
20
年
度
の
国
内
旅
行
は
、
県
内
な
ど
近
隣
地
域
内

で
の
観
光
、
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
増
加
す
る
な
ど
ト
レ
ン
ド
の
変
化
が
明
白
と
な
っ
た
。

宿
泊
者
数
に
占
め
る
県
内
客
の
比
率
は
20
19
年
7～
12
月
調
査
時
の
24
.8
％
か
ら
20
20
年
7～
12
月
は

31
.8
％
に
増
え
、
1
泊
の
割
合
は
58
.0
％
か
ら
70
.4
％
に
増
加
し
た
。
同
行
者
は
友
人
が
減
る
一
方
、
夫

婦
・
パ
ー
ト
ナ
ー
が
増
え
、
旅
行
形
態
は
個
人
旅
行
の
割
合
が
さ
ら
に
高
ま
り
、
86
.9
％
を
占
め
た
。
 

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ア
ウ
ト
ド
ア
な
ど
自
然
体
験
へ
の
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い
る
。
テ
レ
ワ
ー
ク
が
普
及

す
る
な
ど
働
き
方
が
多
様
化
す
る
な
か
、
仕
事
と
休
暇
を
組
み
合
わ
せ
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
特
に
20
～

30
代
の
実
施
希
望
率
が
40
％
台
と
高
い
。
ま
た
、
ア
ウ
ト
ド
ア
で
の
自
然
体
験
は
3
密
の
回
避
に
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
も
、
以
前
に
も
増
し
て
需
要
が
高
ま
り
、
キ
ャ
ン
プ
場
1
施
設
当
た
り
の
予
約
が
2
倍
と

な
る
月
も
出
て
い
る
。
 

 
新
た
な
旅
行
ス
タ
イ
ル
と
し
て
は
、
滞
在
型
観
光
、
分
散
型
旅
行
、
近
場
で
の
修
学
旅
行
、
オ
ン
ラ
イ

ン
ツ
ア
ー
が
増
加
し
た
。
滞
在
型
は
1
つ
の
地
域
に
滞
在
し
、
そ
の
土
地
の
文
化
や
暮
ら
し
を
じ
っ
く
り

楽
し
み
な
が
ら
3
密
も
避
け
ら
れ
る
こ
と
が
後
押
し
し
た
。
時
間
と
場
所
を
分
散
す
る
分
散
型
旅
行
は
、

3
密
回
避
に
加
え
繁
閑
差
を
解
消
す
る
効
果
を
狙
い
、
政
府
や
事
業
者
が
促
進
に
努
め
た
。
行
き
先
を
県

内
な
ど
近
場
に
変
更
し
て
実
施
す
る
修
学
旅
行
は
全
国
的
に
増
え
た
。
 

  

今
後
の
観
光
業
界
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
し
た
多
大
な
影
響
と
変
化
に
対
応
し
、
観
光
産
業
の
再
生
と

と
も
に
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
の
新
た
な
観
光
モ
デ
ル
の
具
体
的
な
創
出
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
 

こ
こ
で
は
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
の
観
光
戦
略
の
地
方
県
の
具
体
例
と
し
て
沖
縄
県
を
挙
げ
る
。
 

 【
沖
縄
県
の
観
光
産
業
の
回
復
・
発
展
方
向
】
 

短
期
的
な
取
組
と
し
て
、
観
光
需
要
の
回
復
は
ま
ず
、
地
元
に
目
を
向
け
県
民
に
よ
る
地
域
の
再
発
見

の
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
か
ら
始
め
る
。
沖
縄
県
に
は
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様
な
宿
泊
施
設
が

あ
り
、
ま
た
、
自
然
や
文
化
を
堪
能
で
き
る
各
種
施
設
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。
 中
長
期
的
に
は
、
首
都

東
京
を
は
じ
め
本
土
の
各
県
の
感
染
症
の
動
向
を
見
極
め
つ
つ
、
県
外
へ
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展

開
し
、
海
外
の
感
染
の
状
況
を
見
極
め
つ
つ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致
も
展
開
し
て
い
く
。
 沖
縄
県
以

外
か
ら
の
誘
客
に
よ
る
観
光
産
業
の
回
復
に
向
け
て
は
、
「
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
」
の
環
境
下
に
お
い
て
、

旅
行
者
の
行
動
様
式
が
変
化
す
る
こ
と
に
加
え
、
観
光
地
間
の
競
争
の
激
化
も
予
想
さ
れ
る
。
こ
う
し
た

状
況
に
お
い
て
は
、
安
全
・
安
心
を
前
提
と
し
た
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
自
然
、
健
康
長
寿
等
の
ソ
フ
ト

パ
ワ
ー
を
活
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
を
図
る
。
 

観
光
戦
略
の
基
本
方
針
は
以
下
と
す
る
。
 

(1
)観
光
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
仕
組
み
づ
く
り
 

(2
)持
続
可
能
な
観
光
政
策
の
推
進
 

(3
)持
続
可
能
な
観
光
指
標
 

(4
)高
次
元
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
質
の
高
い
観
光
の
推
進
 

(5
)沖
縄
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
を
生
か
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
 

(6
)観
光
産
業
の
多
様
化
と
高
付
加
価
値
化
 

(7
)バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
促
進
 

(8
)観
光
管
理
の
強
化
と
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
 

(9
)タ
ー
ゲ
ッ
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
へ
の
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
 

  (3
) 
こ
れ
か
ら
の
観
光
業
界
に
求
め
ら
れ
る
人
材
 

 
我
が
国
の
観
光
関
連
産
業
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
見
る
と
、
事
業
活
動
の
範
囲
・
競
争
の
範
囲
の
国

際
化
と
同
時
に
、
IT
化
に
代
表
さ
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
技
術
が
急
速
に
進
展
し
て
い
る
。
 

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
収
束
後
に
は
増
加
が
予
想
さ
れ
る
外
国
人
観
光
客
を
は
じ
め
と

す
る
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
が
出
現
し
て

き
て
い
る
。
  

我
が
国
が
観
光
立
国
と
し
て
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
か
ら
回
復
す

る
ま
で
の
期
間
を
活
用
し
て
人
材
育
成
を
加
速
し
、
来
る
べ
き
旅
行
需
要
回
復
期
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
。

観
光
庁
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
観
光
関
連
産
業
を
牽
引
す
る
経
営
人
材
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
で
き
る

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
人
材
、
地
域
の
観
光
関
連
産
業
の
中
核
を
担
う
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
の
人
材
不
足

（
質
の
不
足
）
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
は
じ
め
と
す
る
増
加
す
る
観
光
客
に
対
応
す
る
現
場
人
材
の
不
足

（
量
の
不
足
）
に
対
し
、
経
営
人
材
、
中
核
人
材
、
実
務
人
材
の
育
成
と
次
代
の
観
光
関
連
産
業
を
担
う

子
ど
も
達
へ
の
観
光
教
育
の
4
層
に
対
象
を
分
け
、
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
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資
料
)国
土
交
通
省
 
令
和
3
年
版
観
光
白
書
 

 
（
我
が
国
の
観
光
関
連
産
業
を
牽
引
す
る
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
経
営
人
材
に
関
す
る
取
組
）
  

国
際
的
な
競
争
が
激
化
し
て
い
る
観
光
関
連
産
業
に
お
い
て
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
経
営
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
活
用
し
た
生
産
性
向
上
・
経
営
力
強
化
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
20
18
年
に

経
営
人
材
育
成
拠
点
と
し
て
、
一
橋
大
学
及
び
京
都
大
学
に
観
光
MB
A
が
設
置
さ
れ
た
。
20
21
年
2
月
に

は
、
観
光
人
材
の
国
際
対
応
力
及
び
経
営
力
等
の
強
化
に
向
け
た
取
組
に
関
す
る
意
見
交
換
の
場
と
し
て
、

産
官
学
連
携
に
よ
る
協
議
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。
20
21
年
度
に
は
、
今
後
の
観
光
関
連
産
業

を
担
う
意
欲
の
高
い
若
手
か
ら
中
堅
の
観
光
関
連
産
業
従
事
者
に
対
し
、
海
外
で
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
学
習
す
る
支
援
と
し
て
フ
ロ
リ
ダ
州
立
セ
ン
ト
ラ
ル
・
フ
ロ
リ
ダ
大
学
へ
の
留
学
支
援
を
行

う
。
今
後
も
、
観
光
MB
A
人
材
育
成
の
意
義
や
利
点
の
普
及
促
進
を
行
い
、
経
営
人
材
の
増
強
を
図
っ
て

い
く
。
 

（
地
域
の
観
光
関
連
産
業
を
担
う
中
核
人
材
に
関
す
る
取
組
）
 

観
光
関
連
産
業
は
経
営
手
法
を
長
年
の
「
勘
」
や
「
経
験
」
に
頼
る
傾
向
が
あ
り
、
科
学
的
な
経
営
に

よ
る
生
産
性
の
向
上
及
び
経
営
力
強
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る

人
材
が
不
足
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
地
域
の
観
光
関
連
産
業
の
中
核
を
担
う
社
会
人
の
学
び
直
し
の
場

の
整
備
が
必
要
と
の
認
識
の
も
と
、
「
産
学
連
携
に
よ
る
観
光
関
連
産
業
の
中
核
人
材
育
成
・
強
化
事

業
」
で
は
、
全
国
14
の
大
学
と
連
携
し
、
学
び
直
し
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。
卒
業
生
は
、
講
座
に
お

け
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
実
習
を
元
に
起
業
し
た
り
、
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（
DM
O）
立
上
げ
の
一
員
と

な
る
な
ど
、
各
方
面
で
活
躍
し
て
い
る
。
今
後
は
、
産
学
連
携
の
も
と
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
構
築
や
ノ

ウ
ハ
ウ
の
共
有
等
を
通
じ
て
、
継
続
し
て
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
等
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
 

（
即
戦
力
と
な
る
現
場
の
実
務
人
材
の
確
保
・
育
成
に
関
す
る
取
組
）
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
は
じ
め
と
す
る
旅
行
需
要
が
低
迷

す
る
中
、
来
る
べ
き
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
復
活
に
向
け
て
地
域
の
観
光
人
材
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
能
力
を
強

化
さ
せ
、
地
域
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
客
・
長
期
滞
在
・
消
費
拡
大
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、
従
来
か
ら
行
っ
て
い
る
「
地
域
に
お
け
る
観
光
関
連
産
業
の
実
務
人
材
確
保
・
育
成
事
業
」
に

加
え
、
令
和
２
年
度
補
正
予
算
を
活
用
し
、
「
地
域
の
観
光
人
材
 の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
能
力
の
強
化

に
向
け
た
講
師
派
遣
業
務
」
を
実
施
し
た
。
具
体
的
に
は
、
語
学
力
だ
け
で
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
接
遇
能
力
な
ど
に
優
れ
た
全
国
通
訳
案
内
士
を
講
師
と
し
て
全
国
 2
72
 箇
所
 

に
派
遣
し
、
地
方
公
共
団
体
・
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（
DM
O）
・
宿
泊
業
等
向
け
に
研
修
を
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
形
式
で
行
っ
た
。
 

 観
光
産
業
は
人
口
減
少
が
進
む
中
で
経
済
成
長
を
維
持
す
る
た
め
の
「
交
流
人
口
の
増
加
」
の
解
決
手

段
と
し
て
有
効
と
さ
れ
て
お
り
、
観
光
が
も
た
ら
す
経
済
効
果
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
へ
の
対
応
力
か
ら

も
観
光
業
を
担
う
人
材
の
育
成
に
力
が
注
が
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
観
光
産
業
の
現
場
で
あ
る
宿

泊
施
設
等
で
は
、
数
値
に
基
づ
く
経
営
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
自
ら
の
地
域
及
び
施
設
の
魅
力
を

発
信
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
実
行
力
の
不
足
、
そ
し
て
人
手
不
足
等
が
具
体
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
地
方

県
で
は
、
主
に
実
践
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
術
を
学
べ
る
機
会
を
多
く
提
供
し
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
含
む
観
光
サ
ー
ビ
ス
対
応
が
で
き
る
将
来
の
観
光
産
業
を
担
う
中
核
人
材
の
養
成
が
急
務
で

あ
る
。
 

今
後
、
よ
り
一
層
観
光
の
高
付
加
価
値
化
を
推
進
す
る
た
め
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
見
つ
け
出
し
価
値
を

創
出
で
き
る
、
総
合
的
な
高
い
お
も
て
な
し
ス
キ
ル
を
持
っ
た
観
光
人
材
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
地
域

住
民
や
企
業
、
医
療
機
関
な
ど
地
域
で
一
体
と
な
っ
て
感
染
症
対
策
や
お
も
て
な
し
活
動
の
両
立
を
実
現

す
る
次
世
代
観
光
人
材
も
必
要
だ
。
 

今
後
観
光
業
界
を
目
指
す
人
々
は
、
観
光
産
業
を
リ
ー
ド
し
、
即
戦
力
と
な
る
実
践
的
な
能
力
が
求
め
ら

れ
る
。
 

 【
参
考
、
引
用
文
献
】
 

・
「
令
和
3
年
度
観
光
施
策

(h
tt
ps
:/
/w
ww
.m
li
t.
go
.j
p/
st
at
is
ti
cs
/c
on
te
nt
/0
01
40
89
58
.p
df
)」
 

・
「
令
和
3
年
観
光
白
書
(h
tt
ps
:/
/w
ww
.m
li
t.
go
.j
p/
st
at
is
ti
cs
/c
on
te
nt
/0
01
40
89
58
.p
df
)」
 

・
「
令
和
3
年
版
国
土
交
通
白
書

(h
tt
ps
:/
/w
ww
.m
li
t.
go
.j
p/
ha
ku
sy
o/
ml
it
/r
02
/h
ak
us
ho
/r
03
/p
df
in
de
x.
ht
ml
)」
 

・
「
国
土
交
通
省
観
光
庁
 
政
策
に
つ
い
て

(h
tt
ps
:/
/w
ww
.m
li
t.
go
.j
p/
ka
nk
oc
ho
/s
hi
sa
ku
/j
in
za
i/
re
nk
ei
.h
tm
l)
」
 

・
「
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
・
コ
ロ
ナ
時
代
の
新
た
な
沖
縄
観
光
基
本
方
針
 

(h
tt
ps
:/
/w
ww
.p
re
f.
ok
in
aw
a.
jp
/s
it
e/
bu
nk
a-

sp
or
ts
/k
an
ko
se
is
ak
u/
ki
ka
ku
/r
ep
or
t/
po
li
cy
/d
oc
um
en
ts
/r
2k
an
ko
uk
ih
on
ho
us
in
.p
df
)」
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附録③ ビジネス（IT）分科会 カリキュラム設計資料 
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令和 3年度 

学習指導計画 

 

 校長 教頭 教務主任 教科主任 

学年始め     

第 1学期     

第 2学期     

第 3学期     

 

担当者氏名 教諭              印 

 

教科 商業 科目 ビジネス基礎 単位数 ２単位 

学 級  第 学年 組 教科書 

副教材 

ビジネス基礎  版 （実教出版） 

ビジネス基礎  版 問題集（実教出版） 

教科の目標  商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、ビジネスを通じ、地域産業をはじめ経済

社会の持続的な発展を担う職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（１）商業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。 

（２）ビジネスに関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。 

（３）職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、ビジネスの創造と発展に主体的かつ

協働的に取り組む態度を養う。 

科目の目標 

商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、ビジネスを通じ、地域産業をはじめ経済

社会の健全で持続的な発展を担う職業人として必要な基礎的な資質・能力と次のとおりに育成することを目指す。 

（１）ビジネスについて実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。 

（２）ビジネスに関する課題を発見し、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。 

（３）ビジネスを適切に展開する力の向上を目指して自ら学び、ビジネスの創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養

う。 

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣 旨 

ビジネスについて実務に即して体系的・

系統的に理解し、ビジネスの様々な場面

で役に立つ、ビジネスに関する基礎的な

知識と技術を身に付けている。 

ビジネスをはじめとして様々な知識、技

術を活用し、ビジネスに関する課題を発

見するとともに、企業活動が社会に及ぼ

す影響を踏まえ、市場の動向、ビジネス

に関する理論、データ、成功事例や改善

に要する根拠に基づいて工夫してよりよ

く解決ことについて考えている。 

ビジネスを適切に展開する力の向上を目

指して自らビジネスについて学ぶ態度及

び組織の一員として自己の役割を認識し

て、当事者としての意識をもち、他者と

信頼関係を構築して積極的に関わり、ビ

ジネスの創造と発展に責任をもって取り

組もうとしている。 
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第 1学期学習指導計画 
月 学習項目 学習内容や学習活動 評価の観点   

連携授業 

予

定

時

数 

実

施

時

数 

知 思 態 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

第 1章 

商業の学習とビジネス 

１．いざ、ビジネスの世界へ 

２．私たちの社会とビジネス 

商業を学ぶ重要性と学び

方、ビジネスの概要について

理解します。 

ビジネスの役割について、

企業の社会的責任や、環境、エ

ネルギー、食料などの社会的

な課題及びビジネスの動向・

課題について具体的な事例と

関連付けて学びます。 

実践する力、職業人として

必要な豊かな人間性、他者と

協働する力を身に付けます。 

○  

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

社会全体で行われているビジネスに関する

説明 

【企業】 

 

 

 

社会人基礎力をベースとした「求められる人

材像」 

【専門学校教員】 

8  

中間考査 教科書 P8～34 ○    1  

第 2章 

ビジネスとコミュニケーショ

ン 

１．コミュニケーション 

２．ビジネスマナー 

３．情報の入手と活用 

 ビジネスにおける信頼関係

構築の意義と重要性を学びま

す。 

 ビジネスマナーの意義を理

解し、場面に応じて考え、活動

できる力を身に付けます。 

 企業活動における情報の重

要性について理解し、情報の

活用及び評価・改善を行いま

す。 

○  

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

マナー教育 

【専門学校教員】 

 

情報活用および情報倫理 

（インターネット社会を生きるため） 

【企業】or【専門学校教員】 

7  

第 3章 

経済と流通の基礎 

１．経済の仕組みとビジネス 

２．経済活動と流通 

 経済の仕組みと流通の必要

性について理解します。 

 経済の基本概念、流通の役

割など経済と流通に関する知

識を基盤として、流通に関す

る課題を発見し、その解決方

法を考えます。 

 流通を支える組織の一員と

しての役割を果たすことがで

きる力を身に付けます。 

○  

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

経済の仕組み（BtoB，BtoC，CtoC） 

【専門学校教員】 

 

流通について（農作物の直販所の仕組み） 

【企業】or【専門学校教員】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7  

期末考査 教科書 P36～76 ○    1  

 考査返却 ○    1  

 

生徒の学習状況 （知識・理解）テスト（思考・判断・表現）ワークシート・レポート 観点別に評価し、評定はこ
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の評価方法 （主体的に学習に取り組む態度）観察シート、議事録、ワークシート れを総括する。 

自己評価及び 

改善点等 

  

 

第２学期学習指導計画 
月 学習項目 学習内容や学習活動 評価の観点 評価規準（評価方法） 予

定

時

数 

実

施

時

数 

知 思 態 

9 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

7 

第 4章 

さまざまなビジネス 

１．ビジネスの種類 

２．小売業 

３．卸売業 

４．金融業 

５．情報通信業 

ビジネスの種類について理

解し、流通や流通に関わる

様々なビジネスについて学び

ます。 

 流通や流通に関わるビジネ

スに関する知識を基盤とし

て、流通や流通に関わる様々

なビジネスに関する課題を発

見し、その対応策を考えま

す。 

 流通や流通に関わる組織の

一員としての役割を果たすた

めの力を身につけます。 

〇  

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

さまざまなビジネスの特性 

・サービス業（観光） 

・小売業 

・卸売業 

・物流業 

・金融業 

・情報通信業 

【企業】 

 

10  

中間考査 教科書 P78～112 ○    1  

第 5章 

企業活動の基礎 

１．ビジネスと企業 

２．マーケティングの重要性 

３．資金調達 

４．財務諸表の役割 

５．企業活動と税 

６．雇用 

 企業活動の形態と組織、マ

ーケティングの重要性と流れ

など企業活動に必要な知識を

学びます。 

 企業活動に関する知識を基

に、企業活動の動向など、企業

活動に関する課題を発見し、

その対応策を考えます。 

 企業活動の展開について、

組織の一員としての役割を果

たすことができる力を身につ

けます。 

○  

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

マーケティング基礎？ 

資金調達 

財務諸表の役割 

企業活動と税 

【専門学校教員】 

10  

第 6章 

ビジネスと売買取引 

１．売買取引の手順 

２．代金決済 

 売買取引、代金決済など取

引に関する知識や技術を学び

ます。 

 取引に関する知識や技術を

基に、実務における取引に関

する課題を発見し、その対応

策を考えます。 

 契約の履行と締結につい

て、組織の一員としての役割

を果たすことができる力を身

につけます。 

〇  

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

6  

期末考査 教科書 P114～158 ○    1  

 考査返却 ○    1  
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生徒の学習状況 

の評価方法 

（知識・理解）テスト（思考・判断・表現）ワークシート・レポート 

（主体的に学習に取り組む態度）観察シート、議事録、ワークシート 

観点別に評価し、評定はこ

れを総括する。 

自己評価及び 

改善点等 

  

３学期学習指導計画 
月 学習項目 学習内容や学習活動 評価の観点 評価規準（評価方法） 予

定

時

数 

実

施

時

数 

知 思 態 

1 

 

 

 

 

第 7章 

ビジネス計算 

１．ビジネス計算の基礎 

２．ビジネス計算の応用 

 ビジネス計算に関する知識

や技術を学びます。 

 

 ビジネス計算について学

び、その知識と技術で組織の

一員としての役割を果たすこ

とができる力を身につけま

す。 

〇   

 

 

〇 

 9 

 

 

2 第 8章 

身近な地域のビジネス 

１．さまざまな地域の魅力と

課題 

２．地域ビジネスの動向 

 さまざまな地域の魅力と課

題、地域ビジネスの動向につ

いて学びます。 

 さまざまな地域のビジネス

に関する知識などを基に、身

近な地域のビジネスに関する

課題を発見し、その対応策を

考えます。 

 ビジネスの振興による地域

の発展について、組織の一員

としての役割を果たすことが

できる力を身につけます。 

〇  

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

地域ビジネスに関して 

【フィールドワーク】【地域事業者】 

 

時間数不足？ 

 

 

5  

 学年末考査 教科書 P161～195 ○    1  

  考査返却 ○    1  

 

生徒の学習状況 

の評価方法 

（知識・理解）テスト（思考・判断・表現）ワークシート・レポート 

（主体的に学習に取り組む態度）観察シート、議事録、ワークシート 

観点別に評価し、評定はこ

れを総括する。 

自己評価及び 

改善点等 

  

 

学
年
末 

生徒の取組状況  

科目の目標の達成状況  

指導方法  
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評価方法  

次年度への改善点  

 

89



『ビジネス基礎』 年間指導計画 （Ｒ４八重山商工高等学校） 

 

科目名 単位数 対象学年 必修・選択 対象学科 授業形態 

ビジネス基礎 ３ １ 必修 商業科情報ビジネスコース 座学・実技 

 

教科書 

副教材 

新訂版 ビジネス基礎（実教出版） 

ビジネス基礎 準拠問題集（実教出版） 

全国商業高等学校協会主催 全商商業経済検定模擬試験問題集３級ビジネス基礎（実教出版） 

 

科目目標 

商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，ビジネスを通じ，地

域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う職業人として必要な基礎的な資質・能力を次のとお

り育成することを目指す。 

 

３観点 比重 育成する資質・能力 評価方法・評定 

知識・技術 １ 
(1) ビジネスについて実務に即して体系的・系統的に理解すると

ともに，関連する技術を身に付けるようにする。 

・行動観察 

・ワークシート 

・定期考査 

思考・判断・表現 １ 
(2) ビジネスに関する課題を発見し，ビジネスに携わる者として

科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。 

・行動観察 

・ワークシート 

主体的に学習に 

取り組む態度 
１ 

(3) ビジネスを適切に展開する力の向上を目指して自ら学び，ビ

ジネスの創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

・行動観察 

・発表 

 

学

期 
月 

配

当 

時

間 

学習内容 

評価の観点 

評価規準 
知 思 態 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

５ 

 

 

５ 

 

 

 

 

４ 

 

１ 

１ 

 

６ 

 

２ 

 

 

１ 

１ 

 

６ 

 

１章 商業の学習とビジネス 

 １節 いざ、ビジネスの世界へ 

  

 

２節 私たちの社会とビジネス 

 

 

 

７章 ビジネス計算 

 １節 ビジネス計算の基礎 

 

１学期中間 

答案指導 

 

２節 ビジネス計算の応用 

 

２章 ビジネスとコミュニケーション 

 １節 コミュニケーション 

 

１学期期末 

答案指導 

 

 ２節 ビジネスマナー 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

・商業を学ぶ重要性と学び方、ビジネスの概要について

理解している。 

 

・商業を学ぶこと及びビジネスの意義と課題について、

経済社会の持続的な発展と関連について考えている。 

・ビジネスの基礎的な事項について自ら学び、ビジネス

に主体的かつ協働的に取り組んでいる。 

 

・ビジネス計算について実務に即して理解するととも

に、関連する技術を身についている。 

 

 

 

・ビジネス計算について自ら学び、主体的かつ協働的に

取り組んでいる。 

 

・ビジネスにおける信頼関係構築について実務に即して

理解するとともに、関連する技術を身に付けている。 

 

 

 

・ビジネスの場面を分析し、ビジネスにおいて他者への

対応について考えている。 
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２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

３ 

 

 

４ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

４ 

 

６ 

 

１ 

１ 

 

２ 

 

２ 

 

３ 

 

２ 

 

 

５ 

 

１ 

１ 

 

２ 

 

３ 

２ 

２ 

 

 

 ３節 情報の入手と活用 

 

３章 経済と流通の基礎 

 １節 経済の仕組みとビジネス 

  

 

 

 

２節 経済活動と流通 

 

 

４章 さまざまなビジネス 

 １節 ビジネスの種類 

 

 ２節 小売業 

 

２学期中間 

答案指導 

 

 ３節 卸売業 

 

 ４節 物流業 

 

 ５節 金融業 

 

 ６節 情報通信業 

 

５章 企業活動の基礎 

 １節 ビジネスと企業 

 

２学期期末 

答案指導 

 

 ２節 マーケティングの重要性 

 

 ３節 資金調達 

４節 財務諸表の役割 

５節 企業活動と税 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

〇 

 

 

・情報を入手して活用し、評価・改善している。ビジネ

スに主体的かつ協働的に取り組んでいる。 

 

・経済と流通について経済社会における事例と関連付け

て理解している。 

・経済と流通に関する課題を発見し、科学的な根拠に基

づいて課題への対応策を考えている。 

 

・経済と流通について自ら学び、経済の基本概念を踏ま

え、流通と流通を支える活動に組織の一員として主体的

かつ協働的に取り組んでいる。 

 

・ビジネスの種類と流通や流通に関わる様々なビジネス

ついて、経済社会における事例と関連付けて理解してい

る。 

 

 

 

 

・流通や流通に関わる様々なビジネスに関する課題を発

見し、科学的な根拠に基づいて課題への対応策を考えて

いる。 

 

・流通や流通に関わる様々なビジネスについて自ら学

び、これらの組織の一員として主体的かつ協働的に取り

組んでいる。 

 

 

・企業活動について経済社会における事例と関連付けて

理解している。 

 

 

 

・企業活動に関する課題を発見し、科学的な根拠に基づ

いて課題への対応策を考えている。 

 

・企業活動について自ら学び、企業活動に関する事例な

どを踏まえ、企業活動に主体的かつ協働的に取り組んで

いる。 

３ １ 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

４ 

 

１ 

１ 

 

３ 

 

 

 

６節 雇用 

 

６章 ビジネスと売買取引 

 １節 売買取引の手順 

 

３学期学年末考査 

答案指導 

 

 ２節 代金決済 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

・企業活動に関する課題を発見し、科学的な根拠に基づ

いて課題への対応策を考えている。 

 

・取引について実務に即して理解するとともに、関

連する技術を身についている。 

 

 

 

・取引に関する課題を発見し、科学的な根拠に基づ

いて課題への対応策を考えている。 

・取引について自ら学び、適切な契約の締結と履行

に主体的かつ協働的に取り組んでいる。 
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３ 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

７ 

 

 

 

 

 

８章 身近な地域のビジネス 

 １節 さまざまな地域の魅力と課題 

 

 ２節 地域ビジネスの動向 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

・さまざまな地域のビジネスについて理解している。 

 

・身近な地域のビジネスに関する課題を発見し、科学的

な根拠に基づいて、ビジネスの振興策を考え、実施及び

評価・改善を行っている。 

・身近なビジネスについて自ら学び、ビジネスの振興に

よる地域の発展に主体的かつ協働的に取り組んでいる。 

 

合計 105 合計  15 16 18  
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　「主体的に取り組む態度」

プレゼンテーションについて実

務に即して理解に努力が必要で

ある。

ビジネス計算について自ら学

び，適切な計算方法の習得に主

体的かつ協働的に取り組むこと

ができる。

適切な計算方法の習得に主体的

かつ協働的に取り組むことがで

きる。

適切な計算方法の習得に向けて

主体的かつ協働的な取り組みに

努力が必要である。
・行動観察

・発表

・ワークシート

評価規準 具体的な評価規準
評価方法等

学習内容 Ａ：十分満足できる Ｂ：おおむね満足できる Ｃ：努力を要する

　　「思考・判断・表現」

ビジネス計算に関する課題を発

見し，科学的な根拠に基づいて

課題への対応策を考案してい

る。

ビジネス計算に関する課題を発

見し，科学的な根拠に基づいて

課題への対応策を考案すること

ができる。

ビジネス計算に関する課題を発

見し，課題への対応策を考案す

ることができる。

ビジネス計算に関する課題を発

見し，課題への対応策を考案す

ることができない。
・行動観察

・ワークシート

・発表

評価規準 具体的な評価規準
評価方法等

学習内容 Ａ：十分満足できる Ｂ：おおむね満足できる Ｃ：努力を要する

　　　「知識・技術」

ビジネス計算について実務に即

して理解するとともに，関連す

る技術を身に付けている。

ビジネス計算について実務に即

して理解するとともに，関連す

る技術を身に付けることができ

る。

ビジネス計算について実務に即

して理解している。

ビジネス計算について理解でき

ていない。

・ワークシート

・定期考査

評価規準 具体的な評価規準
評価方法等

学習内容 Ａ：十分満足できる Ｂ：おおむね満足できる Ｃ：努力を要する

〔指導項目〕の評価規準

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

ビジネス計算について実務に即して理解す

るとともに，関連する技術を身に付けてい

る。

ビジネス計算に関する課題を発見し，科学

的な根拠に基づいて課題への対応策を考案

している。

ビジネス計算について自ら学び，適切な計

算方法の習得に主体的かつ協働的に取り組

んでいる。

〔指導項目〕 （７）ビジネス計算

〔指導項目〕の

目標

① ビジネス計算について実務に即して理解するとともに，関連する技術を身に付けること。

② ビジネス計算に関する課題を発見し，科学的な根拠に基づいて課題への対応策を考案すること。

③ ビジネス計算について自ら学び，適切な計算方法の習得に主体的かつ協働的に取り組むこと。

12

問題集

ビジネス基礎　準拠問題集（実教出版）

全商商業経済検定模擬試験問題集 3級ビジ

ネス基礎

学年 1 学科
商業科情報ビジ

ネスコース

学校名 沖縄県立八重山商工高等学校 科目名 ビジネス基礎

教科書
ビジネス基礎

実教出版（商業701）P160～175
単位数 3 時間(回数)
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　指導計画・評価計画

知 思 態

6 〇 〇

6 〇 〇

計 12時間

ビジネス計算の応用

ビジネス計算について学び、その

知識と技術で組織の一員としての

役割を果たすことができる力を身

につける。

・行動観察

・ワークシート

・発表

時間

(回)
学習内容 学習目標【ねらい】

評価の観点
評価資料・評価方法

ビジネス計算の基礎

ビジネス計算に関する知識や技術

を理解する。
・行動観察

・ワークシート

・発表
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令和 3 年度版 ビジネス分科会 カリキュラム  

 

①令和 4年度 連携授業表 

「ビジネス基礎」 

月 学習内容 
実施内容 

（）内は総コマ数 

４月 
第１章 

商業の学習とビジネス 

【２コマ（１０コマ）】  

テーマ：夢と目標（高等学校教員・専門学校教員） 

１０月 

～ 

１１月 

第４章 

さまざまなビジネス 

【１０～１５コマ程度（１９コマ）】 

※業種毎に２コマ程度連携（来年度具体的に調整） 

～基本的な流れ（案）～ 

①導入（高等学校教員） 

②職業人講話（企業人・専門学校教員） 

③ワーク・発表（高等学校教員,企業人,専門学校教員） 

１１月 

～ 

１２月 

第５章 

企業活動の基礎 

【未定（１８コマ）】 

※今後具体的に調整 

※「ビジネス基礎」担当教員が 3月下旬に決定。第 4、5章については、担当 

教員と打ち合わせて具体的に調整。 

 

②3年間 連携授業概要 

学年 連携科目 実施内容 

１年生 【ビジネス基礎】 
・連携時間数：３０～３５コマ程度 

・主に第１、４、５章にて連携。  

２年生 

（予定） 

【課題研究】 

【ソフトウェア活用】 

・連携時間数：今後具体化（集中型も含む） 

・内容（案） 

 アンケート作成 → データ集計 → 分析 

３年生 

（予定） 

【課題研究】 

【総合実践】 

・連携時間数：今後具体化（半期集中型も含む） 

・内容（案） 

 実データ利用 → 分析 → マーケティング 
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付録④ 自動車整備分科会 カリキュラム設計資料 
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令和 3年度版 自動車整備分科会 カリキュラム 

 

令和 4年度 連携授業 

・「実習」 ※下記実施項目から 1～2項目を選定し実施予定。 

  テーマ 実施項目 実施概要 時間 

① 

車
の
魅
力

、
楽
し
さ 

自動車とは ・実車を使用しての FF/FR/AWDの仕組みの違い、利点、

欠点、自動車の魅力、楽しさ、試乗 3h 

② 車の違い ・ノーマル車と手を加えた車の違い比較、メリット/デメ

リット 3h 

③ 運転の楽しさ ・（走る、曲がる、止まる）体感、シュミレータ/カート等 3h 

④ エンジン分解 
(汎用エンジン) ・汎用エンジン（２ストローク）分解・組立・始動 3h 

⑤ これからの車 ・実車（最新）を使用しての自動運転、駐車アシスト等 3h 

⑥ タイヤ交換 
（二輪車） 

・原付きのチューブレス 10～12インチホイールでタイヤ

組み換え 
・タイヤレバーを使用しての組み換え安全確認等 

3h 

 

・「LHR」 ※下記実施項目から１年生の項目を実施予定。 

  実施項目 実施概要 時間 学年 

① 自動車整備士 
とは（職業理解） 

自動車整備士の役割 1h 

1 年 
自動車整備士の職場 1h 
自動車整備をめぐる社会の動き 1h 
自動車整備業界の動向 1h 

② 自動車整備士の 
職業意識 

社会的責任を担う自動車整備士 1h 

2 年 
専門職としての自動車整備士 1h 

③ 自動車整備士に 
必要な能力 

自動車整備士のコミュニケーション能力 1h 
自動車整備士おけるチームワーク 1h 
専門職としての自動車整備士の視点 1h 

④ 

自動車整備士の 
キャリアパス 

自動車整備士の資格・等級・役職 1h 

3 年 

自動車整備士のやりがい・達成感・使命感 1h 
自動車整備士の 
キャリアプラン 実務経験を積んでの資格 1h 

自動車整備士の 
キャリアビジョン 具体的に決めた行動計画 1h 
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附録⑤ グローバル分科会 カリキュラム設計資料 
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沖専研・高専連携事業 実施内容案 

作成日：2022/1/27 

 

実施校：石川高校・専門学校日経ビジネス 

対 象：令和 4 年度 1 年生 4 クラス（普通科）  

単位数：1 単位（50 分授業×35 回） 

内 容：キャリア教育×グローバル人材 

企業を巻き込んだ取り組み 

 自己表現力・他者理解力を身に付けられる取り組み 

 

1. 子どもたちをめぐる課題： 

産業・経済の構造的変化、雇用の多様化・流動化等、子どもたちの育つ社会環境が変化し

ている。それにより子どもたちの自らの将来の捉え方に大きな変化をもたらしている。子ど

もたちは、自分の将来を考えるのに役立つ理想とする大人のモデルが見付けにくく、自らの

将来に向けて希望あふれる夢を描くことも容易でなくなってきている。 

更に、環境の変化は子どもたちの心身の発達にも影響を与え始めており、身体的には早熟

傾向にあるが、精神的・社会的側面の発達はそれに伴っておらず遅れがちである。具体的に

は、人間関係をうまく築くことができない、自分で意思決定ができない、自己肯定感をもて

ない、将来に希望をもつことができない、といった子どもの増加が指摘されている。 

子どもたちの変化を恐れず、変化に対応していく力と態度を育てることが不可欠である。

そのためには、日常の教育活動を通して、学ぶ面白さや学びへの挑戦の意味を子どもたちに

体得させることが大切である。子どもたちが、未知の知識や体験に関心をもち、仲間と協力

して学ぶことの楽しさを通して、未経験の体験に挑戦する勇気とその価値を体得すること

で、生涯にわたって学び続ける意欲を維持する基盤をつくることができる。 

 

2. 学校教育に求められている姿： 

社会人として自立した人を育てる観点から 

・学校の学習と社会を関連づけた教育 

・生涯にわたって学び続ける意欲の向上 

・社会人としての基礎的資質・能力の育成 

・自然体験、社会体験等の充実 

・発達に応じた指導の継続性 

・家庭・地域と連携した教育 
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職業的（進路）発達を促すために育成することが期待される具体的な能力 
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3. 実施内容案 

 

 

4. 確認・検討事項 

・高校内でどのようなキャリア教育が行われているか 

・高校現場で実施されている同様の内容はあるか 

・「情報」に関する内容・評価を実施するべきか 

・他分野（ビジネス分野や自動車整備分野）と共通性のあるカリキュラムが必要か 

１年次
・人間関係形成能力

・情報活用能力

・コミュニケーションスキルを磨く（自己表現力・他者理解力）

・職業人講話を通して、多様な他者と場に応じた適切なコミュニ

ケーションを図る

・職業人講話を通して、世の中にどのような仕事があるか理解

し、それぞれに関する情報を自身で取集するようになる

２年次
・情報活用能力

・将来設計能力

・職業人講話を通して、学校生活や学習の大切さを理解する

・自身の強みや適性を理解したうえで興味を持った職業に関し

て、情報収集し、自分がその仕事でどのようなことを成し遂げた

いかを発信できるようになる

３年次
・将来設計能力

・意思決定能力

・選択した職業に対して、どのような知識・スキルが求められる

か考え、高校在学時から習得に取り組めるようになる

・・選択した職業でのキャリアパスを考えられるようになる
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作成者:古謝　景士
年度／時期

2022/通年

回数 必須・選択

35回

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

導入②
コミュニケーションの大切さを理解
する

・情報カードを用いた課題達成ゲーム「買い物案内図」を
用いたウォームアップアクティビティを実施する

コミュニケーションの基本③ ・振り返り

正しい日本語を身につける③ ・振り返り

正しい日本語を身につける① ・書き言葉と話し言葉の違い
・アルバイト語

正しい日本語を身につける② ・敬語の基本

話すときの心構え① ・現状のコミュニケーション能力を確認する
・聞き手を意識した心構え

導入③
効果的な自己紹介
コミュニケーションの定義を知る

・自己紹介の効果的な方法について学ぶ
・コミュニケーションの目的・手段について理解する

コミュニケーションの基本① ・言葉の大切さを理解する
・あいさつの大切さを理解する

コミュニケーションの基本② ・気配りワードについて学ぶ
・返事の大切さを理解する

正しい発声・発音 ・わかりやすい話し方について理解する
・話をするときの姿勢や表情を意識する

導入①
コミュニケーションとは何か？

・「コンセンサス実習」を通して、学生たちにコミュニ
ケーション力を測り、現時点での立ち位置を理解する

授　業　の　概　要

授業終了時の到達目標

・自身の考えや意見を他社に伝えられるようになる
・他人の意見を受け入れることができ、それに対する
・どのような仕事があるか把握し、それぞれで求められる能力について理解する

テ　ー　マ 内　　　　容

授業時間 単位数（時間数） 担当教員

50分 1単位（35時間）

科　目　名 学年 授業形態

コミュニケーションの基本（仮） １年 講義
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回 テ　ー　マ 内　　　　容

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

聞くことの重要性② ・聴く態度を身につける

効果的な表現力を身につける④ ・１分間プレゼンテーション

効果的な表現力を身につける⑤ ・振り返り

聞くことの重要性① ・「聞く」「聴く」「訊く」の違いを理解する

効果的な表現力を身につける① ・第一印象の大切さ

効果的な表現力を身につける② ・あがり対策
・目線・アイコンタクトの大切さ

効果的な表現力を身につける③ ・ジェスチャーを使った表現方法

効果的な話し方を身につける③ ・実習「今までで一番うれしかったこと」

効果的な話し方を身につける④ ・「主題-話題-主張」で話す

効果的な話し方を身につける⑤ ・振り返り

話すときの心構え④ ・実践
・自分が興味をもったニュースについて話す

効果的な話し方を身につける① ・明確に、整理して、工夫を加えて話す練習

効果的な話し方を身につける② ・話の構成技術
・５Ｗ２Ｈを使った話し方

話すときの心構え⑤ ・振り返り

話すときの心構え② ・話す前の準備

話すときの心構え③ ・ふさわしい話の内容を考える
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回 テ　ー　マ 内　　　　容

28

29

30

31

32

33

34

35

職業人講話③ ・グループディスカッション
・振り返り

聞くことの重要性③ ・振り返り

最終テスト

職業人講話① ・グループディスカッション
・振り返り

職業人講話② ・社会で活躍している方を招いて「勉強の大切さ」につい
て理解する

職業人講話② ・グループディスカッション
・振り返り

職業人講話③ ・社会で活躍している方を招いて「将来について考える大
切さ」について理解する

職業人講話① ・社会で活躍している方を招いて「人間関係の大切さ」に
ついて理解する
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沖専研・高専連携事業 実施内容案 

作成日：2022/1/27 

 

実施校：石川高校・専門学校日経ビジネス 

対 象：令和 4 年度 1 年生 4 クラス（普通科）  

単位数：1 単位（50 分授業×35 回） 

内 容：キャリア教育×グローバル人材 

企業を巻き込んだ取り組み 

 自己表現力・他者理解力を身に付けられる取り組み 

 

1. 子どもたちをめぐる課題： 

産業・経済の構造的変化、雇用の多様化・流動化等、子どもたちの育つ社会環境が変化し

ている。それにより子どもたちの自らの将来の捉え方に大きな変化をもたらしている。子ど

もたちは、自分の将来を考えるのに役立つ理想とする大人のモデルが見付けにくく、自らの

将来に向けて希望あふれる夢を描くことも容易でなくなってきている。 

更に、環境の変化は子どもたちの心身の発達にも影響を与え始めており、身体的には早熟

傾向にあるが、精神的・社会的側面の発達はそれに伴っておらず遅れがちである。具体的に

は、人間関係をうまく築くことができない、自分で意思決定ができない、自己肯定感をもて

ない、将来に希望をもつことができない、といった子どもの増加が指摘されている。 

子どもたちの変化を恐れず、変化に対応していく力と態度を育てることが不可欠である。

そのためには、日常の教育活動を通して、学ぶ面白さや学びへの挑戦の意味を子どもたちに

体得させることが大切である。子どもたちが、未知の知識や体験に関心をもち、仲間と協力

して学ぶことの楽しさを通して、未経験の体験に挑戦する勇気とその価値を体得すること

で、生涯にわたって学び続ける意欲を維持する基盤をつくることができる。 

 

2. 学校教育に求められている姿： 

社会人として自立した人を育てる観点から 

・学校の学習と社会を関連づけた教育 

・生涯にわたって学び続ける意欲の向上 

・社会人としての基礎的資質・能力の育成 

・自然体験、社会体験等の充実 

・発達に応じた指導の継続性 

・家庭・地域と連携した教育 
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職業的（進路）発達を促すために育成することが期待される具体的な能力 
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3. 実施内容案 

 

 

1 年次では『世の中にどのような職業があるか理解し、どのようなスキルが求められるか

把握する』を目標とする。それを達成する手段として職業人講話を 6 回設定してある。 

 また講話からより多くを学べるために、講話実施後にグループディスカッションを実施

する。このグループディスカッションを活性化させるために、コミュニケーションの基本が

必要不可欠であるためカリキュラムの前半部分はコミュニケーションの基本について学ぶ

ことになっている。 

 

 2 年次カリキュラムについてはまだ検討中であるが、選択科目となるため、グローバル人

材を目指す学生たちによりフォーカスした内容に設定する予定である。 

１年次
・人間関係形成能力

・情報活用能力

・コミュニケーションスキルを磨く（自己表現力・他者理解力）

・職業人講話を通して、多様な他者と場に応じた適切なコミュニ

ケーションを図る

・職業人講話を通して、世の中にどのような仕事があるか理解

し、それぞれに関する情報を自身で取集するようになる

２年次
・情報活用能力

・将来設計能力

・職業人講話を通して、学校生活や学習の大切さを理解する

・自身の強みや適性を理解したうえで興味を持った職業に関し

て、情報収集し、自分がその仕事でどのようなことを成し遂げた

いかを発信できるようになる

３年次
・将来設計能力

・意思決定能力

・選択した職業に対して、どのような知識・スキルが求められる

か考え、高校在学時から習得に取り組めるようになる

・・選択した職業でのキャリアパスを考えられるようになる
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作成者:古謝　景士
年度／時期

2022/通年

回数 必須・選択

35回

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

導入③
コミュニケーションの大切さを理解
する

・情報カードを用いた課題達成ゲーム「買い物案内図」を
用いたウォームアップアクティビティを実施する

正しい日本語を身につける ・書き言葉と話し言葉の違い
・アルバイト語
・敬語の基本

話すときの心構え① ・現状のコミュニケーション能力を確認する
・聞き手を意識した心構え

話すときの心構え② ・話す前の準備
・ふさわしい話の内容を考える

話すときの心構え③ ・実践
・自分が興味をもったニュースについて話す

導入③
効果的な自己紹介
コミュニケーションの定義を知る

・自己紹介の効果的な方法について学ぶ
・コミュニケーションの目的・手段について理解する

コミュニケーションの基本① ・言葉の大切さを理解する
・あいさつの大切さを理解する

コミュニケーションの基本② ・気配りワードについて学ぶ
・返事の大切さを理解する

授　業　の　概　要

授業終了時の到達目標

・自身の考えや意見を他社に伝えられるようになる
・他人の意見を受け入れることができ、それに対する
・どのような仕事があるか把握し、それぞれで求められる能力について理解する

テ　ー　マ 内　　　　容

授業時間 単位数（時間数） 担当教員

50分 1単位（35時間）

科　目　名 学年 授業形態

１年 講義

導入① ・授業の主旨・目的の説明

正しい発声・発音 ・わかりやすい話し方について理解する
・話をするときの姿勢や表情を意識する

導入②
コミュニケーションとは何か？

・「コンセンサス実習」を通して、学生たちにコミュニ
ケーション力を測り、現時点での立ち位置を理解する
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回 テ　ー　マ 内　　　　容

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

職業人講話③ ・社会で活躍している方を招いて「将来について考える大
切さ」について理解する

職業人講話③ ・グループディスカッション
・振り返り

職業人講話① ・社会で活躍している方を招いて「人間関係の大切さ」に
ついて理解する

聞くことの重要性 ・「聞く」「聴く」「訊く」の違いを理解する
・聴く態度を身につける

職業人講話④ ・社会で活躍している方を招いて「将来について考える大
切さ」について理解する

職業人講話① ・グループディスカッション
・振り返り

職業人講話② ・社会で活躍している方を招いて「勉強の大切さ」につい
て理解する

職業人講話② ・グループディスカッション
・振り返り

効果的な表現力を身につける① ・第一印象の大切さ
・あがり対策
・目線・アイコンタクトの大切さ

効果的な表現力を身につける②

効果的な表現力を身につける③

・ジェスチャーを使った表現方法

・１分間プレゼンテーション

効果的な話し方を身につける① ・明確に、整理して、工夫を加えて話す練習

効果的な話し方を身につける② ・話の構成技術
・５Ｗ２Ｈを使った話し方

効果的な話し方を身につける③ ・「主題-話題-主張」で話す

職業人講話④ ・グループディスカッション
・振り返り
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回 テ　ー　マ 内　　　　容

27

28

29

30

31

32

33

34

35

職業人講話⑤ ・社会で活躍している方を招いて「将来について考える大
切さ」について理解する

職業人講話⑤ ・グループディスカッション
・振り返り

職業人講話⑥ ・社会で活躍している方を招いて「将来について考える大
切さ」について理解する

職業人講話⑥ ・グループディスカッション
・振り返り

職業人講話⑧ ・グループディスカッション
・振り返り

全体振返り ・授業を通してどのように成長したか各自で振り返り、全
体へ共有する

職業人講話⑦ ・社会で活躍している方を招いて「将来について考える大
切さ」について理解する

職業人講話⑦ ・グループディスカッション
・振り返り

職業人講話⑧ ・社会で活躍している方を招いて「将来について考える大
切さ」について理解する
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令和 3 年度 グローバル分科会カリキュラム 

 

①令和 4年度連携授業 

・「情報１」 

月 学習内容 実施内容（）内は総コマ数 

４

月 
1 情報の特徴 
2 情報の表現形式 

【５コマ（７コマ）】  
・オリエンテーション（授業の趣旨・目的説明） 
・効果的な自己紹介、コミュニケーションを学ぶ 

５

月 
3 問題解決（1） 
4 問題解決（2） 

【７コマ（１０コマ）】 
・ディスカッションの方法と理解（問題解決と絡め

ながら） 
・職業人講話①～③ ・グループディスカッション 

６

月 5 情報社会 
【２コマ（４コマ）】 
・マナー教育 
・情報活用および情報倫理 

７

月 

13 情報技術の発展
（1） 
14 情報技術の発展
（2） 

【２コマ（３コマ）】 
・職業人講話④（情報技術分野の発展） 
・グループディスカッション 

９

月 
27 効果的な情報デザ
イン 

【２コマ（３コマ）】  
・コミュニケーションの基本 
・正しい発声・発音 

１

０

月 

28 プレゼンテーショ
ンの流れ 
29 プレゼンテーショ
ンの注意点 

【７コマ（８コマ）】 
・話すときの心構え 
・プレゼンテーション作成方法   

・実践 

１

１

月 

34 プログラミング
（1） 

【２コマ（３コマ）】 
・職業人講話⑤（プログラミングの発展） 
・グループディスカッション 

３

月 51 データ分析（３） 
【２コマ（３コマ）】 
・職業人講話④（情報技術分野の発展） 
・グループディスカッション 

 

 

 

 

120



②3年間 連携授業概要 

 

学年 連携科目 実施内容 

１年生 【情報Ⅰ】 
・情報Ⅰ（３単位）中の１単位授業を高・専 TT
で実施 
・年間計画も学習指導要領に沿った内容。  

２年生 
【総合的な探究の時間】 
【LHR】 

今後検討 

３年生 
【総合的な探究の時間】 
【LHR】 

今後検討 

 

 

121



附録⑥ 高校1年生用職業キャリア教育教材 

（１）IT人材の仕事 
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02

⑴

1 04⑴
(2
)

(3
)

⑵

2 05⑴
(2
)

⑴

3 06⑴
(2
)

(3
)
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03

⑵

4 07⑴
(2
)

(3
)

⑴

5 08⑴
(2
)

⑵

6 09⑴
(2
)

04

⑴1
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05

⑵2

06

⑴3
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07

⑵4

⑴5

08
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⑵6

09
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附録⑥ 高校1年生用職業キャリア教育教材 

（２）自動車整備士の仕事 
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【
職
業
キ
ャ
リ
ア
教
育
】

自
動
車
整
備
の
仕
事

一
般
社
団
法
人

沖
縄
専
門
人
材
開
発
研
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　 自 動 車 整 備 士 は 、 私 た ち の 生 活 に 欠 か

せ な い 「 ク ル マ 」 と い う 乗 り 物 が 、 正 確

に か つ 安 全 に 動 く か ど う か を 点 検 し 、 そ

の 結 果 に 応 じ て 整 備 や 修 理 ・ 部 品 交 換 な

ど を 行 う 、 い っ て み れ ば ク ル マ に と っ て

「 医 者 （ ド ク タ ー ） 」 の よ う な 存 在 で

す 。 ま た 、 ク ル マ に 長 く 安 心 し て 乗 れ る

よ う 、 定 期 点 検 や メ ン テ ナ ン ス を お す す

め し た り 、 故 障 や ト ラ ブ ル 発 生 時 の 対 処

法 を お 伝 え す る こ と も 、 自 動 車 整 備 士 の

大 切 な 役 割 で す 。 医 者 は 内 科 医 や 外 科

医 ・ 歯 科 医 の よ う に 、 あ る 程 度 専 門 の 分

野 に 分 か れ て い ま す が 、 自 動 車 整 備 士 は

得 意 ジ ャ ン ル こ そ あ れ 、 ク ル マ の こ と に

関 し て は エ ン ジ ン や ブ レ ー キ 、 タ イ ヤ や

電 気 関 係 に 至 る ま で 、 安 全 な 走 行 に 関 わ

る と こ ろ は 、 基 本 的 に そ の 全 て を 点 検 ・

整 備 す る 必 要 が あ り ま す 。

自 動 車 整 備 士 は ク ル マ の ド ク タ ー
自 動 車 整 備 士 と は

そ の 役 割 と 存 在 意 義

点 検 整 備 と は 、 エ ン ジ ン オ イ ル ・ バ ッ テ

リ ー ・ タ イ ヤ ・ ブ レ ー キ な ど の 消 耗 品 を

点 検 し 、 劣 化 し て い る よ う な ら 整 備 ・ 交

換 す る 、 私 た ち に 例 え る と 「 健 康 診 断 と

病 気 予 防 」 に 当 た る 作 業 で す 。

2 つ 目 の 緊 急 整 備 と は 、 急 な 故 障 や ト ラ

ブ ル が 起 き た と き そ れ を 整 備 ・ 修 理 す る

仕 事 で 、 簡 単 に 言 う と 、 救 急 隊 員 な ど が

行 う 「 応 急 手 当 」 が そ れ に あ た る で し ょ

う 。
3 つ 目 の 分 解 整 備 は 、 ブ レ ー キ ・ エ ン ジ

ン ・ ミ ッ シ ョ ン な ど 、 ク ル マ の 性 能 と 安

全 性 を 左 右 す る 重 要 な 部 分 を 分 解 し 、 正

常 に 作 動 す る よ う 整 備 や 部 品 交 換 を 行 う

「 手 術 」 の よ う な 仕 事 で 、 こ れ を 行 う に

は 国 家 資 格 で あ る 自 動 車 整 備 士 資 格 が 必

要 で す 。

　 私 た ち が 元 気 で 暮 ら し て い く た め 、 医

者 が な く て は な ら な い 存 在 で あ る よ う

に 、 ク ル マ の プ ロ で あ る 自 動 車 整 備 士 が

い な い こ と に は 、 危 な っ か し く て と て も

安 心 し て ク ル マ に 乗 る こ と な ん て で き ま

せ ん 。 ま し て ク ル マ は 、 通 勤 ・ 通 学 ・ 買

い 物 ・ レ ジ ャ ー な ど 、 あ ら ゆ る シ ー ン で

活 躍 す る 私 た ち に と っ て 欠 か せ な い 移 動

手 段 で す し 、 ひ と た び 故 障 し て 事 故 が 起

き て し ま う と 自 分 や 同 乗 者 だ け で な く 、

他 人 の 命 を 危 険 に 巻 き 込 ん で し ま う こ と

も あ り ま す 。 つ ま り 、 自 動 車 整 備 士 は 、

私 た ち み ん な の 快 適 な 生 活 と 安 全 を 、 そ

の 豊 富 な 知 識 と 卓 越 し た 技 術 で し っ か り

と 支 え る 、 非 常 に 重 要 な 仕 事 ・ 存 在 な の

で す 。
自 動 車 整 備 士 の 存 在 意 義

　 自 動 車 整 備 士 の 仕 事 内 容 は 、 取 得 し た

整 備 士 資 格 の 種 類 や 就 職 先 、 配 属 さ れ た

部 署 や そ の 規 模 に よ っ て 異 な り ま す が 、

大 き く 分 類 す る と 「 点 検 整 備 」 「 緊 急 整

備 」 「 分 解 整 備 」 の 3 つ が そ れ に あ た り

ま す 。
自 動 車 整 備 士 の 仕 事 内 容
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1 8 8 6 年 に ダ イ ム ラ ー と ベ ン ツ が 初

め て ガ ソ リ ン 自 動 車 を 発 明 し て か ら 約

1 2 0 年 も の 間 、 走 行 性 能 や 燃 費 性 能 や

安 全 性 、 快 適 性 や 居 住 性 な ど 自 動 車 技 術

は 年 々 進 化 し て き ま し た 。 た だ 、 そ の 長

い 長 い 年 月 の 間 、 自 動 車 と い う 機 械 の 安

全 を 担 っ て い る と い う 自 動 車 整 備 士 の 立

場 は 、 そ れ ほ ど 大 き く 変 わ り ま せ ん で し

た 。 し か し 、 ク ル マ に と っ て 「 1 2 0 年

に 一 度 の 大 変 革 期 」 と 言 わ れ て い る 今 、

よ り ス ピ ー ド 感 を 増 し た 自 動 車 技 術 の 目

覚 ま し い 進 歩 に あ わ せ 、 自 動 車 整 備 士 の

立 場 も 変 わ り つ つ あ り ま す 。 例 え ば 、 燃

料 1 つ 見 て も ハ イ ブ リ ッ ト 車 や 電 気 ・ 水

素 自 動 車 な ど の 様 に 、 環 境 へ 配 慮 し た 新

技 術 が 普 及 し て き ま し た 。 そ し て 、 自 動

車 整 備 士 の 立 場 も 変 わ り 、 単 に 長 く 安 全

に 走 れ る よ う 整 備 し て い れ ば O K ！ と い

う も の か ら 、 低 燃 費 性 能 の 維 持 や 排 出 ガ

ス 削 減 な ど の 環 境 性 能 を き ち ん と 満 た し

て い る か 、 と い う 点 に 注 目 が 集 ま る よ う

に な っ て き ま し た 。

止 ま ら な い 自 動 車 関 連 技 術 の 進 化
変 わ り ゆ く 自 動 車 整 備 士 の 立 場

　 以 前 よ り 、 社 会 や 地 球 環 境 に 果 た す べ

き 責 任 や 立 場 が 重 く な っ た に も か か わ ら

ず 、 少 子 高 齢 化 に よ る 「 担 い 手 不 足 」 の

影 響 を 受 け 、 自 動 車 整 備 士 は 全 国 的 に 見

て も 全 く 数 が 足 り て い な い 状 況 に あ り ま

す 。 そ の た め 、 ク ル マ と 深 く か か わ っ て

い る 多 く の 企 業 は 、 働 き 方 改 革 を 行 っ て

整 備 士 の 労 働 環 境 を 良 く し た り 、 給 料 ア

ッ プ 有 給 休 暇 の 充 実 な ど の 待 遇 改 善 を 積

極 的 に 行 っ た り し て 、 整 備 士 を 集 め よ う

と 努 力 し て い ま す 。 つ ま り 、 い ま 自 動 車

整 備 士 と い う 職 業 は 引 く 手 あ ま た 、 安 定

し て 長 い 間 活 躍 で き る 国 家 資 格 の 1 つ と

し て 人 気 を 集 め て い ま す 。

自 動 車 整 備 士 が 置 か れ て い る 現 状

　 近 年 、 手 放 し で 運 転 が で き る 「 ハ ン ズ

フ リ ー 機 能 」 を 搭 載 し た 新 型 車 種 が 登 場

し 話 題 を 集 め て い る よ う に 、 ま も な く 自

動 運 転 が 当 た り 前 と い う 時 代 が や っ て く

る で し ょ う 。 ヒ ト が 運 転 操 作 を 全 く せ ず

A I な ど の 「 機 械 」 が 自 動 的 に 運 転 す る

こ と に な る た め 、 そ れ を 点 検 ・ 整 備 す る

自 動 車 整 備 士 の 責 任 は 、 今 よ り さ ら に 重

く な っ て い き ま す 。 た だ 、 責 任 重 大 な 分

や り が い は あ り ま す し 、 高 い 賃 金 や 職 場

で の 地 位 な ど の 待 遇 の 良 さ も つ い て き ま

す 。
そ し て 時 代 は い よ い よ 自 動 運 転 へ ！
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　 誕 生 し た 当 初 の 自 動 車 は 「 お 金 持 ち の

乗 り 物 」 に す ぎ ま せ ん で し た が 、

1 9 0 8 年 に ア メ リ カ の フ ォ ー ド 車 が ガ

ソ リ ン 車 の 量 産 を 始 め て か ら は 、 一 気 に

「 庶 民 の 乗 り 物 」 と し て 普 及 し ま し た 。

日 本 で の 普 及 が 進 ん だ の は 戦 後 に 入 っ て

か ら で 、 近 年 こ そ そ の 勢 い は 弱 ま り ま し

た が 、 国 土 交 通 省 の 発 表 に よ る と 令 和 3

年 現 在 、 実 に 8 2 0 0 万 台 以 上 の ク ル マ

（ 二 輪 車 を 含 む ） が 、 国 内 の 道 路 を 走 り

回 っ て い る そ う で す 。 こ こ ま で 普 及 台 数

の 膨 れ 上 が っ た ク ル マ が も し1 台 も い な

く な っ た ら 、 一 体 ど う な っ て し ま う か 想

像 し て み て く だ さ い 。 た ち ま ち 物 流 や 交

通 が マ ヒ し 経 済 が 回 ら な く な り 、 通 勤 ・

通 学 や 買 い 物 な ど の 生 活 に も 困 っ て し ま

う で し ょ う 。 ま た 、 整 備 業 界 を 含 む 自 動

車 産 業 は 国 内 に お け る 基 幹 産 業 の1 つ で

あ り 、 関 連 企 業 に 勤 め て い る 従 業 員 の 数

は 5 4 2 万 人 に の ぼ り ま す 。 つ ま り 、 ク

ル マ は 今 も 昔 も 私 た ち の 経 済 と 生 活 の 根

本 を 支 え て い る 、 非 常 に 重 要 な 存 在 な の

で す 。
自 動 車 の 歴 史 〜 経 済 と 生 活 を

                               支 え る 存 在 と し て
今 も 昔 も そ し て 未 来 も

　 自 動 車 は 経 済 ・ 生 活 を

　 　 支 え る 重 要 な 存 在

　 先 ほ ど お 話 し し た 変 革 の
4 大 要 素 の う

ち 、 な か な か 進 ん で い な い の が 自 動 運 転

の 普 及 で す 。 な ぜ 進 ま な い の か と 言 え

ば 、 荒 っ ぽ い 表 現 を す る と 「 勝 手 に 走 る

ク ル マ 」 に 対 す る 「 安 全 性 と 信 頼 性 」 を

確 保 す る こ と が 、 他 の 要 素 に 比 べ て 段 違

い に 難 し い か ら で す 。 実 の と こ ろ 、 技 術

的 に 自 動 運 転 車 を 作 る こ と は 、 既 に で き

る 水 準 に あ り ま す 。 し か し 、 自 動 運 転 車

が 「 勝 手 に 」 ス ピ ー ド 違 反 を し た り 、 万

が 一 事 故 を 起 こ し て し ま っ た 場 合 、 誰 が

そ の 責 任 を 取 る か な ど 、 ル ー ル や 法 律 が

は っ き り と 決 ま っ て い な い の で す 。 ま

た 、 完 全 な 自 動 運 転 車 はIT 機 器 で 「 遠 隔

制 御 」 さ れ る こ と に な り ま す が 、 そ う な

る と 外 部 か ら ハ ッ キ ン グ 被 害 を 受 け る 可

能 性 も あ り ま す 。 こ の よ う な 課 題 を ク リ

ア し て 初 め て 、 ク ル マ は み ら い の カ タ チ

に 進 化 す る こ と に な る で し ょ う 。 し か

し 、 ど ん な 形 に 「 変 わ っ た 」 と し て も 、

ク ル マ は 世 界 の 経 済 や 私 た ち の 生 活 に 欠

か せ な い 存 在 で す 。 で す か ら 、 全 く 新 し

い 別 の 乗 り 物 が 登 場 し な い 限 り 、 ク ル マ

が こ の 世 か ら な く な る こ と は な い で し ょ

う 。
自 動 車 の 未 来 と 今 後 の 課 題

　 そ ん な 自 動 車 は 今 、 量 産 開 始 以 来

「 1 0 0 年 に1 度 の 変 革 期 」 に 差 し か か

っ て い る と 言 わ れ て い ま す 。 そ の 1 つ

が 、 大 気 汚 染 問 題 の 解 決 や 資 源 保 護 な ど

を 目 的 と し た 、 内 燃 機 関 （ ガ ソ リ ン ＆ デ

ィ ー ゼ ル ） か ら の 「 電 動 化 （Electric ） 」

で す 。 加 え て 、 I T を 用 い た つ な が る 化

（Connect ） 、 所 有 か ら カ ー シ ェ ア へ の

転 換 （Share ） 、 そ し て 人 が 運 転 操 作 を し

な い 自 動 運 転 化 （Automation ） が 、 変 革

の 4 大 要 素 と さ れ て い ま す 。 こ の 変 革 が

進 む こ と に よ っ て 、 ク ル マ の 構 造 や 搭 載

装 備 は ど ん ど ん 最 新 の も の に 書 き 換 え ら

れ て い く で し ょ う し 、 私 た ち と ク ル マ の

関 わ り 方 も 変 わ っ て く る で し ょ う 。

自 動 車 の 今 〜 1 0 0 年 に1 度 の 変 革 期 〜
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　 自 動 車 は 今 、 大 き く 進 化 し て い る 真 っ

最 中 で す が 、 そ れ を 支 え 後 押 し す る こ と

こ そ 、 今 そ し て 未 来 の 自 動 車 整 備 士 に 与

え ら れ る 大 事 な 役 目 で す 。 ま ず 、 ハ イ ブ

リ ッ ト カ ー や 電 気 自 動 車 な ど の 次 世 代 自

動 車 は そ の 性 能 を 維 持 す る た め 、 ガ ソ リ

ン 車 よ り 精 密 か つ 確 実 な 点 検 と 整 備 が 必

要 で す 。 ま た 、 運 転 の ク セ が そ れ ぞ れ 異

な る 「 不 特 定 多 数 」 が 乗 る こ と に な る シ

ェ ア カ ー は 、 個 人 が 所 有 す る マ イ カ ー よ

り メ ン テ ナ ン ス の 頻 度 を 増 や す べ き で

す 。 エ コ カ ー や シ ェ ア カ ー へ の 変 革 は

「 環 境 保 護 」 が 主 な 目 的 で す が 、 そ れ を

実 現 す る に は 自 動 車 整 備 士 の 力 が 必 ず 必

要 に な る と い う 訳 で す 。 さ ら に 、 イ ン タ

ー ネ ッ ト に 接 続 さ れ 情 報 を 送 る こ と も 受

け 取 る こ と も で き る 「 つ な が る ク ル マ 」

が 普 及 し て い く こ と を 考 え る と 、 I T 関

連 の 知 識 や 技 術 を 身 に 付 け た 整 備 士 は 、

今 後 よ り そ の 活 躍 の 場 が 広 が っ て い く で

し ょ う 。
エ コ に は 自 動 車 整 備 士 の 力 が 必 要

自 動 車 整 備 士 と 進 化 す る 新 技 術

　 通 常 の ク ル マ は 人 間 が 運 転 を し て い る

た め 、 危 険 を 察 知 し た り 故 障 や ト ラ ブ ル

が 発 生 す る と 、 危 険 を 回 避 す る た め ハ ン

ド ル を 切 っ た り 、 ブ レ ー キ を か け 緊 急 停

車 す べ き だ と い う 「 判 断 」 し 「 操 作 」 を

行 い ま す 。 し か し 、 自 動 運 転 車 は 判 断 と

操 作 を A I が 担 当 し て い る た め 、 A I が

故 障 し た 場 合 は 暴 走 し 事 故 を 誘 発 す る 可

能 性 が あ り ま す 。 そ の た め 、 各 自 動 車 メ

ー カ ー は 持 て る 技 術 を 結 集 し 、 事 故 を 起

こ さ な い 安 全 な 自 動 運 転 車 を 生 み 出 そ う

と 日 々 努 力 し て い ま す 。 し か し 、 機 械 で

あ る 以 上 経 年 劣 化 で ど う し て も 危 険 感 知

の 精 度 な ど が 落 ち て く る た め 、 そ れ を 点

検 ・ 整 備 で 維 持 ・ 回 復 さ せ る 整 備 士 の 力

が 必 要 に な り ま す 。

ク ル マ に お ま か せ の 「 自 動 運 転 」

      だ か ら こ そ…

　 自 動 運 転 と 関 連 し 、 安 全 な 車 間 距 離 や

走 行 車 線 を キ ー プ す る た め の 警 報 装 置 や

自 動 ブ レ ー キ 、 衝 突 時 衝 撃 吸 収 ボ デ ィ な

ど の 先 進 安 全 装 備 ・ 技 術 の 開 発 と 搭 載 も

進 ん で い ま す 。 ま た 、 エ ア コ ン や カ ー ナ

ビ 、 カ ー コ ン ポ な ど ド ラ イ ブ を 快 適 に 便

利 に す る 装 備 も 、 I T 技 術 を 組 み 込 ん だ

最 新 機 種 が 次 々 に リ リ ー ス さ れ て い ま

す 。 こ の よ う に 、 ク ル マ に 関 す る 技 術 は

い ろ い ろ な 面 で 日 々 進 歩 し て い ま す が 、

ク ル マ が 便 利 に な れ ば な る ほ ど 、 素 人 で

は と て も ト ラ ブ ル 解 決 が で き ず 、 ど う し

て も プ ロ の 整 備 士 頼 り に な っ て い き ま

す 。
ク ル マ に 関 す る そ の 他 の 最 新 技 術
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　 こ こ ま で お 話 し し て き た よ う に 、 ク ル

マ の 安 全 性 と 信 頼 性 は 本 体 ・ 部 品 メ ー カ

ー の た ゆ ま ぬ 努 力 と 、 自 動 車 整 備 士 と い

う 「 縁 の 下 の 力 持 ち 」 が い た か ら こ そ 成

り 立 っ て い ま す 。 極 端 な こ と を 言 え ば 、

全 国 に 約 3 3 万 人 い ら っ し ゃ る 先 輩 自 動

車 整 備 士 が い な け れ ば 、 こ こ ま で 自 動 車

文 化 は 発 展 せ ず 、 普 及 も し な か っ た で し

ょ う 。 そ し て 、 自 動 車 整 備 士 の た ま ご で

あ る 皆 さ ん は 、 こ れ ま で 以 上 に ス ピ ー ド

が 増 す 自 動 車 技 術 の 進 歩 に 、 し っ か り つ

い て い く こ と が 求 め ら れ ま す 。 し か し 、

ク ル マ と い う 人 間 に 欠 か せ な い 道 具 と 共

に あ る 以 上 、 自 動 車 整 備 士 と い う 仕 事 は

決 し て な く な ら な い 安 定 し た 仕 事 で す の

で 、 目 指 す 価 値 は 十 分 に あ り ま す 。

自 動 車 整 備 士 が い た か ら こ そ 技 術 は

                    こ こ ま で 進 歩 し た ！

　 自 動 車 技 術 の 進 歩 は 、 何 も ハ イ ブ リ ッ

ト 車 や 電 気 自 動 車 な ど の エ コ カ ー や 、 自

動 運 転 な ど が そ の ゴ ー ル で は あ り ま せ

ん 。 エ コ カ ー や 自 動 運 転 車 よ り も っ と 経

済 的 で 、 も っ と 便 利 で 、 も っ と 楽 し い ク

ル マ が 開 発 さ れ る か も し れ ま せ ん 。 そ し

て 、 自 動 車 整 備 士 と し て 経 験 を 積 み 技 術

を 磨 い て い れ ば 、 も し か し た ら 開 発 エ ン

ジ ニ ア の 一 員 と し て 、 「 未 来 の ク ル マ 作

り 」 に 携 わ れ る か も し れ ま せ ん 。 ま た 、

開 発 に 携 わ れ な か っ た と し て も 、 そ の ク

ル マ の 安 全 性 と 信 頼 性 を 保 つ の は 、 自 動

車 整 備 士 の 仕 事 で す 。 つ ま り 、 ク ル マ 文

化 の 未 来 は 皆 さ ん が 作 り 、 そ し て 守 っ て

い く の で す 。

未 来 の ク ル マ を 作 り

                      守 っ て い く の は キ ミ だ ！

　 こ こ か ら は あ く ま で 「 予 想 」 に な り ま

す が 、 今 後 よ り 自 動 運 転 な ど の 最 新 技 術

が 普 及 し て い く こ と を 考 え る と 、 現 在 あ

る 1 ・ 2 ・ 3 級 自 動 車 整 備 士 や 特 殊 整 備

士 、 自 動 車 検 査 員 と い う 視 覚 の ほ か に 、

「 新 た な 資 格 」 が で き る 可 能 性 も あ り ま

す 。 つ ま り 、 そ の 「 新 た な 資 格 」 を 持 っ

て い な い と 、 自 動 運 転 な ど と い っ た 新 技

術 を 搭 載 し た ク ル マ を 整 備 で き な い 、 な

ん て こ と が あ り え る か も し れ な い わ け で

す 。 新 資 格 が で き る と い う こ と は 、 そ れ

だ け そ の 分 野 の ニ ー ズ が 高 ま り 、 い っ そ

う 専 門 性 が 求 め ら れ て き た と い う 証 拠 で

す 。 も し 将 来 、 新 資 格 が で き る よ う な こ

と が あ っ た ら 、 ぜ ひ チ ャ レ ン ジ し て キ ャ

リ ア U P の き っ か け に し て く だ さ い 。

新 た な 自 動 車 整 備 士 資 格 が で き る か も ？

ま す ま す 高 ま る 自 動 車

整 備 士 の 役 割 と 必 要 性
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　 職 場 や 地 位 に 関 係 な く 、 自 動 車 整 備 士

と し て 仕 事 を す る た め に は 「 国 土 交 通

省 」 が 実 施 し て い る 「 技 能 検 定 試 験 」 を

受 け な け れ ば な り ま せ ん 。 と は い え 、 そ

の 国 家 試 験 を 受 験 す る に あ た り 高 卒 以 上

と か 、 大 卒 以 上 な ど と い っ た 「 学 歴 」 を

限 定 す る よ う な 条 件 は 一 切 あ り ま せ ん 。

ま た 、 機 械 科 や 自 動 車 科 な ど が あ る 工 業

高 校 で は な く 、 普 通 科 ・ 商 業 化 へ 進 学 し

た と し て も 、 自 動 車 に つ い て し っ か り 勉

強 し す れ ば 試 験 に 合 格 で き ま す し 、 そ の

後 の 努 力 次 第 で 上 級 資 格 を 取 る こ と も 可

能 で す 。 つ ま り 、 学 歴 に 左 右 さ れ る こ と

な く 自 分 の 努 力 次 第 で 、 仕 事 の 幅 を 広 げ

る こ と や 給 料 U P な ど の 道 を 切 り 開 く こ

と が で き る と い う 点 も 、 自 動 車 整 備 士 と

い う 職 種 の 大 き な 魅 力 で す 。

自 動 車 整 備 士 に な る の に

「 学 歴 」 は 基 本 的 に 関 係 な い
工 業 高 校 や 専 門 学 校

な ど へ 進 む の が 近 道

す る に は 、 「 独 学 」 で そ れ ら を 習 得 し て

い く 必 要 が あ り ま す 。 ま た 、 自 動 車 に 関

す る 知 識 や 技 術 は 毎 年 の よ う に 進 歩 ・ 更

新 さ れ て い る た め 、 そ の ス ピ ー ド に 独 学

で つ い て い く の は と て も 大 変 で す 。 一

方 、 工 業 高 校 や 自 動 車 の 専 門 学 校 で は 最

新 の 知 識 や 技 術 を 手 取 り 足 取 り 教 え て く

れ ま す 。 さ ら に 、 一 定 の 基 準 を 満 た し た

工 業 高 校 や 専 門 学 校 で 学 ぶ と 、 受 験 資 格

の 条 件 が 緩 和 さ れ た り 、 試 験 の 一 部 ま た

は 全 部 が 免 除 さ れ る こ と も あ り ま す 。 で

す の で 、 1 級 自 動 車 整 備 士 と い う 最 高 ラ

ン ク の 資 格 を 取 る と い う 高 い 目 標 を 持 つ

な ら 、 や は り 工 業 高 校 や 専 門 学 校 へ 進 学

し た ほ う が 有 利 だ と 言 え ま す 。

　 高 校 卒 業 後 す ぐ に 自 動 車 整 備 士 の 道 を

歩 き 始 め る 方 も い れ ば 、 様 々 な 事 情 か ら

全 く 違 う 職 業 に 付 い た も の の 夢 を あ き ら

め る こ と が で き ず 、 社 会 人 を 経 験 し た 後

あ ら た め て 自 動 車 整 備 士 を 目 指 す 方 も 当

然 い ま す 。 そ し て 、 そ う い う 方 の た め に

職 業 訓 練 校 や 自 動 車 大 学 校 な ど と い っ

た 、 自 動 車 整 備 士 の 施 設 が 全 国 に た く さ

ん あ り ま す 。 こ の よ う に 、 自 動 車 整 備 士

の 道 は 学 歴 や 職 業 、 性 別 や 年 齢 に 関 わ ら

ず 広 く 開 け て い ま す 。 つ ま り 、 「 努 力 」

さ え す れ ば 誰 で も い つ の タ イ ミ ン グ か ら

で も 、 自 動 車 整 備 士 に な る こ と が で き る

と い う 訳 で す 。

社 会 人 を 経 験 し た 後 で も

     自 動 車 整 備 士 を 目 指 す こ と は で き る
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　 自 動 車 整 備 士 に な る こ と 自 体 に 学 歴 は

関 係 あ り ま せ ん が 、 普 通 科 や 商 業 化 の 高

校 で は 自 動 車 に 関 す る 詳 し い 知 識 や 技 術

を 教 え て く れ る わ け で は あ り ま せ ん 。 そ

の た め 、 自 動 車 整 備 士 の 国 家 試 験 に 合 格

高 い 目 標 を 持 つ な ら 工 業 高 校 や
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　 自 動 車 整 備 士 に な る の に 学 歴 は 関 係 あ

り ま せ ん が 、 そ の 入 り 口 で あ る 3 級 整 備

士 の 資 格 試 験 を 受 け る に は 、 1 年 間 の 実

務 経 験 を 積 む 必 要 が あ り ま す 。 た だ し 、

工 業 高 校 の 機 械 科 を 卒 業 し た 場 合 は そ れ

が 半 年 に 短 縮 さ れ 、 自 動 車 科 で 学 ん だ 場

合 は 「 実 務 経 験 な し 」 で 受 験 で き る た め

有 利 で す 。 ま た 、 そ の 上 の 2 級 整 備 士 の

資 格 を 受 験 す る に は 、 普 通 科 の 場 合 は 3

級 合 格 後 3 年 間 、 機 械 科 卒 業 で も 「 2 年

以 上 （ 大 学 は 1 年 6 ヶ 月 ） 」 の 実 務 経 験

が 必 要 に な り ま す 。 さ ら に 、 最 高 ラ ン ク

で あ る 1 級 と も な れ ば 、 2 級 に 合 格 し て

か ら 「 3 年 間 」 実 務 経 験 を 積 ま な い と 受

験 で き ま せ ん 。 ち な み に 、 専 門 学 校 の 2

級 及 び 1 級 自 動 車 整 備 士 養 成 課 程 を 卒 業

す れ ば 、 卒 業 と 同 時 に そ れ ぞ れ の 受 験 資

格 が フ リ ー パ ス で 与 え ら れ ま す 。

学 歴 は 関 係 な い が 実 務 経 験 は 必 須 ！

　 認 証 工 場 に し ろ 指 定 ガ ソ リ ン ス タ ン ド

に し ろ 、 実 務 経 験 と し て カ ウ ン ト さ れ る

職 場 は 、 先 輩 の 自 動 車 整 備 士 た ち が 活 躍

し て い る 職 場 で も あ り ま す 。 つ ま り 、 整

備 士 の た ま ご や 駆 け 出 し の 整 備 士 に と っ

て は 、 先 輩 た ち の 技 術 を 間 近 で 目 に し 整

備 業 界 の 雰 囲 気 を 感 じ 取 る こ と が で き

る 、 格 好 の 実 地 演 習 の 舞 台 で す 。 で す の

で 、 「 こ ん な 整 備 士 に な り た い ！ 」 と

か 、 「 こ ん な シ ョ ッ プ を 持 ち た い ！ 」 な

ど と い っ た 、 将 来 の 夢 や 目 標 に 近 い 職 場

を 選 ぶ の も 手 で す 。

「 ど ん な 整 備 士 に な り た い か 」

　 　 　 で 実 務 経 験 場 所 を 選 ぶ の も あ り

【 実 務 経 験 に な る 職 場 】

● 指 定 ・ 認 証 工 場

● 優 良 認 定 工 場

● 特 定 ガ ソ リ ン ス タ ン ド

● タ イ ヤ シ ョ ッ プ な ど

【 実 務 経 験 に な る 仕 事 内 容 】

● 自 動 車 各 部 品 の 点 検 と 調 整

● 分 解 を 伴 う 整 備

要 す る に 、 認 証 工 場 や 指 定 ガ ソ リ ン ス タ

ン ド で 働 い て い た と し て も 、 仕 事 の 内 容

が 接 客 対 応 や 事 務 、 洗 車 や 消 耗 品 交 換 な

ど の 軽 作 業 だ け だ っ た 場 合 は 、 実 務 経 験

と し て 認 め ら れ ま せ ん 。 ま た 、 同 じ 規 則

の 中 で 「 ア ル バ イ ト な ど は 認 め ら れ な

い 。 」 と 書 か れ て い る た め 、 例 え ば ガ ソ

リ ン ス タ ン ド の ア ル バ イ ト ・ パ ー ト も 、

実 務 経 験 と し て カ ウ ン ト さ れ ま せ ん 。 な

お 、 受 験 の 時 に は 実 務 経 験 を 証 明 す る

「 実 務 経 験 証 明 書 」 が 必 要 で す 。 で す の

で 、 自 動 車 整 備 士 を 目 指 す に あ た っ て 職

場 を 選 ぶ 際 に は 、 「 実 務 経 験 と し て 認 め

ら れ る か 」 と 「 実 務 経 験 証 明 書 を 発 行 し

て も ら え る か 」 に つ い て 、 事 前 に 確 認 し

て お い た 方 が 良 い で し ょ う 。

実 務 経 験 を 積 む2-
2

自
動
車
整
備
士
へ
の
道

　 機 械 科 や 自 動 車 科 で 学 べ ば 有 利 に な る

と は い え 、 2 級 ・ 1 級 と ス テ ッ プ ア ッ プ

し て い く に は 、 「 自 動 車 の 整 備 に 関 わ る

職 場 」 で の 実 務 経 験 を 積 み 重 ね る 必 要 が

あ り ま す 。 そ し て 、 実 務 経 験 と し て カ ウ

ン ト さ れ る 職 場 と 仕 事 内 容 が 、 「 自 動 車

整 備 士 技 能 検 定 規 則 」 で 次 の よ う に 定 め

ら れ て い ま す 。

実 務 経 験 と し て カ ウ ン ト

　 　 　 　 　 　 さ れ る 職 場 の 種 類
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　 3 級 よ り も 2 級 、 2 級 よ り 1 級 の 方 が

取 得 す る に あ た っ て ハ ー ド ル が 高 く 、 1

級 に 至 っ て は 最 長 で 7 年 も の 実 務 経 験 を

積 む 必 要 が あ り ま す 。 上 の 等 級 に な る ほ

ど で き る 整 備 の 内 容 が 増 え 、 そ の 分 深 い

知 識 と 共 に 、 実 際 に 整 備 を 手 掛 け て き た

経 験 も 必 要 に な り ま す 。 ま ず 3 級 自 動 車

整 備 士 は シ ャ シ ・ ガ ソ リ ン ・ ジ ー ゼ ル ・

二 輪 に 分 か れ て い ま す 。 そ し て 、 い ず れ

に し ろ 各 装 置 の 基 本 的 な 整 備 を す る た め

の 資 格 と な っ て い る の で 、 エ ン ジ ン を 分

解 修 理 し た り 足 廻 り に 関 わ る 部 分 で 大 掛

か り な 整 備 を す る こ と は で き ま せ ん 。 つ

ぎ に 、 2 級 自 動 車 整 備 士 も 3 級 と 同 じ

く 、 シ ャ シ ・ ガ ソ リ ン ・ ジ ― ゼ ル ・ 二 輪

の 4 ジ ャ ン ル に 分 類 さ れ て い ま す 。 た だ

3 級 と 違 い 足 廻 り の 分 解 整 備 や エ ン ジ ン

に 関 わ る 分 解 修 理 も 可 能 と な り 、 非 常 に

高 度 な 技 術 や 最 新 の 知 識 ・ 機 器 な ど が 必

要 と な る 整 備 を の ぞ き 、 ほ と ん ど の 整 備

を 任 さ れ る よ う に な り ま す 。 最 高 ラ ン ク

で あ る 1 級 に な る と 、 シ ャ シ ・ ガ ソ リ

ン ・ ジ ― ゼ ル に 分 け ら れ て い た ジ ャ ン ル

が 「 小 型 自 動 車 」 と し て 1 つ に ま と め ら

等 級 ご と に 認 め ら れ て い る 仕 事 内 容
資 格 取 得 後 の 選 択 肢 は

多 種 多 様 れ ま す 。 つ ま り 、 1 級 整 備 士 は 取 得 し た

ジ ャ ン ル に 捉 わ れ る こ と な く 、 全 て の 整

備 作 業 を 有 資 格 者 と し て 行 う こ と が で き

ま す 。 ま た 、 近 年 は ガ ソ リ ン 、 ジ ー ゼ ル

の 他 に 、 ハ イ ブ リ ッ ト や 電 気 自 動 車 ・ 水

素 自 動 車 な ど 、 新 技 術 を 搭 載 し た ク ル マ

も 増 え て き て い ま す が 、 1 級 整 備 士 は 、

こ う い っ た 新 技 術 搭 載 の ク ル マ を 信 頼 性

の 高 い 有 資 格 者 と し て 整 備 で き ま す 。

　 3 級 自 動 車 整 備 士 は 、 エ ン ジ ン や ブ レ

ー キ な ど 重 要 な 部 分 の 分 解 整 備 を 、 「 単

独 」 で は 任 せ て も ら え ま せ ん 。 「 独 立 開

業 」 も 難 し く な り ま す 。 一 方 、 2 級 自 動

車 整 備 士 に な れ ば 、 ほ と ん ど の 整 備 作 業

を 単 独 で 行 え る よ う に な る た め 、 経 験 と

実 績 を 積 め ば 整 備 工 場 の 責 任 者 を 任 せ ら

れ た り 、 独 立 開 業 の 道 も 開 け て き ま す 。

ま し て 、 最 新 技 術 を 要 す る 整 備 ま で す べ

て を 行 え る 1 級 に 到 達 す れ ば 、 責 任 あ る

立 場 や そ れ に 見 合 う 高 待 遇 を 約 束 さ れ ま

す 。 ま た 、 1 級 自 動 車 整 備 士 は 全 体 の 4

％ 以 下 し か い な い 貴 重 な 存 在 な の で 、 こ

と 自 動 車 に 関 わ る 勤 務 先 で あ れ ば 「 選 び

放 題 」 と 言 え る ほ ど そ の 選 択 肢 が 広 が り

ま す 。
上 の 等 級 ほ ど 選 べ る 職 種 ・

                          勤 務 先 の 幅 は 広 が る

2-
3
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　 ま ず 、 自 動 車 整 備 士 の 気 に な る 「 職

場 」 で す が 、 最 も メ ジ ャ ー な の が 自 動 車

デ ィ ー ラ ー や 中 古 車 販 売 店 な ど で 、 こ こ

で は お 客 様 の 愛 車 の 点 検 ・ 整 備 や 、 売 り

物 で あ る 中 古 車 の 維 持 ・ 管 理 が 主 な 仕 事

に な り ま す 。 ま た 、 最 近 で は ド ラ イ バ ー

が 定 期 的 に 給 油 の た め に 行 く ガ ソ リ ン ス

タ ン ド に も 、 自 動 車 整 備 士 が 常 駐 し て い

る こ と が 多 く 、 こ ち ら で は エ ン ジ ン オ イ

ル や タ イ ヤ な ど 、 消 耗 品 の 点 検 ・ 交 換 が

メ イ ン の 仕 事 に な り ま す 。 さ ら に 、 運 送

会 社 や 旅 行 会 社 な ど モ ノ や ヒ ト を ク ル マ

で 運 ぶ 仕 事 は も ち ろ ん 、 社 有 車 を た く さ

ん 持 っ て い る 規 模 の 大 き な 会 社 は 「 整 備

部 門 」 が あ り 、 そ う い っ た と こ ろ に も 自

動 車 整 備 士 が 在 籍 し て い る ケ ー ス が あ り

ま す 。
就 職 先 に よ る 分 類

　 先 程 も 触 れ た 通 り 、 2 級 自 動 車 整 備 士

の 資 格 を 持 っ て さ え い れ ば 、 整 備 士 と し

て の 仕 事 は ほ と ん ど こ な せ る た め 、 一 見

「 1 級 な ん て 必 要 な い の で は ？ 」 と 思 わ

れ が ち で す 。 し か し 、 2 0 2 0 年 4 月 か

ら 衝 突 被 害 軽 減 ブ レ ー キ な ど 、 安 全 装 備

の 整 備 を 行 う に は そ の 職 場 に 最 低 1 人 、

1 級 自 動 車 整 備 士 が 必 要 に な り ま し た 。

1 級 自 動 車 整 備 士 試 験 の 合 格 率 は 、 毎 年

変 動 し ま す が お お む ね 25 〜 45 ％ 、 つ ま り

半 数 以 下 し か 合 格 し な い 「 狭 き 門 」 と な

っ て い ま す 。 ま た 、 筆 記 の 1 次 試 験 の 合

格 者 が 2 次 で あ る 口 述 試 験 と 3 次 の 実 技

試 験 に 進 め ま す が 、 毎 年 口 述 ・ 実 技 試 験

よ り 、 筆 記 試 験 の 方 が 格 段 に 難 易 度 が 高

い よ う で す 。 そ し て 、 筆 記 試 験 で 出 題 さ

れ る 内 容 は か な り 専 門 的 で 、 工 業 高 校 や

専 門 学 校 な ど で 学 ぶ と こ ろ が 多 い た め 、

普 通 科 の 高 校 よ り 、 工 業 高 校 や 専 門 学 校

に 進 学 し た ほ う が 有 利 に な る か も し れ ま

せ ん 。
狭 き 門 ！ 1 級 整 備 士 の 必 要 性 に つ い て

は 、 1 級 整 備 士 資 格 が 必 要 な ケ ー ス も あ

り ま す 。 一 方 、 3 級 整 備 士 は 基 本 的 な 整

備 が で き る 資 格 で 、 自 動 車 整 備 士 に と っ

て 「 入 門 編 」 の よ う な も の と 考 え て お く

と 良 い で し ょ う 。 ま た 、 こ の ほ か に タ イ

ヤ ・ 電 気 装 置 ・ 車 体 そ れ ぞ れ の 分 野 に つ

い て 専 門 的 な 知 識 と 技 術 が 求 め ら れ る 、

特 殊 整 備 士 と い う 資 格 も あ り ま す 。 さ ら

に 、 車 検 に お け る 検 査 を 行 い 、 そ の 合

格 ・ 不 合 格 を 責 任 も っ て 判 定 す る 自 動 車

検 査 員 も 、 自 動 車 整 備 士 に 関 連 す る 資 格

と 言 え ま す 。

自 動 車 整 備 士 の 種 類2-
4

自
動
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　 次 に 、 自 動 車 整 備 士 は 最 上 級 ラ ン ク で

あ る 1 級 整 備 士 を 筆 頭 に 、 2 級 ・ 3 級 と

細 か く 等 級 が 分 け ら れ て い ま す 。 こ の う

ち 、 2 級 整 備 士 の 資 格 を 持 っ て い れ ば 一

般 的 な 整 備 は ほ と ん ど 行 え ま す が 、 よ り

最 新 で 高 度 な 技 術 を 要 す る 整 備 に 関 し て

取 得 し た 資 格 に よ る 分 類
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高 校 で の 勉 強 や 生 活 は

全 て 将 来 的 に 役 立 つ ！

2-
5

自
動
車
整
備
士
へ
の
道

　 言 葉 を 話 さ な い 「 機 械 」 で あ る ク ル マ

と 常 に 接 し て い る と は い え 、 自 動 車 整 備

士 も お 客 様 や 取 引 業 者 、 上 司 や 同 僚 な ど

と 深 く か か わ り な が ら 仕 事 を し て い く

「 社 会 人 」 で す 。 そ の た め 、 採 用 時 に は

社 会 人 と し て 身 の 付 け て お く べ き 一 般 教

養 （ 漢 字 の 読 み 書 き や 時 事 ネ タ な ど ） が

あ る か 、 筆 記 試 験 や 面 接 で 必 ず 確 か め ら

れ ま す 。 さ ら に 、 社 会 人 と し て よ い 人 間

関 係 の 中 で 仕 事 や 生 活 を し て い く た め に

は 、 人 と 接 す る 時 の マ ナ ー や 礼 儀 、 他 人

に 対 す る 思 い や り や い た わ り の 心 な ど も

大 切 で す 。 こ う い っ た 社 会 人 と し て の

「 常 識 力 」 は 、 熱 心 に 教 え て く れ る 先 生

に 敬 意 を も っ て 接 し た り 、 ク ラ ス メ イ ト

と 切 磋 琢 磨 し な が ら 、 常 識 力 は 身 に 付 い

て い く の で す 。

ま ず は 社 会 人 と し て の

            「 常 識 力 」 を 身 に 付 け よ う ！

度 ） を 判 断 し ま す 。 で す か ら 、 「 数 学 や

物 理 が 得 意 ！ 」 と い う の は 、 自 動 車 整 備

士 と し て キ ャ リ ア U P を 目 指 す う え で ア

ド バ ン テ ー ジ に な る の は 確 か で す 。 と は

い え 、 学 校 の 授 業 を 真 面 目 に 聞 い て い れ

ば 十 分 ク リ ア で き る は ず で す 。 ま た 、 整

備 士 と し て 先 輩 や 上 司 を サ ポ ー ト し て い

る う ち に 、 検 査 機 器 の 使 い 方 や 数 値 ・ デ

ー タ の 読 み 取 り 方 は マ ス タ ー で き ま す 。

　 社 会 人 と し て の 常 識 力 を 身 に 付 け る に

は 、 先 生 や ク ラ ス メ イ ト と 良 い 関 係 を 築

く 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 」 が 必 要 で

す 。 と い う よ り 、 む し ろ コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン 力 も 社 会 人 と し て の 常 識 力 に 含 ま れ

る で し ょ う 。 ま た 、 整 備 士 の 先 輩 や 上 司

か ら 深 い 知 識 や 高 い 技 術 を 学 び 取 る 際 に

も 、 こ の コ ミ ュ 力 は 役 に 立 ち ま す 。 さ ら

に 、 上 級 整 備 士 試 験 へ チ ャ レ ン ジ す る と

き や 、 キ ャ リ ア U P / キ ャ リ ア チ ェ ン ジ

を 狙 う と き は 、 身 に 付 け た 知 識 ・ 技 術 と

経 験 を 自 分 の 中 で か み 砕 き 、 発 展 さ せ て

い く 「 応 用 力 」 も 求 め ら れ て き ま す 。 そ

し て 、 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 」 や

「 応 用 力 」 を 育 て る ヒ ン ト は 、 今 ま さ に

送 っ て い る 高 校 生 活 の 中 に あ る の で す 。

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 や

                 応 用 力 も 大 切

　 自 動 車 整 備 士 は た く さ ん の 検 査 機 器 を

駆 使 し て 読 み 取 っ た 数 値 や デ ー タ を も と

に 、 ク ル マ の 体 調 不 良 （ 故 障 個 所 と 程

や っ ぱ り 「 数 字 」 や 「 機 械 」

                 に 強 い と 有 利 ？

14

　 自 動 車 整 備 士 と い う 仕 事 は 、 タ イ ヤ な

ど の 重 い パ ー ツ を 持 ち 運 ぶ 機 会 が あ る た

め 、 体 力 を 使 う 「 肉 体 労 働 」 だ と 言 わ れ

て い ま す 。 一 方 で 、 細 か い 計 算 や 作 業 を

伴 う た め 、 精 神 力 を 削 る 「 技 術 職 」 で も

あ り ま す 。 で す か ら 、 体 育 会 系 の 部 活 に

入 っ て 体 力 を 中 心 に 鍛 え る の も 、 文 科 系

の 部 活 に 入 っ て 精 神 力 に 磨 き を か け る の

も 、 ど ち ら も 「 正 解 」 で す 。 部 活 動 で そ

の 仲 間 た ち と 試 合 や 発 表 会 な ど を 目 指 し

頑 張 れ ば 、 社 会 人 と し て 欠 か せ な い 「 チ

ー ム ワ ー ク 」 を 身 に 付 け る こ と が で き ま

す 。 ま た 、 「 自 分 は 帰 宅 部 だ か ら… 」 と

悲 観 的 に な る こ と は あ り ま せ ん 。 帰 宅 後

の 自 由 な 時 間 に 自 分 な 好 き な こ と を 見 つ

け て 打 ち 込 め ば 、 そ れ は 必 ず 「 将 来 の

糧 」 に な っ て く れ る は ず で す 。

部 活 動 は 何 を 選 ぶ の が 正 解 ？

                    帰 宅 部 は ダ メ ？

　 結 論 を 言 う と 、 「 学 生 の 本 分 」 と 言 わ

れ て い る 勉 強 は も ち ろ ん 、 ク ラ ス メ イ ト

と 過 ご す 時 間 や 部 活 動 、 委 員 会 ・ 生 徒 会

活 動 や 空 き 時 間 の 活 か し 方 ま で 、 学 校 生

活 の す べ て が 将 来 自 動 車 整 備 士 、 い や 社

会 人 に な っ た 時 み な さ ん の 力 に な り ま

す 。 そ し て 、 こ の こ と は 自 動 車 整 備 士 を

目 指 し て い る 方 は も ち ろ ん 、 違 う 道 へ 進

む 方 に と っ て も 同 じ で す 。 で す の で 、 コ

ロ ナ 禍 の 中 行 動 が 限 ら れ 、 ク ラ ス メ イ ト

と の 思 い 出 も 作 り に く い 状 況 に は あ り ま

す が 、 ど ん な こ と で も 構 い ま せ ん か ら 何

か 「 熱 中 」 で き る も の を 見 つ け 、 学 生 生

活 を 精 い っ ぱ い エ ン ジ ョ イ し て く だ さ

い 。
学 校 生 活 の す べ て が 将 来 の 糧 に な る ！

が 上 が っ て く れ ば 、 部 下 や 後 輩 の 指 導 や

シ フ ト の 管 理 な ど を 任 さ れ る こ と も あ り

ま す 。 そ ん な 時 、 学 級 委 員 や 風 紀 委 員 な

ど と い っ た 、 学 生 時 代 の 委 員 会 活 動 や 生

徒 会 活 動 で 培 っ た 「 行 動 力 」 が 役 に 立 ち

ま す 。 高 校 時 代 は 学 業 や 部 活 動 な ど 学 校

生 活 を 送 る こ と に 忙 し い 頃 で す が 、 も し

委 員 会 活 動 や 生 徒 会 活 動 を 任 せ ら れ る チ

ャ ン ス が あ っ た ら 、 是 非 積 極 的 に 参 加 し

ま し ょ う 。

部 活 動 や 委 員 会 活 動

     な ど も 積 極 的 に ！

2-
6

自
動
車
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　 社 会 人 に な る と 、 会 社 や 組 織 の 中 で 普

段 の 職 種 と は あ ま り 関 係 な い 、 「 役 目 ・

役 割 」 を 任 せ ら れ る ケ ー ス も あ り ま す 。

例 え ば 、 駆 け 出 し の 頃 な ら 職 場 全 体 の 整

理 整 頓 や 清 掃 、 経 験 を 積 み 社 内 で の 地 位

委 員 会 活 動 な ど で 行 動 力 を 養 お う
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　 精 密 機 械 の 「 か た ま り 」 で あ る ク ル マ

を 整 備 す る と い う 自 動 車 整 備 士 の 職 業

は 、 人 の 命 と 安 全 を 守 る と い う 重 要 な 使

命 と は 裏 腹 に 、 た く さ ん の 物 言 わ ぬ パ ー

ツ と 向 き 合 う 、 地 道 で 「 根 気 」 の い る 仕

事 で す 。 特 に 、 新 人 の 頃 は 「 資 格 」 が 付

い て い か な い こ と も あ り 、 な か な か 望 む

よ う な 作 業 を 任 せ て も ら え ず 、 雑 用 や 先

輩 方 の サ ポ ー ト に 明 け 暮 れ る 日 々 が 続 く

ケ ー ス も あ り ま す 。 ま た 、 ベ テ ラ ン に な

っ て も ク ル マ に 関 す る 知 識 と 技 術 は 日 々

進 化 し 続 け て い る た め 、 新 し い 知 識 や 技

術 を 習 得 し そ れ を 確 実 な も の に す る に

は 、 「 粘 り 強 く 」 訓 練 を 続 け て い く 必 要

が あ り ま す 。 で す の で 、 自 動 車 整 備 士 に

は 、 体 力 と と も に 「 根 気 強 さ 」 も 非 常 に

大 切 に な り ま す 。

自 動 車 整 備 士 に は 「 根 気 強 さ 」 が 大 切

根 気 と 責 任 感 が あ れ ば

キ ャ リ ア U P も 可 能 ！
の 重 要 性 と と も に や り が い も 増 し て い き

ま す が 、 そ の 分 「 う っ か り ミ ス 」 が 許 さ

れ な く な り ま す 。 も ち ろ ん 、 最 終 的 に は

検 査 機 器 を 使 っ て チ ェ ッ ク し ま す し 、 周

り の 仲 間 や 先 輩 も フ ォ ロ ー し て く れ ま

す 。 し か し 、 基 本 的 に は 自 分 が 受 け 持 っ

た 作 業 は 確 実 に ミ ス な く こ な す と い う 、

「 強 い 責 任 感 」 を 持 つ こ と も 、 人 の 命 を

預 か っ て い る 自 動 車 整 備 士 に は 大 切 で

す 。
　 こ こ ま で い ろ い ろ と 挙 げ て き ま し た

が 、 自 動 車 整 備 士 と し て 一 番 大 切 な 能 力

は 、 地 道 な 作 業 を 続 け な が ら 、 新 し い 知

識 と 技 術 を 身 に 付 け る 訓 練 を 惜 し ま な い

「 根 気 強 さ 」 と 、 多 く の 方 の 命 を 託 さ れ

て い る と い う 「 強 い 責 任 感 」 で す 。 そ し

て 、 根 気 と 責 任 感 は 誰 に で も 身 に 付 け ら

れ る も の で 、 才 能 や 学 歴 は 一 切 関 係 あ り

ま せ ん 。 つ ま り 、 こ の 2 つ さ え あ れ ば 、

誰 で も い つ か ら で も 「 プ ロ 中 の プ ロ 」 と

し て 、 み ん な か ら 信 頼 さ れ る 自 動 車 整 備

士 に 必 ず な れ る の で す 。

根 気 と 責 任 感 が あ れ ば 必 ず 道 は 開 け る

2-
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2 級 整 備 士 以 上 を 取 得 し て キ ャ リ ア と

経 験 を 積 む と 、 徐 々 に ブ レ ー キ な ど 安 全

に 直 結 す る 重 要 な パ ー ツ の 分 解 ・ 整 備 を

任 さ れ る よ う に な り ま す 。 そ し て 、 作 業

強 い 「 責 任 感 」 を 持 つ こ と も 重 要
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　 自 動 車 整 備 士 に は
1 ・ 2 ・ 3 級 自 動 車

整 備 士 の ほ か に 、 タ イ ヤ ・ 車 体 ・ 電 気 装

置 を そ れ ぞ れ 専 門 的 に 取 り 扱 う 特 殊 整 備

士 と 、 自 治 体 や 民 間 の 車 検 場 で 車 検 を 行

い 、 そ の 合 否 を 判 定 す る 自 動 車 検 査 員 と

い う 「 ス ペ シ ャ リ ス ト 」 が い ま す 。 こ の

う ち 特 殊 整 備 士 は 、 整 備 士 資 格 を す で に

持 っ て い る 方 が 、 「 こ の ジ ャ ン ル は 得 意

だ よ ！ 」 と 顧 客 や 就 職 先 に ア ピ ー ル す る

た め に 取 得 す る ケ ー ス が 多 い で す 。 ま

た 、 自 動 車 検 査 員 は 1 級 ま た は 2 級 の 資

格 を 取 得 後 、 「 整 備 主 任 者 」 と し て 1 年

以 上 の 実 務 経 験 こ な し た う え で 、 検 査 員

教 習 を 受 講 し て 初 め て 受 験 資 格 が 得 ら れ

ま す 。 自 動 車 検 査 員 試 験 の 合 格 率 は 6 〜

7 割 と 低 く な い で す が 、 受 験 資 格 を 得 る

こ と 自 体 が 難 し く 長 い 道 の り に な る た

め 、 最 高 ラ ン ク で あ る 1 級 整 備 士 か そ れ

を 凌 ぐ 高 待 遇 を 得 る こ と が で き ま す 。 ま

た 、 国 が 管 轄 し て い る 車 検 を 行 う と い う

役 目 ・ 役 割 の 重 要 性 か ら 、 自 動 車 検 査 員

と い う 職 業 は 「 み な し 公 務 員 」 と 呼 ば れ

る ほ ど 、 就 職 や 転 職 状 況 が 安 定 し て お

り 、 そ の 権 限 ・ 権 利 も 保 護 さ れ て い ま

す 。
そ の 1 　 ス ペ シ ャ リ ス ト を 目 指 す

　 自 動 車 整 備 に 関 す る 知 識 と 技 術 は 、 一

朝 一 夕 で 身 に 付 く ほ ど 簡 単 な も の で は あ

り ま せ ん 。 し か し そ の 分 、 事 務 職 や 営 業

職 な ど と い っ た 一 般 的 な サ ラ リ ー マ ン と

違 い 、 独 立 開 業 し て 自 分 の カ ー シ ョ ッ プ

を 持 つ と い う 夢 を 実 現 し や す い の も 、 自

動 車 整 備 士 と い う 職 業 の 魅 力 で す 。 雇 わ

れ て い る 時 は 与 え ら れ た 仕 事 を こ な す だ

け で す が 、 独 立 開 業 す る こ と で 例 え ば 、

「 好 き な ス ポ ー ツ カ ー だ け を 専 門 に 扱 う

シ ョ ッ プ を 作 り た い ！ 」 な ん て 夢 を か な

え る こ と も 可 能 で す 。 た だ し 、 独 立 開 業

を 目 指 す な ら 、 自 動 車 整 備 士 と し て の 深

い 知 識 と 優 れ た 技 術 の 習 得 と 更 新 は も ち

ろ ん 、 接 客 マ ナ ー や 営 業 力 に つ い て も 、

日 頃 の 仕 事 の 中 で 身 に 付 け て お く 必 要 が

あ り ま す 。

そ の 3 　 自 分 の 店 を 持 ち た い ！

　 　 　 　 独 立 開 業 を 目 指 す

自 動 車 業 界 内 で の

キ ャ リ ア ア ッ プ

3-
1

自
動
車
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　 自 動 車 メ ー カ ー や 中 古 車 チ ェ ー ン な

ど 、 規 模 の 大 き い い 自 動 車 販 売 店 に 就 職

し た 場 合 、 新 人 か ら ベ テ ラ ン ま で 、 キ ャ

リ ア の 異 な る 自 動 車 整 備 士 が た く さ ん 在

籍 し て い る こ と が あ り ま す 。 そ し て 、 毎

日 確 実 に 与 え ら れ た 仕 事 を こ な し 、 そ の

合 間 を 縫 っ て 2 級 ・ 1 級 と 等 級 を 上 げ て

い け ば 、 部 下 を 持 ち 知 識 や 技 術 を 指 導 す

る 立 場 に な っ た り 、 工 場 の 責 任 者 な ど と

い っ た 「 総 合 職 」 に 抜 擢 さ れ る ケ ー ス も

あ り ま す 。 指 導 員 や 総 合 職 に な る と 仕 事

量 も 責 任 も 増 し て き ま す が 、 そ の 分 や り

が い も 待 遇 面 も し っ か り つ い て き ま す 。

そ の 2 　 職 場 内 で 指 導 員 や 総 合 職 を

　 　 　 　 目 指 す
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　 自 動 車 整 備 士 の 資 格 を 取 り キ ャ リ ア を

積 ん だ 後 、 そ れ を ス テ ッ プ ア ッ プ の 材 料

と し て ク ル マ 関 連 の 業 種 へ 転 職 す る と い

う 選 択 肢 も あ り ま す 。 例 え ば 、 自 動 車 メ

ー カ ー や 中 古 車 販 売 店 、 カ ー 用 品 店 や 部

品 メ ー カ ー な ど と い っ た 関 連 会 社 の 営

業 ・ 販 売 職 な ら 、 ク ル マ に 詳 し い と い う

整 備 士 の キ ャ リ ア を 交 渉 時 の 「 説 得 力 」

と し て 存 分 に 生 か せ ま す 。 ま た 、 ク ル マ

と は 全 く 関 係 の な い 業 種 で も 、 社 用 車 を

た く さ ん 所 有 し て い る 会 社 ・ 組 織 に は 、

そ れ を 管 理 す る 「 車 両 責 任 者 」 が 必 要 に

な り ま す 。 「 ク ル マ の 素 人 」 が 車 両 責 任

者 に な っ て い る 会 社 も あ り ま す が 、 ク ル

マ を し っ か り 維 持 ・ 管 理 で き る 整 備 士 資

格 所 有 者 を 選 任 し た ほ う が 、 会 社 と し て

心 強 い こ と は 言 う ま で も あ り ま せ ん 。 そ

の た め 、 ク ル マ を 管 理 す る 部 門 を 作 る 余

裕 が な い 会 社 は 、 そ の 代 わ り と し て 自 動

車 整 備 士 資 格 を 持 っ て い る 転 職 希 望 者

を 、 好 ん で 採 用 す る ケ ー ス も 多 い よ う で

す 。
そ の 1 　 整 備 士 以 外 の 業 種 へ 転 職 す る

異 業 種 へ の キ ャ リ ア

                    チ ェ ン ジ も ！
　 今 や 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 使 え ば 目 当 て

の 新 車 ・ 中 古 車 価 格 の 相 場 や 在 庫 状 況 は

も ち ろ ん 、 特 徴 や 口 コ ミ 評 価 ・ 購 入 者 の

体 験 談 ま で 、 い ろ い ろ な こ と を 調 べ る こ

と が で き ま す 。 ま た 、 購 入 後 の 維 持 コ ス

ト や そ れ を 節 約 す る 方 法 ま で 、 様 々 な 情

報 が ネ ッ ト 上 に 溢 れ て い ま す が 、 こ れ ら

の 記 事 を ア ッ プ し て い る テ ク ニ カ ル ラ イ

タ ー の 中 に は 、 自 動 車 整 備 士 出 身 の 方 が

た く さ ん い ま す 。 も ち ろ ん 、 整 備 士 未 経

験 の フ リ ー ラ イ タ ー も い ま す が 、 元 整 備

士 ラ イ タ ー の 経 験 を も と に し た リ ア ル な

記 事 の 方 が 評 価 さ れ る た め 、 舞 い 込 む 依

頼 件 数 も 多 い よ う で す 。 ま た 、 自 動 車 関

連 の 書 籍 を 発 行 し て い る 出 版 社 や W E B

制 作 会 社 の 中 に は 、 プ ロ ・ ア マ チ ュ ア 向

け の 自 動 車 マ ニ ュ ア ル を 作 成 す る 、 専 属

の テ ク ニ カ ル ラ イ タ ー を 募 集 し て い る と

こ ろ も あ り ま す 。 ラ イ タ ー は 当 然 デ ス ク

ワ ー ク が 主 に な り ま す か ら 、 「 肉 体 労 働

や 接 客 は ち ょ っ と 苦 手… 。 」 と い う 方 で

も 、 苦 に な ら な い キ ャ リ ア チ ェ ン ジ 先 だ

と 思 い ま す 。

そ の 3 　 知 識 と 経 験 を 活 か し て

                               I T 業 界 へ ！

ら 、 整 備 士 キ ャ リ ア を 積 ん だ 方 を 「 中 途

社 員 」 と し て 受 け 入 れ て い る と こ ろ も た

く さ ん あ り ま す 。 ま た 、 損 害 保 険 会 社 に

は 加 入 者 が 事 故 に あ っ た 時 、 被 害 の 程 度

と そ れ に 応 じ た 保 険 料 を 算 出 す る 「 技 術

ア ジ ャ ス タ ー 」 と い う 仕 事 が あ り ま す 。

こ の ア ジ ャ ス タ ー に は 、 ク ル マ の 構 造 ・

修 理 技 術 ・ 修 理 見 積 な ど に 精 通 し て い る

こ と が 求 め ら れ ま す が 、 こ れ ら は 整 備 士

と し て の キ ャ リ ア そ の も の で す 。 そ の た

め 、 た く さ ん の 元 整 備 士 が 損 保 の 技 術 ア

ジ ャ ス タ ー と し て 活 躍 し て い ま す 。 ど ち

ら も 非 常 に 専 門 的 な 仕 事 に な る た め 高 待

遇 が 期 待 で き ま す が 、 整 備 士 と し て の 知

識 ・ 技 術 を 磨 き 上 げ る 「 ブ ラ ッ シ ュ ア ッ

プ 」 が 必 要 に な り ま す 。

3-
2

自
動
車
整
備
士
と
い
う
職
業

　 自 動 車 ・ 部 品 メ ー カ ー の 開 発 エ ン ジ ニ

ア は 、 大 学 で 機 械 ・ 電 気 工 学 な ど を 学 ん

で い た 学 生 を 「 新 卒 社 員 」 と し て 採 用 す

る こ と が ほ と ん ど で す 。 し か し 、 現 場 の

リ ア ル な 意 見 を 吸 い 上 げ る と い う 考 え か

そ の 2 　 自 動 車 ・ 部 品 メ ー カ ー の

              開 発 エ ン ジ ニ ア を 目 指 す
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附録⑥ 高校1年生用職業キャリア教育教材 

（３）グローバル人材 
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▼ 「 グ ロ ー バ ル に 活 躍 す る 」 と い う こ と

　 「 グ ロ ー バ ル 」 と い う 言 葉 を 聞 い て 、 何 を 思

い 浮 か べ ま す か ？

　 海 外 で 様 々 な 国 の 人 と バ リ バ リ 仕 事 を し

て い る よ う な 、 そ ん な い わ ゆ る 「 か っ こ い い 」

姿 か も し れ ま せ ん し 、 自 分 と は 遠 く か け 離 れ

た 非 現 実 的 な こ と の よ う に 聞 こ え る か も し

れ ま せ ん 。

　 「 グ ロ ー バ ル に 活 躍 す る 」 と 一 言 で 言 っ て も 、

様 々 な 可 能 性 が あ る こ と を 知 る こ と は 、 あ な

た の 世 界 を 広 げ る の に と て も 役 に 立 ち ま す 。

　 実 際 、 海 外 で 活 躍 す る こ と は も ち ろ ん で す

が 、 例 え ば 、 日 本 の 国 内 に 暮 ら す 外 国 人 向 け

の サ ー ビ ス や 、 日 本 か ら 海 外 に 向 け て の サ ー

ビ ス の 提 供 な ど 、 日 本 に い て も で き る グ ロ ー

バ ル な 活 躍 だ っ て あ る の で す 。 自 分 を よ く 知

る と 、 自 分 が 「 グ ロ ー バ ル な 活 躍 」 の 何 に 惹 か

れ て い る の か 、 と い う 細 か い 点 が 見 え て き ま

す 。 自 分 に と っ て の グ ロ ー バ ル な 活 躍 っ て ど

ん な こ と な の か ？ 考 え て み る と 、 今 ま で あ ま

り 海 外 に 興 味 の な か っ た 人 も 、 「 私 の 活 躍 の

場 は 海 外 だ ！ 」 な ん て 発 見 が あ る か も し れ ま

せ ん ね 。

▼ 「 グ ロ ー バ ル に 活 躍 す る 」 た め に

　 絶 対 、 重 要 な こ と

　 ま ず は じ め に 心 に と め て お い て ほ し い こ と

― そ れ は 、 あ な た が 仕 事 を す る 場 所 が 、 日

本 で あ っ て も 、 外 国 で あ っ て も 、 一 番 大 事 な

こ と は 、 「 自 分 ら し く 生 き る 」 こ と だ 、 と い う

こ と で す 。 そ う 、 こ れ は 、 「 日 本 で あ っ て も 、 外

国 で あ っ て も 」 、 そ し て 仕 事 に 限 ら ず 全 て の こ

と に お い て 、 と て も 大 事 な こ と な の で す 。

　 自 分 は 何 が 好 き で 、 何 が 嫌 い で 、 ど う し て

グ ロ ー バ ル に 活 躍 し た い の か 。 ど ん な 仕 事 を

何 の た め に し た い の か 。

　 そ ん な こ と を じ っ く り 自 分 に 問 い か け て み

て く だ さ い 。 何 か を 変 え た い 、 と か 、 新 し い も

の を 創 り た い 、 と か 、 そ ん な 夢 が 見 え て く る

か も し れ ま せ ん 。

▼ チ ャ レ ン ジ 精 神 を 忘 れ な い

　 海 外 で 活 躍 し よ う と す る な ら 、 当 然 、 待 っ

て い る だ け で は 何 も 起 こ り ま せ ん 。 失 敗 を 恐

れ ず 、 「 自 分 の 人 生 は 自 分 で 切 り 拓 い て い く

ん だ ！ 」 と い う チ ャ レ ン ジ 精 神 は 、 自 分 ら し い

人 生 を 生 き て い く た め に は 、 絶 対 に 欠 か せ な

い 態 度 な の で す 。 そ ん な 態 度 で 生 き て い る 人

の 人 生 は 、 い ろ い ろ な こ と を 経 験 し 、 成 し 遂

げ て い く 力 を 持 っ た と て も パ ワ フ ル な も の に

な る で し ょ う 。 自 分 の い い と こ ろ や 得 意 な こ

と だ け で な く 、 好 き で な い 部 分 や 苦 手 な こ と

も 自 分 に 許 し て あ げ る― そ ん な 自 分 を 優 し

い 目 で 肯 定 的 に と ら え て あ げ る 態 度 が 、 あ な

た に 自 信 を つ け て く れ ま す よ 。

「 私 ら し く 」 生 き る

― グ ロ ー バ ル に 活 躍 す る た め の 基 盤 を 築 く
自
分
ら
し
い

生
き
方

チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神

自
分
に
と
っ
て
の

「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
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▼ 日 本 人 で あ る こ と を

　 誇 り に 思 っ て い ま す か ？

　 あ な た は 、 日 本 人 と し て の ア イ デ ン テ ィ

テ ィ に つ い て 考 え た こ と は あ り ま す か ？

　 ア イ デ ン テ ィ テ ィ と い う の は 、 言 い 換 え る

と 、 環 境 や 場 所 な ど に 影 響 を 受 け な い 「 揺 る

が な い 自 分 ら し さ 」 の こ と で す 。 日 本 人 と し

て 日 本 の 国 で 生 ま れ 育 っ た か ら に は 、 日 本 語

を 習 得 す る の と 同 じ よ う に 、 日 本 人 と し て の

ア イ デ ン テ ィ テ ィ を 自 然 と 身 に 着 け て い る の

で す 。

　 あ な た の 中 に あ る 日 本 人 と し て の ア イ デ

ン テ ィ テ ィ は ど ん な も の で し ょ う ？ そ し て そ

れ に つ い て 、 ど う 感 じ て い ま す か ？

▼ 「 日 本 の 常 識 は 世 界 の 非 常 識 ！ ？ 」

　 海 外 に 暮 ら す 日 本 人 か ら 、 時 々 こ ん な 言

葉 を 聞 き ま す が 、 こ れ は 半 分 は 冗 談 で 、 半 分

は 本 気 で 言 わ れ て い る こ と 。

　 日 本 人 と し て 生 ま れ 育 っ た 私 た ち に は 当

た り 前 に 思 え る よ う な こ と で も 、 実 は そ れ が

日 本 人 だ か ら こ そ の 考 え 方 だ っ た り 態 度 だ っ

た り す る の で す 。 文 化 が 異 な る 外 国 人 に と っ

て は 、 不 思 議 に 思 え た り 驚 き だ っ た り し て 、

日 本 人 と し て の

　 ア イ デ ン テ ィ テ ィ
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い ろ い ろ な こ と を 根 掘 り 葉 掘 り 聞 か れ る …

な ん て こ と も あ り ま す 。 意 識 的 に 過 ご し て い

な い と 、 あ ま り に 当 た り 前 の こ と 過 ぎ て 、 「 そ

ん な こ と 、 考 え て み た こ と も な か っ た 」 と い う

よ う な 質 問 を さ れ る こ と も 。 Ｓ Ｎ Ｓ が 普 及

し 、 世 界 が 狭 く な っ た と は い え 、 ま だ ま だ 、 お

互 い に 知 ら な い 文 化 が あ る の だ 、 と い う こ と

を 覚 え て お く こ と で 、 柔 軟 に 対 応 し て い く こ

と が で き る で し ょ う 。

▼ 日 本 人 と し て 大 切 に し た い 「 私 ら し さ 」

　 自 分 は 日 本 人 と し て 何 を 大 切 に し て い る

の か を 普 段 か ら 意 識 し て み る こ と は 大 切 で

す 。 そ し て 、 自 分 が 大 切 に し て い る も の を 正

し く 認 識 し 、 尊 重 す る 態 度 は 、 同 時 に 、 異 な

る 考 え 方 や 文 化 を 持 っ た ほ か の 国 の 人 の 文

化 や 個 性 を 尊 重 す る 態 度 に も つ な が り ま す 。

そ れ ぞ れ の 国 の 人 が 、 そ れ ぞ れ の 立 場 で 、 互

い の 違 い を 認 め 合 い な が ら も 整 合 し て い く 、

そ の 姿 勢 こ そ が 、 グ ロ ー バ ル に 活 躍 す る た め

に 欠 か せ な い 要 素 な の で す 。

　 外 国 人 と 接 す る と 、 自 分 の 国 の こ と を と て

も よ く 知 っ て い る し 、 誇 り に 思 っ て い る な 、 と

い う こ と を 強 く 感 じ ま す 。 自 分 の 生 ま れ 育 っ

た 国 や 地 域 を よ く 知 り 、 大 切 に 思 う 気 持 ち

と い う の は 、 自 分 を よ く 知 り 、 大 切 に 思 う 気

持 ち に も つ な が り ま す 。 日 本 人 と し て 、 自 分

は 何 を 大 切 に 思 い 、 ど う 生 き た い の か 。 そ ん

な こ と を 改 め て 考 え て み ま し ょ う 。

06

03
▼ グ ロ ー バ ル な 社 会 で

　 生 き る 上 で 欠 か せ な い 資 質

　 グ ロ ー バ ル な 社 会 で 活 躍 す る た め に は 、 自

分 ら し さ や 日 本 人 と し て の ア イ デ ン テ ィ テ ィ

を 確 立 し て い く こ と が 欠 か せ ま せ ん 。 そ し て

そ れ と 同 じ く ら い 大 切 な こ と に 、 「 違 い を 認

め 合 う 」 こ と が あ げ ら れ ま す 。 家 族 や 友 達 で

あ っ て も 、 意 見 や や り 方 が 食 い 違 っ た り す る

こ と は あ り ま す よ ね 。 ま し て や 、 そ れ が 生 ま

れ 育 っ た 文 化 や 考 え 方 の 違 う 外 国 人 だ と し

た ら 、 ど う な る で し ょ う 。

　 外 国 人 と 関 わ り な が ら グ ロ ー バ ル に 仕 事

を し て い く と き 、 同 じ 仕 事 の 仲 間 と し て デ ィ

ス カ ッ シ ョ ン を 行 っ た り 、 ま た は 顧 客 と し て

関 わ っ て い く こ と も 考 え ら れ ま す 。 そ の よ う

な と き 、 自 分 の 意 見 は し っ か り と 主 張 し つ

つ 、 相 手 の 意 見 も 尊 重 し て 取 り 入 れ る 、 そ ん

な 柔 軟 な 態 度 が 求 め ら れ て い ま す 。

▼ よ り よ い ゴ ー ル を 目 指 し て

　 意 見 が 食 い 違 う と き 、 自 分 の 意 見 を た だ

押 し 通 し た り 、 逆 に 相 手 の 要 求 ば か り を 通

し て い る と 、 後 か ら 問 題 が 生 じ る こ と も あ り

ま す 。 意 見 が 食 い 違 っ て い た と し て も 、 必 ず

違 い を 認 め 合 う

そ こ に は 、 お 互 い が 目 指 し て い る ゴ ー ル が あ

り ま す 。 よ り 良 い サ ー ビ ス 、 よ り 良 い 商 品 と

い う ゴ ー ル を 目 指 し て い る か ら こ そ 、 意 見 が

ぶ つ か る こ と も あ る の で す 。 ど ん な ゴ ー ル に

向 か っ て 進 も う と し て い る の か を 意 識 す る こ

と に よ り 、 た だ の 意 見 や 主 張 の ぶ つ か り 合 い

に な ら ず に 、 お 互 い の 意 見 を 尊 重 し な が ら 、

よ り 良 い ポ イ ン ト を 探 っ て い く こ と が で き る

し 、 意 見 が 食 い 違 う こ と を お 恐 れ ず に 話 し

合 い を 重 ね て い け ま す 。 お 互 い の 意 見 を バ ラ

ン ス よ く 取 り 入 れ て 行 く こ と が 、 よ り 良 い

サ ー ビ ス や 商 品 を 生 み 出 す こ と に つ な が る

の で す 。

▼ 広 い 視 野 を 持 っ て 眺 め る

　 違 い を 認 め 合 う こ と が 重 要 だ と 分 か っ て い

て も 、 感 情 的 に な る と き や 、 ど う し て も 相 手

の 意 見 が 受 け 入 れ ら れ な い 、 と い う こ と も あ

る で し ょ う 。 そ ん な と き に 必 要 な の は 、 よ り

高 い 視 点 か ら 物 事 を 見 て み る 、 と い う こ と で

す 。 視 点 を 自 分 自 身 の 持 つ 狭 い 視 野 か ら 、

も っ と 大 き な 視 点 へ と 変 化 さ せ る の で す 。 例

え ば 、 自 分 の 意 見 を ど う し て も 曲 げ た く な い

場 合 、 相 手 の 意 見 を 取 り 入 れ る こ と で 、 ど ん

な 可 能 性 が 広 が る の か 、 と い う こ と に 目 を 向

け て み て く だ さ い 。 自 分 だ け の 意 見 に 固 執 せ

ず 、 広 い 視 野 を 持 つ こ と は 、 グ ロ ー バ ル な 感

覚 に は 欠 か せ ま せ ん 。 普 段 か ら 、 自 分 と 違 う

意 見 に 出 会 っ た と き 、 よ り 高 い 視 点 で そ れ を

眺 め て み る 練 習 を し て み ま し ょ う 。
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▼ 海 外 留 学 に つ い て

　 グ ロ ー バ ル な 感 覚 を 養 う た め に 、 海 外 留

学 を 考 え る 方 は 多 い で す よ ね 。 留 学 を す る

と 、 語 学 は も ち ろ ん 、 そ の 土 地 の 文 化 や 人 々

の 考 え 方 を 肌 で 感 じ 、 こ れ ま で 自 分 が 信 じ て

き た 常 識 の 外 側 の 世 界 を 垣 間 見 る こ と が で

き ま す 。 海 外 で 経 験 す る す べ て の こ と が 、 自

分 に と っ て の 学 び と な り 、 自 分 の 力 に な っ て

い き ま す 。 友 達 や ホ ス ト フ ァ ミ リ ー と 接 す る

中 で 、 驚 き や 気 づ き が あ り ま す し 、 時 に は 自

分 の 感 覚 が ま る っ き り 変 わ っ て し ま う ほ ど の

衝 撃 を 受 け る こ と も あ る で し ょ う 。 そ ん な 感

覚 に な っ た と き 、 あ な た は 自 分 の 人 生 に 新 し

い 視 点 を 取 り 入 れ た 、 と い う こ と 。 あ な た の

人 生 が さ ら に 豊 か で 奥 深 い も の に な っ た 瞬

間 で す 。

　 海 外 留 学 と は 、 語 学 や ス キ ル を 学 ぶ だ け

で は な い 、 か け が え の な い 、 貴 重 な 経 験 な の

で す 。

▼ オ ン ラ イ ン 留 学 と い う 新 し い ス タ イ ル

　 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 拡 大 で 、 世 界

は 様 々 な 制 約 を 受 け る こ と に な り ま し た 。 で

も 、 そ の 厳 し い 状 況 の 中 で 普 及 し て き た 新 し

海 外 で 学 ぶ と い う こ と
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い ス タ イ ル も あ り ま す 。Zoom や Skype な

ど を 利 用 し た オ ン ラ イ ン ミ ー テ ィ ン グ も そ

の 一 つ で す 。 そ し て 、 そ れ は 海 外 留 学 に も 新

し い 可 能 性 を も た ら し ま し た 。

　 こ れ ま で 、 現 地 に 行 か な い と 経 験 で き な

か っ た 留 学 体 験 が 、 「 オ ン ラ イ ン 留 学 」 と い う

形 で 経 験 で き る よ う に な り ま し た 。 時 差 の 問

題 や 、 対 面 で の 交 流 が で き な い 、 と い う デ メ

リ ッ ト も あ り ま す が 、

　 ・ グ ル ー プ や マ ン ツ ー マ ン で 学 習 で き る

　 ・ 動 画 を 見 な が ら 復 習 で き る

　 ・ 治 安 や 安 全 面 で の 心 配 が な い

　 ・ 留 学 費 用 を 抑 え ら れ る

な ど の メ リ ッ ト が あ り 、 新 し い 留 学 ス タ イ ル

と し て 定 着 し つ つ あ り ま す 。

▼ 求 め ら れ て い る の は

　 「 自 分 が 答 え を 出 す 」 と い う こ と

　 こ れ ま で 、 日 本 の 学 校 は 主 に 、 知 識 を 教 え

る 場 所 で し た が 、 最 近 で は 学 生 が 自 ら 考 え 、

学 び 、 問 題 を 解 決 に 導 い て い く 姿 勢 が 求 め ら

れ て き て い ま す 。 海 外 の 大 学 で は 特 に こ の 傾

向 が 強 く 、 ど の 授 業 で も 答 え を 出 す の は 学 生

で あ る 、 と い う こ と が 徹 底 さ れ て い ま す 。 「 世

界 中 か ら 集 ま る 、 様 々 な 国 籍 の 学 生 と 一 緒

に 過 ご し て い る と 、 日 々 新 し い 学 び や 視 点 が

得 ら れ 、 世 の 中 が 鮮 や か に 見 え て く る 」 と い

う 留 学 生 の 声 も あ り ま す 。

　 オ ン ラ イ ン が 取 り 入 れ ら れ 、 よ り 身 近 で 手

軽 に な っ た 留 学 ス タ イ ル で 、 グ ロ ー バ ル 体 験

を し て み る の も お す す め で す 。
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▼ 問 題 解 決 力 は と て も 重 要

　 日 々 の 生 活 の 中 で 、 全 く 問 題 が 起 き な い 、

と い う の は あ り え な い こ と で す 。 物 事 が 思 い

通 り に 進 ま な い と き 、 あ な た は ど ん な 風 に 行

動 し ま す か ？ 問 題 と 向 き 合 っ て 、 そ れ を 解 決

す べ く 考 え 、 行 動 し て い け れ ば い い け れ ど 、 パ

ニ ッ ク に な っ た り 、 あ き ら め て 途 中 で 投 げ 出 し

て し ま う 、 な ん て こ と も あ る か も し れ ま せ ん 。

　 何 か 問 題 が 生 じ た と き 、 そ れ を 乗 り 越 え

て い か な け れ ば 、 望 む 結 果 は 得 ら れ ま せ ん 。

問 題 を 乗 り 越 え た か ら こ そ 、 最 初 に 想 定 し て

い た よ り も さ ら に い い 結 果 が 出 る 、 と い う こ

と も あ る わ け で す 。

　 活 躍 の 舞 台 が 国 内 で あ っ て も 海 外 で あ っ て

も 、 「 問 題 と 向 き 合 っ て 解 決 し て い く 」 と い う

姿 勢 は と て も 重 要 で す 。 あ な た が 普 段 、 生 じ

た 問 題 に ど う 対 処 し て い る か 、 少 し 気 に か け

て み て く だ さ い 。 も し そ こ に 改 善 点 が あ る な

ら ば 、 問 題 解 決 に 向 け て 意 識 的 に 行 動 す る 、

と い う 練 習 を し て み る と い い で し ょ う 。

▼ 失 敗 す る と い う こ と

　 ト ラ イ ＆ エ ラ ー と い う 言 葉 が あ る よ う に 、

何 か に チ ャ レ ン ジ し 、 未 知 の 領 域 に 踏 み 込 ん

問 題 を 解 決 し て い く 能 力
で い く と き 、 そ こ に は 失 敗 や 回 り 道 は つ き も

の で す 。 失 敗 を 恐 れ て い る 限 り 、 私 た ち は 新

た な 領 域 へ 進 む こ と は で き ま せ ん 。 失 敗 を 乗

り 越 え 、 何 度 も 挑 戦 し て 、 よ り 良 い 結 果 を 目

指 す こ と で 、 様 々 な も の が 生 み 出 さ れ て い く

の で す 。 失 敗 は 悪 い こ と で は な く 、 よ り 良 い

結 果 に 至 る た め の ル ー ト で あ る こ と を 覚 え

て お き ま し ょ う 。

▼ 失 敗 を 恐 れ る 気 持 ち

　 失 敗 を 恐 れ る 気 持 ち の 裏 に は 、 実 は 「 責 任

を 取 り た く な い 」 と 思 っ て い る 態 度 が 隠 れ て

い ま す 。 責 任 を 取 る 、 と 言 う と 、 と て も 重 た

く 聞 こ え る か も し れ ま せ ん 。 で も 、 そ の 本 当

の 意 味 は 、 こ れ ま で の 枠 を 超 え た 新 た な 領 域

に 向 か っ て チ ャ レ ン ジ す る こ と を 自 分 自 身 に

許 し て あ げ る 、 そ し て 、 そ れ に 伴 う 結 果 は 責

任 を も っ て 受 け 入 れ る 、 と い う こ と 。 そ れ は ま

さ し く 、 人 生 を 人 任 せ に し な い 姿 勢 で も あ り

ま す 。 偉 業 を 成 し 遂 げ た り 、 人 と は 違 う や り

方 を 切 り 拓 い て き た 人 は 、 必 ず 、 チ ャ レ ン ジ

を し て い ま す 。 「 人 に 責 め ら れ る か も 」 と か

「 失 敗 し た ら 恥 ず か し い 」 と い う 気 持 ち は 、

チ ャ レ ン ジ か ら 自 分 を 遠 ざ け 、 従 来 の こ と を

繰 り 返 す だ け の 、 そ れ は い つ し か 、 時 代 遅 れ

で 退 屈 な も の に な っ て し ま う の で す 。

　 失 敗 を 恐 れ る よ り も 、 新 た な や り 方 を 模

索 し て い く 積 極 的 な 態 度 こ そ 、 世 界 に 求 め ら

れ る 、 社 会 人 と し て の 姿 勢 に つ な が り ま す 。
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▼ 英 語 は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ツ ー ル

　 グ ロ ー バ ル に 活 躍 す る た め に は 、 や は り 英

語 力 は 欠 か せ ま せ ん が 、 皆 さ ん の 中 に は 、

「 英 語 は 苦 手 ！ 」 と 思 う 方 も 多 い か も し れ ま

せ ん ね 。

　 「 英 語 ＝ 勉 強 」 と い う イ メ ー ジ が 強 い か も

し れ ま せ ん が 、 本 当 は 「 英 語 ＝ コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 」 で あ っ て 、 英 語 を 学 ぶ 本 当 の 目 的 は 、

世 界 中 の 人 と つ な が る こ と の で き る ツ ー ル を

身 に つ け る こ と だ 、 と い う こ と を 覚 え て お い

て く だ さ い 。

　 学 校 の 英 語 の 試 験 で は い い 点 数 が 取 れ な

か っ た け れ ど 、 自 分 の 伝 え た い こ と を 熱 意 を

も っ て 伝 え て い る う ち に 英 語 が 得 意 に な っ

た 、 と い う 人 は た く さ ん い ま す 。 大 切 な こ と

は 、 単 語 や 文 法 を 覚 え る 暗 記 力 で は な く て 、

自 分 の こ と を 伝 え た い 、 相 手 の こ と を 理 解 し

た い 、 と い う 気 持 ち な の で す 。

▼ 英 語 が 上 達 す る 秘 訣

　 外 国 人 に 自 分 の 話 を す る と き 、 あ な た は

何 を 伝 え た い で す か ？ 自 分 の こ と を 分 か っ

て も ら い た い 、 と い う 気 持 ち が あ れ ば 、 ど う

や っ た ら も っ と 正 確 に 自 分 を 表 現 で き る だ

英 語 は 勉 強 で は な い ！ ？
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ろ う ？ と 単 語 を 調 べ て み た り 、 表 現 の 仕 方

を 考 え て み た り 、 自 然 と や り た く な っ て き ま

す 。 そ し て 、 自 分 が 興 味 を 持 っ て 調 べ た こ と

は 、 不 思 議 と 忘 れ な い も の で す 。 単 語 を 覚 え

る の は 苦 手 ！ と い う 人 も 、 ま ず は 自 分 に 関

連 す る よ う な 身 近 な 単 語 に 興 味 を 持 つ こ と

で 、 英 語 で 自 分 を 表 現 す る 面 白 さ に 気 が 付

き 始 め ま す 。

　 さ ら に 、 学 ん だ こ と を 知 識 と し て 頭 の 中 に

と ど め て お く の で は な く 、 ア ウ ト プ ッ ト す る

こ と で 英 語 は ス ム ー ズ に 話 せ る よ う に な り ま

す 。 自 分 の こ と を 英 語 で 自 己 紹 介 し て み た

り 、 自 分 の 考 え を 英 語 で 述 べ た り 、 そ れ は 相

手 が い な く て も で き る 、 脳 の 筋 ト レ の よ う な

も の で す 。 英 語 の 映 画 や 動 画 配 信 を 見 る な

ど 、 日 本 に い て も 英 語 に 触 れ る 機 会 は た く さ

ん 持 て ま す 。 普 段 か ら 英 語 に 触 れ る 機 会 を

増 や し て い き ま し ょ う 。

▼ 学 校 の 英 語

　 学 校 の 英 語 の 授 業 は 英 語 を 話 す う え で 大

切 は 規 則 （ 文 法 ） や 、 ど う や っ て 英 語 を 組 み 立

て て い く の か （ 英 作 文 ） 、 海 外 の 人 は ど う い う

考 え 方 を し て い る の か （ 長 文 読 解 ） な ど 、 様 々

な 角 度 か ら 、 皆 さ ん が 英 語 を 使 い こ な せ る よ

う に な る 工 夫 が な さ れ て い ま す 。 英 会 話 の 授

業 で 、 外 国 人 の 先 生 と 直 接 話 す 機 会 も あ る

で し ょ う 。 「 や ら さ れ て い る 」 と い う 気 持 ち で

は な く 、 自 分 が グ ロ ー バ ル に 活 躍 す る た め の

ツ ー ル を 学 ん で い る ん だ 、 と い う 意 識 で 臨 む

と 、 学 校 の 勉 強 へ の 姿 勢 も 変 わ っ て き ま す

ね 。 あ な た は 、 英 語 を 使 っ て 、 ど ん な ふ う に 自

分 を 表 現 し た い で す か ？
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▼ デ ジ タ ル ツ ー ル と は ？

　 デ ジ タ ル ツ ー ル に は 、Microsoft Word や

Microsoft Excel の よ う な 文 書 作 成 や 表 計

算 の た め の ソ フ ト を は じ め 、 デ ー タ を 一 か 所

に 集 め て 提 供 す る ク ラ ウ ド 、zoo な ど オ ン ラ

イ ン ミ ー テ ィ ン グ が で き る 機 能 、 遠 隔 で 通 信

が で き る メ ー ル や Ｓ Ｎ Ｓ な ど 、 様 々 な も の が

含 ま れ ま す 。 今 や こ れ ら の デ ジ タ ル ツ ー ル な

し に 、 私 た ち の 生 活 は 成 り 立 た な い ほ ど に 普

及 し て い ま す が 、 こ れ ら の ツ ー ル を 使 い こ な

す こ と は 、 ビ ジ ネ ス に お い て も と て も 重 要 な

ポ イ ン ト で す 。

　 デ ジ タ ル ツ ー ル を 使 う こ と に よ り 、 距 離 や

時 差 に 関 係 な く コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン も 取 れ ま

す し 、 ス ケ ジ ュ ー ル を 共 有 す る こ と で 、 お 互 い

の 予 定 も 分 か る の で 、 打 ち 合 わ せ の 日 程 を 組

み や す く な っ た り も し ま す 。 仕 事 の 相 手 先 と

の 連 絡 が ス ム ー ズ に 運 ん だ り 、 一 つ の 資 料

を 多 く の 人 と 同 時 に 共 有 で き た り 、 と 、 と に

か く メ リ ッ ト が 多 く 、 今 や 多 く の 人 が こ の デ

ジ タ ル ツ ー ル を 使 い こ な し て 生 活 を し て い ま

す 。 日 本 国 内 は も ち ろ ん 、 グ ロ ー バ ル に 活 躍

し よ う と 思 う な ら 、 こ れ ら の ツ ー ル を 使 い こ

な す こ と は 欠 か せ な い ポ イ ン ト で す 。

▼ 身 の 回 り の デ ジ タ ル ツ ー ル を

　 使 い こ な そ う

　 ２ ０ ２ ２ 年 度 よ り 、 高 校 で の 情 報 科 目 の 授

業 が 必 修 科 目 と な り ま し た 。 情 報 以 外 の 授

業 で も 、 ワ ー ド や エ ク セ ル を 使 っ た 資 料 作 成

や 、 ク ラ ウ ド と 呼 ば れ る 情 報 提 供 サ ー ビ ス を

通 じ て レ ポ ー ト を 提 出 す る と い う こ と を 求

め ら れ る か も し れ ま せ ん 。 こ の よ う に 、 学 校

に お い て も 、 デ ジ タ ル ツ ー ル を 使 い こ な す こ

と に フ ォ ー カ ス し た 授 業 や 取 り 組 み が 行 わ れ

て い ま す し 、 日 常 的 に も 触 れ る こ と は 多 い で

し ょ う 。

　 こ れ か ら の 社 会 に お い て 、 ま す ま す デ ジ タ

ル 化 は 進 ん で い く こ と が 予 想 さ れ ま す 。 身 近

な と こ ろ か ら 、 デ ジ タ ル ツ ー ル を 使 い こ な す

こ と を 意 識 し て い き ま し ょ う 。

▼ 日 進 月 歩 の デ ジ タ ル の 世 界

　 今 後 、 今 、 世 の 中 に な い サ ー ビ ス や デ ジ タ

ル ツ ー ル が 、 世 の 中 に 出 て く る こ と も あ る で

し ょ う し 、 皆 さ ん た ち 自 身 が 新 た な サ ー ビ ス

を 開 発 し て い く こ と も あ る で し ょ う 。 こ れ か

ら 出 て く る ツ ー ル に 対 し て も 、 苦 手 意 識 な し

に 扱 え る よ う に な る こ と 、 そ し て 、 新 た な 可

能 性 を 探 り つ つ け る こ と は 、 社 会 を よ り 便 利

に し 、 世 界 を よ り 狭 く し て い く 可 能 性 を 秘 め

て い ま す 。

デ ジ タ ル ツ ー ル を

　 使 い こ な そ う
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▼ あ な た に と っ て グ ロ ー バ ル に

　 活 躍 す る と は

　 こ こ ま で 、 グ ロ ー バ ル な 活 躍 に つ い て 様 々

な 方 向 か ら 見 て き ま し た が 、 グ ロ ー バ ル と

一 口 に 言 っ て も 、 自 分 自 身 の 生 き 方 や 、 ツ ー

ル の 使 い 方 ま で 、 様 々 な 側 面 が あ る こ と が 分

か っ た と 思 い ま す 。 そ れ ら の こ と を 踏 ま え た

う え で 、 自 分 に と っ て の グ ロ ー バ ル な 活 躍 の

場 を 自 分 な り に 探 し て い く こ と で 、 「 グ ロ ー

バ ル に 活 躍 す る 」 こ と が 、 た だ の 憧 れ で は な

く 、 も っ と リ ア ル で 身 近 な も の に な っ て い き

ま す 。 ま ず は 自 分 が ど ん な こ と に 興 味 を 持 っ

て い て 、 ど ん な 風 に 世 界 と 関 わ っ て い き た い

の か 、 を 探 っ て い く と こ ろ か ら 始 め て み ま

し ょ う 。

▼ 色 々 な 可 能 性

　 グ ロ ー バ ル に 活 躍 す る た め に 、 企 業 に 属 し

て 仕 事 を し て い く こ と は 一 つ の 可 能 性 で は

あ り ま す が 、 自 分 で 事 業 を 起 こ し て 海 外 を 相

手 に 展 開 し て い く こ と も で き ま す 。 ま た 、 日

本 に 住 ん で い る 外 国 人 に 向 け て 、 サ ー ビ ス を

提 供 し て い く こ と も で き る で し ょ う 。 世 界 中

の 人 た ち と 自 分 は ど の よ う に 関 わ っ て い き た

あ な た に と っ て グ ロ ー バ ル

　 に 活 躍 す る と は ？

【
職
業
キ
ャ
リ
ア
教
育
】 
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
 ～
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に
～

い の か 、 ど ん な 物 や サ ー ビ ス を 提 供 し た い の

か 。 そ の ヒ ン ト は 自 分 の 得 意 な こ と や 興 味 の

あ る こ と に あ り ま す 。 自 分 の 可 能 性 を 信 じ 、

制 限 を 超 え た よ り 理 想 的 な 未 来 を 思 い 描 い

て み ま し ょ う 。

▼ 未 来 は 未 知 数

　 例 え ば YouTuber と い う 職 業 は 、 20 年 前

に は 存 在 し ま せ ん で し た 。 昔 は 存 在 し た け れ

ど 、 今 は な く な っ て し ま っ た 職 業 も あ り ま す 。

仕 事 と は 、 時 代 の 流 れ や ニ ー ズ に 合 わ せ て 変

わ っ て い く も の で 、 こ れ か ら も 既 存 の 仕 事 や

サ ー ビ ス を 超 え て 、 次 々 と 現 れ て く る で し ょ

う 。 皆 さ ん は そ れ を 生 み 出 し て い く 大 き な 可

能 性 を 秘 め て い ま す 。　 　

　 皆 さ ん は 今 、 高 校 生 で 、 「 自 分 が 社 会 を 背

負 っ て い る 」 と い う よ う な 意 識 は 低 い か も し

れ ま せ ん 。 け れ ど 、 こ れ か ら 、 10 年 、 20 年 と 時

間 が 経 つ に つ れ 、 皆 さ ん の 社 会 の 中 で の 役 割

は ど ん ど ん 大 き な も の に な っ て い き ま す 。

一 人 ひ と り が 、 自 分 が こ の 社 会 を 背 負 っ て い

る 、 と い う 感 覚 で そ れ ぞ れ の フ ィ ー ル ド で 活

躍 す る と し た ら 、 社 会 全 体 に と て も 大 き な

影 響 を 与 え て い く こ と で し ょ う 。

　 日 常 生 活 や 世 界 情 勢 に も 気 を 配 り な が

ら 、 時 代 の 流 れ や 世 界 の ニ ー ズ に 敏 感 で い る

こ と で 、 自 分 の 中 か ら ア イ デ ア が 湧 い て く る

こ と も あ る で し ょ う 。 グ ロ ー バ ル に 活 躍 し た

い の な ら ば 、 自 分 が 世 界 と ど の よ う に 関 わ っ

て い き た い の か 、 常 に フ ォ ー カ ス し て い き ま

し ょ う 。
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附録⑥ 高校1年生用職業キャリア教育教材 

（４）教員用ガイド 
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附録⑦ 教員研修用教材 
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附録⑧ プレ実証教材 
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令和３年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」 

専門学校と高等学校の有機的連携プログラムの開発・実証 

多分野での高・専連携を実現する一貫型職業教育プログラムの開発・実証 
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